KodakGray Scale 


G 


, 2007 TM: Kodak 


>d 2 3 4 5 6 M 8 9101112131415 B 17181CD 



13 14 -s |6 

Kodak Color Control Patches 

Blue Cyan_Green Yellow Fled 



AKodak, 2007 TM Kodak 

Magenta White 3 /Color Blacl< 












































































































••轟 ，^ 



長*長?法 , 

dht b 

宅， 

尼 1 

偈げ偈げ經ミ 


老:句 


A 

^1 

*-? 1 
—•ガ 

か 

< TT0 


H , 

g - ； 

P v 

毋， 

C ^ 房 

gi 


a 

i * 

B- 

か 

t, 

p 


解:解 :: m 
黟题:题 




譯者 立 花 俊 道 


>' 

• ... * 


パ f 9 ご ヤいこ > r ? o るん f な 金0.5ぞ， U-P 5 もラずふ f T -I 力— Y わか そ，フユカ— Y 01.7 

巴利語の％典は經律論の三蒇よ^:成り、經藏は長•中•雑•增一•小の五尼柯耶に分たる。小尼柯耶と稱する 


こ Kr. 


は屈陀迦波吒以下の十五經を合み、此に譯出したる法句經以下の五經は共に此の小尼柯耶に艇す。此等五 
經の中、法句經の一は我が國語にて世に紹介せられしこと、 一 &に 止まら ざれど、他の四經 i 本譯を以て 
阈氣の嚆矢となすが如し0 

諸經耍集中の十七經の I 部に微文を見るの外、五锊總て韻文ょ b 成る。之を散文の，語に譯出したるため 
に原文のす味を減殺したること幾 W なるかを妒らす。が人の铡に傚ひてねを i 幻に歟じ、節朴にして畆船 
なる府文の意義を十分に寫したきはダが飽くまで希绍する所な b しも、-之は非凡の文才ありて始めて v < 止て 
得べき m にて、余等の如き文藻の才乏しき M の敢てし得べき所にあらす。よりて余は初めよ b 之を企つる 
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法句綷畏老偈長老尼偈 r 
ことを±^め、ゼ^^するに船文を以てした bo 

• J<r しょ s . T Jt 5 い こ H けいけ/ w い 5 ひと ひ^ N d ろ ^ 

一國語の^ 5 を也の國斯に譯するの容易ならざるは、此が經驗を有する人の等しく悉失する PJ - なるへし忠 


I ：法句經】於 i が二十六 M 四百二十三妒ょり粑れる、銥账 mirl の小經 tu して、ざ^〇ひ傅ふる所にょれ 
ば、繼ぎ 5 に船デ W に f て叫：^鬆の&のためにぼかせ S ひしを、 M - 亂船の 11 、 

氣祖を挪め碧の黯した tQ にて、 i 黏 t ぎ n < t 氍せしを 、 P 虹一- 

、船 i のヴッタガ！ ils の i 、 槪めて湯せしもの？と r 。 S 影竽の sirsi じく 
'飯一奶紀の 21 に！^せられ、ヴクタガ 1ilfs£r 位の時、織めて笨錄せられたるものなること、法句經 






傯訓としては、全經の偈偈皆然らざるはなきなり。之を稱して佛門の論語と云ふも決して過言にあらざる 
べきを信す。 

【長老佴•長老尼佴】.等兩ボは佛在世時代に於ける長ぎ見び長1^尼の伯に係る,1を歡めたるものに 


V ん I や 


>-% せ 5*1 カーヤ 


て、前者は一千二百七十九偈より成6、後者は五百二十二偈よ6成る、而して共に小尼柯耶に思する，と、此 
に譯出せる他の諸經と異ることなし。長老及び長老尼の中、或ものは一偈を逭し、或ものは二偈を追し、 
或ものは三偈•四偈乃至七十餘偈を遗せり。 r を其の逍したる偈の數によりて分類し、一頌品一頌品•三 

C ゆ BA . tc いしだいしムほんと5 なづ かく ご 4 こ rv ぷん冬ゐ 《 くしや も r プら5变た ちや5ら5に ねんれい «ふらふ C ♦ん u 

頌品乃至大集 tl 等と名く。斯の如く之を分類するに、作者たる長老、又は長老尼の年齡ゃ、法臌の順次に 
よらす して、其の誦 出せる 偈頌の數 によれる は、一秫の興味 あるを ダはす 。 mi ; 頌の此 の 多き場合に於け る 

へば、四十頌品の靡轲迦葉の^とせらるる四十偈中、初の三偈は比 f 等の華集に混在し、在家に往來するを 
誠めて誦したるもの、次の四偈は比丘の四耍具に就て、次の四は自己の H 日のを山に就て、次は比；；4等を 
誠めて、或は舍利弗の徳を推稱して誦出し、或は自己に < して誦出したる等あり。或は又他の場合にあり 


№5ち?つら., 1/1 もや. rs ら.9に cm 穴にん しよ * L1 5 ,/ r sn . か ふ <3 rot «>« ゐ げ 枝ち r フ 

ては、某長老又は長老尼の事を他人の誦せしを一緒に出せるも之あり。斯く復雜なる種類の偈の、某某長老、 
又は長老尼の作として、世に傳へ られ しを、後人の集めた るものに て、•悉く佛の親 口ょ b 出た.^ とせら る 
る 欺 典中、斯の如き偈集あるは、また一異彩たらすんばあらす。 

解 H • 111 




法句 e fi 老偈畏老尼傷 四 

br ,! rfcp !: sj >^^、 • •ふ：て • へ b んせい ti ? ォプ•ア ii ブ，ヂ よ i ^ 

此等兩偈の英譯は V ス •デビ ブ 夫人の手に ょりて 完成せられ、 「原始 佛敎家の躜歌 J として 世に 流布 せらる 0 
偈の 古註 r 最上 袭燈フ j は 譯者 "の祀い4 T tt ^! 1 ?としたる粑£^0 
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國譯法句經 

か し5»5しゃそん蕾しゃ tr 7 へんかくしや螯み，> 

彼の祥者、尊 it 者、正遍货者に歸命す 


ほんだい 
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々ホ £冰 の roc ) VJW #>& かか s»*a 

「〔彼〕我を Hn り、打てり、敗れり、笑へと、斯る思 


• /• 


-を抱かざるものは其の怨解く。 {四) 
此の肥に於て怨ぱ弧一^てしては 51 に阶くべ からす 
免を以てぞ解くべき、これ(一)永劫 P 易の配な办。{五) 
「我等は此處に一一、，ぶるものな bji 、 S ぎ松はねを 


Lia ふ こころみちび CJIOTCCIO 〇く ひ 6 

諸法は心に m かれ、心に統べられ、心に作らる、〔人〕 


&し i れたるが；^て、 PSI 1 つ«|ば、？！ょ-し 
て、苦の彼に随ふ左、車轮 Q、f を t けるものの船に一 

c 船どが M し。 3 

諸法は f に導かれ、•心に統べられ、が！：似らる、一: A ? 

射の锨に1 T ふ！、锨齡の〔耽^ ii れざるが如し。，一 ) j 
「〔彼〕我を&!れ-、沪て-、 M れ-、歡へう」と、 i る 
を抱けるものは、其の怨解<る、となし。 


斑らす、人若し t を®れば、斯ょりして^^む。 (a 

(_) しや， C や5 く.〇んいだ V ，， へ5しよ*>ん<つ 分ん 

淸淨觀を抱きて住し、』諸根を懾する左なく、飲 
食に於て量を辨せす、怠悄にして、精# i 足らざる把、 


—r > ラ かか ひと .，ご な か 1riut うご 

魔王の斯る人を動かす I 、猶 liM の弱き樹を〔動か 


，•と 

す〕が如し。 




4 t : p * r 5 く山んいだ 01こん せ〇>ん d 奮 分い，や5ベ 

S 不淨齟を抱きて住し、諸根を攝し、飲食に於て量を辨 
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aQ 法句経 

じ、信心ぁり、精勤なるもの、魔王の斯る人を動す i 
なき、猶ほ風の石山に於けるが如し。 S 
人にして煩悩なきものこそ、黃色の衣服を著くベけ 
れ、調御なく、竹語なきもの、彼に1衣は和應しか 
らす。 (九} 

TT もろ6ろ (内)ろす X かい あん tr ゆ IN 

旣に諸の g 漏を棄て、善く戒に安住し、調御ぁ b 一 

竹語ぁるもの、彼にこそ黃衣は相應しけれ。 (10) 

S ) 6せい V fs せい ひ せい，へ ひ <いみ 

非精に於いて？精の思をなし、精の上に非精を見 
るもの、此等 g 邪思此の人は、〔遂に〕精を W ること 
あらじ。 2 0 

精を精として知り、非精を非精として知る、此等5 

正思境の人こそ、精に達するを得べきなれ。(三} 

惡く& S きたる屋舍は、雨の-之を侵すが加く、修練せざ| 
る心は愛欲之を侵す。 ( S ). 
善く葑きたる屋舍は、雨の之を轻す i なき•か如く、眩 


11 

練したる心は愛欲の之を位す MJ なし。 {一四} 
此處に费ひ、來る世に憂ひ、惡を作すものは兩 k に f 
ふ、彼は憂ひ彼は悲む、己の行れたる業を見て。(一五) 
此處に喜び、來る世に喜び、福を作せるものは W 處に 
苕ぶ、彼は喜び彼は悦ぶ、己の淨き業を見て 。 (HO 
此處に苦み、來る世に苦み、惡を作すものは兩處に苦 
む、「ゎれ惡業を犯せ bji てぎみ、惡趣に陷 b て益益 

P 。 § 

此處に歡び、來る世に歡びヽ福を作せるものは兩處に 
W ぶ、「我福業を作せ bj とて歡び、善趣に’生れて益益 

iV n 八 ) 

Jf0}fkk 

»くしや たにん ぅし かぞ ご* 二0)しや 

ふ MJ なくば、牧者の他人の牛を躱ふるが如く、こ…沙 
門逍に於て纪る所なし。 (一丸} 

ぶつご どく ID , t くな いへ e c 5>5» ふ>ゐほふ r やぅしや 

佛語を請誦する i 少しと雖も、正法の隨法行者たり、 









ぺ / i/ —ft 1 w •一ろ げだつ 

貪と瞋と又癡とを棄て、正智あ6、心よ く解脫 せる も 
のは、 f の世把の il (: 著なくして、(二^ if . にぎす 


v 
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{二一) 

賢者は精勤に縱て龀く,のぎ〕を妃り、船 fi の iat を 

;;<?> し . ん > 4 ろこ 

樂み精勤を悦ぶ。 M 




間庵王の爲1:服 t £ らる、死1:近く、死1:行く、消え*つ笫の意む* 


のんね U ん く^くし， 

隱•涅槃を獲 取す。 


01る 


り、【三】 SV して Ur 他」❸字か用ひ 、「I な！て他の t の」と lrpJVB * 7 り、 1 

?。 SJ 見 W し知装•し對して壯美なり淸淨な”*すべ值今' 業淨-事〕，す乃ひ 
さ t のなり等の IB 念か抱くを H ふ。【五】眼尊典舌身窓の六權、制 i 自ら制し、道によ b て生き、^;勤 t A るもの、〔斯の如き 
せす、此»5£掁の門戶な»|らざる^言ふ。【六】谢と|1«惱の謂) 

なり。【七】「 « 」 と IX 「精 SS 、 巾 « 、 «- 部」 ® の袭なり、「非精 j と It 之 
% |:反 L て、软要ならざる部分なり。【八】「邪»惟\_-又は「正思惟」か 
其の分別の「境界/筘問とマるの; e なり。【九】原 wllu 、 伤©、 

有利¥の SV ? リ、沸の說ゲれ nK •敎 4 - Tr ふ。【一 0 】「沙門道の分得 
者1:わらすご【一！】俘槃1:浚マる^言ふ0 


し r 70ん SA . だい 

精勤品第一 


しや 5 ごんふ 


( 1 slllei^Tt* 

人の〕#は增長す。 B 

か .’cr ， しや 5 ごん c せい てうぶ < 4 つ ら t や へ一一 

向上と精勤と自制と調伏とを以て、智者 U 簾流の 

をか 


精勤は不死の道にして、 g 舭は死の itt な k 撒 fi の A ? 

し は5いつ ひ - w 4 c n 

は死する左なく、放逸の人は猶は死せるが如し。 


侵す MJ なき洲を作らん I を0 


(一一五) 


ぐ ち と . ^ら 115 い〇ふけ ち LT ご A. 

愚にして智な>輩は放逸に耽り、智ある人 li 精勤を 




t% < ぃじゃ ., もん»テ : d 

護るふ、最上の珍致の如くす。 


(二六> 


II ぅい〇ふ It よくらく あ v % tr ヤく ふけ 

放逸に耽る i なかれ、欲樂の愛著 {: 〔耽るふ〕なかれ、 

crr 7 >ん V ん L だいめ*^らく •プ 

これ精勤にして禪思あるものは大安樂を得べければ 


な. 
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H 典法句赵 

智荠の r 娱を以て g 通を撖ふ i 、 紕はが1:犯以く、铲 
慈の樓閣に上りて、氣生1 y 〔がる M 0、 纪ほ此 
頂に立てる賢衷の、地上の恐者を觀るが如し。( II 八) 
放逸の徙の种にあ b て_飯い、船れる W の啊にあ- 
て能く醒めたる、氣の如き智者は W 馬の胬梅を f つ 一 


るが如くにして進む。 


i 


L ? ,/> ん たい C やく L i てん し_ し，5ごんひと 

精勤にょりて帝释は諸天の主となれり、精勤は人に 

た/- は5いつ つね いや0 

稱へられ、放逸は常に賤めらる。 (S 
精勤を樂み、放逸の怖るべきを紀れる比 p < は、 W ゆる 

火の如くに、大小の"一糎結を〔璇し〕去る。 (三一) 


たいだ 


四 

躁ぎ、動き、謎く、靴へ‘ g きか#和はおを彫む る 
、と、筋匠の箭を S むるが〕如くす。 SJ 
ぼに,てられ、4 ¥ nn たる m の： g く、 f 念 
は躁ぐ、 (-- 魔王の亂土を亂れ出んが m に。 M 
抑ふるく、輒112して、配船に g を駝げんとする 

ろ • ご こころら V - 

〔斯の如き〕心を御するは可な b 、 御したる心は 樂を 

Kt ; (S 

見る こと 難く、微妙にして、隨1に衡を1 げんとす 
る智者よ、〔氣の如きの〕心を1れ、る•がが船を 


裔す A 


精1 y 樂み、釦悄の_るべきを覺れる r 丘は、邋齓す 
る MJ 能はすして、湼盤に近づく。 {一一 三) 

【一】 a 槃の壤ないふ。【二 J 煩 ti &4- 一 H ふ、*れ煩 ffiu 衆生の心を* 
び紡•ひて生死海1:流 wt £ しむるが故なり。 

»んだい 


{一 S 


J t c If ^ ft 〇そ 办 — 

遠く行き、獨 b 動き、形なくして、胸に漘める、 f 斯 る〕 


のが 


心を制するものは魔の縛よ b 脫れん 


道 


こころけんご め* 7 R ふ H 5 げ C ん13ん f •だ ひ4 

心堅固ならす、妙法を了解せす、信念定まらざる人の 


咎慧は成滿する MJ なし0 


心品第三 


(コー八) 


4ん VA 


1ころめい H く 


v/t めく 


心に貪染なく、心に迷惑なヾ、善惡〔の思〕を棄て、覺 











b たる A には怖畏あるふなし • (三ル) 
此の身は水瓶に似た b と扯り、^の“ ye 繼 MT の iuj 


ぞ 、誰か 善く說かれ たる 艇^ K 散む る の鰣 
を 集 ひるが如くなる。 1 

(一)っ！け、ひ“1^^ ; 、於ド,、このにんでんかぃ か 

笮學の人は大地と閲魔界と、此人天 乳とに 阶つ、 
^學者は善く說かれたる法订を〔配むる MJ 〕、 ^私 CD 


くにし、智慈の武器を以て魔と戰ひ、勝ち獲たるもの 
は之を護 b、 住止する i なかれ。 {四〇} 
げに此の身は久しからすして地(:委せん、棄てられ、 
怠識を喪ひ、無用の木の娘の！ B くなりて。 S1) 

r < ぞく たい t % xt たい sn か H 

賊は賊に對し、敵は敵に街して、此をなし、彼をな 
す、邪路に陷れる心は、更に大ぃなる1を I*- のんに 
なす。 (3-^ 
母も父も將た他の近親も之をなさす、汜路に立てる 
心は更に大なる善を此の人になす* (1) 

【一】 生死海を 云ふ。【二】$く ！ es 41 H ふ* 

i - R 齡四 

酐のガ妒と、跟纪阶と、： k の^^とに默っものは氰 

心品第三華品第四 


華を集むるが如くす。 (四上) 
此の身は水泡に S ふべきを郇り、奶 m の钔な 

— x r/ui け せん やぶ わ>ム& も, 

b て、天魔の苇箭を坺'こ死王不规〔の地〕に彷かん 

i 。 S 

i を衡みて、繫 grw は、銮の似へて％る 

ふ、眠れる村里を、暴流の漂はしがるが如し。 («} 
華を摘みて、心愛著し、諸欲に飽くなき人は、死王之 
を服す。 (一！八} 
猶は蜍の、粑と、氐 r とをなく、似を船へてが 
る♦か氮く、同じく! I 渚は村里を遊行’せょ。 (免} 
他人の邪1を i す〕、緲 M のが和がを！：肌はす】^^ 

五 






a 譯法句經 

の作と不作とを觀ょかし。 (五 S 
爱しく、色好き華の、香なきが如く、蕃く紀かれたる 
語も、之を行はざるものには效なし。 . (五一) 
愛しく、色好き華の、加之、香あるが如く、 li く，かれ 
たる語は、之を行ふものには效ゐり。 SIIJ 
準堆ょ b して'服柯の華遂を仏るが；^く、起れ肥たる 
衆生には、爲 w へき善業多し。 S 
雄香は t に逆ぅて行かす、版榷香•多伽羅香 , 和迦 
香も〔亦然6〕、善人の香は風に逆ひて行き、は氣 

方に風を象る。 5 

旃樯香 と、 多鲥羅 祀と、 遊 波霞粥と、靶 た！^ を 射と、 

此等諸 香の IJ にて、戒免こそは I 上なれ。 (壹} 

^**ら»*5«んだんかぅ ごと そ か i ^•や*^すくなかい* W くしゃ 

多伽羅香•旃楮香の如きは、其の香、1:少し、戒德者の 
&は^ S 天の中にて香ふ-と第一なり。 WK } 
此等の戒軋あ-、精歡にして住し、ぎく記りて、解脫 


六 

せるものの道は、魔土之を斑ひ知らす。 (五七) 
大道に棄てられたる應堆の中、 k 處 - 淨香ある、： S 
よき白速生せん、 Ss 如く、澳埃のうち 、 igi なる 
凡夫のうちに、正徧取乾の弟子は、貧怠を以て光り 
勝气 (天 、 S 

【一】四向四果の中、最後の一果 WW 漢采ル除+、前の W 向三果の人 
か有學の人と云ふ、やがて阿 W 漢となる人なり。【二】 M 联漢梁 
か云ふ、 Ja れ阿羅漢粜か得“ば、死王 M ち魔王か見ることなさが故 
な4。 

無五 

目睜めたるものには、夜は長く、疲れたるものには 

fl ) •じ♦ん ttt L やう|»ふ L c c «. りんね ひさ 

由旬は逮く、正法を知らざる、恩者の鞴廻11久し 

LC 1 

b よ L や t V 0 »iis >の h ひと と4 t . かなら 

旅 溝 若し己1:勝り、 〔己と〕 等しき〔伴〕を得すんば、必 
す堪行せよ、 B 者に伴たるものはあらす。 (六一) 






に J 4、 ■は群、 £5 漀證の起だ iv — 隠て 

ものに非す、況や兒 を や、泥や 敗を や。 ( K 一一}眼 組の 船^< る や、ぎ 乳は 亂の £ jc 船をぞく。 {交} 
愚乾の〔自^'〕思な- と思へる、 衡これ によりて 1 -( —-- 亂 〔なる沉 5乾は、 ルにルに、 装の t;I にて^^ ると 
た b 、 思 者の賢者の思せる、 衡 こそは 敗 乾と y はる一も、撕る A / は歡肥付和 が 十六射の一にも^;.がす。(セ£ 
れ。 

思者は生を終ふるまで、锊漪に奉事すとも、ぼを灿ら 


な tx<t べん ごと 

」、猾ほ食匙の葜味を〔辨せざる〕が如し。(六四) 
智者は、假令象咿も、勤が ( : i 4せば、颭く淤を钿る 


ふ、猶ほ舌の藥味を〔辨する〕が如し。 i 一 

無智なる愚紮は p > 垚 I 屻なるが ： g く 恥妒ふ、ぎ < を 

fs 

< s .5 


{六一一一) j 犯したる罪業は、161結せざること新しき乳の如く、 

〔耐も〕灰に报はれたる火のがく、配 b つつ、 m 1 ;* 犯に 

愚者の智慧の起る，と、其の不利の爲なる間は、これ：^ 

( 七 e 


〔生すべき〕罪業を身に行ぅて ▲ 

轚こなのらく 


ぐ L や かん そん そ <rf 

の B 者の好運を椹し、其の頭を碎く。 


»i 碑 JHf 4ゐがん X い C く «■ <^4ぅ .> ご4 

行うて後悔ひ、淚顏啼哭して、典の果報を受くべき業 


は、善く爲されたるにあらす0 


{六3 


のも•- 


行ぅて後悔なく、歡喜悅豫して、其の果報を受くべき v きすべからざる取に f いて、於がが制をぐけ 
業は、善く爲されたるなら。 よかし」、これ®:乾のが一:して衡と犯とは I ：ために 〕 t 


<#> U 5 *y 


1思者は〕僞の名聞卜願ひ、%比丘の批にて pgl にぼ 
らんと〔望み〕、家にありては主とな b 、 他族の亂じは 
供養を〔得んと蓮む〕。 S 
「在家出家拋に、秕ねを燎せ bim へかし、1て黹す 


閉愚品第五 


七 






/ 




阈釋法 41 鲣 


八 


長す< 


f J Jc 1 C-VVCI —VI J ^/»\cp 

sw 法を喜ぶものは澄みたる心を以て快く臥す、賢者は 


は利莽 (: 遵くものにして、一は！^に w きげく • 


く矿ゃ5 


のな b 、 佛弟子たる比丘 U 、 此の意を^6て恭敬を喜 


ぃ聖者の說ける法を樂む《 

It ん C や i 


i 


t , t - ふ 


ばす、遠離のために修湃せよ 


i 


渠 Ha 水を導き、箭匠は箭を矯む、木工は材を曲げ、 

f 八2 


【一】由旬と ( i 里程の名、 W 吨 i り十八唑1:至り" SSK 一定せす。 
【二】一简刃每に、茅草の繃1:1) % 、£ほど少«の&か取るとも、其 
の功德 It * く法^行ふ人の功捸の十六分の一に tst らす • 


けんしや V の H もとの 

賢^は己を調ふ。 

!如の料石が、風に動かされざるが机く、^^は f 
3と稱黎とに動かさるるふなし。 


け / 


BA . だ i 


賢哲品第六 

t 身の：！過を F し、ぢを f むる i ： 紙、船る m 犯を^一、 

〔巧の〕黯—が f に g へょ、 M るだ i 

ふるものには是あ b て、非 ある MJ なし。 {七 a 
誠めよ、故へよ、$桃配の斬よざからしめよ、似 
善人には愛せられ、惡人には情まれん。 


f-ij 

底深き池水の、澄みて、濁なきが如く、氮者 l . i 法を i 


• IC ろ 


きて^を^ましむ。 


f 八 e 


善人は一切處 UC 欲を〕棄て、炱十：は01を求むるが 
货に語らす、先に觸れ、將又苦に〔觸れても〕、1 
- ■變れ る 相を現す ふなし。 f 八 n 一} 

U ため た ため あく おこな C#. • か t 

自の爲 {: も他の爲にも〔惡を行はす〕、兒をも財をも 


これ 


>のれ 


5 W 阈をも、之を求むる、となく、非道によりて、 nT の利. 


惡友と交るなかれ、卑劣の锻と交るなかれ、善友 i 交 
り、奪负の士と交れ。 1 


とくしゃ 


を求むる Z なし、これぞ德者•钓者•義者なる。 f 八 e 
人間の中にて、*彼岸に乳るものは w < 4 '、 k の撇の 




>«んぺん At 

>のは岸邊にありて奔馳す， 


{八五) 

善く說かれたる法に随順する蜚は、越え難き魔の® < 


土を〔越えて〕彼の岸に到らん P 


{八六) 




5 > T く S ふ 


道を踏み 終へ、 一切 處に離 憂•得脫 せるもの、總ゅる 

てんけつ •# •ん C ふ t ; •プ 

糎結を斷じたるものには執惱 ある なし。 (九 e 
1 : sr 念 ある 人は W 飯い、!^: ufH % を m 對するふな 


賢者は黑法を案てて、白「法〕を修すべし、 蒙ょり ri 
れて〕、家なき身とな-ヽ樂を得！配 I の 配！^て、 j を f つ 
此處に賢者は船衡を齩てて、粑矿なき y なを 
求め、諸の‘ 穢より、 tl を淨くすべし。 (八七、 八 八> 


し、 3王}の 池 W を 麻つるが組く、紙繁狀纪択妒 の 装 

(九こ 

t 財物を〕 rkf る叾なく、： k 粑して圯を f け、 k の " m 
乳は裂にして、％なく、 1 i してぁり、 纽 t 打く； J の 
S の：！ 如く、斯る W の 歌を鰣 SMi は g し。 (九 二) 
k の m 惱夂歉く遊き、！ iu 把て象がるなし、 kr £ 船 


ro t や くぶん V い 1 こころ L ふい 

JH 覺分に於て、善く 心を 修 習し、 執する {な. 


て、著を棄つるを1ひ、此の光輝ぁる*、漏氮 m は、肥 

• i 


じや f^AA 

I :靜穩を得たるな 


そら， 


は空にして、相なく、而して解脫あり、空行く鳥の 【跡 


【一】^欲な求め、 fs 欲の ftl : 閑眛か交ふるこ 4 な f 【二】 浮み 
たる»、沈みたる«かなすことなし。〔三】 彼 »と lla 槃か云ひ、 
此»とは生死な云ふ，次偈の彼岸の*も闻じ。 c 四】所 W 七菩提 
分法なリ* t 五}^盡者 il : 燻馏な & LT : る 人 < D 意1:て w » i *4 
一 H ふ 

一&:歡 歡»新 七 

費 哲品第 六 闲羅浅 m 七 


，かか 


の〕如く、斯る人の跡を测るぶは難し0 


S1) 


しょこん C やく tr 5> i 貧 ^ L 1 ,i 

諸根の寂靜に歸せる、と、御士に善 く剛らされた る輅 


かか 


の如く、慢を棄て、煩惱を盡したる、斯る：<は諸无も 
羡む所な6。 (九四) 
恕らざる MJ 大地に等じく、ょく林⑽瓣を ポ办て W 私に 

九 





國屏法旬練 

銜ふべく、贶±"なき齓の粑の如し、斯る人に a 翰嫗あ 


10 


るなし ▲ 


e ここ$ 05 >くじ笋う そ こ4»そ ごふ « f ; c * f »< c ?7 X 

其の意 li 寂靜なり、其の語其の業、亦寂靜なり、善く 


贤袭なき文句の偈は、〔其の欺〕一千なりとも、人の聞 
{九五)いて寂を得べき一偈句は之ょり勝る。 {一01} 
, |^^き幻你の做一百「章5を誦せんょりは、人の聞 


書と f #*9 jtMon く t 〇 >と C やくぅ|»0 く じゅ M さ 

證 b て M 1 脱を得、安息を故たる此の人の。 {突} いて寂を得べき一法句〔を誦する〕 ぞ勝れる。(一011 J 


1;ゐ 


ほふ さと か ttc 5»ぶ 


^、 


妄 i なく、 無爲〔の法一を覺り、且つ縛を破れる人 

#} ふ I ん た t t 1 こと ひ -V 

業緣を絕ち、欲を棄てたる、これぞ誠に上上の人 


«ん1*や5 V い <ん臂ん て t か ^ Aoh •*» 

1 g 場に於て千千の敵 {: 克つものよりは獨り己に克 


rn . さいじ r 7 <んしよ•プしゃ 

つもの、彼こそ M 上の戰勝省なれ- 


{Is 


の h 令 f» c «c .4 i i 

{九七} 己に克てるは、總て他の人人に克てるに勝る、天も 


てん 


なる。 

阳妃にて も、 獻 m にても、，にても、陸にても、磬者の 
むまるぞ i しき！： &- r 〕。 (S 
獻祀 は lri べし の 敷まざるを、^^ の 人は 


<んそん《んだい 


千千品第八 

意義なき文句の語は、〔其の數〕一千なりと- 
いて寂を^ , べきず 翁の 一語は之よ b 勝る。 


姒 if も、 I 王も、抱び梵，天も、此の常に己を御し 
自する人の亂和を1じて、敗 G となすこと f は 

す。 (一 Grl 

W かし m に爪に、5^を一: k てて、锒を供 f ること一 c 
利、祇して%の K ゼ修めたるものを fc < 苍するこ 
と亂靴ならば、.の 1ft< 養こそ、彼の百年の焚颭1:勝 


，人の聞 

{星 




たれ • 


00 K) 


b んかん く r> c ん JuC 13 んしか 

人若し林閒に ありて、 火神(:奉事す る I 百年、而して 




一人の身を修めたるものを供養する $ 亂刻ならば、 
此の h < 養こ1、把の百年の免 * に g りたれ。 {1 } 


供犧や、焚*や、 JJ - : の世に ig を歡め4もの、 g 獻： fj 
を行ふとも、總て其の〔珈歜〕範奶07だを辦私するの 

松て Sr し、 il に起を盎には、四 
衝の法^ K す氟と纪と鉗-〇がく ( i ) 一 
人若し 生く る こ i 百年な らんとも、 汙 C して 定な； 
くんば、戒を具し、禪思 あるものの JH ^ 生く るに； 
かす。 (二 0) 一 
人若し 生く る i 百年な らんと も、劣慧にして L なく) 
んば、慧を具し、禪思あるものの、|的屯くるにが{ 
かす。 {三} 

ひ“2 〆 少- • ね•ん たいだ し T /ん一 

人若し生くること百年ならんとも、怠惰にして宵勸 
足ら すんば、 堅き精勤あるものの、一 H 1 生くるに 虹 か 
千千品第 A 麻*品第九 


t {二 a 

人若し生くる、と百年な らんとも、 (一"起減を見すんば 
起滅を見る人の 一：：： 生くるに如かす。 {5) 
人若し生く るふ W 年な らんと も、不^!の道を見すん 
ば、不滅の道を見る W の一町胪くるに虹かす。 fils) 
人若し生くるふ百年ならんとも、無上の法を見すん 
ば、無上の法を見る M の一 S 虻くるに虻か t ns 
【一】享物の生®滅碰、卽ち生滅を云ふ • 


#>くごふ《んだぃ 

恶業品第九 


X 5 X 


審業には急ぎて鋁 v /搌氣よりはがど隞げ、职妃をな 

(二六) 


すに懒きものは、苏の心惡業に樂ひ。 

人假令惡1を爲すとも、斯积だを衆すなかれ、ぎ紺の 
欲は起さざれ、惡を稂むは苦な b 。 {二七} 

がし靈を k さは、斯黑.せ、£の i を犯 





阈譯法句雄 

せ、善を積むは樂なり。 {一一八} 
惡人も、妒の惡の赵だ！^ざる^ i 、 敗を W る、尉の 
熟するに至るや、歡人は%を見る。 {一一九) 
读人も、彬の善のおだ船ヂ'3,0胍 W 、 祝を r る、歡の 

r ^< いた ぜんにん ふく み 

熟する1:至るや、善人は顧を見る。 f 三 S 


£K 


•iti 


「惡は我に近づく-と無かるべ し」 とて、之を輕視する 
，となかれ、滴 Si 私のぎちて、私紀に齔っるが妮く、ぎ 
絷は少少づつ！^を箱みて、惡： J 滿つるに至る。 f 三 J ) 
「善は我に近づく J 無かるべし」とて、之を輕視する 

!なかれ、氍粑の f て、41 T の il ? が i く、览 

者は少少づつ善を稍みて、善に滿つるに至る。‘{一1三) 

<£ r いおほ じ ゆ 5 tt んす<な LT 7 •一 あやふみち I JJ , 〇ぞ 

貨財多く、從伴少き商估の危き路を〔避け〕ヽ壽を望•む 
ものの、毒物を〔避くる〕•か如く、惡を避けよ。 { li :} 
手-瘡傷なくば、手を以て t をも t る MJ を阶、氣は S 
傷な きものには 伴はす。爲 5ざる ものには惡なし。 


1 U 

(i 

人若し害心なき人、淸淨にして執著なき人に忤はば、 
禍のゼの愚貧に lb 妒るも艇鰣い粑じたる鰣獻の 
An ; し。 (三五} 
或は人胎 - 宿るあり、罪あるものは地氣に堕つ、善行 
の人は天に生れ、煩惱なきんぱ涅槃に至る。{三六) 
空にあ b ても、海の中にあらても、將た山間のぼに 
入 b ても、世に罪業ょ b 脫るべ き、 方 所と ては ある 
なし。 (三七) 
空にあ b ても、海の中にありても、將た山亂の窟-入 
6ても、世に死の勝たざる方所とてはあるなし。 

f 三八) 

た.^ V やぅ»んだい 

刀杖品第十 

i て〔和ぎ’〕は st ; pi れ、，胤て f を泥る、 nsfir し 




て、〔他を〕毆つ $ なかれ、害ふなかれ。 (ご1九} 
所、：一^ 喩 r して t を〕鈮つ ことな かれ、 祀ふこと 

なかれ。 0 S 
i を i むる梁を、 gmig て！^ふものは、较對を 
求めても..後世に之を得る MJ なけん。 {—1)1 

i をおむる象なはざるものは 、 P 

i 

にも isis を m % ふる！なかれ、ぞけては〔鍁：一泌 
に；^さん、影の栗^0なり、歌«|^|の^^に朦 

なん^— i < かた やぶ M a ご卜 

汝若し默して語らざるふ、破れたる鐘の如くならば、 
これ涅槃(:遂せるなり、汝に愤怒あるなし。 ( IS ) 

卷ゼの55を i て 〔 i し〕、¥を螌1: r が ： i く 、！ f 

(一 £ 


。/:1 


思者は罪業を f て f す、雲の^ ssr の氣に g 
まさるる i 、 猶 li 火に燒かるるが如し。 {一一 £ 

はぅ い r* f ic 人 ぅ % tt.7 くは 

暴意な く 害心なきものの中にありて、暴を加 ふる も 
のはヽ疾く十處中の一に陷る。 SS 

:-!<•?>- そ lA .- J -> r 5» 5たい♦し？7ぢ,5しやう^1 しんさんらん 

酷痛、損失、形體毀傷、®症に逢ひ、又た心散亂に 


至る。 


95 


ゎ .3 ^ 4 f r o ふこく しんぞく a ろ か r^f 

王澜に逢ひ、膝しき誣告を蒙り、親族滅び、家財喪 

53す。 ，95 

或は又火の妒の歎を緲く1ぁぅ、科抓獻ゲ士 y ? 

i } 

裸行も、結 M も、泥も、斷食も、又た露地臥も1垢を y 
1: 塗る こと も、不動坐も、ぎ •離 獻の祀 WT を??IIうするこ 


今ホ (一) ft い， !• ちい 

なる彼は…泥犁に陷る0 


&r や 


けつ裳ん 


rc 耆 


となし， 


( 一 BW 


—-AJJ や** N L ； ♦みや5か 

、老と死とは有惰の脅 命を 驅る 


刀杖品第十 


月 ごんじ— ぴや今とぅ尨こな U や<(;0-,て5(:参ん t せい 

身を嚴飾せ6とも、平等に行ひ、寂靜、調順、自制ぁ 

ぅ、德备 V18 して赛氍を船かすば 

一 H 







國譯法句 & 

彼は婆羅門‘、彼は沙門、彼は比 £< な. 

慚恥によりて制せられて、〔他の〕批難を意とせざる 
，やう^ 


1四 


{ I 四二} ざる、 


{一 S 


J 、 ft 馬の鞭を〔意とせざる〕•か如くなるもの、〔斯の 




如？もの jtl か此の世にありや， 


( i ) 


鞭 {: て打たれたる良馬の如く、汝等も亦專心•銳意な I 

しんじん V かい CTOA . V んぢ T し T けつだん なん|:らみゃ5一 

れ、信心•持戒•精勤•禪定•正決斷によりてヽ汝等は明 


ぐ 


t ? フ&ん 


と行とを具し、正念を有し、此の大ぃなる苦惱に勝 
たん。 

みづ み％ CF V んしや5 や た §< z.p ざい t 

i 渠エは水を導きヽ箭匠は術を矯む、木工は材を曲 

けんしゃ おのれ44¢ 

げ、贤者は己を調ふ。 


飾れる〔此の〕形體を見ょ、合會して成れる腐坺物の 

く - C いし . cft え5 i じ* t し t や5 けんじつ«>ん V ，っ 

塊、衆病を擁し、 f ® 稀に測 t し、堅實なく、安住な 

き ？ c (Is 

W の形色ゃ老£，し、衆病&榷配た\壤るべきもの 
なり、臭穢の身は損すべく、命は死に終る。 {一 E 八) 
故の日に t てられたるの如き、此象贫白ル#>行 


j orT 


(一 ar を見て、何の喜樂ぞ 

11 


重 


C 1 】地 iilt / r 云ふ。1:二】《煮( I 刀杖4-携く•【三】第八〇偏 1 .闻じ。 


T ゐほんだ.： 


老衰品第十一 

X つね よく <ゎ P なん わ t ひ なん < t > 人 r 

〔世は〕常に〔慾火に〕燒かるるに、何の笑ぞ、何の歡# 
ぞ、〔汝等は一黑闇に儇はるるに、何故^智〗火を求め 


骨行の都市を建て、肉-〇血とに塗れ5、此趑1:老と、 
死と、慢と、覆とを蔵す。 0五0 } 
t く钸 b たる王車も古び、身體も亦た老に至る、賢人 
の法は老ゆることなし、配.人は、寶人に法を傅ふるな 

b 。 (一五一} 

此の寡 k のんは漱牛の t く老ゆ、彼の肉身は增せど 


も、彼の芻葸は加はるる、となしハ 


( i ) 







v'ff 


s st 射の HA ;: を求めて、おを?; ai ; さす、^ ^ を 


己を先づ正しき位！^て、} i して，他を紀へなば、聚乳 

ら •プ と•一ろ 

は勞する 所 あらじ。 f 一^ } 
己を處すること、他を敎ふるが如くならば、 «& 2 く以ゲ 
制して、他を 制するを 得ん、 そはが W 挪し艇きが/^ な 

KVO 墓 

己こそ己の依所なれ、他虬揪か妃船たるあらん、龀く 
己を制する時は、得雑き依所を得_へし。 ( I 穴 a 


«んち 


奔馳して、轉た苦の生死を經た6。 

屋 H 、 汝今看出さる、积 i 篆を m ふる…あらじ、漱が 
携材は龜て§られ、 m 黔 7 飯たる、 _に 私れるが^船 

めい め IOCA . れつ 

愛の滅盡に達せ • 

壯時、梵行 ¥ T m せす、船钔を妒すして、 m のぎまざる 




池の中なる老鴻の如くに亡ぶ。 

はん,?， 


{一 S 


40^. »± ん r T し， r い U5 之 く，シ 

壯時、梵行を修せす、財寶を得すして、朽ちたる弓の 


ぎ f たる證は、 P 今 じ、 fStg たる もの、 が 

{一^ r が愚人を損ふ 左 ^剛ルの^ 1 厄を s ^ る〕 * >私し。 


,、 * < I < • i 、 J 

如く、過去を 託ちて 臥せ* 


〔一〕 涡*卜指す、是れ！8*は生死綸廻の因なる が 故なり、此の 1五 
三、一五 四の WAII 沸 大 * の後、初»て51へられ Lt のなり4« 

ふ • 


(1K1) 

汗戒甚 しき人はの t を^ i して、^；和の^ j むが、始く 


寰ん さう 4 llHc , > SA 

する左菝草の其の覆へる樹に於けるが如し、 2 六. 一 j 
备 にして、なるし如く、 g の ！： t 

v ん こ tu な が #. , 

て善なる、之は極めて爲し難し。 (一堂) 

—•1.ち獻に f て！ s くる A ? 紀ぐの歜 


C こ 《ん だ i 

自己品第十一 


己を愛すべしと知らば、善く之を保護せょ、〔ん來〕三 
期の一に於て、賢者は宜しく醒悟すべきなり。 f 一五七} 
老衰品第十一 自己 DgJ | t 4- 二 




通課法句繕 

一^りて謗る人は、ユ承草の果の、己を，すため 
-實るが如し。 (一 E 
自ら惡を作せば自ら说れ、自ら惡を作さざれば fl ら 
淸し、淨-〇不あと期に己にあ6、自ら他を W くするこ 
と能はす。 (一六丑) 
他人の務は大なりとも、爲に己の務を忘るる，となか 
れ、以れの^ T を敗して献、以がぎに4;'队なるべし0一六六) 

把剛 S | 餅十三 

い fLS ふ s ， U 51* つ と t じやけん 

11 き法を本せざれ、放逸の徒 i 共に棲まざれ、邪見に 
隨はざれ、世車を增長せしめざれ。 (—七) 
起て、放逸なるなかれ、善行&法を，修せょ、隨法行の 
人は樂く 1す、今世にも來世にも。 {一 K 八) 
善行の法を修して、惡行〔の法〕を修せざれ、隨法行の 


1六 . 

人は樂く 1す、今世にも來世にも。 (一六九} 
泡沫の妮くに見よ、陽炎の如くに見よ、斯の t く世汜 
一を觀るものは、死王之を見る* と 能はす。 {一さ} 
一钸ぁりて、王車に似たる此の世界を來 b 見よ、煜茗は 
一之に迷へども、—者は之に著する石なし。 ご七！) 
先に怠れて、後に怠らざるもの、彼 W の世界を照す 
| を離れたる月の4し。 flw ) 
人の作したる惡業 、後、 善の爲めに覆はるれば、•： k の 
人、世を照す-を離れたる月の如し。 {一七一一一} 
此の世界は、眼黑にして、觀ぎ〔のが〕ぁるものは、 

\ t < な あみ はな f てん 0> ttc<k 

j 少し、網を離れたる鳥の如くに、天に屏るものは少 

一し。 i 

•者は、鈀王と妒の歡 i とを併せ^0て、粑を！！齡す 
るな b 。 bu} 




蠓ゐ ほふ z t う ^ U ひと fc い 1 rm うかん 

唯一の法を起え、妄語を吐く人、來世を等閑に思へる 


ものは、罪として犯さざるなしへ 


C ねん -V4vt てんかい い ぐにん<よ し1，プ5».7 

慈念なき钹は天界に入らす、恐人は施與を稱拗 する 


か導かんとする。 {一八 0) 
(一実)勇者の禪 mL に尊にして、出離•寂靜を咨ダ、航の如き 

{一八-} 




AS 


於て安樂な • 


CH 


てんかい 


か h ら S 臂 


C や5>»くし 5>5 «a ん ひ4 L 2 て A . やところ 

正锻 A 正〕念の人は諸天も袭ひ所なり。 

i なし、賢者は施與を隨喜し、之にょ b て彼は來世に；人身を得る U 難く、有悄の生存は難し、妙法を聞くは 

111111111| i く、褽の鋁は i し。 

g 一切の氣#を作さす、善事に姬づき、己の意を淸 A 
にする、是れ諸佛の敎なり❶ {一八三} 

にんにくかん II 人 さいじや5し * tr や., > lau ん さい t 2> C 1 ぶ ■> 

忍辱•供忍は馈上の修行、涅繫は极勝なりと、諸佛は 
宣ふ、是れんを W ふものは出家にあらす、1を惱 t 5 も 


世界を！王の國土となし、或は天界に赴き、有ゆる世 


かレ 


いづ 


界に主となる、預流果は此の何れにも勝る。 0夫) 


ほんだい 


佛陀品第十四 

勝たるものは再び之を勝つ，と能はす、其の勝利に 
は此の世の何人も之 - 入る，と 能 U す、：#く 行 肘 限 
b なく、跡なき佛を如何なる1にょりてか導かんと 

する。 (5} 

其の網、其の欲、其の愛、何處にも之を尋ぬべきなし、 

^ rr 7 办か f あ表 ほとけ いか みち 

斯く行履限りなく、跡なき佛を、如何なる道によりて 

世間品 fi 十三佛陀品第十四 


のは沙門にあらざるが故な • 


墓 

❾一し そこな •>£) 法 t だい•くしや おい fr at 知い 

31らす、害はす、"婆羅提木叉に於て防護し、食に於 
て量を細り、閑 t に坐臥し、增上4に住する、〇.-れ船 
佛の敎なり* (I 
金貨を雨すとも、諸欲に飽く.と能はす、1泥は少味に 


けんしゃ 


して苦なりと、之を知るは貴考なり。 


(一八 a 


七 






圃譯法句歧 

天の船街(:對しても、尙ほ欲念を起さす、覺王の弟子 


し1#>い 


たのし 


は諸愛を盡すを樂む A 


墓 


冨 


>さびあ—>45ふ ねん YS «ん，んをん c + lf いた t 之 

人人恐怖の念に迫られて、山林園樹制多に歸依す1 


A ほ 


もの多し A 


(一八 0 


されど之 li 安隱の依所にあらす、無上の依所にあら 
ず、： k の依配に歸 i して、一切の Sc ょ*^肥るること 
なし。 {一八九) 
佛と、 si 、 1 i とに歸依するもの、彼は勝智を以て、四 

i 

其と、苦の起 0 :と、苦の度脫と、苦の滅遨に達する 

(一九一) 


しゅ L や} r •いみ 

M の聖諦を見る。 

0 :<_ 


けんし? 7 し，だ} 

賢聖八種道と、 

i 疋れ安隱の依 所、 是れ無上の依所な り、 此の依所 {: 歸 


兔 さいく のが 

农して、一切苦より脫るべし” 


(i 

霄良のんは得難し、彼は各遒に生せす、此の勇者の生 
ずる處、慶： i 其の族に至るぶ 


一八 

諸佛の出世は樂しく、妙法を說くは樂し、僧衆の和合 
は樂しく、和合するものの修行は樂し。 

あらゆる迷妄に勝ち、ぞと5〇とを超えて、應供の德あ 
る佛又は〔 I 〕弟子を h < 養するもの、氣の如き得寂•離 
怖の人を，供1するものの亦德は、何人も之を算ふべ 
からす。 ( i 、 一九六) 
【一】知®の對埭限りな令の意1:て無限の境界を知覺し得るの«“ 
【11】七佛通誠の保として知らるる有名 ri : る保な り。【三】 比丘比 
丘尼❼大戒を指す。 【 gm 威道の WSS 尨り。 


あん 


ほん 


安樂品第十五 


めん％#く をんねん ひ矗び占 をんねん 

安樂に住せん、怨念ある人人のうちにありて、怨念 
なく、怨念あ』衆の叱に、怨念なくして、安樂(:住せ 


ん. 


重 


あんらく tr ゆ5 一! A . な i ひ 4 c » と , r > »んなぅ 

安樂に住せん、煩惱ぁる人人の中にぁりて、煩惱な 
く、撕船ぁる^ o fc ぅちに、紙飢なくして安樂に住せ 


M 






ん。 

に佐沪ん、街 ?! ぁる W の牝にて衡念なく、把念 
ぁる ^ T の中に、欲念なくして安樂に住せん。 ( 一九九 ) 
安樂、 - 住せん、此の我等には粑有ぁる左なし、光音 
天人の姐く、悦を食とせん。 (-10S 

か ^ 1 ， — よく C •ろじやく 

勝ちては怨を得、負けては起居苦な b 。 心靜なるもの 

しょうぶと ％ ttifi 訾金 lf» ん * t く 

は勝 ^ 共に挪ちて、起居安樂なり。 


しや3しゃ 


i 錐者を見るは好く、 Ipr じく樯むは {oil : 樂なり、思軋を 




1 

貧の如き火あるなく、瞄の如き罪あるなし、(一蘊集の 
如き纪あるなく、寂波に勝れる樂あるなし。 (_-s-l)i 

飢餓は最大の病、諸氟は最極の&なり、之を實の如く 


<c ん&く 


はん 5 


に知れば、最勝の安樂•涅盤〔を得〕。 


010 a ; 一 


vcfv5 rJ;»L-r7 ，ちそく さい crf>r い しん &ぃ さ w*er や 5 

無病は最上の利、知足は最上の財なり、信賴は最上の 
親族 1 :して、涅螌は最勝&安樂なり。 


冨 } 

© 處の m 虻と寂家％妙妒とを嗽，ひ、粑肥の£がを k 
5 て怖畏もなく、又惡もなし。 • {一一〇五} 
安樂品氓十五愛樂品笟十六 


見ざれば常に快からん。 


010 a 


思人と共に道行くものには長き憂ぁ b 、 思者と共 U 
住するのぎなるは、敵と〔同じく住するの〕常に〔ぎな 
る〕が如し、 1 者は间住して樂しきものにして、 W ほ 
親緣と合會するの樂しきが如し。 {二〇七 } 
されば賢者と、智者と、ジ陬の士と、ひ、歡漱 
ぁる畢求、斯の如きの涛士、上智の人に〔よる MJ 〕、 n£ 
の屋道によるが如くせよ。 05 八 ) 

t 1 】 3 £»の合舍して成れる此の鹰 « か云ふ，次«|:賭醯と云へる 
iKCO 

彩難 ft 第十六 

i 鉛に就きて r 船に 1 かす、和を f てて、愛郎を粑る 
ものは、 r 處 U 就きたる人を汉むに至る。 (110) 

1 九 







u R 法句轾 

愛せるものと色ふ i 勿れ、惡めるものと〔替ふ Mi 〕 勿 
れ、 愛せるものを見ざるは苦、惡めるものを見るも 
亦 〔苦な6〕。 CHO ) 
されば何物をも好愛する勿れ、変茗と別るるは！ S な 
b 、 人に愛僧なければ 纈紙 ぁるふなし。 (一ー ニ) 
愛好より纪悲生じ、愛あよ b 怖畏生す、愛好よ b 脫れ 
たるものには、憂悲なし、焉んぞ怖役ぁらん。{二一二} 
親愛よ6•憂悲生じ、親愛よ6怖丧生す、親愛よれ 

たるものには、憂悲なし、鴆んぞ怖畏ぁらん。(二 S ) 

兵樂よ6憂悲生じ、與樂よ b 怖设生ず、嵙樂よ6脫れ 
たるものには、憂悲なし、焉んぞ怖役あらん。 (一二 四) 
k 欲よ\が,生ぃ、釦齔ょ6^"设生沪、敢谢ょ.。1 


二〇 

CT , かいしや5けん ぐ Is ふ え，つ しやぅり C みづ4 

淨戒と正見とを具し、法に依立し、正理を知り、 Q ら 
己の業を作すもの、世は%の如き人を愛す。(一一一七} 

fl) ふごん<つ »ふ V い ねん > こ ここ.〇 i んぞく しょょ/. 

不言說の法に於て念を起し、其の心に滿足し、諸欲 
に於て著心なきは上流の人と稱がらる。 {二一八} 
久しく異境にあ b 、 遠くょ6鮭に歸れろを、親知亂纪 
愛人は彼の來るを迎ふ。 {二 I 九} 
间じく、善業を作して此の f . x ょり彼の世に赴けるを、 

.^5 Nn これ a か あい 4#/;しんち If か 

福果は之を迎ふ、愛するものの來るを親知の迎ふる 
が如くに。 (二一1 0} 

【一】不 *3 K の法 iJJ 灶不及の法の栽て、搜餡か指 V 


忿怒品第十七 

れたるものには、 f 悲なし、焉んぞ怖提ぁらん。01 — )；奴を f て、制を i れ、 m 阶奶をぎえょ 、 W く 松纪 1: 
たるものには、憂悲なし、焉んぞ怖艮あらん。 011 K) 發れる忿怒を制する互、轉る堪を制するが如くする 












•J rlH fh c や i * わ 六 ff #: づな 去 

▼の、此の人をぞ我は調御者と云ふ、他は唯手網を執 


つね ねだ * C つね nfflt くねこ 

常に唯謗られ、常に唯讚めらるるもの、過去にあら•さ 


るものな- 


(一三二)りき、未來になけん、而して今もあらす。 


かし 


彼處に到りては薆ふる i なし。 


(ニニ五) 


r に f 紐し、金夜に勤學し、涅槃を得んと努むるもの 

の gi は緻びん。 冨) 

sPTurrliHi !-- j て、今出瓜れるものに斬しから 


iUL 




v's 


(二天 J 


恕は氮を以て克ち、不善 a 氰を以て克つべし、咨嗇の 
把には仁 t を以て、虎言の人には、實語を以て纪つ 
べし。 (|三る 
1^を語れ、怒る勿れ、些にても求かられなば與へょ、 
账の一 L によ b て船！ k ‘の配 t ： 锄れ。 1 
1なきが M r は於に身を攝して、3ダ死の所に评る 


こなひし9 


多锊の人若し、行失なく、賢にして、智徳〔具は b 〕、 

trrrv い にちにち/:し1ぅ0-5 之んぶ 

定意あるものを、 HH 絕えす稱揚する i あらば、開浮 

だ ix く #>へい f;H こ a と 0X1^ 

提金の貨幣の如く、誰か此の人を謗り得んや、諸无も 


松んてん 


之を躜め、梵天 も 之を讚 めん。」 


{一三九、二 S 


身.惡業を防譏し、身を能く制せょ、身非業を衆てて、 
身に稗業を修せょ。 {HW 
r 口淤齡を断，し、 m を bi く鰣せょ\口非業を棄てて、 
P <-歡紀を飢せよ。 1 
i k 悪槊を防護し、意を配く制せよ、意非業を棄てて、 
意に善^ i を修せよ。 


す、日く「人は默して坐せるものを謗り、多く語るも 
のを銬り、少く言ふものをも亦謗る、世に謗を受けざ 
るものなし。 ( I 三七) 

»怒 A 第：十七 


(一雪 


赀者の身を能く懾し、更に口を愼み、意を制せる赀者 
U 、 これ能く防護せる人なり。 (一一！ 1 5 

【一】 a 槃の窟 • 【二〕 W 獒塞の名なリ、以下四®( X 佛の此の洛迪 

111 









M 譯法句 II 

塞 ^ 敢へ給ひし時の偈なり • 


< Aa/w/f い 


，垢穢品第十八 

g “め各の* 11 f 、繫の4 

ぎ％綮く铤いて S となれ、〔さ 
らば皆獻を銜ひゝ奶^^一れてゝ天上ぅの聖郎に到ら 


ん〇 


〇一三六) 


M ん t * い1とし5¢九ん耄 »■»■ 詧ね なん^ 

汝、今、年老い、閻膽の傍に來れり、汝に途上休息の所 


1 i 


なく、路資亦あるなし。 

t の 紀^ 31 配とな^'、疾く精拗して智者となれ N さ j 
らばを怫ひ、愛著を離れて、再び老死に入る、と 

あらじ。 ( 二 ！-5 

纪輥は &〕 r <の亂〔职を护る〕が如く、釕をぎひ、％& 
船妒に、 se っっ、 5 H の^:後を妃れ。 1 


一三 

配ょたる猫の、鐵ょ b 出でて鐵を食むが如く、 
3の敷—むものは、 k の II ために 

渺鳅の5は m 論せざるな-'、の妮钺は鉍瓛を 

1ぎ落は盤にして、 P の髮は1 
なり。 (二31 ) 

か记の斯は非 (£ にして、紀漭の被は憷貪な b 、(_# は 
1惡の配な5、此の世にも彼の世にも- (二四二} 
おょ5も iS に把莉き淀ぁり、無明は M 人の敗なり、此 
の垢を棄てて、1比丘、無垢の人となれ。 (二四 a 

ざんち tl/l. か t がぅ橐ん ふ K い じふ 

慚恥の念なく、烏の如くに ri に、 傲慢に、無禮 U 自 ft 
心強く、汚れたるものには生は易し。 (一一? •£} 

ぎんも ねん on し T 5やく t と ぢ rtr ふしん 

慚恥の念ぁり、常に淸白を求め、著なく、自負心なく、 
斯，酌が|^猷ビものに达生は3，し。 CS 
# きたるを ^!^^I 語を語り、^の世に飲て人の與へ 











ざるを取り、他人の締と交り、加之、飲酒に耽る人、 
彼は此の世に於て己の狐下を堀る。 (二1: K 、 二3セ) 
汝、斯の如く..：>て節制なきことは、邪法なることを 
知れ、貪盟と非法と、良く汝を苦に陷るなからんこと 
を。 {二 S 
人は其の信仰に隨ひ、其の好む呢に施をなす、 M がし 
他の與ふる飲食に對して不滿を抱くふあらば、彼は 
赛夜に定を得る mj なし。 {二 52 ) 
斯る思を晰 t >、 根敝やし、釦せるもの、紕こそは妒 f 


に定を得べけれ。 


0§) 


T 分^やく 


( f rj 濠 慧今 ち 

火は貪の如きはなく、執著 U 瞋の如きはなし、網は鉍 
の如きはなく、流は愛の如きはなし。 {一一五一) 
ぎ W の亂は wi <、 pv $ はし、 iAJCs はみ 
を簸く を簸くが如くし、而も己の〔過を〕®ふ i 


他の過を索め、常(:悄尜の心を抱くものは、其の(一一^ 
益益增し、 S 漏连には逮して齡し。 S 
S 中には i なく、はへ你 M の&にはねあらす、纪 

(Is) 


は、詐ある賭教の骰子を隱すが如くす。 
堳®” na 第十八 法 住 品 第 十九 


蓋) 


OT — 2 之い に 2 らい t よえい 

生は虎榮を樂み、 *1 來には虚榮なし。 

が中には路なく、沙門は〔佛肥の&には：^ぁらす、鉛 

行は常住なるなぐ、諸佛には1著 i るな し。(二丑五) 

【一〕或 It 邪怒の法は垢な：^ 【二】 九偈〇註か 見よ。【三】» 盡 
と lt « 馏を«マこと1:て " WW 漢煨 I :逢マる^云ふ、斯の如さ人 (I 
煩馏か盡 L て网|8漢來か得る：と能11す0 

8 ム^*> 5 «んだぃ 

法住品第十九 

M の尉を l % て靳を犯する、歡ねにょ6て船 s > M た 
るにぁらす、正も邪&拟に虼く犯するものは歡私な 

b . 贏 

は•づ -> * ふ AV ぴ »ふ t$ 

暴ならす法によ^ N 、 平等1:他を導き、法に護らるる 
智渚、1:彼ぞ3法住.&人と取へらる。 ( I 一老) 

1 i 






I 


M 譯法句 <9 

〔人の〕多くを詒る、「彼〕之によりて贤省たるにあら 
す、配級あく、配なき〔もの、彼ぞ，酎漭と稱へ 


二四 


ご 


f < 


自制なくして、妄語を語らば、髮を剃るとも沙門に 


of 


あらす。 〔人若し〕欲貪 あら ば、奈何でか沙門た b 得 


{二 fu 八)一べ 


(二 S 


〔人の〕多くを語るも未だ持法者たるにあらす、法を 
聞く {版しと雖も、身にて之を-見、法を等閑に する 


^ ?$ f ベ だいせう あく せい かれ しょあく VW* 

人若し總て大小の惡を制せば、〔彼は〕諸惡を制せる 


CT 


によりて、沙門と名けらる ▲ 


(一雪 


ほふ 


ふなくば、彼こそ法の謎持者なれ。 


蓮 


flnf:et •一 び <«い 

ュ也に〔食を〕乞ふ•か故に比丘たるにあらす、一切の 


〔人の〕頭の白き、〔彼は〕之にょりて長老たるにあら 
す、恥の姒きは、毒熟<て、空しく老いたる人と稱 
へらる。 1 ) 


法を學ぶも尙ほ未だ比丘にあらす* 


{一一 S 


r いごふふく 2 -ふと* す しやぅ<:?プぎや5ひと ち& 

郭業福業共に捨てて、淸淬行の人た卜、赞慧を以て 
世界を渡るもの、彼ぞ比丘と稱せらる。 CH.U} 


たい3ふ あい じやく 一> 不， こ < A ^ C«.<K ぐ ち a c S) け人 

人に諦と•法と•愛と • B 約と、0調とあ b 、 此の垢穢寂默なりとも、思にして智なくば牟尼にあらす、權 


Qf z L もやぅらぅとな 

を除きたる此の賢者こそは長老と 稱へらるれ。01 K1) 
唯 言語 あ b とも、又 美 < き 形 色 あ b とも、嫉 、慳 、誑 心 
あら ば、人は 蒋貌の ものにあらす。 

,の5 i を斷ち、松絕し镟して、此の瞵恚を除きたる智 
者こそは善^ , f の人と稱へらるれ。 


f - If 、 ？§ T 組を F 系 

參 

は、怒に i て f ?、龢し&の一* gg に 

1 ) 知らば、彼之にょ b て牟尼と稱へらる。{二 K 八、11 S 

ち そいめい ♦こな ， A 1•い t や .1 る*♦こな 

生命を害ふが故に聖なるにあらす、一切生類を害 

♦& しや令しやなづ 

はざるが故に聖者と名けらる。 (一 I 七 0) 


{一 5 







S 戒禁によりても、又入^聞によりても、又は得定、 
獨臥によ卩ても、勸5の S :. へき肌抝の鉗に齔るるこ 
となし、比丘、漏遊 (: 達するなくして自恃する こと 


，ぃし 15 (鼠) ぐ けんしゃ そ d い * ん 

の最 勝に して、"具眼漭は兩足 中の最馎なり。(七一1 1} 


勿れ* 


(二七一、一玉一} 


【一】 僅にて tw さては、法!: a ひ、 al : 隨ひ、大法小法の依行衣と 
なり、《|.:苦-?か知リて、四期俯4:见ると解ぜり。【二】比丘|:|1 
«々の«|^れど、中|:乞人、乞士等と譯し、他|:食、乞ふも©、» 
<> りとなす。【三〕 tillllt )' り、衡 U お4リなり、桶銜4-取りて物 
な*らんとす ste > は、多さ•し a ぐれ It 取去り、少けれ IfKUjta 
ふ、 M か* 乂て狰4取る t 亦斯の如 L 。 【四】 W 法と It 戒定*解 
庶解 K 智 jl を云ふ、此の iK - l # の世界1:於て、衡か* げて 度るが如 
く、此等 U 內 II なり、此箝は外 it なり斯の如合の法1:ょリ、兩& 
共!:« るか云 ふ。〔五】 内外 上下 饬の別を知るの意。 【六】« 者 
の肢巧>2.>“の？|1^|: |1 「敵」の意*り、故|:生命か*ふ云云と 
云 ふ • 【七】 四作 » 戒乂(1 十三頭陀 行4-行ふ4- 云 ふ • 【八】 三蔵 
學か V する ^ 云ふ。 

■薪二十 

こ)八！ 

道 品 第二 十 


けん 


鍫を則くする 

A ら ユ c i こん C く 

の逍を踏め、是れ魔を闲惑 T るものな6。 {二志} 
汝等此の道を往けば、苦镟に述す、挪は3齡撕の&〕 


なんぢ&こ 


なん V & 


を知りて、汝等のために逍を說きた 


靈 } 


なん IT ^ 9 X < にょらい せっしゃ V、L 

汝等のなすべきは努力な b 、 如來は說赉なり、禪思の 


人にして〔此の道を〕往くものは魔の縛を脫る。(|実) 
「一切行？ f 無常な5」く咎を m て蒯の： g く W る m 、 ぎ 
界嫌厭の情起る、1れ£淨に入るの道な卜。(二七七) 


睿い r や、< 


/>と t 


切 IT は苦なと、智を以て斯の如く知る時、纪脱 

(重 


けん^ん cr>>c こ CT ^ みち 

嫌厭の情起る、是れ淨に入るの iii なり。 


sis ふ 


切法は無我なりしと、智を以て斯の如く知る時、苦 
RJ 嫌厭の情起る、是れ淨に W るの道な6。 (二 W ) 
起つべき時に起たす、若く、强く->て、故斯に g > lf«、f 
志思亂驴くして职に船”もの、恥る漱和は纪の歡を 

二五 







« » 法句枉 . こ尹 
斯す • (二八 0) せょ。 (天五) 

の三を 妃船ょ斷 i ば、 齡 ガ#の鋩き 給へ る 道を 
ぼん。 (-1 八一) 


llt ょ^ E 雲じ、 P 黯なれば霧一ぶ 、， f 

1^ぞと、二 S の配を知りて、宵怒の增す•か如く、然く 
pg せょ。 § 
0厭船のれ、！5^船を〔似る〕辦れ 'VCV は 

が繼る、 iCTI 之とを W らば、が擧—ボ 

きパとならん。 (1x1) 

絜の挈に挪1黯、 src て1たれざる航が 

らば、齡のが W 舻ほ阳はる、乳を貪る梢の取牛に於け 

るが M くに。 (二八 W ) 
& lb の财ヂ U 4つ i 、 W を似ての船をか 

vA . r い と た* へ SC やく t : や，みら c はんぞラちや5 

如くし、善逝の說き給ひし- ta 寂靜の道、涅槃を增長 


と、恐 A ^ は&く思惟して死の近く I を覺らす。(二八〇 
t ゃ S の K に i れ、 i に船るものを、^?の H しがる 

!、瞰れる影を溶の雳し％るが M し • I 

r も、沿も、緲獻も&ぼにぁら-す、死王に囚へられた 

るものには親族も恃怙たらす。 (二八八) 

漱にょりて y 制せる1ル者は、此の說を知りて、涅歡 

に^く道^^く疾く溃くせょ。 {二八九} 
【一】八正通4-云ふ。【二 】 W 薄;«の W なり。 C 三】佛を云ふ。 

【 PM 】 欲等の筋を除くの法。【五】猙と 11 S 槃の ffl なり、以下三偈 
锜 W 一の痛1:見【六】天然〇林 tulll 猛 w«tt 等の}£險わる•か 
如く、食«媲炽惱の抹1:も««の.危雔わリ"由りて煩惱か秣|:譬へ 
たるなリ、或 (1 <§:1(林)\、§:10^(下生)|:は共11又煩惱、欲琢 
の澈 fc リ、三 WW 偈考照。【七】成は、寂靜0«4增&ぜ1、£1鉍 
U 香逝の給ひし所なり" 

獻_1§飾二十一 








小樂を粢てて、大樂を見るべくば、奶ぬはガ船を1て 
小樂を捨つべし。 (二九 0) 
ぎに纪を^て、^むものは、 gItT の露に. 

kttrrr •ぞ •> ❼ M 

絆されて、怨僧ょ6脫るる MJ なし。 (一 5 CW 
爲すへき$を貧5す、爲すべからざるふを爲し、虚誇 
にして〔乱も〕飲价なるもの、 g る M の gw は g 纪■す。 

(元二) 

M に ii びて4 i 梦 g し、彰，^ t て、！！ 

に是事をハルひ、耐して念と把とあ b 、 航る W * の ^t ^5ユ 
滅 1 に？ I ) 

屬も併せ i して、！4 m は ibglM る。1 


去ころぶつ 

る所は璐にあり。 


<どん 


言) 

■蝥の弟子は苽に钯醒せり、 W 等の|にが t - る 

*•1灸 tt ふ 

所は法にあ 

歡の5■せぅ、製の磬||に於 t 

ところ t7 

所は僧にあり。 

錾のが■せ-、ぎが一繫に繫に 


住して • 


§ 


1<„.は—. Ty ふ k » o ね か< せい e こころら5や0ね ふがい 

i の弟子は常に费醒せ b 、 其の心^夜常に不锩を 


/ d ( 

樂みて • 


{ i ) 


UU 


un X 、一 11 )りや P 法& ‘んころ だい こ t 

母と父 i を殺し 兩璀羅門を殺し、第五に虎類を 
派して婆羅ルは苦なきに！}る。 ゥ1) 
s ) g < s の弟4'は&に把脱せ-^、1に51す 


i の弟ず y に黠 T ふ?.^影 V 梁を 

た办 t 

樂みて。 


(§} 


しゅっけ 


iL?L 文 


出家は 〒、 S をが}!>(は f 、 ％街は嫩、齧 
〔斟は！^、 iiii むは g く、！^は g にぎ、5 
れば努たるなく、 g に^ t れ。' ( i ) 
信ありて戒德を具有し、 名と！ s とを 有て るもの u 、 3r 

二七 







田 99 法句 0 こ八 

の選ぶ所に隨ひ、隨所に於敬，せらる。 嘗一} jt 起にして、 iJr 仏なく、 ^ s 把を S へる叙 r の 

责は組 く 犯は るる i 、 i - a の* II く ^繫は ia : 1 に S 繫裝の が氍 の斯 に歡に r 。 證) 


はるる左なき、猶ほ夜陰に投せる節の如し 。 (SS 

友く H ど くぐ . C と く會 ?> yp<N .7 a と Ad 、 せ • 

獨坐 •獨臥•獨經行して倦む HU なく、蚜り己を抓して 
林 邊に樂しむものたれ。 ( S 五) 

【一 7愛に人を生む Jt 云 ふ 句よりして * # か母と云ひ、「我 |1 某なる 
王の子"乂 II 某なる大臣の子なリ Ji 云 ひ、 父によりて我 tft の心起 
る、よりて秤 »• み父と云ふ、 W 刹利王£は»兑**以の二、園土とは 
十二*、而 して 依 :® i は 十二* 附 0の！515 馏 4 云ふ •【二 】 W 婆 » 
n 王と ( J » 常の 二見、 虎* i lt 此 A I : て (! »•-»• を指すと註解*1: 

W ザリ。【三】 R 蠹乂 IX 麻猝摩は釋迦族の牲なるが故|:、釋尊 4 -時 

に|1费*佛と呼ぴれリ。 

i ぎ S 辦二十こ 

0 r 事を語るものは泥犁に入る、篇して，さすと云 


♦ル f ぶ C そいしん 01しんせ > ね9 

戒を破り自制心なくして'-信施を受くるょ6は、亂 
してに斯たるむぞ釈れる。 (_ 一一 S 
人の怠情にして\他の，を齡 i るものには、四;3^ 
る、不善業を研て、安臥を得す、第三に配! a、wg 

に氍。 (I 

不奔業を得、其の趣1/胎？ ii 槪、鲥れ颭れたるものの 
樂は尠く、王は t に5?"%%鲥ふ、されば A ? 骱の织を 

£、功祚草の菜は、之を播むこ-4 g しければ、？ f を奶 
る、沙門の道も、ねを £i て5しからざれば、舣が 

みち5> 

導く。 {王二} 


f のも航、繼緊のし死ぎ g じ、錾 QA?P ■誔なるだたる g •平觳 

に 〔t ては同じ〕。 冨)おは s に起を船 r のにぁらす • 一一) 








贫し g を於すべくば：^を斯し、■，として®せ 
ょ、そは餛なる辭 g は g するぶ勒ければ 
な6。 . f ) 

錾はぎ I &き、■は g にぞて、 iii を i 

な く 鼇ね VL / i ふ な X 

く、作して苦を招{ことなき善業は、これを作すぞ好 

き*. (三1四) 

劣 I ?の^を眾く、船 < pf て 
ss も配す f t れ、 sm &- It するものは鏘に 
- ちて憂ひ悲む。 i 
拟づベからざるに虹ぢ、 ft / u •つべき^ぢす^^^ 


(貧} 

C やけん tr やノ 


し _ c や3あくし^ Trt む 

せる衆生は惡趣に趣く 

mi ろ Lvwn み•な ilo > slt S ， ん5 く 

35なき所に恐を見恐るべき所に恐を見す、邪 ii , {: 著 

し冰 c や 7#» yc ゆ い 

せる氣生は惡趣に入る。 (= 七) 
遇なきに遇の念を爲し、 iaA ぁるに亂を見す、肌^ J^T 
せる.生は惡趣に到る。 (N 一一 八) 
沉辇品第二十二象£第二十三 


過を遇と見^なきをぎなしと^政阳^^け^^郎 
は善趣に生る。?九) 

C I 】痛«要集六六三偈。【二】 M 民 Q 倌« !: ょりて M す供養 »• 

【三¥|:似7:る草の 1 ST 

お e 歡一一十三 

ゎれは嗽 蜞，に 射 ri の、* 中をポれたる ，f c ぶ〕 
が如く、 r 4 r 言を船ぶ、 a - れ圯鉍 i 、 阶獻の把なればな 

う0 (一 S ) 


rc 7 ^<6^7 a 争 t うな 

门人は〕調けたるを戰場に引き5き、王は剛れたるに 
騎る、人の中にて、 i $ ur 仏ぁ纟、 s :? i ^ ぶは齡挪 I 


«A.VT 


な卜。 言) 

il の阶れたるは纪く、 yi き(一)1%がは i し、ガ ’ g 
象王は善く、己を制せるものは更に芮し、 (一一 三11) 
此等の乘物に c 新 i ては、 〔 W は：！一-)ダ 5 h の1に_る 

二九 







國譯法句 If 

ことなし、己を制せるものは、自制によりて、〔其 
の處に〕達すること、猶 ii 馴れたるに〔騎りて行く•か 


【 i 一】 


姐し〕。 

護穀と名くる象の、烈しく狂ひて、禁制し難きも、 

» く じ奢 /i T ?4 r 5 T はやし 

M せられては食を食ふ i なし、象は象〔の棲む〕林を 
す。 

懶悄にして飽食長眠、轉輾して臥する思者は、供食を 
以て飼はるる大：氷の如く、數數胞胎に入る Q 


S3 


{一2 

21の■心曾て、望にょ b 、 欲に隨ひ、樂に任せて流轉 
した b 、 我今 n 能く：^を制する i 、 象師の猛象を一制 
する〕♦か如くせん。 {雲) 
街勤を i とせよ、己の心を防護せよ、難處よ6身を拔 

害} 


三0 

铲し i 勤ぁる、歡5 T の！^を、同私の友に斯すば、王 

rt くこす rA ンガりんち5 

の克ち取りたる阈を菜つるが如く、 麼発伽林 中の 象 
の M く、 if r へ。 ， (i 
獨 り,むこそ&けれ、 思 者と伴たるは> し、獨り行 う 
て銳妒を！： す淤れ、氟妮 なる iifT ヂ伽り林牝 の氤の 如 


，なれ， 


SS 


釈 舻れば 記 船を 鱟、瓶 Sbi ： 處 よ-'來 るも樂し、 命終 
にも1 it ルは1しく、一切の苦を棄つるは樂し Mlw 


た© 


しや tA . 


世に龀たるは樂しく、世に父たるは樂し、世に沙門た 


/:〇 


たの 


るは樂しく、世に婆羅門たるは樂し〇 


S 三} 


T いち*, 1 T も ゐ T ? ご^ 

•も泥中1:陷れる象の如くせよぐ 


% L M VA . F 95 けん t や 乾ぅ r や i 九 1〇い 

若し思慮ぁる、善行の賢者を、同行の友に得ば、一切 

>なん _ < c ん rc ゆぶ rn i おこな 

の危難1:克ち、歎喜思惟して、彼と共に行へ。(！一三八) 


粑ぎに起るまで、嫩を楸つは樂、正"信を樹つるは 樂、 
智&を得るは齡しく、惡を作さざるは樂し。 011) 

【一】辛8^信度*仙跎«*印度河の流«地方|1して名馬を產\^ 
【11】不至の地と(1洱螌の境を云ふ 。 C 三】& 老«七七 J 一三 0* 


#>s 


ほんだい 


愛欲品第二十四 










氍.ゼ1: mg すること、愆に氍を i むる g の ； g 

し。 SS 
脱しくして、(一)歡ぁる . の^ rg、 ずし A? に r ば、做 

5 くぞ5ちや5 {113 か ビ15 ナ 3.> ご& 

の憂苦增畏する MJ 、 榮ふる里羅那草の如し〇吾瓦) 
”若し、脱しくして、 g し gug にぎた ば、. f 

< vn さ it ん先ふ V す-〇てき rHI 

苦の彼を去る i 、 速菜ょ b 落つる水；版の如し。( I 美) 

されば證 S にぎんに ir もの 

れ、愛欲の根を抛る i 、 礙尸羅を求むるものの、 g 醋 
k を〔 I る〕るくし、 gp & v 水！ i に r るるが 
如く、數數魔に術らるる妍れ 。 J (量七) 
舒へば樹の极の”灾なくして、配ければ、 «• るとも' ffi ;: 

to-5 H あいしふ こ K-M こ • 

び生するが如く、愛執は之を斷つなくば、 此の ^ < ®? 


水流は、〔此の：|邪見〔の^を避びがる。 (量 九) 
〔8〕3§は一聊船に8れ、は製して街す、がの献 
藤の生するを見ば、押鷇を队て r の肥を W て 。 (P 一 W 3 
衆生の一せるもの、喜べるものは、ぎぎ e くこ.〇 船 
し、此の欲に13れ、樂を ii むるもの、歡ずは封がに 
致る。 f ) 

欲に純はれたる靈⑴、 g に g はれたる影； g く漱 
馳す、槪使の贫めに綁せられ、税斯 5 n に緲ふ こと W 

し. (重 

i に i はれたる盤’は、ヂ^れたる辦抓く俯 

馳す、されば離腹を t める把だは、以が奶谢を,つ 
•へし 


1•い % W 

再起 


三十六流、死樂の沫大なる時は、也に沒佑せる g ^ 似のをがょ、 g ;> を〕祖して耐も撕に松 If な 


?!八) 


04 > SH ゐ，认 4 “ a 213 .，りん t t J 

人の矮林 〔H 欲〕を去りて、™ m 林 T 欲〕に入- 




一林 L " 欲〕を脫れて一林〔"欲 j に A w るもの、 IH: C の A ? 

み.►し ilo .. ^ •»•< >もむ 

{重 











園睬法句 & 

鐵や、木や、又はぞにて作れるものは、賢1はねを料 


三二 


饮< L 1.? し^<#>ん 1% い LK - vA . t ; やく ところ01 

き縳と稱せす、珠環と、荽子との欲は貪著する所强 


貴者は、之を•そ强くして〔人を惡趣に〕墮し、{牛く.. i て 
解き難.き緋と?ふ 、 Mat をぼ r て、！^〔のがとな 

あいげ5 t t ゆつ a 

6〕、愛樂を棄てて出？。’ ( illai ハ) 
i を i しむも s 〔 i の〕齡一:齡ゲて只るふ、がの 

みづかつく_ ちみ くだ 2在 けんしや こ b やぶ 

自ら造りたる II を〔下る〕が如し、賢者は之を破りて、 

ょく ft& y\ ¢5 -f 4 

欲なく、所有ゆる苦惱を棄てて去る。 (昌セ) 

先なる一： n 過去〕を棄て、後なる 〔 H 未*來〕をぎて、柯な 


これ 


か/5 


るな b . (I 一一 M 九) 

，ねん めつ X ろ C つね はんかく ふ (? や. f ^«9 A . し# か*. 

疑念の滅を B び、常に念锐ぁりて、不淨觀 k 修す、彼 
(1@) |は〔其の〕愛念を減さん、彼は魔の縛を斷たん。{量 0) 

§&んじや5办 t たつ ふゐ ぁぃ|:な V やく しや 55 

間成の域に達し、怖畏なく、愛を離れ、著なく、生有 


る一:"現在〕を棄てょ、〔斯くするものは&有のぎ^1 
に靴れる 1 1 g 鉛に s が r れば、 x に轉に縱 

さるる i あらじ。 fnm 八) 

錾のために鎰 V SSi して、 窮を^ ^る W 

は、 其の 愛念 益益^^、 航る O - は1 : k の；一蝌を慰くす 


1*ほら 


の棘を斷てり、是れ其の扱後身な. 


( 1 § 


あい はな W くさ へ 5 C く へ 5 つづ e 

愛を離れ、著を 去り、^詞句に巧に、 ( -3綴りた る 文字 

ザ / 1 . 7 げ か“ §3: v.fJ しん だいち 


と、其の前後とを解す。彼はぞ氟後あにして、ガ押氬 

ffw * v や5ぶ ti 5 

大丈夫と稱せらる。 (ーーー五二} 

( #y )r>h^i& か«& ✓ S 

〔我〕所有 ゆるものに克ち 、所有 ゆるものを知 6、 所 
有 ゆる 法に 於て那さるる船 W し、 ゆるものを ず 

て、■繫のぎ於て！^を W た.^。 pgbi り 
て、又誰をか 一 師と〕仰がんや。 (1: 一吾一) 
法施は、 y ? ゆるぎに,ち、！^は、^^ゆ^4に 
狀ち、法あは、ゆる歡に贤ち、が-獻は、ゆる 
苦に勝つ。 {1 






敗は劣！ j の M を^へどもへ-^膨をおむる M を〔把 t 
i なし、財欲のために！：：ぎ m は r のがを5 A i 、 r , 
ほ〕他を S ふ〕が如し。 (畫) 一 

is は鎖のために，れ、 fsg^l 絮のために 
損はる、されば忠のが，る^には、装§ 

田は惡革のために衝 i れ、 U - C の黯⑴ gt のために 
礼はる、5れば tsl の 人に施せる〔狀〕には、ガ撕船 

f。 1 
田は惡单のために妬？ 5 れ、化の妒 のために 
損は る、 され‘ぎ M に irrIE は 、！^ g 

ぁぅ。 (実} | 

田は惡草のために泥ばれ、；^の W 取.ざ漱の ために 
S る、されば5 ii ちに gr 〔 il には、形誤 

ぁり。 0§ 

沙1:品第 二 十 S , 


【 I 】 Vi 8 auiki 4 lrft 老 fft 』： 二 九九® の 英譯 1:て 1 ス•デビダ夫人 
は The poiscner of all mankind と -r バらゆ る人！ s^^v * q 4 # q 
の ^欲欲 ^ v 意も*り。 【二】 ^ 名 ^ Andropogon DJC 2.8 tum 

4ふ、一な”、其の敎备 尸羅矣ふ、 量七® を见 

;^ 【 H :< an : ravi ‘ « # # # 、 trK - st * ssl 【 E 】 

vag l : tft 林、浐林、 • E : 欲鎵の 意 * リ。 【玉 】 W IS 漢粜 な 指 マ 4 
K ぜリ。 【六 Jbn 焐と文 句。【七】 文字^ 集 泳 r : るもの、 卽5文 
寧と"文章 中 文字の前後。 【八 j 阿 W 漢や拓 K や 佛 ll l a 無 餘 a 
槃1:入れば、再び併1: 出る ことな し、故1:此等を指 L て fi 後功の、 
と云ふ9 【九】 路轵®集二1一俱 、ィチ ゥヴタカーー ニ®、* ▼ ハー 
ブフゲ ( 大品 二の 六參照。 c 一 0】愛欲愛僉か e マ： i l : て阚 RI 漢 
S : をふ。 c 二】 洩庠1:逸 t £ んと餌へる 人 • 

取！^ I 飯 一一十五 

眼を以て〔自ら〕見するは善く、取を似て〔的^〕獻す 
るは 善し、鼻にょりて攝するは# く、 歡の B に 〔 ge 〕 

♦ 9 t 

敗す るは善し。 {孕3 } 
が に g て 5 g するは r 、 配 一:縱て配するは記し、 ぎを 
以て攝するは善く、 I 撕處 に齡するは，し、 I 舰奶こ 


S 






明鏵法句雄 

攝する所ある比 24 は諸の苦痛ょ b 脫る* (灵一} 
手を防護し、足を防護し、語を防謎するは防護するの 

5へ うも らく V や， どくご ね L 

上なり、內に樂あり、定あり、獨居して、足るふを知 


HW 


5れひ 


をも^とせざれば、人は彼を比丘と呼ぶ。 


(患 


比丘の慈悲に住し、佛の敎を悦べるものは、靜穏の 

と 0 ろ Llrr フそ<し あ、らく え 

處、諸 lr の息止、安樂を得ん。 


るもの、彼を〔人は〕比丘と呼ぶ。 


(三 S 一 


比丘の、口を防護し、適度(:語りて、し調戯ならざ 
る彼れ、〔若し〕法と栽とを明さば、其の說く所は、せん。 
把^なり。 i (5 
法を敗園 i し、法を樂が、法を思惟し、法を值念する i 
比 :< は、正法ょ6退堕するふなし。 01 一§ | 

己の得る k は r を輕んせざれ、他の！4る配は之を〕| 

，&や f 2 .7 ところ .>らや cf く あん V やう5 

羨まざれ。他の/*得る所を〕袭む比丘は安定を得る、と、 


c '* li ハ八) 

比丘、此の*)船を ?< め、ポまば汝の〔船〕は疾く走ら 
ん、贫 i と陬恚とを棄てて、其ょ b がは、涅槃に達 


f: S 一 す f (P) しゅ 

五を 晰ちヽ き 五を棄て 、更に…五を修せよ 


SW 

、 S 


ね/ i 


五著を越えたる比丘は、暴流を渡りたる〔人〕と稱せ 

らる。 (雪 


v*<s 


• JW る 


比丘、禪思せよ、怠惰なる勿れ、心を諸欲に迷はしむ 
る勿れ、怠惰にして〔地 ig {: 堕ち熱〕班九を嚥む勿れ、 


なし • 


ごく <fc> 


さけ 


なか 


得る所少しと雖も、比丘若し之を輕んせざれば、諸九 

Z へ lhl :?7 く»>つみ，うふく C た，， ひと さ A ./ T 人 

は、此のき淨活命、不屈挖〔の人〕を讚粑す。1六) 
名色の上 i : 於て、總て我ずの念なく、又き其の消滅 


{一璧)：〔獄火に〕燒かれて「苦し」と叫ぶふ勿れ。 ( i ) 
筲なきものに禪なく、禪なきものには智なし、若し人 


に禪と智とあらば、彼は涅槃に近づけるなり。(罨|一} 
ぎ MT に入りて、^を寂靜！：したる比54、正しく法を觀 





察せば、其の樂 MwJr の L 5 に 1 3 づ。 i 

心若し〕議のデ t て、■の裳を盔すれ 

ば、〔法〕喜、 g ? 槪を斯、 B.W れ11私の、！^•とす 
る所な*^ 1 
此處に之は此の敎に於て、智ぁる！^ £< のガづがすべ 
き—なら、諸根を防護し、足る MJ を：^り、邮を似て 

〔齡い〕 8 す、歡髿る S の、 P 艇齡じ、紙船 r 

ものと群、„を^|、■を”せょ。犯ょ .；： g 

莴多くして苦惱を遜すに至らん。 (一$、|11七六} 
湖みたる(九拔耐の銜を1^つる•か M く、紙く蔚 
と瞋恚とを棄てよ、諸比丘。 (111 
炉を i かにし、 pi かにし、 i く r 轰 - i して齡 

を5」たる把！^^を SS 〔の M 〕 と fj < ふ。{貧) 
は-〇 ぶ, H じし 、 S ぉ2 ろらた ^ < か 

己れ己を誠め、己れ己を檢めよ、比丘よ、防く〔せ：^ 

汝は〕自 r 3¢防謎し、正今 f が b て、纪齡に取 f ん。(三七ル) 

铒》門品第二十六 


げに己は己の主、げに rj ば阮なり、5れば、 
己を調御すること、商肊の良粼を〔駙舻する：一が鲥く 

せよ。 {昼 

バ A ん rlr ほ ほ ri けをしへよ？ j びく じや，を A , ち Llrc .， 

獻喜多く、佛の敎に悦べる比丘は、靜隱の地、諸行の 
息止•安樂を得ん。 (灵|) 
比丘、年少な6とも、僻1がに撒^.ば、鍁妝の淝陬 

てら <i い ぐ . Co りん r-c 

を照す、と、雲間を出でたる1]輪の 3(11 くならん。 { Kfw 

【一】 fflto 又 II 棹*-云ふ、心の浮さて蒗著；> ざる狀您‘指して 
云ふ* 【11〕淸淨なろ生活 V * む人か云ふ。【三】名色を指して 
云ふ。【四】此の身より邪思惟の水4-除/、か云ふ。【五】五下分 
紡、欲并|:*する五械の«饳、欲外贪*瞋*〇见*戒禁取0^綻。 

C 六】五上分結•色無色の上二界1:屬する五«の煩惱、色并食•無色 
界食•サ捣取•無明。【七】れ松、 f 逝•念•定•慧。【八】五稀の 
舞、貪 •«•¥« •見。【九】 vlik 5. 

1 ^ if : n »欺 I 一十六 

系<て^45ち■をぎれ、 (-# ぼ m 、 if 紙 

H 五 







三六 

型羅門を毆つ-^れ、婆羅仏」〔毆たるるとも〕怒を發 

なか £ r(l ひ tt ら龜ん ぅ さ& .c r u 分 

つ勿れ、禍ぁれ、婆羅門を毆つものに。更に 禍 ぁ 
れ、〔殿たれて〕怒るものに。 { K 九) 
婆羅門若し心を其の愛！£〔する配〕ょり逮ざくれば、 


〇れか H 




こころ 


M 辟法句銥 

を證れば、婆羅門、汝はへ一一無鸩〔の法〕を知らん ( PX 1) 

は、此の智者の愛結は總て逛くるに至る。 ( i §) 

人 IJB . 彼岸なく此岸なく、彼此兩岸共になし、怖投 
を ^れ、愛結を IT きたる、斯の如きを我は璀羅門と 

す。 墓 

禪思ぁ b て、離垢を求め、所作巳に辨じて、漏ぁる一人の身 {: も、 語(: 1 も、意にも、惡作なく、 H 處に敗する 

5ある、我は之を婆嫌門と呼ぶ。 {=1 九一} 
w 会} I 〔人若し齓〕よ b 〔聞きて〕佛の說き紿ひし法を i . らば 
此一:の師〕を敬ふこと、婆 E 門の W 祠を〔妒ふ〕が； g く 


一之彼に小ならざる利益あり、〔他を〕害する意の消ゆ 
る侮に苦惱亦隨つて滅す。 1 


cfctt 


なく、 

i •ぶ。 


3 い！ 3 0•ラク たつ 1 utt らもん 

丨最上利に達せるもの、我はこれを婆羅門- 


ひ ひ & て っ罾 よる かがや ぶふく せつ 今 〇， ひか VA 

HU 寮照りヽ月は夜輝く、武服せる刹利秫は光り、禪 
思ある婆羅門は光る、されど佛は其の威光を以て槌 


せよ A 


(I) 


を，や ひか 

て晝夜に光る。 


は& i ん け9囊ん しや50やぅ よ amn ” 令 

{一 K 七)婆羅門は結溢と姓と生とに依るにあらす、人に諦理 


あく 2 ふ の r 一 i & t ん rr 7 しづ _ 〇 や％ ん しよ 5 

惡業を除けるは婆羅門、行を寂に せる は沙門 I 」稱せ 
垢穢 を棄 てたるによ b て、 彼は出家者 


ヽ LSMS, 


己の 

し上ラ 

>稱せらる 


S 八^ 


と 法と あら ば彼は 淸白なり、 又璀羅門な り。 (一〗 5一} 
思者ょ、結濰は 、汝に H 〔の€〕 かある、皮衣は 汝に何 

〔の g 〕 か ぁる、ボ⑷に裘く vfcr て〕、 1 を g 






ぅす" 言} 

蚣纪を59たるが酚せて、 gl 監 r るに f 、鲥 

bis に〔んりて〕^^せるもの、&を n は^^ j %と 

i •ぶ。 1 ) 

(穴藏は(3〔赛器 の〕 聯 t 此で、 〔 IfsiHjl の〕船ょ 
6生れたるの粑を奶て緲羅心と妒ぶ，となし、鉱,し 
我有 あら ば、他は〔我を〕？爾と呼ぶの徒な b 、, ずな 
く取著なきもの、之を我は婆羅門と呼ぶ。 { i ハ} 


办いけつ 


J ( nt^. 蓼 >< 4 こる t?& く こ I 

所有ゆる愛結を斷ち 、怖る/ t 所なく、 著を 超え、 跋を 
離れたるもの、此の人を我は婆羅門と呼ぶ。 (111 九七) 
S 紐と緒と索とを、どに•地するものと相に、附せ W 
ち、梁木を摧きたる智1、われは射の M を! 

ふ。 (三 S 

® f 、 m ，<、 llrf ことなくして gf 、 嗽 
忍力ありて、心猛き人、われは斯の如き人を響羅門と 

^ WH 品 第二 十六 


呼ぶ。 言} 

i * A,?t ‘rT V い よく 11 な c f さいご 

忿怒なく、行あり、戒あ6、欲を 離れ、 C 調して、最後 

f ) 


し人 たつ CH sn は G もん X 

身に達せるもの、我は之を婆羅門と呼ぶ< 

荷葉の W なる把の魬く、船の船なる^^の缸く、鼦忧 


f 


に染せざるもの、我は之を婆羅門と名く。 {一:01) 
己の苦惱の i 處に滅ぶるを： kb 、 航&を邮し、を 
離れたるもの、我に之を璀羅門と稱す。 se 

象 f 、繫 t て、獻齡を！ T へ、 si に議 


¢4 


せるもの、我は之を婆 M 門と 呼ぶ。 {£oa 

4 r いけ1-人 し ゆ - >けにん t めひだ寰 13(1 いへ 

在家人にも、出家人にも、典の問に混らす、家な く 
して遊行し、诱4きもの、ゎれはがのパを^^^と 

安ふ。 夏 

きも、有怙に孰して刀4 . a 4へを JT ふ 


ころ 




よ #•» 01 

弱きも强 

mj なく、 粑た殺 さしむる基なき、此の AC を和は 發 lcul 
と呼ぶ。 { SS } 


三七 







阈譯法句耗 

軾 f ある M の贶1:あ b て敵益なく、.暴漭の中にあ-- 

て益ダに、！|||るパの¥にぁ〃て繫><き、お 

M の鉞と、獻と、 8 と、 i “つ t、ii の粑 so 
の i くなる、く。 (I 
51ならす、歡義を含みて、眞なる語を吐き、之にょ 
bcj 他を紙らしむることなき、われは之を梁羅門と 

1 IV §八) 

Z X な^みじか せ.フ W ル 、 

比の世にあ b て、 fi きも短きも、小なるも大なるも 

善きも！^きも、與へられざるを取る左な5、我は之を 

1 T 羅 g と铝 <o 1 
此の世にも把の世にも、欲蕻あるなく、意樂なく、繫 


三八 

化 gw に酣齡も、罪業 も ¥(u 〔脫れて〕、著を 伏し、 叕 
なく、配なく^^. r もの 、； k の MLbi : と 
^ •ぶ。 (51 一一} 
f なき沿の M く 〔 > lg ,、、 k み、酽？、■くの 
鋁きた.^、 i はおを！4 £i 繼 V i 
ぎ繫•部 c 配を,ぇ、 f て簋に f 

ぁ b て、谢なく V 疑一 f 、 撕なくして靜稔に歸せ 
る、！!は此' 一 の^<〕を呼んで婆雑 lje と安ふ。 (明- FH 
に船谢を k て 、 M を離れて遊行し、欲有を滅した 
る A ? ねを i は！41ぶ。 1 


一るパ、和は*ねを|^£と^:ぶ。 (1 
嫩を一 I れたる、挪は;1寧膨£と1ゴふ。 首};海の嫩を k て、聚 SS . ぇたゅる！？婢 


ごくし >4 


V に：貧處なく、智說ありて、疑惑なく、不死の極處に 'を離れたる人、我は之を婆羅門と云ふ。 H 七} 
M れる、かの^41は！4ぶ。 51)¥<4 ki とを^て、 m 漱1 ii して、齡なく、 k 把ゅ 






る m.«i に +r5 ち & ちたる影、 

ダふ。 {»1八) 

i て铝の&と笋を T 、 ■益なき繼のぎ 

者、我は之を婆羅門と i ぶ。 {B—) 

し、& の鏨の！： is、imiB%- 4ぶ。 f) 

彼の過去にも、5にも、舻た： i-，i にも、11 T のずとす 
Vきものなし、我有なく取著なき、我は之を婆羅 H %と 
ぎぶ。 (Ml) 

ひ £_>cffw* せん ..^ 45C 0 . trf ^ くを 1 

最雄、最勝の人、扔士、大仙、勝荇、無欲にして學を亂 
b たる智者、我は之を婆羅門と呼ぶ。«|二) 


國譯法句經終 

QBIn 品第二十六 


»♦<« ttA.4bv* ^<19 み t OT 纛ん CA%•/: 

宿世を知 b 天界と惡趣とを見、更に生の滿遊に到 b 、 
智の極に達したる牟尼にして、總て果すべきを果し 
たる人、我は之を婆羅門 i f ぶ。 (5 S 

C 一】此の供以下、偈毎 unwgl 門」の»を用ふ、是れ印度 W 性中の« 

羅門を»す1:*らすして、煩馏か « LR 槳な除きれる人の茬 U 用 
ひ r : るなり❶【二】®雄の ffl なり。【三1法句經註解窬|:は、彼 
燁此岸、彼此岸を、内の六人•外の六人、内外の六入なりと wL、r 
yr 4 *|>は、來生"此生、及び全一生なりと tt し"而も K 4* 存せ 
9。【四】 MBIS * 4云ふ • 【 J 1.】 愛欲峰の Iff 煩馏。【六】以下 
四二三偈まで 《». 要集六二〇—六四七偈麥照。【七】生のため i 
母の t : め1:婆嫌門と* f ぶ：4なし。【八】所 n 四*1.中の© W 門* 
1:生れ f : るものは世雄4-呼ぷ|:510(爾乂は友)の»を以てせり， 
故1:彼^稱して系0豸&(佛を呼ぶ|:爾の»か以てするもの)と名 
け t : り。【九】紐|1*|:譬へ、#|:*:|:、索 U 六十11見4 * 木は 
之か！！明!:*ふ"而 L - Cft 者とは W 箱の W か知り/:る人の wtx り* 


2九 























•w ( やく ^ PH & 9 if 

國譯長老偈 


か t 5». r しや そん f L や L や，、ん扣•、しや 砉み，， 

彼の祥者、尊貴者、] R 遍必者に歸命す。 


S 序偈 

i 問の齡时に T ゆる料ぁる郝，の如き、.かビ ml し一 


•C1< ^1< c 1 

たる！：人人 J 1人1人の偈を聞け《 


3 


t な 


其の名に應じ，其の姓に應じ、意嚮に順ひ、法に順 


ん 


a て住する智心は懈倦なくして ffi しぬ。 


S 


{二)し5奢ょくじゃ5*ゅし»っ しよ-— 、 ふめ〇 

終局の成就を思察する〔人人〕は邀處を觀、不滅の 


み nfl oy to 

道 (■: 達して-此*義を宣べた 〇〇 


S 

【一〕 W 18L .、には此の aHtcL o 【二： Jaa 、 成就し f : る終 fej の今涇 
槃かいふ。 

ft んだい 


餡い しや5 

第一章 

f が歐^は だ かれ、^|を附ぎて11 しく、 沿、 t の i 


ぜん V 今5 


だ0 


一頌品第一 

序渴 I 頌品锒 


爻に雨^降せ、我が心は轉定に住し•離脫したぅ、 
我は專心にし r 住す、〔されば〕天、雨を^:せ。{一) 
斯く具籙湖菩提畏老は偈を唱へたりとぞ。 

寂靜に達し* r 初に歸し、こ咒神を誦し、輕噪ならす 
1 .i の配を搬ふこと船の嫩葉 S 搬ふ〕が如くす二一一) 
斯く具譯 m 訶雑長老は偈を唱へたりとぞ) 
如來の J * の智隸. v 見ょ、中夜に點さ U たる火の如し、 
來るもの疑を除く。〔如來は〕光を與へ、眼を與ふる 





B 9 長老 A 

ものなり❶ s 

斯く具_'一一、疑典離日長老は偈を述べたらと eo 

ぜんに人 k«u^ {B.V* み ofcftcu’lrT<£5/f い 

善人、識奢、利を見る人とのみ交を結べ、廣大、 
深遠 k して見雔く、微妙微細なる利は、精勤にして 
嗽配なる智軋、之に1達す* (S 
斯く具 B 富樓那慈滿子長老は偈を唱へたらとぞ〇 
御し難く •調御にょれて御せられたる陀驃はょく滿 
足し、疑氣を妒えた b、 ぎれ，利者にして怖畏を除 
きたる陀應は寂故を得、心安立せるが故なり〇 (る 



ぴく へん > tff ひと まんぞく civ や5 ▼ 

比丘の、？密林に赴％/獨り、滿足し、心定に住す 

るものは勝和者な-^、 f 悚懼を除き、身念を謹れる 

S 

斯く具锛 SV 1 タゲニヤ長老は偈， v 唱へれ$と 


-- 

船 smr こと、溶の g き組のぢ.. -CIS く 

る〕が如くするものは，勝利者にして怖畏を除けるも 
のなり、がれ似は m 鲈ぁ阢を MX .、 •が安立せる 
が故な(七) 
T く 1 il , ハツ9ャ長 f は谒を唱へたりと JV 。 
鲥し觚く • m 配にょ6て m せられたる毋士はょく滿 
!5し、 « r 默を皆えた\颭抓者にして惭提を除ける 
彼运羅は、寂滅を得、心安立せり" S 

•，主匕)#1，ちや、ら5 

句き掸羅長老 

⑤せる盤 i 松て齡 r ものに齡は S し 

ぬ、これ我善く到れるな b 悪く到れるにあらす、我 
が t を防！^ t るゃ 1 犯がらす* S 

冬,ビ 1 ン #r ， ザク會 ％5> 5 ら *r 

右畢蘭_蹉畏老 

(八) r 陀に f sf 、繁して、 f に 

も彼の世にも、欲？ si を捨てたるものは、あらゆる法 











のやめ^、染せらる、ことなくして、世の起滅を知 
らん。 ( s > 
右ブンナマ ー ナ長老>、 

▼ン賓 < * 

cl 】 s ; sfabhani ，ント， WVT 神児、明死、*文^ n する II 堪ふる 
10の* rc て此の人もと婆 me な0しなり。【二】 s I パパ It !. 
【三】 Aio 意、義、利、事などの舊き課あり/スデビブ夫人は g — 
と！一す*簪刹と復薄すべ#か％ atthadasi を thse who see thel 
1 i せる•かファゥス r ルは賭 Jg ® m 三八五 11 にて ( one ) who 

18k* for wbat is salutary となす、註 * •u^BrsrnupassiiKf 

るが故に利を兑るものと譯し置きれ 9 。【四 JsiuvagzB- 摩 «4 陀 

■の：！ c « なる王食城1:近き mIIfc る篡地な PO 【五】 Tb '?— BVl^g 
身噶車竪。【六】、81 faniya * 林に«する、寒林に住めるなどの® 
あり•彼の本名はサンブータ ( S 8 日 bhsla ) なりしな s>o 【七】 VI3 
男士の意あリ〇 【八】 Vedagu リスデビブ夫人は OS who bathe 
beta-encriBslf to truth 眞”し身を费れたるものと ■ し、技老尼 
« 二九〇 1 S 1 は won the trs vealore と » せ 907 アウスペか 
氏 It tt ite 運%中 猜 所 one wboE-flcciphabed とせリ、比 OJ ? 


興へ置會先罗〇 C 九】以 r # ag の終に3?«? iB * 目^、抽®)を_ 
ぐ、 * 谓纽 it にして•上一品中に出 r : る人名 X は«を示せり、本9 
にては悉く之を宵きたり〇 


~い tT 

第二章 


『の P し齡ひし铲と約きものは5ぷ 

0 ^ 9 し tr，r じ v#> つあ A , ら C 又 

靜、諸行の寂滅，安樂を得ん。 {二) 

右チ-*1ラ••カブクチ/一 ^^ r 

1加 r . 落忘しし•影を欺と 

し、正念.めるものは齦 ^ T の 把を f 3、 fc の髮にぁ 
りて、貪欲を離 n 、 時〔の至る〕を待て。 (11:) 

右マハー•ガブクチャ長老 

79^ いろ 50< へ lh > p * 、か t ょ みづ rc 』 

碧雲の色ぁりて美しく、§冷にして、淸き水を湛へ、 


~« - nifljjli— f f— ( I PC secede ^sh^qcqc §£ t ^ LH Jlv l - I, t 

H i s} %f > ほ これら %*u や 1 ch 

1 w に和典す Y# かけ困難なる ra 題なるが、 45 ^ が L®I“V ィンダゴーパカ蟲に掩はれたる此等の岩 UJ は我を 

•••••• たのし 


完成熟練の人 0» かと思はる、余は * て 0« 合、此處に £ 樣の «^ 觀交しむ。 


^3 





H es fi 老愒 ， 

右*ヮナヴタチャ長老 

【我が：一師は我に語げて fK ヘ^'「シー.フヵ、我 • i 飑ょ 
b % らん、我•か身は村里に住し、我が心は森林に去 
れ6、我疲慠せりと雖も去らん、識者には愛著ある 
>となし」と® (1 B ) 
右'ヮナヴ \ チャ柃老の〔弟子なる〕沙彌 

4/ ***># け つ れ£:分 -«ルけつ す afc こん 

五 〔下 分結〕を® ち、 五〔上^^〕 ど 捨て、更に 五〔根 一 
を修練せょ、五〔系〕を超えたる比丘は暴流を渡6た 

る〔人〕と稱せ ら る。 ( In ) 

右クンダダーナ長老 

猾ほ荤挽ける牛の優れて生善きは、行くに勞苦少き 

が iDI く、等しく安樂を得、が欲を去りたる我は日夜 


を r 過して g ; 苦^> (I 六) 

み/%や 

右べーラクタシーサ長老 

働骯にして船射妒^嗽^(して私する獻者は、供 t 


四 


を5て&はる、鬆の如くギ再母邮にんる。(|七> 
右ダ彳サカ 娃老 

ベー サカラ 151屮に あ办て 比丘は佛の嗣緝赉となり 
き、唯骨辦配一 i ょりてがの大地に觸 n たり、我が貪 
欲と思； 5 しもの、其は疾くにぞ捨てられたる 9 (10 

み r «>やぅ C5 
右 i / ンガーラビター長老 
♦ i 冬みづ みもび C んや n K-5 5 ま 

渠ェは水を群き、節1£は箭を矯 む、 木工は材を 曲げ、 

(九) 

右クラ長老 

粃に般の銜 F なく、生が粑8 b し•知 I あ--、正念 


とくか5 ひと みブか n<2> 

德行の人は自ら調ふ。 


す 


1 


ありて、 我は積集〔の身〕を棄てん。 

み ff > い， f : ちやラら5 

右阿逸多長老 

【I 】四 K 貲迮鯓の II 名。【二】冷なる水あ\»きを«ふる(池あ 
る C & 意。【三】 In を gopi * F 因陀 KS ち帝 If 天 ( Q 牛 S を保護する 
も00*、鑫賊の一稹|:して赤色又は白色な9と云ふ0 【四】法 
旬赵三七〇偏 a - fc 參照 ◊ 








だい 

第三章 


bHt で みヤ 5t:0 ほ-^をしへ 

我〔旣に〕三明に達し、佛の敎 t 成ぜり。{一一 B ) 


おそ各 


bHQ t 


一>睿く% 


i 4 J 4 1 J I 

我は畏しきを怖れす、我等の師は不滅の道シ熟知し 


tlof 


たまふ。怖畏の住まることなき道、諸比 E は之に 


7 て行く。 

みぎに • VTNfo だち5**ら5 

右尼拘律陀長老 


?二 


色碧 (C して、美しき頸あ6、冠ある孔雀は、カーラ 
ブ林中にぁれて叫ぶ、？^の5る齡は 
〔我が〕眠れる〔又は〕定に入れる V 覺さし If 。 (1111) 

右チタタカ長老 

我(一-竹叢の中にぁ5て W さ乳糜を喫し、史/、飢 m り 

• し ねん こ、ろをん, I つ t 一ら S マん** C そん-^ 

起滅を思念し、心を遠離に#にして、一山巔を卜 rl 得 

せ/。 ( IH ) 

Ar % ^5&9 

右ゴーサーラ長老 

我出家してょ6あだ1妃に黻たず、酎のぎき似を髿 

I 頌品第 I 


♦•K 


して 




むか 


£)•」 


み r 

右スガンダ長老 

御の•、沿 il に sii 耢、 SCS 〕 私に邮ふ、 SM : 

〔魔〕ょ、斯の如さ比丘ン害せば、汝は苦惱に會ふべ 
し。 (S 

右ナンデャ長老 


i ( ^ dt. J Jm ^bfw7 夸 

日の親なる佛の善く說きた^ a たる言故を聞きて、 


S 4 


我は( 5 微妙〔の法〕を證すること、ぎほ箭を犯て纪端 


B 


に〔中つる〕が如くな- Cv き。 

為 r む /> ち♦今 vf*T> 

右無 f 老 

こ S 8 X 、(〒ぎ■ポ〔ぎ 、 g はに 
して、【我が：一胸ょ上此等の ifs 觀 W ん9 (S 

右” 1. マサ.カンギヤ畏老 

••* A . IJ rJB つ 2 く 4 1C せ ん ^itl< 

汝物〔欲を求1/るに〕輿心なる乙となさや、裝飾を樂 

£ 






t 



BR 長老 « 

むことなきや、 i 戒德の香は汝の送る所にして、他 
の人の〔送る所〕にあらざるや。 ( I 一八) 
右二5デャンブガカプッタ長老 
己を矯ひること、節エの箭を〔嫌むる〕•か如くし、心 
を直くして、無明を斷ぜょ、汝ハーリタ。 (一一九) 

Aft , やうらラ 

右ハーリタ長老 

t 令 I ひ動 ce>n しや5ね A . l # c い金 r > や复ひお C 

我が病起るゃ、我に正念起ぅぬ、「〔今〕我が病起れ卜、 
之我•か於逸なるベ5時にあらす J と。 窆〇} I 

Af ちや 5 ら 5 

右ゥタチヤ長老 

二】 veluga 日一多固孩名詞なるが如し〇 C 二；}^ §には « H 頂、裹 

地，森林などの意あ9、此處は、山頂 K : 其*にて人定するの意、 

成は a.h 果 l:a す S の意な90 c 三】阿 HHK 果 I 指す。 【四】 

内|€黑の意あ”、«王を指十。【五】 Nipmmft 妙0 •【六】 

DabU 功昨^と同し。【七尸"吉祥と*す、神草 U して供犧0 
式 1 :用ひ4り、僻傅中 1 :出づ〇 【八 yvtika 又 potagaki も云ふ、 
車の一袖 0 【九】 CMS は Mmna と名くる香草の供な”、此の • 喻 • 
は法初 II 三3七«に出づ^ J て見るべし。【一 o 】 MnDJa 之も轉麕 


六 

なる 箪の 一 a な ” 、 « 場 umstc)* 金て還らざる 0 印として eo 
頭、旗 X は武異に丈邪草を著け f: リと云ふ。【 M 】 Babbojnffl 令 * 
の一種。 【 ' 二滅ょ ” 成れる芥、戒之 * 、戒香なり。 【一三】 H # 
»の人の*の意。 

だい しや5 

第四聿 へ 

黯、裘の#に炉〇〔沿は〕矿に r れ、〔耐も〕 
嗽^ j 〔齡める：！象の鲥く、 pr お V - 先はすして其の處 
に住せん。 C •一一) 
右ガフブラチーリャ比丘 

老ゅるものを以て二老いざるものに〔換へ〕、熟苦あ 

4つ ニズい* A .{ rw い e や 5 cc 1>ん G ム 

るものを以て…平安、 C 一最上の寂靜、こ無上の安隱 
に紀へん。 M 
右ス/ビャ長老 - 
〔母の〕元しき一人がに、慈悲を乘る\か如く、等し 
く總ゅる也に於て總ゅるず情に對して、慈悲を* 7 






れよ。 1 
みぎ 舞！^ A 9 

右 ソーパ ーヵ長老 

胬識ある人に取6ては、此等の近さに在ら H •るもの 

つね た ふと c rtff fer と しん令ん >た*れ 

こそ常に尊さなれ、我村里より森林に來 6、 其より 
〔我が〕家に入りぬ、其よ b 起ちて〔我〕ボ—シャは街 
ぐることなくして去れぬ。 (S 

みぎ ち や 5らぅ 

右•ホーシャ長老 

安樂を希ふものは之を行ぅて安樂を得ん、 P 死〔の 
境〕に達せん•かために尊き、直き路なる、八揮•道を修 
511するものは、名 V - 揚げ、#を得ん。 M 

みぎ %^-5 G 5 

右サーマン•ーャヵー •一 長老 
C 我等〕の聞く配は審く、行ふ所は&く、常に住する 
に家なきは，し、義1:を問ひ、が繞〔の禮を〕行ふ、 

ctttf 4 つし V L や I んだぅ 

之無一物著の沙門道な^^ S 

み rs 一 じら >- ら， 

右：クマ ー 兒長老 

I 頌品第 I 


C せいしん SAf^K/ i( いわ V ♦う tn*JK 

自制心なきもの巡行して•諸の國に至6、定も亦之 
を喪ふ、巡 W して何をか爲さや*されば諍論を制 
して、#抑船を1せ。 ( nw > 

み flr^*7^5 u5tl や ir*r , う 

右クマー兒長老の友〔なる某一長老 
神通を以て r 舍勞浮河を g けたる把の依賴心-なく飲 
心.な3牛主、 f のぁらゆる—を蠍え、奶 S のに 
到 b たる九仙を、諸天は醴拜す* {一一一八> 

-，，ご し«*や！^ら5 

右牛司長老 

槍を以て刺さる、が抓く、頭を燒かる>が如し、正 
念の比丘は贪欲を捨てん•かために出遊せょ。(一 II 九} 

み r - ctl > t ゆやう-,5 

右帝須長老 

華 9 —0 さ と あた& や 5 と し 0 5 U ん 

槍^以て刺3る V •か如く、頭を燒かる、•か如し、 I - E 今) 
の比丘は生有の欲を捨てんがために出遊せょ。010> 

み f h ^ 5»95 

右フレダマーナ長老 

【二共|:£»の異名なリ。 cll】Knmi と呼ぶ母の兒〇 〔三】 A + 

七 







«譁長老偈 

• T 3 yu 3» kpv > 【四】^^ ifll ««/> 支* にして、古音沙針多 («1) 
城の中を滄れたり0長老此の«の溢る V を防ぎ止めしことぁ〇、故 

• U いふ 0 

だい しや*^ 


八 


I •£ し，5ご4 f 

處を凝せ、スマンガラ"精勤にして住せよ (g 一) 


第五章 

vir はこ#ぎおと、 e 齡荼忘の鬆に t っ、斯 


のひ比 filrx なき〔佛 5 り & は Illlgt に A" りて禪思す。 3 

lr ち，う％!^ 

右シリワクダ長老 

(二)チヤ1ラ、クバチヤーラ、シ1ス1パチヤ1ラ、意2: 


%. ずへ B . ン ％や rt 5 

右 S) スマンガラ長老 


m ひて m せょ、が斬の處に來れるは皆を裂くが如さ 

W な，^ § 

が V チラ？ーャ鬆， 

is く S れ、善く脫 n たり、我•か三の曲れるものより 

ぎく^?れたるや蕃し、^と"箄と、小なる锄とな b " 
配ゲ 〔 ilfc . xf , 如❸にあ b 、 此處にあらんとも要なし、 
軟なし、スマンガラ、が嫌を^ i せ、スマンガラ"19 


肥よ、 A ? は： Tt きて门耐も〕 r 又ざるもの、或ば旣に 
がしたるものを齡く、&よ、汝は我が生くるを見な 

UV . な c ^ lt なんぢ r>n 

•から、母よ、何故に汝は我を哭く。 M 

vrtt^ 5 ら 5 

右サーヌ長老 

ips れて絜き 〔if の配れて•影ぼっが抓く、 
索しく〔政5厭を於ふる齡、ポ^^私のが子、 生ぎき 

M 


« とけ±«ご 


f. 

g ラ： i •气 1 

齡以によ办て货は&がを此で出家の身とな^'、我が 

政チ赛とはがし、％が溶 S 呂せム妃沒 
黟 »5 俘酣ゲて〔髿〕1‘せ、〔ぉ&を鋩し 


むることなけん ® 

み， ちゃ.5.£« 

右ナミッヂ長老 


B 









役、取、〔&ぎ影」 sv ぎ一紫に於て kl し 

給へ b 、 汝 G 敎に住する我は無漏にして住す。 S 七} 

み iy t » や * rfelo 

右ウタデ十ャ長老 

我在家より 


>»5>2ち 


出でて出家の身となりし以来、卑く〔以 
つ〕遇ある思惟〔の我に起りしこと〕を知らす • ( J 八} 

.yh ちや 5&5 

右サンデャャ畏老 

CS 王、汝'仏を描げ、1すとも、！ r か W のが^ 
ために齡ぐ乙となし•鬆〔松〕一鬱蛸とすれば 
なぅ0 

みぎ ち95ら9 

右ラ ー マネ ー ャヵ 長老 

大地は雨にあがれ、蹲吹き、に起る •〔 W が〕 
疑惑は止4し、獄が•心か妃く？^佐せ.^ 70 ) 

み夢 •ちや 

右•井マラ長老 

XI 声， パン％ザ 

【こ vebha ? ipH . laYR は王舍 ■»! :近 < 聳ゆる五峯中の二峯な ” 〇 
【二】此够三人は長老の三姉妹の兒の出家せし t のなり、！ ufi 老舫 
み、舍利弗來リて病を間ふ、長老遙1:之を«み、«4»以て三人を绒 


めしな90 【三ぱの長老0前身は農失な9し C とを思ふべし0 

だい しや 5 

第六章 

駿 6 て 、 〔kwl ^ s に M へ 6 、 r s はぎか 

天若し雨を〔降さんと冢せば〔之を〕 L < せ。 (芒) 

み, ち，* 

右ゴーデカ長老 

賦て、に譜へ I ぎ褽は&か 

れ、1?か？ i しし、容 p ^ て S , に S せ 

せ。 S 

みぎ 、や，&5 

右スバーフ長老 

雨歐〃て、 S の y 恰 V 私に術へ彡论が m 辦は氪か 
れ、亂を防ぎて樂しし、此處に我 m 勸にして住す、さ 
れば天若し雨を「降さん〕と欲せば、〔どを〕^:せ〇(曼) 




» 譯&老偈 

み, ^^5^5 

右ブッタヤ畏老 


雨降6て、「.其の音〕恰も律に調へ b 、 我•か屋舍は葺か 
れ、風を防ぎて樂しし、我此處に第二人衷なくして 
住す、されば天若し雨を 〔 i 3 んと〕欲せば〔之を 〕 W 


せ。 


み r ちや 

右ウタチヤ長老 


M 


み令， 


アンデヤナ林中に入り、座牀を屋舍となし、三明に 

六〇 II とけ ^ しへ C や5 

達し、佛の敎を成ぜり。 (吾) 
右アンデヤナーブ H ヤ長老" 

f:HCF*^i ( 一 ) a5L ♦ ち 5 <C5 し，ち 5 ^ ( >x xi II な 

誰人か< 草舍中にある、草惫中なる比丘は貪欲を離 

れ、心を苒定に住せ6、汝斯の如く〔之を〕知れ、〔さら 

ば〕、汝の草舍を構へし功は空じからざるな6。 


I 


み ^ f や v ， t » やうら5 

右草舍住長老 




と〕願へ b や、草舍の欲を去れ、比丘よ、新しき草舍 


IO 


は更に苦ならん。 

み r 麝•^しゃぢぅちゃ’ら肩 

右草舍住畏老 


I 


た〇し 


信心にょりて與へられたる我が草舍は樂ひベく、愛 
すべし、我 tc 幼女の要あるなし"汝婦女子等、汝等 


T 4 4 % J4 

を要する人の處に去れ • 


2 


ち t>*r>&5 

マ-一丨ヤクチカ長老 


? 

我信心にょりて出家し、森林中に我•か g 舍を構へぬ、 
rK tTcA . 55 % T L や•，ね A.*rt な 
〔我は：^勸、熱烈にして、知覺あ5、正念を失ふこ 

となし c M 
右拘藤羅住長老 

我所要あ6て草舍に入れしが、我が’此等の m 惟は成 
I : V 4、 我慊慢と馆眠とを捨てて、明と解脫とを索め 


fr-t c ふ .# い f- あ c»t: 睿 5 し , 犬 ^ 

汝は此の草舍を古しと云ひ、他に新なる草舍を〔得ん 【一；^9 

丨； 0 ^f 


AO 1 

9畏老戚日外に出でて兩に會ひ、草舍の中|:之か避け、其の 
て**果芩得たり、* Hao #^ り V 雅何せし時"長老は It 
の«を以弋答へ?: 1 f 1 J】nfil の取舍|:屬する•住するの*。 







“い LV ぅ 

第七章 

〔自ら〕見るものは〔他の〕がる A ^ をが-がざる A ? をも 
亦見る、〔されど自ら〕見ざるものは〔他のをざるも 

) 、み，, 1$ 

のも見るものも亦見る ことなし。 (六1 ) 

み , よ 」一 !if 5»llrv^*' 

右婆師波長老 

0 ^ ^4 - - - ^ ^ ••Ylro rr t -CH & ここと ころこと 

林 中に 棄てられたる木屑の如く、我等は個阍〔處を異 


にして〕森林中に住む、” のものは把が^の如くなる 
を 袭ひこと、 辦 Vi ® 船りものの^和のものを si 


(六一一} 


む〕 •か如くな^^ 

み ru ■' tr しち，•プら今 

右伐地子長老 

一)&したるは^!ち、«"ジて g ベ|ぁるは靈ゐる、 
1:我 は〕 作すべきことを 作し、敗むべき こと 5 : 數がり 

あ人：^ あんらく tn 

安樂は安樂に隨ひ來る“ 


S 


.J I I 

右パタカ長老 


頌品第 


我は 一) 樹の名を得 / 2る ものよ 6屯れ、 £ )郎獻を〔觀：^ 
せる ものを 父として〕 生 a 出で ぬ、 r 旗を 象 1 : たるに 
よ o 、 s 一旗によ6て、 我は一) 5<旗を如ゾ ぬ。(六 C 

み r 令く け5ブ： r ,^5» , G 1 

右離垢懾陳如设老 


ゥッヶーパカタダクチャのプ多牟の陬に齔甏した^ g 、 
をを〔彼は〕令? K ； 坐し允を1にしてのために， 
がす。 M 

^0 %«- 5 & 5 
右 ウタケーパカタ•ワタチヤ長老 

あらゆる 法！： 1 ? 熟 i せる尨 g 妒は 〔粑がため江】 gr 

ぎれたまひ、デぎ s を r 、 一"みてへ其の〕«11 


*v* f : uid 令 乙 f ぞ は 

住しぬ、三明に達し < fe の敎を成じ- t れり 


1 


v r «|やうら5 

右メーギヤ長老 


や夸 c t や だん u よ 

我諸の煩惱 t 燒盡 し、 あらゆる生有? r 斷除し、 r 


1;死〕輪廻を斷盡し〔たれば〕、今ゃ〔我に〕私纪ぁ0な 
し。 1 







团蹕長老 》 

AT 4> 冷 ^* IT 

右エーカダムマサ•ワ H 丨ヤ長老 


一二 


しん 


(六八) 


ノ少ダ 1 H ャ長老 


なし。 

み r 

右ヱ 

1 5勝一切赞者の說きた爻ひし大味ある大 C 人〕の法 
門を k き、 不滅に到らんがた めに道を行ひぬ、彼は 
安1の道に熟連せし人なりき。 


1 


•/1 

右 ▲ 


•，や. ^**>5 

ンナ長老 


此の處に ありて は戒 こそは最第一な れ、而 して 智者 

は餞上な b 、 人間界にも天上界にも戒智ある人に勝 

利あ b 。 (七。) 

» r ちヤラらぅ 

右ブンナ長老 

【一】1 n 乞食の後樹卜に少して食を取〇んとせ P 、 時に多くの S 來 
MT 長老の食を奪ひ去り" y . に相爭ひしが、 fi 老 It 之 ^ 見て開悟 ' CC 
90 【二：長老の母は ABbiK 菴婆波利)と呼ぶ遊女なりき，菴* 


增上心あ 6て 放逸ならす、寂默の道 4 C 學修する智者、 

0 ep く C や 5 〇ね t や 5 ねん ひ、 

斯の寂靜 にして常に 正 念あるものには 悲憂 ある乙と 


は , T ンゴ I 果樹なれば Sn 名を：5?:るものと云ふ0 t 三】® Jal > 
級王^指す、白旗は此の王家の旗章たりしなり。 r 四】此の旗 <•: 欲 
4意味十。〔五；：此の旗;1行 a の窺。 c 六】大旗とは魔王波旬 fc 

ス a » シンナ •••••♦ 

指す0 【七】 sllnna 接く坐したるの 意， 英 0 IC は gated S 
honour とす。 一; 八佛】 の 別！^ 


K い LT 

第八章 

なる纪を酽 * にして、 ボ料鍁べ、 11 く 
船1^ふるを钯”せるもの、航る W には涅榮は，得難 
からす0 (七一) 
右ブ > チヤパーラ 長老 

こ) 偁ほ 幼き阐队頂繁 戊し. 枝條生じ佗るは除き 去る 


ms 


こと難き•か如し、我が妻を娶る乙とや之 tc 等し 
我を許せ" W や我出炎せ 


(七一一} 


右ァーツマ長老 

frA ;: の〕被ぎい、船み、病 t 、 彫せるをギ 










fto み 表 i ( ^ x < f 

tc 達せるを見、其ょ b 我 a 諸の樂しき欲を棄てて 

し •つげ 4\^. 

出氟して得度しき。 


I 


右マ 


ちゃ5らラ 

，ナブ長老 


Tc<tA 6^^.. T5UW y tT びく 

貪欲と 瞋恚 、昏沈と懶情、調戲と疑惑と總て比丘に 




は之ある こと？ C し。 

み rt>9 • ，ら 5 

右スャーマナ長老 

修 ^ T 宜しきんを見るは^ 1 


( 七 B) 

、艇^犯られ、11は5?す、 
〔彼等は〕獻著 e も？！私となす、3れば歡 M のが 
るは善し。 (七五) 
右スサ—ラ—ダ長老 

起れるものの間にあ b て倒れ、脱れたるものの P 35 に 
ありて起れよ、住せざるものの中 ic あ-〇て住し'樂 
むものの中にあ6て樂まざれ0 
右ビヤンデャ/長老 

黠のが、 III に3せ' EV 對とする浩 g 


(S 


ところ 


Pf9 .CHC ん 1C も cili 臂 W*T hr 

せて流離せしが、我今日之を 善く 制御すること、猷 


せ ， irl 


を取れるものの枉淚を〔制御するが〕如くせん。{名) 

右 ハタタ1 B 1 ハ ブ タタ長 t 

部氍ををずして、黠 ffsr 馳し？ • A 

や〕 此の苦ょり生ぜし我が苦蘊は抑止せられ《0七 八) 
右メンダシラ長老 

我がだは練て f てられ、鼢は蝌て齡かれ、谳が，は 
總て去れり、我淸涼ぅにして寂滅 t 得た bo 3 

\ r •r'-p'r らぅ 

右 ラ ツキタ長老 

我が造彡たる纪はゼなるも把なるも，！!て g じ! i さ 

#•» ort^•Itl 

れ 、今や 我に再生あるなし。 { 八 0 ) 

みぎ ち 5>5 ら 5 

右クタカ長老 

【 1 J 彼1:赛を？せんとせし畤、之 i 拒みて家を出で、得度した基 




第九章 


頌品锒 


I £ 






SB 長老偏 

昔他の生に於て我が犯したろ惡業は此處に之^®す 


べきなり、〔されど〕他に(一%因あるなし。 


右サミ チグ タタ 長老 


一四 

此の〔敎の一外な A 他の多くの說者の道は此〔の敎〕の 
{八 W 如く涅榮に導くものにあらずと、斯く世尊師は衆を 
Sii た1こ—§?1ぉすが f した！。(八六) 


与 f ょ， 乞食に容易く、安全にして、怖畏なき處に 
往け 、悲 憂のために惱 まさるる こと莫れ。 {八一一} 

み r か<ふ t , やうら> 

右迦葉長老 

f 獅 P -、 精勤に、盡夜に%倦なくして住し、善法 
を修習し、疾く積集〔の身を〕棄てよ • 


I |1 


み r ししち- PC らう 

右獅+長老 


{■>し.»$ゃぁんみん ち〜か A . く - C いわ 方«>し ec / c い0 < 

終夜安眠し，鲞間は會話を樂む、愚人は何時か苦 


右ナーギタ長老 

船に an .、 ぁらゆる — is を犯り、％死：一輪姐 
V 」 斷谎し〔たれば〕、今や〔我に〕再生あるなし"(で) 

み y % やうら5 

右パギンタ長老 

雞が r ねよ- i に#ぐるを^: tsv た i " され 


{八八) 


惱を盡さんとする 


〇 


欠 Br 


み Sr 


右111夕長老 


0う t : くみ 2¥ め4み V «んし ち A 

心像に巧に、遠離の妙味を識り、禪思ぁ$、管葱ぁ 


ちかく ひせ -*« f く « そみ犬 

%知覺あるものは非世俗の樂を獲ん* 

み V <T や *rfclr 

右スナーガ長老 


つ〇諦理を覺りき。 

右ァ， ••チ*ナー^老 

紀1 S を妒え、を ilb 、 C 我は〕暴流と結縳とを 
脫れ、あらゆる懦慢を盡せ b 。 t 八九) 

み r ^ 9 ^ W 7 ^ X / 

右デーブサパ長老 

穴基五稲の蕴は知り1され、此本を斷たれて存す、生〔死〕 

，ん h だ んじ人 い； ”tt3V- 0 5 

褕娌は斷盡せられ〔たれば〕、今や〔我に〕再生あるな 






对右サ！ 、ダ， 夕お* 

【 I 】今後生を受くべき索 因。【二】 It の fft は迦蕖長 老の 母*長老の 
a 行な S りたるな 0* 【三 M は 世緣の獅子長老 冬 W め ?:まひし 
供な” • 【四】之は世 9 0 ニ ータ畏老‘誡め T : まひ-^なり 0 

U い tT 

第十章 


我•か今日享け？〔佑の sf き、 » rt る 百# の-は 
未だ想望せ f し pi 、 


(九 I ) 


を說き給へ6。 

右パ9ブンナカ ^ f 

其の漏や斷じ！ i され、5 SJ に龄纪 することなく、#の 

m ぎ is 、 霞、！^? • ® を みく於の ： g く、 

其の跡を測ること Jit し。 Arj ) 

み r ちや 5 らう 

右•弁•チ ャャ 長老 

I 頌品第 I 


で 0} H 1 ラ カ*諸欲は苦な り" ユ ーラ カ、配奶は歡 にぁ 
らす、 Hi フカ、諸欲を求むるもの、槪はぎを和む 
るな，〇、工 1 フカ、諸欲を求めざるもの、 ^n は 苦5: 
求むるにあらず。 (奎) 

A 蠆 ちや*^ & HT - 

右エーラカ長老 

及»%ん しゃくし 音ち1:やう L や奢 A や5たて K 9 : t » 

世镎、釋子、吉祥咨に歸命し搴る、此の亂私一の法 
は此の最第一の達者に よりて 說き一 f され r 2 り 〇 ( 九 S 
右メタタヂヤ長老， 


槪は pirs ? 褽 にして、 g き 影を i す、 g 

令 〔路邊 に〕臥す とも 罪を 卿せ る伴とは 3 ;炉じ。(金) 

• Ar ちや9ら^ % 

右チヤ タクパ ー ラ長老 

一¥の槪を して 八 i 教の％ i 沿の#に鬆 
し、餘福にょりて紙滅し？。 I 

右カンダスマナ齡 if 

u ) I « f ひ ^ふと £ぅ：ん し うく u 〜 r 

價貴 く、 黄金と蟲脂と 5 : 以て造れる 妹を I て、 

I 五 







3!譯長老偈 

忘の m を r -、 ％が航二0 . 靈 r 。 § 

右チタ サ長老 

愛瓜を思惟するものは、色を見て正念を忘失す，染 
ボが“ぁる ものは ねを！^し、51} つ 愛執す、生有の 
軋粑を蝌^.べきル か 氣 妒は制 髟 T 5 B 
右ァバャ長老 

愛想を思惟するものは、聲を聞 s て正念を忘失す、 
1 ? 著の“ ある ものは之を感受し•且つ愛1す、；®廻 

を 羾 . gr へき銜が i •漏は m&v 1 

みぎ ち V -5 

右ゥタ ヂャ長老 

t や 5ご Ar ぐいぅ •'* ん¢5 r 5» 5 し JL け 衣 〇 U な お R 

正勤を具有し、 念 住を行處 とし、 解脫の華に覆はる 

る虻 駅〔のがは ^|ド|1飲-妒せん0 {100 

右 テーブ サブ 長老 

C I 】彼王族よ 〇 出で、出 iK した 


I 六 

ttw * し P .5 

第十一章 

發のつ fds のへす、 P <を i 
とし、腹を大事として懶惰 r -〇ものは供食を以て飼 
はるる尨艇の®■く、數％ i & に？<る。 {一。」 
右べ 1 ラ？ V タカ ーニ長老 

1配のために船.一れ、仅 wr 行 〆 中に和さる、称得 
と P 利淡とにょ^'て•〔心一你著ずるものは、三政 J 
势ることなし。 (1 0 1) 
右セーツッチヤ捩老 

1は t が船奶にぁら す、 W は安樂にして法味に鮑け 
6、槪は最上 b 第一味を喫して、靡と親交をなすこ 
となし。 {1 0 > 
右バンブラ長足 

f が既は搬浮にして、大なる喜梁に瀾6、我*か腌は 










1に吹かる、棉花の如くに亂•ふ • (一 S ) 

み r ^ ^54-5 

右キタカ S 老 

厭ぅては住することなく、樂むとも去れ、明 IM ! c r にし 
て住するものは、期く不利を以ては住せ 3 T れ c ( lQb ) 
右マリタブ y パ長老 

百の標 あ6、百の相を％!する免 ll r の、 j の ® T をがる j 

ものは、«者にして"百〔の標〕をがるものは、凯；^ 
なり。 (一 S 


♦9 0 -. 


•1 彳 f i 1 

右スヘーマンタ長老 

和盤して P を k でて、裝 s 4となれ如、ご破 


に逮し、佛の敎を成じ1んぬ 
右 ダ，マサブ髟 iT 

:〇^咗办 ' Jr し*〇け 


〇 


重 


〔我〕 f 二十デして ㈣ し、三 giiS じ ％ g の gt 
を成就せ ¢0 (一 00 
右ダム，サグビッ齡巧 
~頌品讲一 


f M のだ V J 一 ， 利 5 T 慈 K のぢ1せず、 

f,§m^ 

I して住す 。 s . {I 

右サンダラタキタ長老 

樹は新 に彫がれて： i 配に g をす、 詉ギ V 把し、 
念を淼林に掛くるクサパには益々善事來る。(110) 

為ぎ ち5»〜ら|0 

右ゥナ，ハ長老 

C 13¢世??40 K ふ。【二】 彼此の ffl か作 5 て•其の间行の W 总者 t 
«めた50 

餅十二彰， 

し «#04 と がた r いけ tilu しん 4 L と^ 

出家は遂げ難く、在家 li 住み_く、法は深遠に、富 

犬*が f : <ぃく. C ， か 、なん -yn かれ 

は得難し、生活は艱難にして此とし把とすべからす、 

C1I1) 


常に無常， V 思念するぞ適はしき。 

右デ H ンタ長老 

■0 的 み沪ぅ 〇、ろあん«く だヂず士，5卜 

我は三明を有し、心の安息に巧なる九禪定 家《, 

一七 











■譯長老 Is 

之^ rt へ 


我(旣に〕己利に達し、佛の敎を成ぜ6。 

右ブ，チヤゴタタ長老 

淸みたる水ぁ-^大なる磐石が-^記而谢と^^,;! 
6、水 c 草〕セーブーラ RS はる、此等の岩山は私を 
して樂ましむ。 

みぎ %f^9%lk.r 

右ブナブタチヤ長老 
一:在家の〕生活を拾つる， 

肉身の安樂を貪るものに、如！：で机 i : の妒 f あるべ 


1八 

( 1111 } 惡の 根本. V 斷ちて、我 a 漏！!に漱せり。 {二六) 

Ay b m 7 r ^9 

右 パ ーラーパリャ 長老 

よ < 55 よ ふく 3 ぅ 7 A U A ぐ f 

能く险粧し、能く 服裝し、 あらゆる 联身の具44著け 
'飾れる〔在家の身にして〕、我は三明を獲、佛の敎を成 
(二 111 } ™ 就せ 60 (二七) 

みず.. t , t ; ， 5 & lr * 

右耶衿長老 


み ちゃ5だぃ t 

^、身の長大を重しとし、 


••.1ひ 


あ U か 


齡の頹る、ことは恰\敎令に出るが如く、彼の女の 
形色は他〔の形色〕の如くなり、家を離れて«:?せしこ 


ハ こ しやうねん f つゐおく f ; つ AJy く 

( ME ) i となき此の正念の人、己を追®^ること、他を〔追憶 


2キ 


つ 轟お t 


右アヂ4タタ長老 

(ご數篆の-一)クタヂャ樹と S ) サルヲキ l*s とある J ^ 
名商く聞え、〔躲林〕じ S はる V 獵夫^ b ため k 、 

は t 保果に〕送られたり。 {一—: )1 
&廉訶那摩長老 




(一1<) 


みっか 


$ 


六の觸處を捨て、〔六根〕門を謹り、よく自ら制し、邪 


する が〕如し。 

•• IlNJ ん ぴ‘ちや 54® ， 

J 右金毘躲畏老 

W じ、ん I 2 U ん 奢15>1|< しザ く とん v /ct 

打菡 を占得せよ、涅槃を&に沈めよ、 leM 、驊思 
せよ、放逸なることなかれ、汝空噪して何をかなさ 

ん。 ，一九) 

' rf ^ otr L % 

右伐地子長老 







五蘊は了知せられ、〔其の〕栈 f は斯 じ盡 されたり、苦 
傷の 滅盡に 歡し、私は，“§に撕れぅ。(|1;0> 

f I 


-_ l : ?> V A /45 

右 イシ ダ > 夕長老 


C 1彼出家を厭ひて山を孿ぢ|»ょ 94 VSK ぜんとせし荆酆•此の佴 

為 is ?? き。 nlBya&rst へし、^;日▼- 

allikn 山«と S ふ樹の名な¢0 【三】^ 】一 Iki 樹名、 * は奸みて食す 
と * ふ、1 edlla 月陀猫沙«と， p 云ふ • 


ほん苽い 

一頌品？ 

だい しや5 

第一章 


有為£な f の？、祭ビ紙 ぎるものなし、 

(1111) 


M IAI? ca , la. .>ゃ5彖 B # . J t 

此等諸 葱は生起し*順次に壊滅 T 


此の患齓を知6て、挪は必；^を犯めず、ぁらゅる奶 


kr . ( i ) 

M 000 fie. 


此 r の生活〕は亂度なき 也® e に l > らず 、如は 〔IJ が fc 

に近つく〔る所〕にあらす、〔3れど〕身は^;にょ合て 

住立するこ4和' V て、〔私 (S 

是れ I ：賢者〕は、在家の恋は：4 f なりと W 

6たればな.〇、旣5箭は.^5をがく、」と撕く，氣だの 

恭敬は之を捨つる こと_ し" ( ll;s 

具氣なる isnF 羅^^3嫩の航く k を配•へ 

た . CNieo 

ごがあ-^五の3 . あ 〇篆に入. cx て、フンムフ r 
びっ、、 斤 B - を 廻. 〇狖く〇 (ij 
猿よ 、 f て、 走る ことな かれ、 aw “龄 初は〕 g にあ 
6けるが g くあらざるべきが紀な b 、 ng , により 
て制せらる、之よりして、汝は遠きに那ることなけ 

S 六} 


ん W 


Ar 

右グか 


ちゃ 

ャ長老 


二頌品第二 


I 九 









國驊5老偈 

恒伽河の3&邊に於いて、我三多羅葉の茅舍公構へ ft 
6、我が鉢は屍に〔乳を〕強 C の器、1た衣眼は襤樓 

な6。 { hi 七} 

1 g 雨安居の間、我は唯一語を#せしのみ、第三雨安 
居の間に〔我〕關蘊を破れ之 {一 S 


(bll 一 ) 


み r ご， ^ < 

右恒河岸住比丘 • 
假令人 三 明あり、死を捨て、漏を盡せりとも、愚者 
無智 者は 之を少眢者なりと〔云 CA て〕輕視す"(一一一九) 

徒な6とも、此等のために恭敬せらる。 S3 

、ぎ ち 5>>、5 

右ァデナ長老 

我師の l 法を〕 說き給ふを聞きし時、一切智 r - 具し、 

〔他に〕敗らる、ことなき人に對して、疑惑 i : 懷かざ 
りさ" ( I 三！} 

%い L や5 みちひ ひと だ妒ゆうし r JL ;. やち •? 1¢い L JL 5 ひ I み% 

隊商を琪く人•大雄氏、御者中の最勝なる人"道 • 


二〇 

冰，ろ r おい 0く る 

行路 C 等〕 の 上に於 V •我疑惑する 所/£し。 

19 メーラデナ長老 

t , tf *. bA これ を & I I ij 

惡く葺 きたろ 屋舍は 雨の 之を浸 r が 如く •修 II せ ざ 

0暴 


し 5 K 人 


こ V ろ を !>• 

る心は、貪欲之を佼す， 


おか 


善く 葺きた る屋舍は 雨の 之，^ 倥す ことな 5が如く、 
修練した る 心は貪 g 之を倥す ことなし。 (一愚 

も - P ろら， 

右ラーダ長老 

我が生は 盡され 、，者の 敎は成 f られ 、が配と船 . i 
らる 、ものは 壊られ、生有 5: 引く ものは、除かれた 

クジ 3 二 

我、 彼の 利益のために、 在家. で 出で て出 和制 is {せし 
•か、 今 此の 斯 益、 〔卽 ち〕あらゆる 綴 結の滅 盏達し 


たち 

み r %ャ5&‘ 

右スラーダ S 老 


(昼 


> C 二 と 〇む u fttf あんらく 

婦女に囚はる、ことなき牟尼は_ること安樂な.' 






4 


tv 」 防！ S の it*; s Kl:> f 、 STf & る こと g 

Co 言) 

2< s 々又 trt マ ぞ < い 金 なん多 «f H い t #>n 

欲、 我等がを我賊せん、今や汝 に 負 ふ所なし、今我 
等は行 $て悔ゆろことなき涅槃の地に行かん二11|一八) 

どんち5> ' ら今 

右勘：® 長老 

彼：媒鳥〕 先には 以矽^^、歡には虻を5^、纪は獻 
鳥のために 害な ふこ び。 91 る 


rAy. 


て殺を知6、蕤を知 U ば安樂を齎す。 {!?) 


fsi;sv»r al f fs 、 rf3 

に影^4すんば、 pif る g 恕 A ^ として〕、 


E 


いろ 


婆羅門は 外に色ある 1 C あらす、婆 M 門は內に包 あ 5、 

(二)ダ- Atwi t ^ ♦•いあく C ふ か^.1>リ *ズしゃ 

蕃生の 主ょ、罪惡業のあるもの、 彼は實に黑 者な 

bo 言) 

み r ちや 5& tr > 

右グサパ長老 

Cl IS を心又は 玆雄 K : 譬へたるな90 【11】# # & # ^|^|1 帝 « 天の 
E な 9、よ”て帝»天を 簪かの5云ふ • 


第二章 

k 欲は船を^ S じ、毗は扩によ6て制妒す、ず，に 
二頌品第 II 


僧伽の中に住せょ。 

•Ar ちや！ 

右マハーチ-•ンゲ長老 

螽31は狐？■の斯が*にょりて M を船まし、妣 
等亦同じく〔他に〕惱爻さる、是れ業は 滅ふる ことな 
ければな bo ( laal ) 
善にても惡にても、人若し業 i : な3ば、你は一々 な 
したる業の相續者となる。 


<r 


(sa) 


右デ®丨チダ I サ艮！ 


#r せぃめす〇しな しや v * e ち rt ろ 

金 夜は 過き 行き、生命は 喪はる、 生者の命の滅ぶ_ 


あ 54* Irvu A づ ごと 

乙とは 恰も 小河の水の如し • 


{羞 


然るに 罪惡業 を造 6て 愚 斯は赀 ら ず、 似に 到 6て槪 
に辛苦 あり" 是れ其の®;は 惡な るが1 な^^ {一 癸} 

二 I 









國譯長老偏 

右へ1ランニヤカ1一一長老 


1三 

0、髑髏を%りて酪器の如くし、〔己〕 m 信^して坐 


繇?,に獻て、蜇ぅの踅にデては^が1く、す 


(15) 


蒙じく勝 SSM 1 に依る "3 は、 〔 S 5 i ゲ15^活の身 

なりとも沈(/、？れば彼の懈怠にして精進乏しきも 


S ) 


のを避けよ。 


i 


無^にして•、有^を作るもの、〔此の〕 M 者;:.再爯苦 
に逢ふ、されば有情の有質を作ることなかれ、我は 
再び頭〔骨〕を切られて臥することなけん" (一置一一) 


寶け A と d:r し マ e 寿せ t ん XL 2 i5 c ん 

〔世間を〕遠かれる 聖者、 银心なる禪思者、常に精進 
粑齔せる齦釈と拟に&せ io (一 B 0 


%こな 


右ソーマミタタ長老 

人は人に縛せられ、人は 人 1 C 依る、 人は人に害はれ、 

ひと•ひ厶 ％こな •， • 

人は人を害ふ。 {一 5;) 

人：^にて何の要かある、或は〔假令〕生み出せる 

だたりとも、お 0<パを淤なひ5;:くんを攛けょ。 {一五 〇 

右サタ. 


ち fr . f .5 

>夕長老 


か t 0と いろ 

大にして烏の〔如き〕色せ 


9. 


右マハ丨 


長老 


-rvi 


髮を剃り僧伽梨衣を槻ひ、飲食、衣服、臥其を尚る 


r のは數多の敵を獲り 


{悬 


く r や 5 こ IJ んな Aff i J - ゐ L/f< 

恭敬に 此の患難あり、大怖 a あることを知りて、比丘 


ねん 


嬅は股骨を折 


を 


を 


十、又股骨を〔折 by 腕骨を折りて、又腕骨を〔折 


は 得ること少く、欲なく、正念にして遊行せょ ( is ) 

みぎ ち零5 &5 

右 チ \ y サ畏老 

if 竹林にあ4友なる諸釋子等は荚大なる富を捨て 
遺ぎを鉢に受くるを樂とす。 ( If ) 
阶進を釈し、麻心にして常に堅固に勇猛なるもの a 
1 :俗の，歉 V 捨てて 、 L i 






み矿こん is t , や 5 らう 

右金毘羅長老 


我 正しく思惟せ 3: りしょ 6 して、莊飾ヶ #s としき、©* r 

ふ , f j やす >^VA<ee * 

浮 ic して劻き易く、貪欲のために惱爻 されき。 { I 五七) 

炫け， *u う r バ ひ しん かく •や JL ね*. f rTi 

善巧方 fil の日の親、覺者に憑りて、正しく行涤し、 


OJ . 


我心を生有よ b 拔き去りき0 

み r«c xr^ 4T 5->54^ 

右難陀長老 

s#c#t ぢゃう 


i 


renewed Hfe « の**^»ふ、》猓 |: ては现相-如餘、受身など 0 
文字を宛て?:るを見る、生有の*の意 U て未來の生有^作る Y 4 

r パ—，— 十ヴム會ぜーヤ 

煩%^指十 • 【三】 2 fjlv.ls - suul 5 ya 。 

あ！ r 勢 

u L けち t > れかつあい こん*€っ#>妒かく JK ん し ♦ 

我諸の蘊を識知し、我渴愛 i : 根絶し、我嫌分を修 


皙し、我諸漏の滅盡に達せり。 ( I 六二 
ic して涅樂に入らん。 (1 六111 

AhMSCfl ら〇 • や * r^T#fs 

右银多羅長老 


あね 


i 


歎す るは當らす、是れ〔彼〕笟に生せざるが g な 


6。 1 
己邊定に住せるに他人はどを！ t 软せば - の， 
膀するは當らす、がれすればな 
90 重 

みぎ ち ， 569 

右 i / リマー長老 

【 1 】 ヵー ，丨 : r - tt 場に火卵の事を司れ n 嫌人な 9 、 彼女►ハ ーヵー 
ラに咖 R 及び儒 II を奥へ， 己 も 其 ow ic 來リて坐したるな 90 
【二】！ rpaihr*A . snb* fntum of H ^ in ? c 55 for s®sr 日 h of 

二頌品锒二 • 


0)” わぅな よ そ f »5 ごん —0 

彼 王 名を パ ナ ー ダと 呼び、 其の 宮殿は 黄金 ご以 
て 造-、 紀 に 十六 〔落：！の妃鍁あ\鮮かねに千靶な 


S へ 


千の31段あり、百の門戶あり、坡璃製の戶■あり、 
此處に六千4:七倍せる數の乾閱婆は舞ひさ。0六£ 


{ i > 


Ar ちゃ5ら5 

右バッグヂ畏老 


11三 







UIX 長老偈 

加がる槪進を後したる比 £< 1 卽 
ち〕 齡は 五百辦時を一 f 漂 ■しき。 (i 
四 r 住、七〔赀 分〕と、 八 〔支 あぬ t を 修習しつつ、我 
は五百 劫時を一夜の間に 追 馏しさ* ( — 六) 
右ソービタ長老 

4セ しや, ^*>ん «>• 1< 

璺き精進によ办てなすべきこと、费らんとする欲に 

ゎ -pt 


二四 


よ b てなすべき乙と、我は〔之を〕なして狭る21とな 

• (一六七) 


けん、〔&|蠢をデょ。 

% ん tr * f:bn み ％ »•<c 2:.1 ん r< みち ウ ゎれ{|1) 

汝又我に道、無滅〔涅槃〕に閎する道を語げょ、我 

%恒伽河の大海に〔歸す 

重 


UA 


赞にょりて〔涅槃を〕知るこ 

るが〕如< せん。 

右ブ，リャ•長老" 

1 :が纪を呢めんとて髮師は我がぎに來6、其； b 我 

か二 しん lb いく定 • 

嫌 4:取〇て身趙を覼察しき。 0 六 九} 
V は裂， な 6と見ぇ、暗黑妒の溷は去れれ、ぁらゅ 


る把 mt は艇られて、今や〔我に〕再生ぁらす。つ^ 

> r ち，5ら5 

右•弁1タソーカ長老 

拟獻〔の渺〕1せんがために五の_蓋ビ捨て、，しの 
j が！^たろ纪の t を 阶 ，て、 此の身の內外、緦て觀察 
しき、內にも外にも身は空虛な b と見えにき。 

(一七 1 、I 七一一} 

み r %,5らラ 

右ブンナ *v 丨サ 長老 

W ほく、'犯れ たる粼の 、颭れて起き.鶩動する 

g めじて、〔颭も〕影毛；^ ず、 trgi ふ •かが 

し。 r 七！！；} 

おな げ人し t そな 客-へんか，、し， でし 

同じく 見識を具へ、正漏^者？弟子となれる我を生 


善き佛の自子な 6 と^ょ。 • {一七 2} 

み r な八？：か••やぅ5 

右難陀迦長老 

奢ね な * •':;» t そ;* » lt/ t い t JL JJI つ め < f * ん 亡 

來れ、難陀迦，師の側に赴かん、最勝佛の面前に& 
て 獅子吼を なさん* {一 ^ J 






みん 


牟尼は我等の慈歉の私に、撖擎を w . g せしめたまひ 
气我等は U -•- の糝齡に達し、あらゆるを漱配に 
せ6。 ご ^ } 

み V % ^5&5 
右パラタ長老 

巧に,てふぁる褽は、^^5|齡とに齡せ 

f 、 ぎ a <す！、製の is し I 

齡 i に， f 、 f f を grs 、 gf 又がの紀 

惱を 除ける を見て欹喜 と滿足と を 得；：； - CN 。 ( I 七 八) 

<tr li4 #*? cv ^95%*r 

右婆 M 墮閣長老 

ヤ FX ; ，上〇か rnlix , 9 ふ co A ち 

善良の 士 に 事へ、常に法を 聽 けり、 聞きて不滅の itt - 


♦ f»f 


た v - fc > 


か 


【1】 此の兩偈は此の王在俗 ^ 代の i と ^ 述べ r : るな ”0 【二】 成 
は K によりて tt に嫌すること。【一一の兒カンハデゾナ KpDha - 
sImH は彼に先き - t : 出家し Kafii 漢果に a し磨たり。 


だい 


第四章 


Iilsfi の£^、て繼して“配を妒て航 

u や 5 ょく か IT X .•，を ソ 

上し、 欲界を 超越したり。 {一八 一) 
_〕 坪梵士 は： 我3 を^した ^ ひ、；! よ blr かが W 


を踏み行かん。 

L や5ね A 


重 


U .5 AA しや 1くす f > hC 45 よく ふな k 

正±にして生欲を捨てたる我には生欲は再び あら じ 


05 >5よく 


〔先に〕我に生欲あらざりき、〔未來に％〕なけん、今も 


こ h 


我に之あらす。 

拭カンハ 


重 


% ^9^-9 

ンナ長老 


離脱しぬ、あらゆる結榑を斷じ璇せしが故に我が觫 
脫は■實なり。 {I 八,一} 

Aflr ^ ^5& 5 

右 i ガラ長老 

( rff c ^5 V * /\ r 5 又い 8 ^/\ 

無常なる小 M 、 處處 ( C 、 逭锊せらるること再再な 
ぅ、(二尾舍の h 人を？？めて、挪、辦た50の歡:»矿た 
な〕。 墓 

( l ) tw 5 なん^いまみ い V ふ C いへ 

屋 H 、 汝今界出3る、再び^を構ふることあらじ、 

1 |て 5 T & 辦は y られ、尉かるノがをの〕 







H is 畏老 m 

生起を遮られ、•此のぼに於てこそ消散せそ(一八 S 
右シヴヵ長老 

此の世界の阿彫涿、 m 航、 rar . は颭のために觀まさ 
れてあ6、若し溫水あらば、婆羅門*とを¥尼レ泥 

せょ。 (一八3 

供養すべきものに供養せられ、靠重すべきものに像 
迸せられ、於敬すべきものに1 i 敬せらるる彼〔の^-尼 
の(ラ配氣〕を我は除き奉らんと欲す。 {一八二 

右クパブーナ長老 

我「.隖に〕法を持ちて「諸欲は無常な6 JI 說ける赭が 

信男子を見た.^、彼等摩 jic 珠の鼠や、 f や、也やに 

悚れつつ、强くす。 ご八七) 

打に彼等は如實に法を知らす、〔而も〕また rl 泥は無 
常なと云へ.〇、彼等には染著 y 破るべき力あら 
す、故に〔彼等は〕妻子と財货とに賴れ be ( I 八へ) 


1 H ハ 

右ィ y ヂンナ畏老 

f 《ふ らいな れれ父 之そろ /ftt f c oi 

雨降6、茁鳴り、我は獨恐しき凹地に住1、此の® 
刖 地の 中比 件せ る 我に 怖掛なく、贤怦なく、〔我が〕身 
毛堅立するなし" {一八九} 
我が獨、敗しき凹地に A して、怖畏なく、笟悸なく、 
〔我が〕 身 毛の 竪立するなき、之我が性な6。 {一き) 

A r ちヤ5らぅ 

右サンブラカタチャーナ長老 
i 人か#^ s 亂 y して磐石に％ふべく、贫孤するな 
く、 染著すべきものの中にありて、染を離れ"怒る 
べき ものに對して怒る2.となさや、彼が心斯の如く 
終 k せる が故に苦何處ょりか來らん U {一九 W 
c が’ 心は端立して、磐石に比すべく、茂肋するなく、 
、著すべきものの中にあ6て、染を離れ、怒るべき 
ものに對して怒ることなし、我が心斯の如く修練せ 
るが故に苦何處ょりも來るなし。 (5) 







7 1 f > 

右キタヵ艮老 

5夜の、星宿の把 ftsj て航らる&〕は、啦るがため 
1 C 來らず、斯る夜は智ある人の、き驚蹙すろがためな 

b 。 重 

若し〔我が瞰に出でて〕象背ょ6墜ちたるに、象は g 
61み行くとせば、 t は t れて犯んょ5は队 
する？：勝れる。 ( I 九 S 
右•ホ1チジヤの兒なるソーナ 
再ぶべく、魁 i べき五恥の£をかて-鳅がによ6て 


出家し、苦を盡す ものと なれ“ 


(一九 a } 


^ mc »1ぃ二 tf うよろこ たヂ S く し， 

我死を歡ばず、生を歡ばず、〔唯〕我知赍あ b 正念あ 


y て時〔の到る〕を待つ ▲ 

み r ちや5を7 

右ニサ•ハ艮老 


墓 


我庵羅の新芽 k 似たる友恥 t 粃にし、射の扔に^, 
て受食のために、村落に入れ办。 {一九七} 


し八 i * 


k の1^鬅ょ - r て itT ; si 、 歡な 
4我 H . V . な' gw のぎ1し，2> (八》 

Ay ちや5«»， 

右ウサ•ハ- R 老 

一カタパタクラは r 之は〔我が〕襤 mt な6」と〔亥 
wr 極めて赏き衣 «lif 〔? r 著けて〕、^ f の献を「配3* 
て〕法 〆 ^へるのみ、^せんがために肥を$ 
己となし0 ( I 九九) 
汝力>パタ、坐1 i することなかれ"紀が IF 來を W つ 
こと k なさじ*力 y パタ、汝 〆 K 僧加，4の牝に f 睡し 
て•贷ケ辨知するなし。 (一100} 
右カタパタクラ反私， 

C 1】小 ！ T «食は» 人の分を指し、工人とは IS 爱を推す0 〔二】 
0?- r £ p *? 前 « u いへる fll の r : め1:俑まさるる：2"遭邪*^3?成け 
诹麻質斯、痛風の«。 r 一一:】二依屮一谒は釋 firis へて y , ナ 4 -» 
め r : まひしな90【四：；此の二偈の哨へて カタ パ# ク，比 E 
を M めたまひしものな90 








agl 長老儡 

だい しや5 

第五章 

て 4 し i ぶ〇ふ Lr かなふ欠パふ>ふ‘し、 

…不思遴なる哉、諸佛、不思議なる哉、諸法不思 
ni “© 船じれま L 二 i の 〕 f 

fsi のて、^を i せしことみ&、 k 
の； g にて：^は射妃〔於〕な$、屺の積集射〔妝の：一生死 
1迴は最後のものにして、今よ6更に生あることな 

けん。 01 0 1) 

右ク►丨ラ迦葉長老 

fff 

ありて、 ® てあ、なば彼の生活や空ならす。 s > 

^t や し XJR ワ を C へ i .wk ろ fw #^r u 9 (5 t C や 5 ぉム 

されば智者は諸佛の敎を m ひ、心を信 i 戒と靜穩 
と M と feti すべし。 f ) 

み fir ごほ.4もやう^^ 

右 41 法長老 


二八 

何 M の H 炉良辞，に蹯すること、御士に善く馴ら3 
れたる纪の札くなる、影を棄て、齔結を盡した る， 
妒の掀の M き M は駙苑の船^^。 {I 
舻が紕犯は！^ -*> 蟛すること、御ゼに妒く驯ら3れ 
たる取の i くな〇、似を1て、漏結て盡したる此④ 

齡は！^雰にも kr 〕 {慕 

右ブラフマーリ良老 

しく、が^ろしきモー•カラーヂヤよ、也常に 

swm すふ丘ょ PSP の&は•黠何に 

か起居せる。 〇一〇 > 
yr - kis 齦て彫物に纪てりと我は聞けら、他 m 
にて戴樂 k 住する人〔の家〕よりも•我が基にて葺き 
たる〔家〕ど可き' (一一〇八) 
抗モーガラーデャ長ぎ 

〔的 tcola 1 得たるなく、他 k 較んする>と奠れ、彼牵 







<? 


に 31 せる人を賤ます"困め今、羣集の中にありては歡びつつ徘徊する心は杭木の立てる〔處： r 杭木と a 


ci . l«*i ひよ 4 C れ翥 A . C ん 

虛浮ならす、一一 rl 靜か に、行奔く、己の 瓚 言 i : 口にす 


朶との存する處にのみ行く。 


§:) 


ること莫れ' 


{一〇九) 




樺細微妙なる益を見、巧慈にして、行卑1に、善く 
佛に事ふるを対«>するもの、船の： g き M には!^は 
得難からす- (1110} 
右パンチャー9の兒なる毘娑怯長；^ 

よき通あ6、よ％‘.翼あ.〇、よき靑き頸あ.〇、よき嘴 
あ6、よき•昔聲 V かて i 孔氣は叫ぷ 、 f の大地はよ 
く眾生ひ、且つよく水に浸3れ、空はよく g に〔覆は 
る〕) (ーニー} 
意よき人の貼かなる身齓と、祇思する M の、 

きてよく■む？はよし、•此の観妒 

s 、 f 、 ST なる裳の f sf 。 f 

、 r ちや 5 らう 

右 チ r | 1ラカ 長老 

二頌品供二 


こ k ろわ H なん tr じやあく X t ろ . ch Mi a 5&. I 

心，我は汝 V 邪惡と呼び、心、我は汝を非運と呼•ム、 
汝：齔の得たる舻はし、秕 V - 4秈に^るること 
なかれ。 0二2 } 
右ァヌーパ►長老 

わん** い ぼんぷ ./ t » K ひ 〆 fx — 05れい A 

開味なる凡夫は諸趣の問に慑轉しつつ聖諦を坫中し 
て長時輪廻した6。 . 0 一 5 
我が fet 勤な b しや*が迥>1たれ、あらゆる斟艦ポ 
除滅せられ、今や更に生れ出ることあらじ。 (-11 六) 
右ゲ，ヂタ畏老 

勿 ゼ〇7 . i tf - ちを く 9 ひか今 じ磡5 つ— と〇ろ釦い 

阿說他〔樹の下〕、倚〔草〕光あり"樹锻茂せる所 1 C 於 
j て*我正念にして、一の i 念 ？^〆 W さ。 〇二占 
今ょ6三十一劫以前、我二の； I 念想を得たりしが、 
此の念想 k 以て住せしょ b して我•か漏結の滅1 i に達 

二九 




团譯長老僱 

せぅ • 011八) 

【一】*匕5驚«、*輿，苦閣、*哀、»歎其他の感情を苕ひ表十閒校阀的 
不轉 SR 。 【二 J 1 ぎ £1* ¥ス•デビブ夫人は黹佛の苻人に齋せる« 
崧と譯せり〇 〔三】此の«老の«に鼸物の a 出來たり。【四： K 5 

觸せょ0 

三郵鬏三 

じつ L や！ rai 5> ぅ I と cft .9 んか人 く . CLX ぶじ 

货なぅ淸淨を索め、我林間にありて火神に奉事しぬ、 
消ぅ淨の道を知らすして、我天神のために苦行を行 

ひぬ0 〇二九) 

我安先〔の逬〕にょ6て此の安樂を得ぬ、見ょ法の2 

き性ビ、〔我〕三明じ通達し、佛の敎を成^^。 (11110) 

4 c<v{lve んし A い * S) はら 4 ん 

先には我こ梵親にてあ b しが、今は一一婆羅門なり、 

A や5 <s せん^•しゃ り9 (iv •ん t や 

三明ある洗浴者な5、吠陀に通ぜる聞者な5。 

{5} 

右 T ソガニカバーラドヴーヂャ長老 


S 

挪邮 M して五"、が职にして姑だ k 羅波果に Ji 

せす 、 i 容 v » るや、*: 影！^ 3。 1 

:出でじ、脇を〔著けて〕臥するとをもな3じと二一一一一 e 

||也の斯の亂くして住せし我が精進！ S ぼょ、三明 

11 US 1 し、辦容繫いす。 i 

11 右パタチャャ長老 

一；人の、先に爲すべきことを後に至りて爲3んと蜇む 

もの、粃は纪辦の船ょ-4ち、瓜％ W ゅ。(一一篡 
爲さんとすること、之4:言ひ、爲3んとせ Vi ； る乙と、 
一之を口にせざれ、爲さすして〔唯〕言ふものを識奢 U 
一如る。 011 HC ) 

ブ J ごく文&く しマ、んかくしゃ I し Ib + il ね.ほ 

:實にも極安樂なるは正徧覺著の說き示し給ひし涅槃 
な6、憂なく貪なく安隱 R して、此處には苦滅びて 

〔被せず〕。 (5) 










右パ ー クラ長老 


沙門の^希營るもの褽^磬んと&はば、 
僧伽に屬 する 衣服と飮食とを輕視する ことなかるべ 

し。 so 


沙門の道に希望あるもの、安叛に5 f 配せんと駙は 

7、ぐみ- •へ t > •し ね r みあな/1と 

ば坐臥處を見る己と、蛇^くは鼠の穴の如くすベ 

し。 S 九) 

:4 Jtj I の取に；^1、叢に ygr if はば、 

一一を以て足れ6とし"一の法を修氣せよ。 ( li ) 


み r ちやう 4 T 9 

右ダニャ長老 


♦ JL め 


2 く、 r て f 、 Mf と 〔f て〕、褽の 
業を放棄したるに、檐饵は 過ぎ去れり 0 (=„- ) 

f ^ kLr よ み <a み およ 

寒と ^ とを見る乙と、草を〔見るにも〕 及 r 耘し て、 
丈夫の義務をなすもの、彼は 安樂より 1 ざかる乙と 


なし A 


三頌品供. N ! 


突婆草、功祚草.、ホ—タキラキ紀膨、4 
婆維婆草！*〕、抝は.か：一鍁駅 JSIi して、そがぬ 
ょ上此等の草を；一配けん％ 015 

*5 rC ち 

右マータンガ兒長老 

巧說、" u I なる齔 i ： の 把 把に g せる .， p の、 斯 

ぎの1 f 、鑑 mp , ヂャソ I 

ビタは ts 

齧； i なる 鉛の！^駕め に gl 、 鍁 

等の中の一なな^此の船にたへられて⑼务に把ま 
れる長 S 僧〕は。 

善く戰；5、善く慘を供し、又戰に勝ち*淨行ヒ行 
ひ、耽の如-くして1 f 六) 
右クタヂャソービタ良老 

rr '|: 」5-^ > 1 «^か ^ t や，* ゐ亡こな Z 

此處に 人間の中にありて、他の生類 V )害ふもの、此 
(一一 11111 } の人は此の世、又 彼の世の"兩處ょり墜 つ。 ( S 七 j 

三一 






國嫌長老 « 


三 II 


繫奶の >^- s て t ? 4 S ビ群もの、此の S 
の如き人は多の審業を稹ひ{美} 
纪<配ると tma 、 又沙門のゲ帘すること、竊に獨 

rM nc v 3 ftA . c 5> ぅ な t 

坐すること*又心を安静にすることを〔習へ〕乂ーー :-:*. 九) 

Nflr ちや5&ぅ 

右ブーラナ長老 • 

i ぎに器な^ T の繫の¥に • Ty ても gL があ 

b 、 知慧あり、法に立ち、戒を持てるもの〔あるは • 


釦ん ct ，やう»>とこ v，c 歉づ 

飮食に量を知る 人は 心貧しきことなし" 


CS1} 


• ^ AV わ，/^||4^ « * I # 4^ 

深林、欠林の中にありて、虻〔义は〕蚊に M 5れ、 

しか ^av5»5 のぞ frf. !•L ヤ 513 人 5 しな 

〔而も〕戰場に臨める一象の 如.、 正念を失ふことな 


それ 


，して其に敗へん (宴 
gn は^4^ふ-^；、デなれば S の 


これ〕親族の利益のためな • 


(重 


? 


r>hc ら,， L んぞくら せい •* J 41 - Jli 

我慈愛よ6して、親族等を制し、之を詰贵しれれ、 親 


闞の如し0 

みすへ！ h ち5>5らう 

右(七)ャソーヂャ長老 


(1一5} 


i なんぢみ l.fi OAA \ C . んにちな人 tr これ 

先に汝の身にあ b し所の信心、今日汝に之あらず 


泥のだ仏ょ〇して、圯丘衆の中に事を行へ60 (一 - EW 
掀鬱は H 4 k れ-、粑けぅ、！^>て天界の歆鲋を ， i t 
た.〇、"我が如辦ど配とは駙粑をずくるものとして樂 

めり。 (一1四一 W 

•すパタシカ長老 


ir にあるものは、的の有な6、〔之〕我が 惡行 にあら 

. ( I 一 S 

撒柷は！！なくして 肌撕 すと •斯の虻く 我は么を見 た 


6 r 〔 M は〕 奶愛 し*〔赈に〕紀嫌►、护尼* 如！： で 之が 
れめに 老い〔朽つ〕べきぞ0 ( s ^ 
V 尼の免は%しづつ釔氟に，迸せらる•我受食のた 


これ 


L 一一> uo-to ご i . f みやく kf>A あら u 

四技はヵーラー樹の結節の如く、瘦せて脈管現る" 












a ?»•!• や， hH な あし ちから tlfx 1くす tv ， 5 ^ R メ P ， じ 

:？:少づつに遊行せん、我に〔尙ほ〕脚の力あ 6 M 11 ^) 我あへゆる欲を捨て•あらゆる生有を 1 办 、也〔死〕 


右ナー チマツチ 長老 

信，仏によぅて W . V 棄てたる貧得度の新は善对の 
兔淨に自活し、懈倦なきものに*4<れ。 (11 CT ) 

中に住めろ寶智の比丘は戒律を學ぷべし。 (芫〇 
信心によ- CS て世を棄てたる新得度の新參者は、作す 
べきこと、作すべからざることを熟知して、單遊行 
すべし。 (151) 

みぎ 5 ^ ®*f や， T ら 5 

右俺波利艮老 

我は！！奢たり、利益を思求すること、旣に足れるも 
のな6しが、世の迷惑たる、五!？の、欲は、我を倒し 
«e {完|1} 
我魔〔王〕の領域に入り、 堅く 節に i ： されて、 〔 S も 〕 t 
く死王の網よ b . 脫るることを得た. C ; 


輪 M を齓じ盡し^ i れば；！、今や漱び么るることあら 

じ。 Mis 

右ゥッタラパ丨ラ長老 

問け、練て*此處に集り來 U る船親氣、我紀等のため 
に法を說かん、恥再生を受くるは苦なり。 { Ilf } 

し T ， ん し Ifto り こ•ろほ之けをしへ”た11 € rA 

〔精勤を〕強せ、出離せよ、心を佛の敎に傾けよ、魔取 
を摧く>と、象の革の家を〔摧く〕♦か如くせよ“ 11芙 ) 
此の敎に於'\軋鰣 i して奶するものは、斟ポ& 
廻を捨て•苦惱の際を盡さん。 (一一5 j 
右ァビブータ•長老 

我流轉して泥犁に S き、祝职また wnl 漱に”れ〇,、 

< し-?ちく C 5»5 ii 5 ナ 2い 

苦〔趣〕に畜生道に、我が住みしこと一再ならず、〔且 
つ〕久しかりき。 {5 八} 


1 sff 






國芻長老偈 

，色批に、！：鍁妮處に！*釈處に酎れ办。 ( i ) 

我〔あらゆる〕生成〔の法〕の精質なく、造作にして、 

ど， XA , つ tl ふど， il 5 とく これ H ? d < 

動轉し、常に浮動することを了得せり、之を了得し 
1 ^slii して、^る 5 T ? r を虧た -。 i 


み>1^ どんちや今ら X 

右聞暴長老 


いれ 




人の先になすべきことを、後に至りてな 3 んと希ふ 
もの、彼は安樂の i よ办落ち、又後に至りて i ゆ。 

(§ 

な3んとする乙とは之を言ひ、な3ざることは、之 

を言はざれ、なさずして言ふものをば、識漭は之 i : 


知る* 


(S 


正偏设者の說かせ袷ひし涅槃は實にも極安樂な6、 

憂なく、著5: < 離れ、安穩^して、此«*には苦惱滅し 


て〔存せす〕。 

tl や5ら簏 

右ハーリタ長老 


(一 i ) 


三四 

あくい9し，ぞ C やひと leu 5 ct あ A , らく n >« 

惡友を擯け、上上の人と交れ、動なき安樂を願 a 、 
彼の誠むる呢に止爻れ。 § 
一大海の上に於て少量のか材に乘ぅては沈むが如く、 
同じく懈怠〔の人〕に依りては、〔己〕假令善生活の身 
なりとも沈む、3れば f の懈怠にして精進乏しき 


〔人〕を擯けよ。 


(重 


〔世間を〕遠かれる聖者、専心にして禪见し、常に精 

P ん ばつぶん 


し會しゃ L 


進發憤せる識者と共に住せよハ 


右•弁 T フ 長老 

ブヲ，▼スンヴ 

【 | IBrabmibaudhu 唯生に L 


( i ) 


•のの意1:て、婆羅門 


〃て婆羅門た- 

ブヲフ►チ 

U 封する輕菝の K な〇〇 【二】 Bmhig. 【三】 nhsakir 【四】 
vedHgu. 【五一 sotthiy? 【六】 一一七依註參巧 〔七】 Yija 名稱 

生 〇 


ほん KW* 


四頌品第四 


み 4,し2 く b S 鼉と せ人/ J ん鬌く %0 いろ!: 

〔身を：！装飾し、美衣を纒 a •旃檀木〔を以て〕彩6た 







る舞女は、大道の〔犖衆の〕中に、五樂に合して舞 ： s 
き‘ 1 
我乞食のために人城し、往きて； k の〔蠍の〕鲥 
し、美衣を著け、宛然死網に繫 n るが如くなるを /> 


じぬ* 


51 } 


とれ n こ•ろ i / rf ク み ft ふよ to h#1 

其よ6我が心は 解脫 しぬ、見よ 法の 善き質を、我 三 


みやうつ5 aA け 1 :しへじ7 rr 蠓 

明 {C 通じ、佛の敎 i : 成就した. 


ぬ。 


(IIB 


れれ L や 5 L ♦ゐ4- : f んなん ft ら U 大人け入1:や. TC 9.5 

それ1-う、我に正思惟起〇、患難現れ、厭嫌の情生 


じぬ 


( II 六九) 


♦ n 0 こ VICJrro R ふよ しつ み われ 

其よ6我が心は解脱しぬ、法の善き質を見よ、我三 
明に通達し、佛の敎を成 f 办。 ( II 七〇 
右ナーガサマーラ長老 

我隨眠のために屈せられ、精舍を出で、經行處に上 
り、•九麻に地^一に倒れぬ0 


(3> 

Ar ちや5ら5 

右バグ長老 

S 「我等は i 炎に滅ぶるものな-<>1、は么を奶 
らす、人若し：を覺れぱ、其ょりして箏息む二一一七五} 
人無智なる時は、〔則ち〕滅せざるもの、如く！ふ、 
法を知るものは病者の間にある無病者〔の；^し〕。 

(5} 

放逸なる行爲、汚れたる獻颭* m 妒して衍"ひたる把 
行、どは〔共に〕大果報を,すものにあらず。《-—七} 


ふ <:• |やぅ r や，しょあ >* 


(一一七 i > (同じく梵行〔を慨する〕乾の积に象敬を得ることなく 

膾籲を！！でっ、'期执！^£11教一^ 

右サビヤ長老 

满ちて，惡炱あ6、 f 〔 H 〕 の职 i にして、把に充ち 


H れ t や5ザ*.,しょ♦や* rr やぅ 

して、我は經行處に經行し 5 T (II 七一一} 

■ch , し5»5し♦ゐ1#こ け X .なん|>ら U 之/ W けんじ令う t や5 

それより、我に正思惟起り、患難現れ、厭嫌の情生 


四頌品笫四 


三五 





國蹕長老保 

たる〔此の身は〕灾なる哉、汝の身には九 I の孔あ-〇、 

るし，つ 


三六 


念れ 


吩ひ*または〔己に〕充てられたる〔施食〕を受けざ 


.〇 


常時此よ6流出す。 


(一 M 


こじん かろ人 にょらい S どは 

古人を輕ずる ことな かれ、如來を惑す ことな かれ、 
天上！ i 於ても妒等は染著 t < る2.となし、虻 }： に5^ 


にんげん お 5 * 

人間に於てをや。 


0 K 0) 


じご 


人の思にして、邪智あり、邪意あ$て、愚癡に覆は 

*; つ* く 


る V もの"斯の如き人は此處に魔王の投ぜる結縛に 

(||八一) 


V ん VT 

染著せん。 

化欲と、腿恚と、無明とを遠ざけれるもの、抓の如 

く絲を斷ち 、縛を 解けるものは、 此 ig に染# T する乙 

となし。 (IK11) 

Ar ちや5らう 

右サンダ カ ^ 老 

五十有， 五年の 間、我 〔身に〕 m 配を4 |り、 肜 f 靴の於 
を 喫し、燄，を拔きたりき0 


，，く 六 ぐ CL やラ $h ^ u ふん 

脚にて立ち、臥牀を用 a す、若くは乾きたる糞を 


き。 { S ) 

我惡趣に導くべき旣る多く〔の業〕を造$、大水に漂 
はれて、佛に歸依し奉りき。 {一一八五) 
〔我が〕 歸依を 見ょ、 法 ▲のを質5:見ょ、〔我〕三明に 

つ 戊とけを L へじや5じゆ 

通達し、 佛の敎 を成就し； db 。 ( II 八六} 
右ヂャンブヵ長老 

*1{ニーはろ'^ な つ, 0*5»c:? t た LT/A-A くし9 

我が一頗勒窶那の月に、伽耶城に來り、正徧覺莕の 

麝い UV 5 をしへ i み げよろ 

最上の敎を 、說きたまへるを見たるは、^に宜しか 

りき' {二八七} 
ほ- M0 靶いく #> 5<ゃ5 ぐ‘ L ふ t Jii や5ゐ い7:5 5しや 

〔佛 は〕 大光明 ある 華 集の 師•最上位に 到れる缚 者、 

に八0ん_ゃ5か妒しょぅしゃけんひ b ん ひと 

人天雨界の勝老、見 比儉なき〔人な6〕。 (一一八八} 
大亂象、大雄土、大 t 輝 あ 6 て 漏 結なく、 あらゆる漏 
01八！ 11 } 結を盡し"何處にも怖 沒を有たざる帥なり。( II 八 九} 
永く〔廛垢に〕汚^れ、〔邪〕見の繩に縛せられたる我 





セ ー ナカを•彼の w : 雄は あらゆる 翊結ょ 6 脫れしめ 
たま a ぬ。 (一一九 0) 
右セーナカ長老 

15たるべき時 k 當6て急ぎ、急ぐべきに當 b て徐 
徐たる、 L 此の〕愚尜は C 其の〕處理正しからざるによ 


£K 


「羅赈羅跋陀は雙〔榮〕を具有す」と、衍者は我を t 稱 
す〕、我は佛の兒にして、又諸法の上に眼を具ふるも 


て苦惱を受. 


重 


のな- 


1 


我が漏は斷じ盡され、今はまた更生なく、奉施の價 
ある阿羅漢 {C して、三明 f 具し，無滅〔涅槃〕を見た 


ものな • 


1 


此の人の利益の減損する こと、 恰も黑分の月の如く、 

彼は恥辱を蒙り、又&友のために惱吱3る。 01九一一) 

ctcl It め It tl /\ 5 そ cf : 

徐徐たるべき時に當6て徐徐た6、急ぐべきに當 6 一な. 


諸欲 J :© せる徒輩は、〔邪〕網に？£はれ、愛の覆蓥に 
役はれ、放逸の縛に轉られ、恰も筌の中の负の如く 


て急ぐもの、斯る識赉は、〔其の〕處理正しきにより 


|>ん &V 


て安樂を獲。 


S) 


•• ひと h / «< r * r * p や5 あ f : か tf やく Jt : んつ會 7と 

此の人の利益の增長すること、恰も白分の月の.如く、 
波、名 聲 、稱#を獲、朋友のために惱3る、ことな 


9。 (“1 九七} 

我は JH :-* の欲を捨て、&の縛を脱き、愛を根本より拔 


f>K しやう今や 5 じやくじや 5 

-て、我は淸涼寂靜となれ¢0 

ご ^ ^ 5&5 

右羅_羅長老 


(一一九八) 


し 0 


0一九 e 


Ay 

右サンブ 


—夕畏老 

四 a 品笮四 


黃金を以て〔身を〕覆ひ、侍婢の羣に囤まれ、脇に兒 

いだ つ* CH ちかづ til 

を抱さて、妻は我 { C 近き來6ぬ。 

此の近き來れる我が28の母の、 y を飾6、ぞ影、を i ? 

三七 


(一一九九) 















alg S 老® 

LX 5»*• r と み J 

け、死網に 繫れ るが如くなるを見。 (§0) 

en . た r し♦ゐ4こ tr んなんあらは 文ん{-やぅし.5»パ 

其より我に IF . しき思惟起 b 、 患難現れ、 IR 嫌の情生 
じぬ。 011 Q 1) 
船ょ K か ig をが s 、 r 、 艇の H を、都 

ttTfli 令«と：>%しへじや^ V 蠓 

三明を逮得し、佛の敎を成就したり (§ 一一) 
§チャンダナ長老 

s はぢて組梁"を F 、 ri した 

tftl “ふ UT < r < »ふ r や 5 しや文し屬 

ふ " 之善く法を修行したる功德な$、法行者は惡趣 
に献 ^> ことなし。 0011 一 ) 
船と U と、 5 S には . i 一の 1 i ぁらず、非法は又 

を 一 姬耀に.き、法は善道に至らしひ。 (1一 03) 
さ n ぬ BV ^ J に挪して？*悅の心を起せ"，こ斯の如く 


三八 


_の奶を© r^ ち、 S の i を^^、衡您を氣し〔だ 
れば〕、一物として礙へざるこI、猶ほ十五日满月の 

よ つ螯ご也 > / 

夜の月の如し。 {§六} 
Ar 4 TT 65 
右 ダ < ミ カ長老 

〔の瓜 〕 vt る、： i の fi に g > れ怖ぢて、 
酽齡の n . i め、靶嫩のをに逃 n んとす、其の時ァ 
ヂヤカラ,1は我をして娛ましむ。 ウ'2) 

Lvtrtp 5 じゆん ttl C4/N-0 ¢4 > そ i4Li し， L よ^と 

淸淨魄白の鶴の黑き雲に畏れ怖ぢて、所止處を索 
めて、だを見•出さず、此の時アヂャカラーーー河は我 
| k して^ましむ。 {Bo 八) 


かれサん n 


一此毖に此の ^ f 岸〕なる間浮樹は何人をか娛ましめざ 
らん、 g t は〕允鍁船の^^なる kshir 。 {意 
ill ょ鉍れ灯 f 等の gl 4 は V %にデて云ふ A 
H は山の小川より移り住むべき時にあらす"アヂヤ 
カラ は筘歡、势纪にして扪卜樂むべさな と 0 


太んぶ 


tot 


i ： く树れるこナ び、 紙 (C 住立せる® i 逝の弟子 
の！^にして"最尊氣上の歸依を なせる ものは〔斯の 
如く〕 指導 せらる。 言〇在) 


そん tf ん 







50} 


fcr 

右ナタパカ長老 


tofi ir いくわつ f t •つ IT ぐそくかい ， ％ n しん 

我生活の要ぁ b て出家し•具足戒を受け、其よ6信 
がを，、强く精齓し、あ進し！30 cum 

V やぶ こ 办 y くへ/ utr よ膏 X りや5し0くれん》 

欲 V - 壤れよ、此の身より肉片を除去せよ•阑膝の關| 
節よりして、我が脚は落ちよ。 { mill } 
，我免の筋を拔かすしては、食はじ、飲まじ、精舍を 
出でじ、脇を〔著けて〕臥することもな3じと OCSS 
i の脈の如くして1せし我が精進勇猛 I 見よ、我三 
g , に■し、齡け mmr 。 舊> 一 

み V ち* P ぅら5 

右ムデタ長老 

C グ 

【こ 法句轱六偈胜參照。 【二 】 Ivhaggu 月名 • 》曆 二月三月に亙れ 
9" 或は之は 尼 連縳河の一名なリとも 云 ひ、成は伽恥城の別稱な U 
とも 云ふ 、 fe 後 K » 二 三月の交、伽* の K は尼連 IP 河 U 於て祭み行 r 
ふ、或年佛此の鹿に現れ•法を說きたまひける時"セーナヵは之を 
聞いて阿朵を證しぬ0 【三】 a 日 atidsa ^ e - suppahina . 

五頌品第五 


ita は阿伽陀藥果•日 uda は欒むの意、 W 伽陀果を樂むは蛇な 
れ lr •此の合成 Is は鸵群よリ免れたるの * な9。 

五頌品第五 

比 f あ b , 墓田に赴きて、蠍女の〔心镫の〕求！ g に捨 
てら n 、 蟲類のために嗽はれ、坺れたるを見き* 01 —) 
邪なる死&を見ては、厭嫌の情起•るものあるに*〔我 
には：！、染欲起り•愚 ts 如く逍精•ありき“ c _ l — > 

にして知赀を喪ふ乙となく一方に入れ60 令|一七} 
をれ if f fcf 、 _ lr れ、1の1 s 
生じぬ0 ( Bn 八) 
辦より我ががは解脱し2、法の•き質を見よ、(我)三 
k に！^達し、鲈の敎を成就せた (一-一—》 
右ラ I •チャダタタ長老 

所に身を措くものは、假令業を求めて徘徊すと 

三九 
















國譁長老偈 

も、得ること無からん、之我が悲運の相なり。{8||0} 
铲し c 人；！肥 m を妒き、贫ち得たる船、一を棄てなば 
骰 pL 〔を仏する〕*か机くなるベく、總て皆てなば、〔道一 
の凹凸^見ざる IE 者の如くならん。 {11=} 

な これ S な 

爲3んとすることは之 4 : 言 CA 、 爲3んとせざること 


四0 


降せ。 


は、之を言はざれ"爲す ことなくして 唯言ふものは、 
船者はねを了知す" ci ) 
愛しく、 色好き華の、香なさ•か 如く、善く 說かれた 
る語も*之を行はざるものには效なし。 S3 
S しく、 紅妒き戰の、；^ r 香 ぁるが 如く、ぎく 說 
かれたる語は•之を行ふものには效あ A 。 【Bill 3 } 
右スブータ長 f 








我心亦 t 息に歸して其處に住す：：〇 
我貪阶を捨 t して其の處に住す….〇 
我腿恚七捨離して t の處に住す.：。 

CH ぐ 




我愚癡 t 捨離して其の處に住す 


♦ • • # 


1五) 
1 

f 八 ) 
cm 九} 


右ギリマーナンダ長老 


L よ»ふ 




諸法の中にて、師 U 其の望みし所、而して〔我が〕樂 
ひし所の無滅〔の也〕を示し、我は自ら作すべきこと 
を作し竟んぬ。 • sow 
斯く斯くなりとて說き傅へられざる法は自ら逮得し 
證妒せられた&、我淨智あ$、疑惑を解けるもの、 

cs > 


あめ> 


雨降りて、〔其の音〕恰も律に調へり、我•か屋舍は葺 
かれ、 m を防ぎて樂しく、我寂靜にして、其の處に 
住す、3れば天若し雨を〔降さんと〕欲せば、〔之を〕 


なん V そば {ly w くぴ 5» く 

汝の側に ありて 吿白 5 : なさん。 

llHtfkc ぢぅ t 』 CA.4/ ん t X ohz 9 たいとく 

我宿住 5: 知 A 、 天眼を淨 ぅしぬ、 我己利を逮得 し、 

#• 

R と 1; をしへ •しや 5 c«t 

佛の敎を成就し W 。 


嘗|> 

我 g 動 K して、汝の敎 に於て 敝く 〔三〕 妒を Bn 3 w &、 








總 V - 我が漏結は娘され、今や〔 I に〕更有なし。 ( Bsl ) 
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如きものは、嫩を抛棄して、蚍 W •か&に k くべき」 

と" (ij 

0*? %と 奢かみ. V 9 と rc ，ぅ つ お£れみ， >^ v * r> >cI J ど 9よく 

我其の時剿刀を取りて、座牀に就き"己の M 管を斷 j く努力せょ。 

たんが爲に剃刀4:拔 3 W 。 { SO 八} 

tlr し A ゐお •> げんな /uewu 大んけんじ ¥ 

其より我に正しき思惟起6、患難現れ、厭嫌の情生 


言) 

みち 1 ラ C み匁 t-v く Lf 5C£. ゐ 

師は道 r 設けたま W . 此〔の道〕は著と生死の怖畏と 
を超越せり、初夜にも後夜にも喲勤して、煤心に堅 


じぬ、 


ft ふ 


其よ 6 我が心は解脫し2、法の良き質を見よ、我！ 二 


»? 


f:.if;o 


aA けをしへじや*^ c »> 


言) 


かみそ* 


11 ff < • 4 J 1I ブ ^ 1 J. 1 

先に ありし 縛を解け、僧伽梨衣 〔を 著け〕、剃刀 〔にて 
頭を〕剃む、乞食物 4: 食へ、遊戯の樂と •、睡眠と に耽 


^ 睿人ぢヤう S 

( so 九}一らす、驊定に入れ、カーチヤーナよ。 


(aia) 


力 


••ん 4 D 人 


明に逮達し、佛の敎を成就せ- 
右サタパダーサ艮老 


i 


1ナ、禪思せよ、勝を得よ•安 II の道 f : 熟 

ひ 


つ ， IfCT CTC ， うねつ， ね UA . い t 

通せよ、無上の淸淨に逢し、涅槃に入ること、火の 


みづ 


水に〔消さる V 〕が如くならん。 


(星 





は"ベな*^ パ： f t ^ 

光少き钾火は恰も風のために撓めらる、萑樹の 

如し、 斯の如-く淤ィンダサ me の カー チヤ ー ナ ： T m 

執'することなくして、 r , せ、齡$ぎ s 
f 船れ 、 f r 松て1のぎとな、し死の那 
るを待て。 SI 六) 

ス r ちゃ，？ 

右カーチヤーナ長老 

具眼の％叩船蟛じ、ぁらゆる谳斯を纪え、ぁらゅ*0 
轉 生を滅す A 法齔き私したまへ- oos} 
〔綴に〕 P.. 献に〕 t し、繫の S を i ら す、 

一:此の法門は：|铤の妒と祀がとを船ちて、！^を舡俨 

し：^た . oc ( g , 八) 

無！！の器1^ るに、 乾 の忠を 齡 き、鎖を 象 

するに想魅の金剛を投ずるな.〇。 (3 — J 
受を知悉せしめ、似を離紙せしめ、！^を奶て^； 
を觀ること，火坑 r 〔觀る〕が如し。 (g = Q ) 
六頌£第六 


大味 t — して、お nJb c する、 f 八；< 
道は、免氣にして？} ege 织射す。 

業を業と知-、 H と 〔rr の i を铝に 

3■じ、齧黠に r 、 KeQM 〕 は、 

可な り0 兑 一一一一} 
右ミ ガヂャ！フ郎叔， 

我生の 誇と敗と權威とに迷はされ、がの fix と职！ o (c 

f 狂 3 て、 ggw ' s 。 (I 

一人と して己に等しきもの、 優れる ものありと g ょ 

ず、影松のために 1 r れ 、が: <. 聲に氍な- 
き。 013 

母も父'他の 恭敬すべき を ^ められ しもの i : も • 歡 
は愤慢頑 迷にして、恭配のヂ 1なく 一として 嫩齡ぞ ざ 

ぅ 气 {»? 一 五 j 
紙一 の影、累© 焱：41 g の i 






M3 課 S 老® 


五〇 


-、比 fn 炎？！祝せられた爻ふを見 a 


{i 




さり*よひ ; せいね 〇•ろ-つ cr *** T 5 

慢と迷とを捡て、淸和の 心 i : 以て、 あらゆる 生類 中 

r > いじや I フ r . やか5べもつ ら /* a い 

の 最上漭を頭 e 以て禮拜しぬ。 


星 

遇後と PI > 嫩 t ヒ拾て 、ょ j ムを除け.〇、の紀 
は斷たれ、あらゆる 類の 慢 : i 9 盡されたり。 {巴一八) 

A ar.4 L/v C ^5^5 

右 補 臣の兒デ OC ンタ長老 

♦> h ょ ;1ひ »い わら t : •し？け it 〇ん Y ん— |つ C •— 

我齡七. m にして 新に 出家せし時、神變力を以て、大 

b A づ 5 rt . 5 * 5> % 

神诵ある 龍 -- E を降伏し、 

ぁ«< ^っ 、 |2 け し 

阿耨達の大池 


hy 


S 九 ) 

、師に水を運び来りき。其より ilt " 


4ん r>H み 

尊/ i 我を見て宣へ 


AV. 


so } 

「舍利弗、近 V き來れる]«: : の綮を屘ょ、拟船5: 5 齡，へ、 

ないしんょ tr 0.5 tr 5 

内心能く定に仵す。 S 1 I } 


人に ょりて巧なるものとせられ、 義務を終へ たる阿 
遥樓陀にょりて導き敎へられたり。 (霊} 

か ft さいじや5じやくじや5 れつ ふて A , ど5 a ム L 15 とく かれ 

彼最上の寂靜に達し、不轉勋〔の法〕 i : 證得し•彼 




SS 


沙彌スマナは「我を賤むこと莫れ J と願へ b 

み 5 r ^ ^5^5 

右スマナ長老 

なん tr •レ5しつ や え しん，んち5 す 

汝 M 疾のために止むこと 5 : 得すして森林中に榇む、 
m にして顧みられざる行乞地に於て、汝は如何にか 

せいく 5 


生 f ?;* せるぞやハ 


嘗} 


み 


やみ 


愛す V き行爲にょぅ v 威儀良く、 阿ル泡榷陀の沙彌は 
神 礎力に ょ 〇て m > 怖心を 離る O ( I ) 
〔彼〕訓良き人によ6て訓 ri きものとせられ、巧なる 


廣大なる喜樂 4 : 以て我が身 V 貫さ、粗なる〔食物〕を 

• WH じゅ よ， PA^m? ぢ5 

も之を受用して林中に住せん。 ( S 1 六} 
七费支、〔五〕根、〔五〕力を礼修し•禪定の敗を具奶し、 


けつ 


漏結なくして住せん0 


S 七} 


煩惱5-離脫し、心淸淨にして、汗濁なき人を常に 
觀察し、漏結なくして住せん。 ( s > 
內に外に、我にありし所の漏結は、總て斷じ！ i され 










て餘りなく、復再起ることなからん〇 (1 九) 
五1 はちく 知られ、1松 A 4 たれて射す、 fc< 船の亂 

盡 k 達し、：？や撖に^ i なし。 i 

4 r ^ P } i 9 

右ヌハ1タカムニ艮老 

いか9 て5じ,ん ア P ラど〇«，くねつ 1 し / 

忿なく、■.順にして、平等に生活し、能く知りて解 

ん〕0 (ael) 

忿れるものに對して忿るもの、彼はねにょ.^て t 愈 

nft ぃ>•: b 

惡し*忿れるものに對して忿らざるものは勝つこと 
難きヂに獻っ。 (g 四= 
t: 彼は；一自と齩との^ T の！：を S7S、 船の弒れること 
を知りて、正^^ M は良！^す。 fnl} 
との^^の®祀なる掀を、！ g に和ぜ fig 心、 
愚蒙な b と思へ.〇。 (ggs 

r 〔ぎ〕藍 S 影 srg ひ、ぎしが s 配ら 

六頌品第六 


ば兒の把卯の 氟蟄 を贩射 せょ。 (I 

繁虧しと齡との，齡せば•君 r を m 

て疾く之 を制することゼ 髟 v る齔を W ふ^ s の i - く 

せょ。 {S 六) 

右ブラフマ ダク‘ 夕 I 老 

掩へるものには强く雨降ぅ、顯なるものには强くぞ 
ることなし、されば掩へる 5: 顯せ、斯の如くせ ( J : ね 
に雨降ることなからん) { gg 七} 
世間は死のために礙へられ、老のために配まれ、免 
欲の節に刺3れ、粑に!!鉛に衝ベらる。. (吳) 
世間は死のために礙へられ、また老のために W 卷炉 
る、常に依1なくして歡を！^6乙と*^〇扣と.' 
れる盜人〔に逢ふ〕 •か 如し- § 
死、 病老の111は 火聚の W く妒り軔 る、〔わに〕ん 
には力なく、〔之を〕避けん K は敏速ならす"公成〇 

五 I 







國譯長老 « 五一 I 

1的3忠敌は、奶&とも軺くとも、ねを鈕しぅす_{:の^;:!を1くる乙と、ギ账职を务くる：|が 
ることなかれ、一矿を W つればどは乙れ淤が勰辦を妮くするもの、虻は S がにして、世に此の毒者を伏 

す。 {鑒 七> 


減するなり。 (四五 W 

♦ ar や 5 ぢぅ令ふ ちやく y 大人 ぐ t> 名い C や せ S 9P 

遊行、住立、著痤、偃臥、最後の一夜は迫り來る、 
汝放逸なるべき時にあらす。 (3 五 e 

>ぎ ら 05 05 

右； N リマンダ長老 

i の恥3?のが〕は心に：！愛せらるれど、不浄、藤臭 
にして、稞種の汗穢、其の中に滿ち、又處也ょ6滲 

み出づ" { B 1} 

隱れた る 鹿は蹄のために、魚は鈎のために、猿は' 糖り 

ために〔惱吱3るる〕が如く、凡夫は惱 1 3る。 ( SS ) 

把すべき和，聲香味と所觸ゝと、•此等の五種の欲は婦女 

の身にあるを見るべし“ (四五五) 
Sib が r 拟て啦 k のぼ？ b に釘はる凡夫は恐しき 
i 茲田幺擴げ、再生を積むものなり" S 5 


諸がに此觀〔あること：一をギ出離を安隱な？ぐ見て， 
あらゆる奶ょり航れ、我は1結の滅盡に逢せり。 

so 

vr ち 5>5 3 う 

右サタパカーマ長老 

【一】信者ょ〇受くる利得•律敬够 i いふ"佛又は仲弟子等の行ひし 
神通神•一にあらず。 C 二】 VIb ; t 焚！ S - U ては Vlihi なリ、我日本 rts の* 
の原 KIC あらずやと云ふものあり、馱 C : も同じく稻の一種な y 。 

C 三】以下鹰王の化身と長老との間答なり *1 偈は麼王、次 -. »は畏 
老、》五は魔王•第六儡 U 位老の堪へし所な【四】五播の樂路 
とは istata 一面 1 :革を張 & 六 6 銥じ itnuYl?tu 全面 ® て革を张り 
T : る ft 三 ? itap # 面 (1 革 i« りたる tt" 又は鉉樂器 kgllfg 鉢 * 
押 0- 鈴-扁 W 铕の如く叩きて哦す樂器 SBgirff 樂器〇 【五】 
法句 II 三三五 IsR 參照 ® 【六 】 E 上。〔七】攻は K 4 差 L 延 L ての 
童。 C 八 }*!• 依所等の * もあ po C 九】再三生れ出るが故に 0 








































七頌品第七 

1を既ひ、，戴を f けて、 t 似し、奶に卽& 
を鋩6、駆 kg ちたる^^ f 九} 
履を，ぎ、〔我が〕而前に合掌し、柔和 c なる聲〕にて、 
紀の女>ギた仿て？ i 财矽しことなき我に吿げて日へ 

气 so ) 

なん^よ JL ひ t : to か しか し一つ5 ^ 

f 汝齡尙ほ若くして〔而も〕出家せ$、我が道によ 
れ 、 W 狀の粑をずけょ、歉粑1 i 財を贈らん、我は露 
把.語れるな6、〔信ぜすんば〕、我汝に§^<を持ち 
來らん。 S 六一} 
汝”私と老いがちて杖に恁るる時、.@人共に此家せ 
ん、〔&くせば〕兩處に固著あらん。 J {2} 
美紀〜韆ひ、 C 身を〕莊骹し、魔王の穎索を張れるが如 
>彼の齡记の、钗靶レて〔|^〕？？むるを妒て0—} 

七頌品攀七 


其ょ6 して 我に正しき思伊起 b 、 患_現れ、厭嫌の 

情5生じ510 言} 

™ 其ょれして我が心 解脫 しぬ、法の f き安排ど見ょ、 

|| 〔我〕 三 明に通じ、佛の敎を成ぜ b 。 ( B 六 W } 

一一右スンダラナム，ダ長老 

™ ァムバ—タヵ齡圃の彼方なる森林中に於て跋提耶は 

~あ5よく セ U と— to そこ f : か5 # A,t 

一：愛欲 k 其の根と共に拔き、其處に多幸-して禪思せ 

了 0 S 六} 

一或は杖鼓を以て、箜裱を以て•未だ小妒を W て樂むも 

:のあ-^、我はまた樹下に於て佛の敎を樂め boaK 七> 

一|佛、我に患を典へ給へ、我此の惠を t なば、我はあら 

ゆ-:世間〔の人〕に對して恒に§が念を持たん03六0 
一形^を M 4 て我を进 办、 音聲を以て我を追ふもの 、 t 
の欲貪々欲ある輩は我を知ることなし。 (S 六九} 
内をも知ることなく、外をも見ることなく、四方礙 

五三 






囚譯長老 « 

へられたる思洛、彼は音聲のために誘はる。 { B 七 0) 

ib O %*c み そと KP み ひと 

內を知ることなくして、外を覜、外なる果を見る人、 
t も亦音铼のために象はる。 { wi ) 
i ： をも知6、外をも觀、見るに障礙なき人、 g 波は音 
猓のため J 誘はるる乙となし“ ( S 七-一) 

みぎ t . や5らう 

右ラクンタカ••ハツヂヤ長老 

f は獨书にして、母の愛 〔 fi c 〕 、むの愛〔兒〕な b き、多 


玉四 


らん」。 


言} 


{ E 七七} 


奢ぐねん 


の若行と祈 SH ' とによりて得られたるな^^ 


{1} 


彼の我が利 1: 願ひ"益を求む る 父と母との 二人は、 

我を愍みて佛に掾げぬ 。 貫七5 ) 
「龈難にょりて得たる此の兒は華奢にして柔弱な 

攀ゆ . C H ら * liiL 25 t ヤ 4 -5 L 名 • 

主ょ、我等は之 V 勝者の走使〔として〕捧げたてまつ 
る u °{ B 2 
師は"また我を受取りて、阿難陀に吿げたまひぬ， 

華かこれ K^c これ ％ L JL ろ 

『速に之を#度せしめよ、之は敎へて宜しきものとな 


L hh とくど Li » し25しや し V 5 C 今い 

師は我を得度させ、 C 而して〕勝者 U 精舍に入らせた 
まひぬ、辦ょ6お陽の和だ t ら fk 、 我が•心は解 
m しぬ U 

師は其ょり棄てて靜思ょ$起ち、我 t 召びて「來れ、 

1と影き、辭が繫 f き。 1 

生れて甫て七歲にして我は受降三明に達しぬ、 
不思議なる哉、法のだき s ) f 排や。 


U 七九} 


右跋砬耶 ' k 老 

9 / 


樓閣の 蔭-ありて、最上人の靼行した嚏へるを M 、 
ki に机は锨に姬づき•圯 LC -^> 毗拜し气1 
衣服を11にし、 掌を 合せ、一切生額中の最上者た 
~ る1摩 r #〕 に亂ひ経行しき。 5 -W 

^ i つ 5 %げしや それ olb > ひ f:«r 

問ふことに通ぜる知 解 者は•其より我に問を質し、 
我は"迷ち なく、^咿な くして、齓に應對したてま 


や* 






つ ？|) 

如来は〔此等〕問の答 k 對して随喜の t を表し"比 f 
衆を顧みて、此の義を宣ベた爻35 。 { a 八！ Ji ) | 
「多幸なる哉、央伽厣揭陀軋の人*〔圯 W 衆は〕彼等の一 

n-w AJK く * f ん〇 辛 しぐ ぐ C し%5げい U い x ty く < r や 5一 

捧ぐる衣服、搏食•資具、臥牀、迎拜、適宜の恭敬ハ 
を受く、彼等は多幸なる哉」と。また宣； S き、 { i 八 g } j 
「ソーパー カ •今 H ょりして 後 我を見んがために近づ j : 

き來れ、ソーパー カ、 之爻た汝の受戒となれ。 JS 八 五}一 

ゼれて齡七 .威にして、 我は具足戒を得後#を% 一| 

つ、不思遂なる哉、 法？ 宜さ安排や y ( a 八 六)：： 

右 ソーパーカ k 老 二 I 

X 40 f»L を こ 0 tz / す こ n. 

手を 以て 葦を 祈り、小舍を設けて棲みき、之にょり： 一 

て世人 一致して我に「破萆 」 の名を C 與へぬ T S 八七 て： 

j I 

今 Htr 我手を 以て.蓓を折 るべからす、 名商く 聞 
えたまへる®;&は、我等のために、戒法を制したま 

七頊品 》七 


へ办。 ■ 
サラバンガは先に總て病は、一として見る己となか 
6しが、' J & 超越天子•者の語によりて•此の^^えた 

Kvu f > 

ア•一 ぶつ ム し今 SS さふりや，ノ JBro ふ 

毘婆尸〔佛〕の踏み、尸 ir m 沙浮 c 兩佛〕の踏み、 ま 
た拘留係.扯那含牟尼尤び迦葉 V 佛〕の t みたまひし 

道によりて靼错佛は往かせ たまへぅ。 { ra o 
愛粑を1れ、4铲を； ko - 七妒は齔釔に Vo たまへ 
り、此の法は此の& の 如さ法ある c 人〕 によりて 記 か 
れた (3 九 — 

四 M の 1締は生頌を愍ひが故 〆 C 妒かれた 办〕，ギ、 
集、道 •苦の 滅盡た る 滅 己れな-'。 {允二} 
此の輪廻起れば1阪の！ liv り、 i のがの靶ずと巧の 
滅雄とよりして•，他のく、！！は一如 鉛に g 腸影 
を得た-®'。 

五五 






t 


» 蹕長老 « 

右ナラパンガ長老 

1 1 】 敎に住立せょ。【二】火を 取 9て 誠 寅を 誓 ふの 式 0古代印度 U 
行はれたるなり。 〔111 ?. tI 1ゴ %|: •«• •れ•る«:•、 s # # tt # rc •*• 
らずと* • ずる1^ 【四】«は法の): • き« # 1。 【五 】 S を指す。 

八 S # 八 


玉1ハ 


^は&が^にょ-て^?たらす、%は^々の 

■ む•に ひとみづかお^ れ t - £ 

語によ6て牟尼たらす、 〔人 j 自ら己を知れるが如く、 


ぬ亨ぴと 


! dr ^, - - 4 € J ^/) f Il f : 

多の業を作すこ l なかれ、入人}:遠けよ • ( c 〔他に模 


s' 


,3か A 


し 又は 他と競 はんと〕 努 IP ることなかれ、衡の f 兀氣阳 
にして切に諸味4:求むるものは、安樂を與ふべき福 
利を 捨〇 * Q 九 S . 
C 资赛 は： &家の蹌は A を阶1な-1妒る、舶 
き箭は之令抜くこと難く、惡んの船敬は；^をぎつる 
こと 難し“ (？ 九五} 

r % c ，5 C - P 5 I ふ • くし 窄つ cfil * みづ 


しよてん 


同じく諸天も釓埘を觫す。 
8 「 




tytlG i • 12 ろ c CA >i 

我等は此處に滅ぶるものなと、愚者は之を赞 


r „ W くし 4 つ したが > づ こ^ 

他 >有情の邪業 4: 作出するなく•「隨 つて〕 自から之 


5 t V 5- 


を感することなし、これ冇情は、業に繫がるるが故 


らす、人若し之を登； i ば、斯•ょ办して"ひ；3九0 

哲ある人は"財滅ぶとも*尙ほ史く、^!慧を^:す 
r• 

しては"則あるものも、生くことなし) (3 九九》 
耳を以て總てのものを聞き"眼を以て綰てのものを 
見る、見しもの、聞きしものを^:て捨てんことは M 1 : 
者には應ぜす“ (含 0) 
有眼は猶ほ窗の如く、 r 耳は猶ほ配の^し、管1は 
猶 IJSU 如く、加 V は虻け^^の和くなれ、毗して 


な. CN 、 


顧利^すれば死者の臥するが〔如く〕臥せょ‘ {五 0 W 

み r 戴かかせん犬んち0.5 

右摩訶迦旃延長老 

?^忿らす、恨ます、僞らす、〔又^;瓦1«|:“たるもの、 

















此の斯の如き比丘は、斯くして來世を憂ふることな 

し。 (511) 

忿らす、恨ます、僞らす、兩舌を離れ*常に〔諸根〕 
門を防護せる比丘は、斯くして，世を犯ふることな 
し。 { gw ) 
忿らす•恨爻ず、僞らす、兩&を謝し•戒，き比£:< 


は、斯くして來世を憂 ふること なし ハ 


S3 


忿らず、恨ます、僞らす、兩舌を離れ、友善き比丘は、 
節の如くして 来世を 憂なし。 {否五} 
忿らず、恨爻 す、 僞らず、雨舌を離れ、良智ぁる比 

く く P-M らい せ 5 H 

丘は、撕の如くして、來世 ?: 憂 ふること なし。 {*§ 穴} 
如來に對す る 信心、 確立して 励くことなく、戒は t 
良に して、 賢 聖の樂 とし、〔世間の〕 m 歎す る gw 

う。 言} 

wttnr に對して、喜悦を有ち、識見 i た直き時は、把 


を貧者 {C あらす と 云ふ、其の生活は、空なる ことな 

LO •、.： (五0八} 

されば智者は諸佛の敎を憶念して信心と戒と、喜悅 • 
と法見とを珥修せょ。 交0九} 

15 夕一^， 

咖 W を1れたまへる W を始て見たてまつ&し _、 W . 
中の最上者を見たて爻つりて、我が c 心に〕威 
き。. - 交〇.} 
手を C 延べ〕足を〔屈げて〕、福運の來るを迎ふるもの、 
彼は氣の如き師の湛愛を求め v 4じ。 {五一一} 
其の時我妻兒と財毂とを W て、鬚髮 . Vi りて、出家 


得度した • 


重 


〔三〕 學と生活の規矩とを辨へ、ょく諸の根を制し、 

*5* r く t や らいはい な 1 C . •の やぶ 

等覺者を禮拜し、〔何物のためにも〕敗らるることな 


-して住しき。 


著} 


八頌品第八 


五七 








圃 a 畏老俱 f 
啦ょ-奶脈ビ航して、が！虹 f んことを：！抓る紙 i を斯ることなし。 MK ) 
1 s しき、み s の^§を把かずしては、^^も坐せじ-* n を船し•あ心^^の苦を與へ、毒ぁる愛欲を捨 

と。 . (急|て、 Mr て r 思する i 、 M はぞ i れ鉍 v 得 
此の S の M くして S したる！^證^^ HA ょ、三一ることなし* 言) 
黠 gr れ、隳，鬆 r れ3。 1 ) 1 S 観，の四 rp、P ビしてぁらゆ S 惱— 
一歡 WT 、 驗を甜うし ？、 P の®ある H 1 ; 齡する卷05把を、，备を财てが、藍にして梅思 

SI *: 5 i 55、5 &、® t «! t あらゆる SSS を取 KSU し、 


にして 脈 肥して把 質がし。?6 
k K 2 S ! 9 

at ょ6夜に人ぅ、〔更に〕日の 上る比あらゆる愛欲 
を個祖し、 „ を斟びて 5 H しき。 (5 占 


み矿1 ill ん t くかちや？ 

右摩訶般特迦畏老 

u ス•デビブ夫人の RU よ”て之を IfB ひた- 
保れ参照。 


【二】法句»六 


艄 i を％ f する. E 机する m 、 れ M 
を^:る 7 となし。 01一一.一} 

• | に imi き、^ W に四奶ょ^^ i 初る、比 E は 
また^ SKkb てぞ甿 mt する、败時„人はねに•後れ& 

九頌品第九 ^ ることなし。 * s } 

ぎなる^ K のが如する親^*、繁をな L ,歡ぁ办、繫 0< T ネ，ャ草を以て飾れる河の 
る〕、&をヂ^^して^^する^£、^?はガに«|れ^^;に坐し、^^して禪思する時、*^は之に優れ 










る樂みを得ることなし。 (五一一 W ) 

ち，や »- oLA *， ん5 おい わ办ム い5>»131ゐ 

中 夜、人なき 森林中に於て、雨降り、有牙の 〔猷類〕 


色となり、火焰の如く光〇暉く、大雄尊 c 今は法〕味 
を分ちた爻ふべき時な(五一一七} 
樹と花とは 愛すべ く、四方矜く葉を捨て果ヒ求めて" 
赉铖を吹き来る、雄锌•是ょり出立ちたま ふべき 時 

^^0 ( 5 八} 


5 


吼ゆる時、比丘はまた山窟 { C 入6てど禪思する、〔此一 
のに S - れる樂を^:ることなし。 f s I 
毗虮に 〔‘人 り〕、1蝌にょ-'て、らの疑奶を阻め、恐怖 

を liu 、 を離れて磾思する時、人は之に後れる一寒きに過ぎす、 L ; きに過ぎす、 大徳#.今や樂しき 
1を得ることなし9 W 二 S 

4>んらく く 4 L tr * r ; く ひ5--1ろ S く. c ん やぐ (; • 

安樂にして垢機、剛愎、悲憂を滅し、關鑰なく、樹 
i なく、 5 r なく、あらゆる漏結を盡して禪思す る時、 


cif つ しやかぞくみん V 5 りぞくみん Vi sit 

時節の中にあり、釋迦族民と拘利族民と"尊の西に 


Ur 

向 CA てロー 


-1 


河を渡らせな^ふを見たてまつら 


んこと5:ハ 


f ) 


A ? は之に優れる叛 W 得る ことなし。 w £ 

み*?0.ぅ••ラ 

右ブー タ長老. ， 

【 1 】 DV ?: u : ur < mgl %- g & 日 i § 是れ四向四 采の峒» の四分に 達する 
の意。 

十鑒#十 

f 

へ 麵ン そん ut < fc » 鼇と 0 Ht C^K い&こ5 

大德贫 、葉を 捨て果1:求むる此等の樹木は今や紅 

.九 SI 品浓九 


のぞみ t •/: た》や c ぞみも たね** 9ぞみ 

望を以つて田は耕3れ、望を以つて種 IX 蒔かる、锘 


を以つて財を熵す商主は海に入る"我がょ〇て存す 
る所の彼の 望、 願いは成鱿せょ。 W 3 
CMtnin 種を i さ、天 L は再再雨5:1す、耕- k は 


i 5 •.く 4 ^ ^ / L 

再再田を耕し、穀は再再國土に入る。 


(五一 S 


乞食は徘徊する乙と再三"施主は施與する>と再三、 

五九 














M 譯径老偈 

1封は斯•レにんること C また三な言 g 
m 把和、％に5 i るれば、一: ks 职勒は實にセ抝の父 

ff す、藥¥の淨髮を〕 ik まふと思ふ、 

これ 把！ iib てぬのがのれれればな bo 丑墨 
齡すなはちガ此の X 、船して妒萍膨 f は制が母 
f 、 k の擊 S を脱¥に衝办、〔 I して〕 t れて 

(吾一 B ) 


六〇 


>と U い #>/». ら */ * 

る人に、大なる安樂あり 


(S 


x . i い 


天界に喜樂す △ 


すの(一一) t 亂11は 5 E L し、] tt; 1 ^- よ b 去りて天上の欲を享 
矿の姑擊の翠11に i 獻せられ • i の欲に 


け， 


よりて喜樂す。 


S 五) 


挪ふべからざるを版へ、比偷を絕せる此の佛 I 

く ：- 

9 

3 S 


£^ M y M G JH の^なり、歡象、齡はギか父の父、^^ 


^ cl ^ s & によ b て我が祖父 


み r かる^い 

右迦留陀夷長老 


Ar< 


亂一 


:も亂にも•一9し亂に人なき時は、獨林間に住す 


や11ぎ ). ES したまひし S 51かん、と mt 漱 
して,る f 钯 f する？/ — 

製ぢふ鋁する、 f き聆、.‘獨 

i くしく髮ける觳に松て、制しき鋁の扣に、四 
淤に漱を f て礙釤 rm せん。：1> 
媒しき运の¥に挪5.^にして齡二运なく‘爲 
すべきことを5 it し k へ、漏結を盡して住すること何 

i E ぁらん。 重 

こ t は£を。似 f ん、呢は他の W 者にあらす is 
孤は！^をぞけん、^14■に？<らん..漏結の威盡に逢 
亡すしては、么ょぅ邱ることなからん。 {造一- •-} 

笆し•て！^の裘ぁの m 、 諧ヂ 













f て姐 £1 らん。 ( i > 
被に g はれたる1 T の？に# rim の时に V 解' g の 

『にょ-て，象を， 得、谳は妃黔牝に歉 rol > 
i の 獻 C 私 guT 船艇 vlir こと、&ほ十五矿の i 
くなり、 あらゆる 漏拔を盡して、ゲや再生なし。 

{五 B 六) 

kr 5 \ t ; や 5 ら 5 

右 (S JC - 丨ヵギハ ーリャ長老 

1:齡も“に^^ら f にぎ W 
•るものは、 怨も親 も 其の罅隙を尋ぬ〔とも之を〕見る 
ことなし u wl ^ 

して似 s じ、說に 

1 

把にすが* >沿8 く. M 9 J なく、ょく 1辦せられ、理 
嗽せられ、 鏘せられて\四がに賊‘"く。1 

十®品 第十 


智1^ある AI は財亡ぶとも、尙ほ生く•咎慧を得すし 
ては、財あるものも生くることなしり (10} 

錾は船 ii を氍す t の、！4 b 龄 ii を i 

W するもの、智銥を有てる人は此の苦〔界〕にありと 

&く 5 m -.Li 

も、安樂を得。 1-W 
〔梁の〕 i れ、&する、おは货の齡にぁらす‘ 
?F にあらす、^曾有にあらす、此處に何の未付有事 

の如き か あらん。 (五五一一》 

，；；一れたるもの、今の初には松？^ぁれ、生れ 
たるものは此處に死す、これ斯の如きは生命あるも 
のの泥な *1 ばなり。 (is 
聊の M の生くる t-c 利なること、之は死者の利にあら 
ず、死したるに！§泣する、之れは名春にあらず•淸 

じ T し7んはら••ん Lxsf : ん ところ 

淨にするにあらず、沙門婆羅！：の稱歎する所にあら 

す。 {1S 

六1 







•JK 


Isls 長老俱 

は1と嫩ぐ P4 〔安れ 

めに：1 st 、齡に妒 b ては四於511 r ならす、彼の親も 
奶於なることなし W (妾志 

ざいけ t ち ひと た％人 t ^ a r^s 

されば在家 { C 住みては智ある入と多聞の人とを〔迎 
へんと： ji ふべし、.： S ぎの M のず！^狐にょ b て務を 
1ゆる乙と、脈によ.〇て滿ちたる河を〔超ゆる〕 
が S し。 I 

みすへ|1) 4 f や L 5 卜5 
右 S ) マハ1カッビナ長老 

我が# f のず逓たりしれめ、先には我輕蔑せられき、 
W はまた把を1ひ出して安 S き、「今汝は去 b て家に 
配れ」と。 S 七} 
齡は制 S 8 の默にあ b て舶の t く基ひ即され、而 
も紙が紀じ奶ヒ此き、如辦として t ちた bo ¥c 
1^に軋 i たまひ、 k か頭を撫で、我が手を 
組へて、；の中に導きれまひき。 玄£ 


六一一 

i は獻を繫 て、 5製 ビ S へたまひ、 gl を ヒ〕 

一歡一 itti めて、「此の S 淨きものに定立せしめょ」と 

g ? v き〕。 (五六0》 

/艇せんがため k 三味を柄じき。 (美こ 
一 ■ gi . r 、 三 i — 、 

一 pf 黠 r 。 i> 

パンタ^以ビ化作すること二千體 、樂 しき菴婆 林 
中に坐して" C 供養の〕時を報するを待ちたり o ( fl > 
如ょり師は我に 時を 報するの使者を遣はしたまひ、 
B #, の船ぜらるるや、私は空中に上りき。 《^ s 
孤は i の^を 航 して、 一航に坐し き、 我が鴯敬して 

蓋) 

さ A « J し wiffv 一!んせ じ，し> 1 C ん IT < ふくでん < 

一 - tT , 世間の 祭壇、焚 施の受 者， 人間の顦田は 供養物 
を Sk けた ま CA き。 (異六 ) 


T >右, 

坐せるを師はや•かて攝受したま CA き 





Ar %やサら 5 

右チ H 1 ラパンタカ長老 

し躑^ - r つ f : ふ C P 5 •つ み V .いふ ■*<.!: い iifc ,> t 5 U 广霣 

稲稲雜多の不浄物に滿てる大糞 塊、 大疽腫、大創 傷、 


ものに追は：：、愚癡の蓋のために蓋はる 4 se 
此の身は業の f に載せられて斯の如く裤 亂す、 t は 


あたか 


ど6ね寰 


恰も滿ちたる泥沼の如し” 


1 


膿血に滿ち、英坑に祕める C 此の〕身は水液 k 流出す 
るもの、常に腐〔水〕滲み出づ。 1 
六十の腱に縳せら n 、肉の硬脔を以て塗られ、皮の 

重 


t ろひかぶ むよ5 シしラしん 

鐙を被せられたる無用の腐臭身 


骨の_に繫•かれ、筋の終に結ばれ、互に相速〇てあ 
れば、種種の行動〔 5 :なす〕に堪ふ。 1 W 
〔身に よりて〕 欲念 5: •配す人は〔之を〕]«: : 胗に敷て、，死 


王の側に至ること必せ 60 

身は無明のために障へられ、四種の結縛のために 1 
せらる、身は暴流に沈められ、隋眠の網に掩はる。 

(差 

五種の障礙に繫がれ、疑惑を所有す、愛欲の根芘る 
ta ssBSt 




壊に終 6 、種穐の生有は壞滅 


1 


此の身を我が有な-〇と思へる闇眯の凡夫 1 は恐ろし 


き饈田を擴げ、再再生を受. 


1 


此の身を捨つること•糞に塗れたる蛇の如くするも 
のは、生有の根を棄て、無漏にして涅槃に A 1 らん。 

害> 

みぎ 、や 5 ら 5 

右カタパ長老 

C 人 si を〕離れて音少く、；^獸の出沒するところ•比 
{五七一} |丘は靜思をなさん•かために、〔此の如き〕座臥を受用 


せ* 


{五七七} 


ちい Atn 妒沪ろ V んぶ $ t /- それ 4 ノ そ 5 

冢間より又は街路よ6鹿布を持ち來办、其を以て僧 


伽梨衣^縫 3 、&服を著用せよ" 


重 


心 k 卑ぅして、比丘は〔諸根の〕 h を誰り、善く自ら 

六= 






國譯長老偈 

綁して釔よ6釔に乞食に步め 


六四 


1 


1 V - i くして5し\£^0觀するギ丘は、ぁらゅ 


紀なるにても繫し、 i の針くの！^を X ゲことなる漏を盡し、また涅樂に達す 


{五 S 


JWV なるクバセ1ナ長老 


かれ、船がに巧せるもののが A 、 飢思を樂ひことな 
し。 1 一| 

ぢは絜、影ふに,7、彰歡にも齡一 

乾にも斯に配することなくして住せょ。 (灵一)一： 

wrb をあがすること、把^^者又®ぎの^くなるベー 
く 、 S 免は¢№1のぁりて、時ならざるには言ふ一 

ベからず。 • (5} 一 

肥は JttM をも奶^ L ことなく、をふことを避くべし、此 

猷に槪て配し、1妒るべし。— | 


sn ^- の齡を妒-リ、化に f ぎに n 佛办敎に於て U 沙門 
の亂に k れるものに和せる語を觀察すべし。 2 A 怎 
也のが一 i 於て*如幻 f る* K > く取を修むる、師の「敎 
を〕 f ん-^する、鬆 m に i する mr 》(§ 
sikfvgist 、 氍 Hi し、また僧 

を r 敬ぅする、鬆〇 t に i する sf 。 (五八九) 
55は 1 i 淨にして難ずべき所なく • 

t を my I 、影する gf 。 1> 

tf レまた X とを t へ、免すべき威儀あり，增上心に 


0p L t m % tT L L ^ 

一 • JKt 5> 办ん T : 合 •一る ^ L - P 

If へし。 ( i 住止せる，是沙門、適す：一な： r : b ) 
• r 木如のへ、 P 繫 す？、 影の豁牟. f るも stt て f -4 林中の座臥 f 
を i — しては i 齡は mi をなすことなし二羞受用すべきな'是沙門に適する所？(一》 










戒と多聞と法を硏究するに如實なると、諦理を晬了 
すると•れ也£に適する所な-^ . f ) 
ff の〕無 t なると、無我想と、不淨想と、世問不可 
樂想とを修皙せよ•ざ沙門に適する所なり。 W 九 C 
〔七〕货支、 S 〕 神足、£〕根、 S 〕 が•んび聖いる 
八支道を修習せよ、之沙門に適する所なり。言九开) 
牟尼は愛欲を捨て•諸漏の根本を壊 b 、 解脫して住 
せよ*ど沙 i : に適する肥なり。 (五九六} 

AF ちや ？5 

右ゴータマ長老 

【一】此炫の俱を'* a へて 1 «: l » l : ffitt を®めたてまつ气【二 】 cotlimi 

Rsslffifi ハ女 cfe な 9 、摩耶夫人を指す。【三】 Anlii 佛の 

一名な”。【四】 g 51ユ€»»の愁、此の畏老"本名&チフサ. 

ク ， 丨 ，4 云へ ”0 【五】 Mahsapri g Mw aiy 贫邯、大刼《那。 

【六】 rsu - punch § i 足を拭ふ t のを J ふ • 【七】これは上の足拭 

を 55 To 

十一颂鼢欺十一 

十一頌品第十1 


…ゥッデ H ハー十兒よ、汝森林の中に於て、雨季の 
如くして何の利益かある • §ギ節の 風 U 汝に1 b て 
樂しかるべし•是れ入定者は〔他よ6〕遠離すべきが 

故：^ 墓 

季節1の配時にぎを拂ふが如く、我が SI; 離の想は 
弘敷す❶ W 九八) 
卵より生れ、黑色にして、冢間ヒ家〔の如くに〕0徘 
徊するもの、我をして身に就て欲の正念を起さ 

しめき。 t 五九九} 

他の護るものなく、また他V謎ることな. JI もの、斯 
の如き！？ fa 鍺欲に期踅なくして安樂に臥す0六 C0} 
淸みたる水あり、大なる磐石あり、1面狼と鹿と窜 
り、水〔牮〕セーブ1ラに.段はる、此等の岩山は我を 
して樂ましむ。 {六〇} 
我は森林•岩峽、洞窟、邊鄰の染臥處、菝獸の往来 

六五 


% 








HA 長老 m 

する w に住し來れ b 。 匁〇 } 
f 等の生類 k 打ち、烙り、苦に至らしめんと、我に斯 
る卑ぅして過ある思惟の起 ^ 〇しことを知らす。{六 0}|: 

我師に奉事し、佛の馱を成ぜ b 、 我笊荷 ^ 卸し、生 I; 

有の因を滅せり。 {六 OS : 

我、變の ! ：益のために、在家を出でて、出家得度せ || 

しが、今其の利益を成就し、あらゆる結縳を斷じ盡 | 

せ匕 言 } || 

我は&を欣^す、我は牛：を欣はず、恰も務を終りた一 

る奴僕の如く、時の至るを待つ。 ( 六 0 六 ) 一： 

- cn し 复ろこ hh . L やぅ X1CC し •5 V く f やぅ II ん 

我は死を欣ばす、我は生 5: 欣ばす、正覺、正念にし|一 

て時の至るを待つ。 1^ 

右 サンキ クチャ長老 一一 
C l】ajjubig とは山〇名な钚に俺はれ、山中淋池、 fflK 多く、 

處♦水洸れて®時には fi ることを得ず"故に之を • として引用 tf 
るな PO 成は之は A の名な5、此の A 寒に堪へず、 W 時は密林中に 


六六 

祕 みて出ることなし、故に之 Kl ff へた” i も云ふ0 【二】 V 63 日了 a 
季節 H . 乂は山»な*>とも云ふ。【三】说離と紡び#ける想" a * 
tf ft 。 【四】鴉。 【五】 Vir 53 anisititi lft 欲に g する、 »« を 旨 
とす X ?正容〇 

十二筋！ Si 十二 

此處に此の世に於ては、能く學智せられたる戒をこ 
を學習せよ•これ戒は〔之を〕行ふものに6らゆ S 成 
效^與ふる•か故なり。 ^3 
智赉は三稲の安樂を望みて戒. v 謎るべきな-'、稱讃 
と、獲利と"死後天界に於ける崧樂とどなり。1 
持奶者は自制によりて多の友を得、汗把者は邪惡 t 
行ひて友よ b 遠ざかる。 究〇) 
5:抝の M は誹謗と汗んとをぞ、擀粑象は常に讚歎と 
令名とを受く。 灾二 } 
戒は第一の住立所な6、之諸蕃の母なり、あらゆる 











Is ふ % う wsrri わい tx 

法中最筘一なるものな$、 3 n ば戒を淨くせ1。 


•い 5 


vr 


けんし今 


い02 


戒の上に定住ぁる賢者は一切處に喜樂ぁり。{六一〇 

こ ところ か-; i •い し如 ちしや 

(六一一一)此の處にありては戒乙そは笫一なれ、而して衍者は 


かい しよデん Mrli ご ミ巧へ3く eta ， 

戒は渚痒なり、また£防謎な6、心のき光明な6、 
t た•一切諸佛の§津關なら、されば抓を淸淨にせ 

よ。 {六—) 

戒は無比の力、戒は莳上の武具なれ、戒は最律の莊 
K 、 祗は希有の s -胃な办。 {六一 B ) 
戒は勢強大なる堤防な6、戒は無上の虧香パ戒は f 
上の途皆*〔人は〕之によりて方よ办方へ亂く。(六—} 
戒は第一の漩料、戒は炝上の旅資 rb 、 戒は飛第一の 
運栽にして、〔人は〕之によりて方より方へ行く。 

(六一六) 

此の世に於ては毀锊を将、死後地獄に於ては S51C す、 
戒の上に定住なき愚漭は一切處に炎苦あり。{六！七) 
此の把に於ては稱黎ゎ得、死後天上にありて喜紙す. 

十二 頌品供十二 


籌い了5>5 


故上？、：^氍にも^ I 私 r 獻 r るものを 

利ぁ b 。 (六一九} 

A ^ n ) ちゃ5ら5 

右シーラ•ヮ I 長老 
我賤しき家に生れ、 t にして脱ねしく、 

(艦)ふ！！や5.•つ L や5;•ょしや 

しく、 不淨物の淸除渚な6き。 (六一一〇 
人人には忌み i はれ-配 W れ、拟はが^4して 
の人を醴敬しき* {六-二} 

-• •奮 0れしや5*«くし5»だい喰5し， CF くし， ゐねぅ 意か;: 

時に我 JJ : 覺赉大雄者の找丘衆に削桡せられ•摩拱陀 
の最大都府へ5 k らせたまふを見れりき。 (さ U 1) 
我擔也を捨て、賴拜せんが爲に近きたてまつれば、 

にんち 5 nr /» u 1»5 L やわれ U み/ wf : 

人中最上者は我を慈愍して立たせたま a き。(六1111;} 
其ょ b 我は師の足を拜して一面に立ち、一切生類中 
の最上者に對して出家〔の許可〕を求めき。 {匕10 

六七 









困！&長老® 

k ょりして悲愍の師、一切世問の慈 H 者は我に對し 
て、 r 軔れ！とへ.^：一;!我が受戒な6き〇 {I 
我は懈1な く... i て唯獨 t 林中に住し，師の言を行ふ 
て、勝者の我に敎へたまひし如くせ6。 癸一一六) 
抝の轧がに P いて敝必を f 憶し、夜の中分にぁりて 
幻 ulr 七！£維，にして-抝の後把に載-'て間蘊•，碎さた 

り。 C 六11七} 

がょり把に？0、〔：史に〕 U の上る比 、 mi 陀雒と梵天 
とは料-て合鉛> t を SJ 拜しき- 琴—) 

『人問中にて生勝 4t たる人、汝に歸命す"人間中にて 

配上なる人、汝に歸化す、汝？訊漏は滅盡せらる、 

尊、汝は供養を受くるに姊ふるものたり。」 {六一一九) 
i £ c JJ I は! r か天子の萆に圍跷せらるる k 見、微笑を 
漏して、此の蕤を宣ベたま CA き、 so) 
r 苦行と梵行と自制とまた調順と、之によりて婆.維門 


六 八 

た.-、；瘀 if 〔といふ〕と。.， (S 

み r へ jn ち や 5 ¢づ 

右スニータ長老 

:【一】 saBVArui * 持戒 •律8の f 〇。 【二】—— 

一 喜悦滿足の意 もあリ 。【三】涅槃の大海へ S ら渡 V 、 また 他 渡す 
„ ベ to 【四】與戒者の想0 【五】 1 crppha - chnddaka 之を V ス•芦ビ 
: ヅ夫人は花を•取〇焚つるものと R せり、1>与1^には花の外|:锊水 
の意あることを 知らば、此の*人は之ょ9生ずる辟人の不淨物を始 
: 末するを渡世とせしこと’思ふべ し〇 【六】 ssiita 香く指導せ ら 
: れたるの进リ 

十三 . io*t 熊十三 

； t て奶 i . s の^ H に i 、 い'^2紀一船た b しもの、 

| ゲ日、我”ソーナ は, 法の上に勝’れ、苦惱の彼岸に.遠 

i せ.〇。 童> 

(「五〔下！^ S を1ち、 五〔上分結〕を 捨て、 更に五 〔根〕 
を修練せ ょ、 五著ゲ超えた る 比丘は 接 流を渡りた る 
「人〕と稱せらる。 { sai } 






ここ| 1 3い〇 げ1く ぴく かい v ，5 jl c ^»5 鼇ん 

通誇放逸にして外欲ある比丘は戒も定も慧も成滿す 

るに至らす。 (六111 E) 

4 ; a w *% ftft • • 

爲すべきを爲3ず、而も爲すべからざるを爲す、虛 
誇にして W 怠なる’此等の輩の諸瀨は增長す。(六！ lie 
人常に免進して*自ら觀念を修し、非事に遠ざかり 

諸綱は減盡に至る。 {六！！一六} 
直き道說き示3れたらば、往さて還ることなかれ， 
自ら己を勵まし、浮策で成就せょ。 S 七} 

#>れ?.±くど どく 9 せけんむ tr や5 C <• げんしや /\ 

我極度の努力を爲すゃ、世間無上の師、具眼者は塑 
獠を喩として法，V說き示したまひさ。 (Kli 八) 
我其の言、 v4tirN 敎を势かて住しさ、最上利に連せ 
んがために止を行ぜり*我三明に逮達し、佛の敎を 
成就せ卜。 i 
出離を尊一とし、不瞒恚を專一とし、取を盡せし人 

十三！ a 品第十三 


の心の遠離と、 (六 Bo 
愛也を滅壶するを專一とせし人のがに愚癡なきと* 
處の生起とを見て、〔我が〕心解脫せり。 (六 31} 
善く解脫を得、心寂靜にぼし•旣に爲し瓤へたる 
ものは更に〔業を〕積むことなし、〔彼に〕爲すべきこ 
となし。 (六 Bl — ^ 
恰も一塊石ょ b 成 n る山の風のために搖がされざる 
が如ぐ、 E じくぢ味聲否氣等維て。 1 ) 
可愛不可 k の法も亦、斯る人の〔心を： T 動かすことな 
し、其の f は住立し*繫結を離れ、又滅盡を觀る J 

言) 

右ソーナ • nl リ'并サ長老 
【一】法知技三七〇偈註參照。 

十四鄕&飯十四 

六九 








國跽長老偈 

犯似 f ょ. ok でて 4 Lil の身となりし以來、卑く 、 cf 
つ〕？§ぁる思惟い我に起^'しことを知らす 《六四五) 
此ぎの斟龆 rj *5 ち、船 b 、 r に至ら t めんと、此の 

■の £ s 皆く 3 i せられ、,紀 C て齡 
に郎^^られたること* w 知る0 {^ ra } 
あらゆるものを親とし、友とし、あら作る生類を r^ t 
齩する褴、翫にぞ齡甏を账しみ妒瓤鉍を帜妒1 g へ) 

， r%. ぅご こN1ろよ <こ -cftle ん C ん1*こな7ん r.5 

我動かす*描がざる心を悅ぶ、我善人の行へる梵れ 

を於 Ml す。 {六5九} 

非尋に逮達せる、正徧赀者の弟子は直に聖き沈默に 

がしてあ-<^。 {六五〇 

巧も机邮の！？ H じて齓かざるが如く、同じく比丘は 
ぎ ft 基したるが故に*亂かざること山の如し。 

21 ) 


七〇 

執著^<くして常に淸淨を求むるものには毫末惫の邪 
惡も虛空の大にど見ゆる。 {六吾} 
0ぎにある撕坡气柯外ょり阳謎するが如く’等し 
く自 P : を奶諶せょ、瞬時^ L 、逆過せしむることなか 

孤はず 、 Mug はす、， gviA 
る奴俟の如く、時の至るを待つ。 {六 為} 
蚍は妃 を 桁は t 狐は 奶 f 欣 はす、 ITL 籾“ ¥ふんにし 
て時の至るを待つ。 (妾九} 
k 帥に4駝し、佛の敎を成ぜ办、我第荷を卸し、生 
有の因を滅せり。 言) 
我は彼の lJVJ 益〔を成ぜん〕がために在家を出でて、出 
家淡度せしが、今其の利益を成就し、あらゆる結縛 
を斷じ盡したり。 {六五七) 

し0>5ごん CT こ h .#? マか/»い5 li A < c やくい 

精勤に して成ぜ ょ， 之我が 敎誡な り"今我圓寂に入 





»*れら <>ri ** •ん n と か IV & 

文五八} せるもの•彼等は住立して恰も門柱の如く、彼等は 


らん、我は隨處に解脫を得たり。 

A r ちやぅら5 

右レーヴタ長老 

释へば牛象く、勝れたる〔¥〕 の 荷に繫がれ、荷 k 運 
•ふに、 過度の 重に胝されて〔而も〕铌を離るることな 

きが如く. (六五九) 
6と ち ぅみ みプ み ごと 

等しく钾に俯 满せる こと、海の水に〔滿てる〕が如く 
なは、ぎ^?を1^することなし、之生類の賢き 

紀？。 言) 

5? 〔のが〕 にぁりて、 喘に 降伏し、生有非有に降伏せ S 
は¢1 <をデく、飨の氮被の W は f の處にぁ> て S 
Sc す。 {突 一) 
职の泥 にょ b て 上げられ、ぎの法'にょりて下さる • 
H 實に配 知せ ざる愚んは〔苦樂〕兩者のために惱爻さ 

る。 言一) 

の上に k % の f に、又中〔道，〕の上に t 念を超越 

十四 a 品 第 t 四 


煽られ壓へらる、ことなし。 0 CS ) 
所得あるにも、所得なきにも、^!にも、令聞にも、 
批雖にも於讚にも、咬た苦1にも安樂にも。(六六 B ) 
彼等一切處に染著することなき、猶ほ邋葉の上の水 

_i f 115しや4(¢:ょ あん』く 夂 さいしょ はいほう 

滴の如し、勇者は一切處に安樂を得•一切處に敗亡 
するなし。 uf 
法にょるが故に得ざると、不法なるとは、法に 
合ぅて得ざるこそ、不法の利得に勝6たれ0 
g " ダ％ i の」」纪氣5と、智ある M の黎 W きとは、 
f ぁる W の is > H 3 こそ％如が y もの wi ぎ高.？に勝彡 
たれ0 1 

ちにぶ 1ょう f : 人 ♦? ひ t ひげ. 

智鈍きものに稱歎せらる >と•智ある人に歌謗せら 
る、とは、智者に誹謗せらるる乙そ患者に稱歎せら 
る、に勝りたれ。 1 W 

七一 







国譯長老偈 

gi り m る奶获 I ，遠離に伴ふ苦惱とは、遠離に伴 
ふギ骼？そ粑より此に i 公たれ〇 i 
非法によりて生ると、法によりて死するとは，法に 
がへる死乙そ"非先にして生るに勝りたれ。(笔〇) 

上く！！ 5 ふんぬ 十 し9 ■うう L マ 5 C •ろじ ♦くじ やう t 

欲 ^ , と 忿怒ふを 捨て•生有より 生有に 心 寂靜に歸 
せる もの liilic ば著ゝなくして遊行す•彼等には愛な 


ゆる み U 


ごと 


の思惟を攪すが如し。 


七二 


V ん办 T 


i 


. 〔咬た〕非愛なし《 


(六七一)人は苦に厭嫌す、之淸淨の道なり。 


S1} 


〔七〕 g 铲、 〔六〕版、ま SS 力を 修 1 し•最上の 寂 
止に 達し、 無漏にして涅榮た入らん M 

み r ちや 

右ゴーダッタ長老 


t ゆはん fr い 


十六頌品第十五 


»ふ 


大味ある法を聽いて"我益之を信す。說き示され 


1くとん 


frT 


猶ほ風 のために 揚げられ たる 座 埃を雨の 鎭ひ るが如 
く、 g しく r 似て a A る i は 思 III . L す。(息 
二如船^ I 観な-の M - く fm 、 


>と く 之んけん これしやぅじやぅみち 

人は苦に厭嫌す、之淸淨の道なりリ 


fj と ち 


w いしよ S ►やうく か 

切諸行は苦なり」と、斯の如く智を以て見る時 


大んげ八 


S 七 ) 


スしょ氏ふ 


たる時は欲貪を離れ、一切處に著するとなし)(六七 a 




此の世界地輪上にありて多の像は欲貪を伴へる淸淨 


二切諸法は無我なり」と•斯の 如く 智を以て見る 時、 

(六七八) 

ち け 5 tr ん K よ 0-9 II んするど 11 とけつ かいご >しや^ 

長老橋 Jg 如は出離の念銳く、佛に次ぃで開悟し 生 

F 齡して、 歉, 鬆じたる A ? 重 

f の紙ょり齢れた bo {六八〇 
ホ i にして斷 T する比 F は惡友に親近し、波のれめ 





k 倒さ“，大，の中に沈む。 so 
浮虛ならす、動轉せす、愤 m にして銪艰を攝し *: i 
友ある智ネは苦惱9際を盡すものたるべし。{六八一一) 
四肢はヵーラー樹の耔節の如く.瘦せて脈管現る、 
飲食を知る人1心貧しきことなし。 

深林、大林の中にあ6て虻または蚊のため k 蛰され、 
- 〔而も〕戰場に〔臨める〕象の如く正念を失ふことなく 
して之に堪へん0 {六 a ) 
我は死を欣はす•我は生を欣はす、铪も1をわれる 
從僕の如く、 W の到るを&っ。 {六<る 
我は f を欣はす、我は生を欣はす•正デ、正念にし 
て時の到るを待つ。 / {六八 A ) 
我師に泰事し、佛の敎を成ぜ6、我货荷を卸し，生 
有の因を滅せり。 c 六八七) 
我彼の利1のために在家を k でて、出家撕1せし 

十六®第十五 


Z 1 T » くり fvi 4. Kc ^5 X T 户 XJIV なん te -5 

•か、此の利狳我今之を成•せ5、^^0て我に何の数 

かある。 貧八/ , .} 

み r i ン滅处«ヤちゃ、*.5 

右阿、？馄 JJ 如れ老 

人にして己をし、 L に；；：し、； g 作は！^の獻に 

§ 

人は此の一切&也の妒 K に鉍したまへる 〔 iri 鄕 

L , mss u t fffff 

聞け6。 {々九〇 
J 切諸結を超越し • E 林よ6非林に來り、諸欲よゥ 
脫るるを樂みとする乙と、黄企い？！よ6〔脫 るる j か 

0 W 

如し。 {六九 一) 
那伽の名あるものの中にて t に -- の名に如應するぎ 

じや5しや 

上者な60 0 c 九一) 

我汝がために那伽を1 s かん、破は悪を齡さざるな6、 

七三 


} 00& こ V ろやくじや 5 よ <C*J uo 

{六 <s 一則.^、心の寂^5:悦びた1へる正#^ 









阐浑長老偽 

熟-1と不害と i の二は那伽の兩足な ■ 

L ， 5la ん 


(S) 


七四 

ために汗さる、ことなくして生長する•か如く^^ 0) 


正念と正赀と、此等は那伽の他の〔兩足な by 大那 
W は徹心をデとし、^.靜1安ふ：一白牙あり.文丸 S ) 

し T rl A <T ち裊 わ f : 鼇へ5し，* si *l ふし f > ? «ふふく 

正念は首、贺慈は頭、…思惟は r 法思、和住は法腹、 


遠離は其の尾な* 


{六九る 


r の配し 1 ;は、？ <:it を f し、怒 fST に£す、 
那伽は、行くにも定に住し、那伽は、立つ k も定に 

住す、 (六九六) 

那伽は臥すにも定に住し、坐するにも定に住し、1 W 

はあらゆる嘏纪に^ s す、ど亂 i の成就"な50交セ) 

W なきを S {げ、過あるを受けす•食物と被衣とを A 

て、紫1<た&を斥/く。 (六九八) 

，蛏の輅結を〔斷ち〕、あらゆる翊縛を，斷ちて*隨處 
に行くに、期^する所なくして到る。 {六九九) 
に® J て，淨^:ぁ\ ® すべき&蓮の水の 


等しくまた沸は世に生れ出で" 111 : に住し、〔而も〕世 
の fc めに汗されたまはざること、猻ほ赤蓮華の水に 




〔汗：：：ざる〕が如し d 


{七3} 


f : い <»> 


办 P 


點じたる大火も薪を與へざれば、消滅に蹄す•餘燼 
存すとち『旣に消えた bj と稱せらる。 { voli ) 
f の蒗1 •) を啓示 > べき譬喻、誠漭にょ b 說明せられ 
ST 那伽にょ b て說明せられたる那伽を諸太那伽は 
知識せん。 S 


技な 


UL % 


貪ょ6離れ、 Bis ょ b 離れ、癡ょ b 離れ、漏あるなし 
那伽は身を捨て無漏に L て圆寂に入らん。 

% r ち，->45 

右ゥダーィ長老 

【一】 va — nib — 11には林、非林、有»、杯.，《、«欲等の«鵡ぁ” 
されば此處は R を互 1: して 12. るを可とす。 【 H】N9lgaaificfot 
0 # な今«|0£+劣0、乂怒を犯さざるの*(3+占10|1て、概农*ま 
た人中 « れ r: る人の意。 【 H】vimABislu 【四 】〕 baBmAcinirp 











t ^ 


二十頌品第十六 

(一) niQS* gf t ; ため“ f 知に i 
せしもの•總て之怖畏にして、此等のものは露ひ mj 

重 


っ11かり。 

霣んVこ ふゐ C やぅ »• んしょく裳す^^ f>t つ♦*、«%ふ 

汝には此の怖 S の状なく •顔色益和悦す、斯る大怖 
畏あるに汝何故に S 催せざるや* (さ六} 
§以ょ、期望なきものには仏 ilnj なし 、 mtt 如を t 

生布の因を盡し虻祀に S を i たる•か姒に、船に妒骱 
なく、恰も m 荷を卸すが如くなり。 TOC 
我善く梵行を修し*道をも斯 く 紙扔したり•挪船に 
恐价なく、恰も病の癒ゆるが如 ' 。 (七} 
我#く梵行を修し、道をもぎく船粑したり、〔孤〕し虹 
有の愛樂なきことを見、嘸みて捨てたる窠〔の如くせ 
一一十頌品餌十六 


(七 | Q >- — . 

t ^ 5 c ひが人 f>n し «#f rc t V ろ 

〔生死の〕彼岸に度りて、取？： r なく、務を終り.無 M 
な纟、命の盡、るに^ J せること • 谳 f ? を免 U た 


るが如し一 


(七= 


( 腻 > I いじ冷 5 isol 5»5 れつ J..V けん よく «• いへ 

最上法性に達し•一切世問に欲なく、焚ゆる家 
ょ5脱れたる•か如く、死に〔當りて〕薆苦せす。(±11} 
集合せるもの、又生有を&るもの、之は總て矿止な 
し i 、 大仙は斯の如く宣ひたり。 (七 一 a 
佛によりて說かれたるが如く、氣の如く；^を知るも 
のは生冇を執ふることなきこと、恰も® 1 熱せる铖丸 


の如し。 


(七一四} 


我には、「ありちごと云ふ〔思〕なく、「あらん j と云ふ 


し Mrr J 


〔思〕なし、諸行は滅盡せん、此處に何の憂馏かあら 


ん( 


重 


長よ•純なる法の生起と、純なる行の繁衍とを見る 

七五 













國 W 得老俱 

乙と 如實 なる ものには怖佟ゐることなし。 (七一六) 
取や範に1し間を、贺懸を以て見る i は、： g 我 
有の念を有たす、『我に之なし」とて憂苦する乙とな 


七六 

彼によ b て^の'滅镟に，する無上の法は說きボされ 
たり•彼の i のひによりて〔我は〕此の無憂性を得た 

{七；一:一.-} 


6 - 




(七一七 r 盜賊等は仙土の善く說きたる語を聞いて敛と〔他の 


我身ヒ厭嫌し、生有に欲望あるなし、 これ 此の身は破 
られ、他〔の身〕は更にあることなければなり乂七一八) 
汝等「我が〕钟を以て爲すべき こと あらば、5?:む紀に 
よりて之を爲せ、我には之を緣 として こ、に B 8;. 恚も 
情愛 もあることな けん。 

彼の .: の is を W いて、希冇にも身毛卓立しき、如を 

なげ5 しよ寶い fl ん& t — fl 

抛ちて、諸靑年等は下の如くいへり" S3 

『大德、何を爲してか、將た誰か汝の師たり、誰人の 


T 


.>0け 


兇〕器とを 捨て、 或者は其の業より離れ、或著は fit 家 


なん V 


敎に依りてか汝は此の無憂性を得たる。. 


1 ii 


1••も cf 3い*;んしよ5し ， b LU ん U い>み t 

r 一切智者、一切 見者、 勝々 は 我 師範^ り、大悲愍 


を樂へ 


{ 七 S 


此等の識者は蕃逝の敎に於て出家以度し、〔七〕错支、 
〔五〕加を修習して、■心歡茲し、滿足して無爲设樂の 
(七一九) I 道に達しさ。 公一*} 

み r も5»うら, 

右アデムタタ長老 
沙門比 E < パーラーパ” 


〔閑居、獨坐、禪思して6 


琴ひを 


*9 


し 時、 〔下の如き〕 M 起りさ" 


《七5 


如何なる 次第により 如：！：なる禁行と§ 行とに〔より 
て か〕、人 li 自己の義務 y : 果せるもりなる、而して何 


tt 鼉 /» 貧け A. •，し* P し 

者•一切 ifr 間の II 者たる師な 


1MC な 


(七11 S 人を害はざるや ( 


2七) 


I 





• cITd しょこん ，やく ふ，やく m $ 0 H らもろ-^ * R ふ 0•ろ後5し 

A'w: の諸 ® A は、利益となり、また不利益となる、護此等諸の法より、心を防止すること能はざるもの 


られざるは不利益となり、護られたる It 利益となる 

な bo t 七11〇 
s-s i % Li ぶふ 1 r»i c c ^ ^ ， ucf : 

薪眩を護ぅ、然根を防ぎて4?、人は自己の義務を果 


1 六なにびと 


ecu 


せるものな b 、 又 W 人 5r も害はざらん A 


{七 S 


がし〔ぶ影氍€らんとする黠を娜せす 、 s 

紀をがることなくば、仏は苦惱より脫せす 。 《WS 
纪し 〔 AY 5 S ^ 奶奶一んとずる w 板を制せす、 m ! 


かれ< 


難 i: 見る乙となくば • 彼は苦惱よ 6 脫せす』 Q 一一ご》 
友だ出離を見ざるもの若し諸の否氣$:嗅がば、彼は 

SS 

隞または S% をぼ齡し、味粑に執著するもの 


?ぃ作く 


だ0 


香氣に迷惑して、苦惱よ 6 脫せす - 


は、心资醒>ることなからん. 


一裹 

VAVT 


は、邡ょ令して、總て此の五〔极〕ょ6、苦惱彼に追 

I す。 { WI 5 

膿血に满ち、咬た數多の死屍に〔滿てる身は〕、勝れ 
るんの手に成办、彩られて、美しき藍の kLowo 
r き甘味、ぎしき愛の輅縛を赍らざること、蜜を塗 


-? みそり 




たる剃刀 4: 〔覺らざる〕が如し 


S 七 i 


美にして快き諸の觸を記 tg し、貪欲の根に染著せ 
るものは種補の苦惱を得。 SB 

二十 ffl 品第十六 


女の形貌、女の味、また女の觸、女の香铽、此等の 
ものに染著するもりは稀種の苦を得。 f 七 w 八 5 
it の孔穴は、緦て五處五處に〔汁液ハ 6 谚み出す、 
椹 mA. て姿を防止し ^: るもの、 

扣 rv •♦く ひと かれ II ふぢ5し5>かれ か5め5 ? 

彼以利益の人、彼は法 住 者、彼は 巧妙， 明辨の人な 
、 g.: れ〔貧〕佚あり、兹ある務を樂みて.爲すべき 
• か故な办 。 . 

V 於逸にして明辨なる人は、 2 沈下を來すべき、利 

七七 








阈》畏老偈 

r なき務を、務と見做さずして斥けょ。 

9 T と-な ほふ • •こ , H 

利益の伴へることと、法にょれる喜樂と之を執し 

て r へ、穿^ nil 。 《I 

穐種の方便を用ひて他に克たんことを希ひ、打ち、殺 
し、15に^|〇し*を m て船を S し、 is 
妒ほ加 V る M のぬを〕鈀くに，瞅を以て，橛を拔く 
が抓くす*叩鍬の5は、跗妒を龇するに、諸根を以 

てす。 mra 

信心、 精進、 定.念、 窓を修習し 五 〔力〕 を 以て 五 〔欲〕 

を打ち，遮 Hgf は往くに苦悶ある己となし。1 

鉱は粑 ti の W た6、街住 t た6、總て佛の言叙を爲 

し！ T ひて i す Mr 、 彼ちは黏を如モ(裏 

右パ丨ラーダ PN ヤ長老 

1^にして齡を犯憶ずるこ-^時、沙5:婆羅門に間 
うて、〔耐も〕心の安 k を得ざ6き。 《七！！七》 


七八 

此の世に於て彼の彼岸に透せる劣のとは雄ぞ、誰か 
1^の&〕に配せる“ AX 艇にして^ i に取ぜ 

is .^ s ふ免の愚にして鉤に懸れるが如く、恰も0ゴ 
1パチタチ阿修雑 L の大闲陀 f の鞀に縛せられたる 
が如くな b き。 《七 s 九 i 
我は§之を m 楢らん、我は f の•憂苦脫れん、誰 
か此の世に於いて、我が縛を解き.正覺を得せしむ 

る ぞ。 奮》 

呢の齡 m 婆羅£か、我に〔其の：！斷絕を指示する、何 
M の街にして、恝砑を孵除するものをか我は受取せ 
ん。 S — 
鈀獻 * 齡衢と猷まり、謎 t の九 fc 結び、忿怒を料、 
が起ぃにして、把泥と. 1 S 
如奶の5?ょ b 姐れれれるもの、 S 三十〔の身見邪見 












と〕結べるもの、凡を立てるものは、之 V 破りて、己 
の力を見ょ。 

他の$見を捨てず、思惟、追馑にょ6てキ熾な 
らしめたる、我之♦かために衝かれて動饵する乙と、 
に搖が3るる杉妒の i し。 ¢1 
我5^の念は我が內心に起りて疾く熟するに至る、身 
は六の範處にして〔我？ F は〕常に W ぼに發出す〇セ5 ) 
我未だ既成 I なる我が W の筋を拔くに、探針を以てし 
て、他の刀を以てせざる释者を見中。 六》 
歉か爪 r く f なくして我が，^心にぁる fT 總て我が 
四肢を害はずして我が節を抜かんや。 

彼の最尊にして免と過とを排除したまふ法主は深處 
に陷りたる我に陸を C 示し〕手を示した爻は A 0 七五八} 
葬は沼の中に66、除き難き座埃の侧に祕む、虛偁、 
嫉妬、議論.昏沈、隨眠の蓃れる中にあり。{七五九) 
11十頊品¥六 


染欲によれる见惟の車乘は調戯の雷、繁結の雲、橫 
邪の見 k 運載す。 《実〇 
流？ i 四方に流れ、蔓は芽を生じて存す、誰か此淨の 
流を防ぎ、誰か .: の萑を斷忆ん。 C 七六5 
女德、流を防止する堤防を築け•汝の心よ b 生ぜる 
流をして、暴力を以て樹を擊つが如くせしむること 
なかれ。 • § 
斯の如く我•か、 me 怖を生じ、此岸にありて彼岸を索 
むるに依止處となりたまひしは仙士の萆に阈繞せら 
れ智慈を武器としたまへる師な6き。 《七六三5 
於に記 rl る漱に粃梆よく、龆く、法の精を以て 
造6て强き階 V 與へた爻 S 、 尙ほ『恐るることなか 
れ J とも我に宣ひたり" 《七六3》 

ねん e よ ろ5かく の H われ I しんけん わいらく 

念處の樓閣に上りて、我は先に身見を愛樂せ〇と思 
ひし轚を觀察した6さ。 C 七六五》 

七九 







技れムね ❾ Jr みち 為 Vうし 

我船に上るべき道を見しとき、己に住止する乙とな 


かみ 


あんぜんな 


a い1;や5 ふと5 み 

くして、最上の ia 頭を見た- 


ro 


靈 


影は組みて八 蘇と なし•眼は® i れり ，之 
ぎ A 5 ぎ鯢のためには^ SK 、 酽黾を粑むるもの { C は然 


as よ-^で、生有の舐よ-^する t 、 此等を止めん 

•かれめに最^ H の道を說き示したり。 《七六七》 

ちや！^ ccnr* ぐ” ち®-ぅ,53多やく b けつ嫌べ 

長時我に隨臥し•長夜定著した6し我が結縛4:、 

と過とを除きた1 k ふ佛は、我がために拂 a たまへ 

h.o {S 

みぎ もや 

右，グ ー ラカ ー •一長老 

制りたる像•制腫の W 、 病を锒き、多の思惟を有て 

る敗 5 T の Jr を髟よ、ねに確既なく、住立なし〇芙丸》 

と把遝とを M 4て航6、齡と皮とを以て如みた 

る和身を見よ、衣§1を以て¥しきな bo cgol 

足には蟲脂を塗り、顏には香粉 1 J : 施せり、これ愚人 
愚迷のためには可矣、〔されど〕彼岸5:求むるものに 
は m らす • W 七-》 


らゃ〇 


SS 


組いくしてがる ■, s * n : き、は裝亂 

こ H ぐ C んぐめい よ tA がん 

せらる-之愚人愚迷のためには可矣、彼岸を求むる 


>のには然らずへ 


《七七10 


繫獄^5け^はねに紀らす‘ H 、 して” i 
歡軋は giib 、 1はおらん1云ふ。 i 

表 く 


獵夫の Si は破られ、鹿はこれに繫らす、餌を食ひ盡 
して、『&獵濟 a 纪ひ悲めり、我靖は去らん i 云 
り。 1« 
此の世にありて財ある人を見るに、思にして財を得 
て dl も〕ことなし、靶纪の人は財を獻强し、諸 

雲》 


よく ti 3»± I す ^-**- llttllrf 

欲? r 貪ることまた益甚し Q 


^9 ?iw t ち%じや5 譬いふく Vんもぅみ い t: 

王は暴力を用 a て地上を征服し、全地海に至るまで 






























併せ有して、海の此方にては滿足せず、海の彼方を 

も得んと求む。 《七怎》 

王者本他の多の人人ち愛欲を離れざるに死に曾 ひ、 

未だ 十分なら ざるに身を捨つ、これ此の世に於て諸 

欲を满，•ことなければな bo «戈1 

親族のものは髮を亂して、其を泣き悲み、また「願く 

は我等：小死なれ J といふ、衣服を只て包みたるを外に 

配び、'火1堆を紀みて其ょ b 茶毗に附す。《セ友》 

ぼは i を以て刺され、&財を抡..」、 W 一 衣にして燒 

かる、死せるものには、親族朋友または同人も依 L.L 

にあらす。 {七八〇 

嗣繽者は彼が財を i ： ち去る、人は其の業にょりて赴 

くものな0、死せるものには財 k 隨ひ行かす、兒も 
01 r い fu > 

妻も財も國も〔隨ひ行かす〕。 《七01> 
財によ办て長赛を 得す、富¢よ6 て 老を滅さす， M 

二十頌品第十六 


It ん L-P«•!! ， ♦ み ，9 せ 5, や 5 ffd 2A a ふ 

れ賢漭は彼の癱命を C, 盘な0、無常な5、镘壊の法 
なりと稱すればな6。 《七八一一 i 
(富めるも貧しきも共に〔死の〕觸に觸る-愚なるも賢 
||なるも同じく觸れらる、愚赉は激に打たれて臥し、 
賢者は〔死の〕觸 r 觸れて震ふことなし。 {七八 a 
一：されば智こ r. は队に勝りたれ、初によ6て〔人は〕此 
一一世に於て終末に逹す終末に達せざるよ6して f 癡 
のものは生生邪業を犯す。 《七八 S 
人は iM 界に人 b て次筘に胎に入り、また他り ii 界 
:一に入る、其の少智にして〔而も〕信心あるものは肋 U 
一入り、 t た他の世界に入る。 ^3 
:恰 At 賊の現行中捕へられ、己の業によりて、邪法の 
J ものは滅さるるが如く、 R じく菊衆は來生、他の世私 
に 於て、 E の業'のために、邪法あるは滅 さる 0 七八六1 
鋩奶は美しく、甘く、愛すべく*棟揷の形色により 

八！ 







wa fi 老® 

て4を^、3れげ砮、乎」歡2:に鬆』 


て屮 I 家した* 


一七八七> 


§ 


敗 infsp 、餡の if ゃ、街の r 

るが虻くな6、知 S 、 4は之をも見て出家せしな6、 

m の犯£斟乙そ勝-'たれ。 . 

がに ょ b て ult 釔し、勝者の敎に人れ 6 、我が出 
象には S なし、我負憤なくして食 4: 受けん。 i-B 八 ^ 
m 阳を妒ること、^^の 如く、 黄んを〔見るこ色、 

や *#*\ n . ,J く ^ *» f : く ff f > く UV く 

刃の如く、胎に下るょ6来る苦と、地25の大苦とを 

r 1 

l の獻齡を髿て锨は圯の mm 如じき、我は其の1 時刺 


め CC ん 


されて、諸漏の滅谥に達せ. 




• 八二 

しが、今其の利益を•故就し、あらゆる結縛を斷じ盡 
せり。 f 戈^ 

みぎ ちや，ら7 

右ラッタパーラ長老 

S を f て、奶如を i 體するものは正念を忘失す、染 
於が似あるものは、&を：ぢし、丑つざを愛執し 
てもす。 {七九 ra 

色ょ6生 r る彼が饨穐の受と貪と害とは增長し、其 
のが以苦惱に逢ふ、斯の如くして苦を锁むものは浬 
榮に遠ざかれ6と稱せらる。 tbK . 
&を開きて愛相を思惟するものは正念を忘失す、染 
荖の心あるものは〔猓を〕1 g 受し、且つ之を愛て 


2 HL ぶじ に1 けをし/ t * H «: l #5;.* 八 VA . 

我帥に奉事し、佛2敎を成就した6、我重^を卸し、 

L^f7 V*ん 

生有の因を滅せ 

我、彼の^:益のために、在家を出でて•出家枓度せ 


存す。 1 
腚ょ6生 V る彼が秘樋の交と贪と害とは！？ 長し、 其 
S 一一} の心は苦惱に逢ふ、斯の如くして苦を積むネのは浬 
槃に遠ざかれ*と稱せらる- d } 








# T を嗅ざて愛相を思惟するものは正念を忘失す、染 

V ，くこ、ろ か，%»入じ， か • これ b.*A 

著の心あるものは〔香を〕成爻し、且つ之を愛執して 
於す。 {友八こ 

W ょム r 8が船5の封と m と於とは氍'し、ギ 

のが y 古衡ふ、斯の： * くして r をぼむものは涅 
1谢ざかれ6と稱せら5。 C 支丸 J 
がを奶して愛相，を也惟す6ものは正念を忘失す、染 
紙1:ががる.もの ut & を&么し、俨 otk 愛執して 

松す。 二八00 
%ょ b 奶がるがが M 種の受と貪と害とは增加し、其 
の^11 i 苦惱を受く •斯の如く-^て苦を積ひものは涅一 
槃に遠ざかれりと稱せらる。 ^3 
撕に鲰れて紀埘を肥槪するもの i ^ 正念を忘失す、染 
るものは〔脒を〕獻敗し•且つ之を愛執して 
於す。 {八 01 1J 
二十 ffl 品第十六 


f L ? iruL # A \ $ i 鲈沪 ぞ‘ t 

觸ょり生する彼が？£秫の爻と贪と害とは增加し、其 


£ 1 / 


の心は惱壤を蒙る、斯の如くして苦を？3むものは涅 


1 4. と V I Ji 

繫に遠ざか nb と稱せら 


(i 


It ふ し して LTnA . 戴>しソ X 

法を知6て愛相を M 惟するものは正念を忘失ず、染 


办い L. 


V ，くこ•ろ tt ふ かんじ*#か • f HI - 

著の心あるものは〔法を〕威受し、且つ之を愛執て 


取す( 


i 


法ょり生する彼が稀種の受と貪と番とは增加し、其 
の•か e 惱畨に逢ふ-斯の如くして苦を積ひものは涅 
榮に垃ざかれりと k せらる。 c 八 oa 
彼色に r せられず、色を见て正念を失はす， 

9 必ん しん し奮 ,cs か C . Kfe . t . ^ 

離染の心を以て〔色を： 一 威受し•且つ之! - C 愛執せずし 
て初す。 

色を见、或は爻た受を威でる乙と彼•か如くならば〔其 
の苦は〕減ぜられて積まるることなく、斯くて彼は正 
念に して 遊方す、斯 く^ i て 苦を 稍むことなきものは 

八 H 








w » 長老偈 

塊鉱に si づけ6と稱せらる。 穴〇ヒ} 
批心ちのち k せられす、梅きて正怂を矢はす* 

，ipA -w i し，， かルじ, か ：水 b い 

離染の心を以て〔钺を〕威受し、且つ之に愛執せずし 
て把す。 (八0八) 

Syr 、 辯ま；^を iv ること槪が如くならば 
〔其の苦は〕減ぜられて稍まるることなく、斯くて彼 
は JH ^ 念にして遊方 T 、斯くして^を桢むことなきも 
のは涅氣に近づけりと稱せらる。 (八〇九) 

也に8せられす“1髮をがず、 
ki ® を H て〔漱を〕氍し•且っ•ねに乾—し 

香を嗅ぎ、或はまた受を政すること彼•か如くならば 
〔其の苦は〕減ぜられて積^る、ことなく、斯くて彼 
は正 t にして遊方す、斯くして苦を積 V; ことなきも 
のは涅槃(:近づけりと稱せらる。 (八二) 


八四 

齡山 isJ ( M に紀せられす、味を嗅して正サ V で失はす、 
ぼ^のて〔哝 VO 颭受し • F つムを愛執せすし 

て松す。 {八；一 •_} 

味を喫し、或は tT 2 受を威すること彼•か如くならば 
〔其の苦は〕減ぜられて•積なるる乙となく、斯くて 
彼は正念にして遊方す、斯くして苦を積むことなき 
ものは浮榮に近づけりと稱せらる。 {<二一 W 
彼はぞ紙に染せられす、机に觸れて正念を失は t 
W 染のがを以て〔觸を〕紀受し、且つ之に兔執せすし 

て -# x す。 (八5 

觸，广 .-kn、 成は t た受を感すること彼が MJT くなば 
〔其の苦は〕滅ぜられて"秘まるることなく •斯くて 
彼は正念にして遊方す、斯くして苦を锇むことな& 
ものは涅榮に近づけ6と稱せらる" {八 i) 
槪 liiiw 法に靶せられす、法を知〇て正念を失4 1 





9 CA ox か こ h 4 

離染の心を以て〔法を〕威受し、且つ之に愛執せすし 
て存す。 • (八一さ 
法を知0、成はま；：！受 t 威すること妒•か如くならば 
t 其の苦は！}澈ぜられて既まるることなく、斯くて獻 
は正念にして遊方す、斯くして苦を積 If 乙となきも 
のは涅氣に近づけ6と稱せらる。 {八一七) 


T 5 なん V しや•ん な A . 9 %< 

色 ありて汝沙 円 とならて何の利益かある。 {八ユ|} 

なん曹羚5 V ん9ん¢>5 ui しゆ せい; - くし， 急んぶし5 

汝は王、轉翰土、四方の主、征服茗、閻泮洲の君た 


xt 


るに適せ • 


1 


Ar 


右マールンキャブ，夕長老 

組祖のぞ P にして、今ょく、配すべし、 

汝は金色な6、汝は皓白 v < な6力£の人なり。{八—} 

ぁ bu (八—) 

淸明なる眼、大にして端しく、•嚴かなる好き.瓯あ 
6て•沙門 g の邨に、光 ‘ y 齡っこと、槪：^ 1 i の ； g 


そつ X い • し *# ふ蓼い わ， 驽ん S ふ 1.AL や く t ん L1 

刹帝利種、商財の王も汝の附隨者たらん、鴻 M 、 諸 

1 |>うちラ しや にんげん し凊 わ 5 じ 今や今， 

》王中の王者•人間の主、王事を傲理せょ。」 {<!ia 
世#宣 U く「セーラ、粑は K なぅ、船 E の！^ i な6、 
法にょりて輪を轉ず、轉ぜられざる輪ダ0」(八 一 lg ) 

»1'なん V くとんく L _ 一一ら4ん む rf 5 はふ 

セーラ言はく r 汝顧發-正赀者、婆羅門、無上の法 
王と名乘り、法を以て耠を轉ずと云ふ' (八15 ) 
錐か®り軍帥*帥の一一績のル子なる、 I か此の艇ぜ 


«二，八 なら てん 

られたる法輪を傚ひて轉する. 0 


S 六} 


.¥♦ ん 9 f : 纛 ij X 〜 « VAt ? t や*^ RJL -,、 

世^宣はく r セ—ラ、我が轉じたる輪、無上の法輪 
を、如來隨汰5:ぎ利弗は傚ひて轉ず。 


\u 


し•じふ 


igf 、銮にる gtf、rs れ2 

二十頌品聃十六 


5七} 

(八一〇) 識知すべきものを織 W し、修1 すべき ものを g ® r し、 
捨棄すべ5ものを我は捨棄した 3れ 細 門ぐ 

人 玉 
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rb «之#; 

我は佛にぞある。 


八六 


(As 


そ 汝 t 蠓つげ 

者の側にありて出家せん。」 


われ <2 rh く のぞ しん 一一 t I んし7と5ゲしゃ 

我 {'cRa すろ疑惑を除け、信ぜよ、婆羅門、正等覺者 


{八妾} 


•IiK^ : It t I ん VOLTh〆 ff* ん £4fc 

此等三百の婆羅門、合掌して願ふらく『世尊、我锿 • 


を常に見る乙とは有り難し ( 


(八11九) 


00 


其の常に世に現るることは有り難し、婆羅門、我は 
乙れ覺者なり、無上の锊米なり。 (八！！1 0) j 
至高無比にして魔•取を伏す0もの、あらゆる敵に克| 


二/; 1; 


• i-fc tt ん r や5し» 

汝の側にあ6て梵行を修せん . ° 


i 


「セ 

た A 


1 / んしや *^ そく C く #> lfl.fcsrA.r や 5 X I 、 

丨ラ、現生、卽時に〔果を齎す〕梵行は善く說かれ 

ItT ご. V し*#>く ひこ ネ C け 

精勤‘、修學する人の、此の處にありて出家 


〇/:耄 


，おそ 


ち、四方個るる所なくして喜ぶ。 


so 


セー ラ言はく「諸 友、具眼 者の語る 所を聞け、 彼は芮 
帥なり、大雄者なり、林間の獅子の如く吼ゆ〇八一一一一 一} 
至高無比にして魔 t を克服するものを兑て誰か aw 

せざらん*假令黑族の生ならとも。 

石我に〔伴はんと〕願ふものは i へ、また願はざるも 

のは％れ、齡は，に、 i 製の i に tHill せ 


1 


んパ 


t IC や5、 t かくしや こ 争しへ1ろこ t>tit 衰たしよ. 

『尊、若し; rF 徧费者の此の敎を喜ばば、我等も亦勝智 


する li 徒爾にあらす」と世尊 ( i 宣ひき0, 

ぐ tf / u しや v そん onw >i さ會だい に％な At き t 

”具 Jn 赉、世#、我等は今ょ-^先笫八日、汝に蹿依し 
て、七夜に汝の敎に調御を^:た- CV 。 {•八一,;八} 

A ん V f け々んV tt:A.v か 4鷗 な*».孓 

汝は佛•汝は師、汝は魔維に克てる牟尼、汝 ui 愛 

VV やぶ みプかし f -5 e 5れ Hr:do c 

茗 > r 破りて， A ら〔生死の流を〕度办ペ E に充の羣生 
(八 s j を渡す。 • {<£ 
汝は生の素1を彫え、船齔 kii せ气1 i な 
く、恐怖畏懼を捨てて、 lsli L 子の如し0 (< s ) 
此等三百の比丘は <： T を'^せて"立て b 、 ボ粑、銳を 
伸せ"諸龍象、 i の C 御足を JSS ;. せよ c.°{<aw 


SS 








必^ちゃ5 >1 

右セーラ長老 


我がために象-.^首に柔かなる被衣は敷か U •我はサ 

い.8 めし 夸 、 I にで 1 く 

1リ稻の飯に戊『肉を撤きたるを食3しが、(八 S 11) 
我今 H 連よく • く、遺稱の鉢に入るを樂卜、ゴー 

し # VT 


す*ゴーダーの兒なるバッデヤは、取著なくして驊 
思す。 • {八 四 七) 

但一 JJr 食奢にして、根よく、遺穗の鉢に落つるを樂 
とす、ゴーダーの兒なるバタ•チヤは取著なくして禪 

i 


思す" 

は〇こ〇じ 


ダーの兒なるバクデヤは取著なくして禪思す o ( 八 Be 

® 衣の受用潢にして"根よく •遺穂2鉢に入るを樂 一^ , 乞食^にして、枇よく、澉齓の縱に；凇る1剿 

• j し,一 * p く^^!^^ 

1/、ゴーダーの^'なる* 


し多；*やく 

デヤは、取荖なくして禪 


し身Vやく 


とす"ゴーダーの兒、バタ•チヤ K 取著なく^3て禪 A 


思す A 


(八 S す 


S 九} 


じや 5C つゞ售しや CA ゐす矗 はつ い た/>し 

常乞食着にして、根よく、逍德の鉢に入る. r 樂{;、 


ザふ v 奢しや -i 6 -f ぬ II づ い tt のしみ 

i 不重受食者 {C して" 根よく、 逍穗の鉢1: 人る を樂と 


ゴーダーの兒なる、 

す。 


r ゆ^やく V彳し 

デヤは、取著なくして禪思 


し ♦vw く 


ハす、ゴーダーの兒、バッデヤは、取著なくして禪思 


(八^ r す j 


著} 


但持三衣者にして•根よく，追穂の鉢に入る..樂む、 
ゴーダーぃ兒なる、バタデヤは、取著なくして疵亂 


rl ， s irV 5 L や こ V ゐすゐ (10 い ti) しみ 

阿練苦 住者^ して、根よ く、 遺穂の 鉢に入 乙を 樂人 


す、ゴーダーの兒 t 


ぜんし 


【八 5 ?)す。 


デヤは、取晋なくして踩思 

(八五) 


次第乞食港にして、根よく、!！^の鉢に人る匕獻1/> 
二十® Mg 第十六 


5 


樹下住者にして、根氣ょく、遺穂の鉢に入り來るを 

八七 








V 
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八 A 


船 U す、- f 1ダーの1なるバタデヤはくしてす、ゴーダーの兒なるパッヂヤは、取著なくして禪 


禪思す。 


{八五一一)思す h 


§ 


露地住者にして、根氣ぁ5、遺穂の鉢 (C 落つるを樂 

•J しゆ V やく 書ん 

とす、ゴーダーの兒なるパ^デヤは取著なくして禪 


U 


思す。 


蒼一) 


冢.住者にして、不屈不撓な b 、 遺穂の鉢に落つる 
を樂とす、ゴーダーの兒なるパタヂャは取著なくし 
て禪思す。 (八 5 } 
隨湛 1 者にして、&誠强く、遺穂の鉢に Y るを樂と 

こ し^ V や C 

す，ゴーダーの兒な る パタ•チヤは、取著なくして )！15 


知足 t にして、梘氣强く、遺漣の鉢に落つるを樂と 
す、ゴ1ダーの兒なるパタヂャは、取著なくして禪 
思す。 

遠離者にして、根氣、 

す、ゴ ー ダ ー の兒なるバタヂヤは、取著なくして禪 


(八五八) 

•、逍穂の鉢に入るを樂と 

し tv - p く 


M す • 


(八五九) 


> v^->LO. せい，よく ox At*llb 鲁六 れ^み 

非交遊者 tc して、精力强 く、 逍穗の鉢に來るを樂と 


し蠓 V 寿く 


す、ゴーダーの兒なるパタ•チヤは、取著なくして、 


思す。 

常坐者にして、根试よ. 


(八蚤}1 成思す、 


(八六0 ) 


& f 6 10 い tfi たのしみ 

遺 m の鉢に入う來るを喏 


c 5 *ilAL や CAto ょ ゐ f ゐ U つい tnflo.ls 

精動者にして、根氣强く、遺徳 w > 鉢に入6來るを樂 


• •w^^^ や ^^ I ^ ,, I ^ I 

とす、ゴ¥ダーの兒な るパ タデヤは犯薄なくして磾一とす" ゴーダーの兒なるバツ•チヤは、取寒なくして 


し摩 —? 


思す。 


,s 禪思す • 


(八六 W 


れ9しみ 


少欲者にして-根氣よく •遺穂の鉾に入るを樂と 


•cf: 決/:か ごん も し I つ つく uot ビ Vi 

價贵く、黃金と蟲稭とを以て造れる鉢を 棄て、土製 







の鉢を取れ-'、之我が第二の灌取な(八六11> 
先には我高く圓形なる城壁の中に、堅闽の漭樓ある 
家に、叙を手にする人に護られ、 C 而も〕恐懼して住せ 

S 5 

我今 P 連ょく热 g な<、亂怖を捨て、ゴーダー 
の兒パ y •チヤは、森林に入りて禕思す。 {八六 E} 
戒^!の上に住立して、念と智とを修督し、次第に一 
切繫結？滅盡に達せり。 (八交} 
右カーリ，ゴーダ1の兒、パッヂヤ長老 
沙1:、汝は行きつ\『我は立住まれり j - 4 1 ひ、ま 
た我が立住まれるに、『立住1 w らす j と tK、 沙門、 
汝に此の義を問ふ、如何なれば汝は立てるじ、我は 
立て S にあらざるや* (八六六} 
アング？マ1ラ、我は常にあらゆる生類に歡し(一ご 

_ぃ炉 tfstf SV し T* ゐねい じせいしん 

辑意を捨てて立つ、紙るを汝は生類に對して C 制心 

一一十頌品第十六 


なし*されば我は立ち、汝は立たざるな5•{八六七} 
久しい哉我が大仙を崇拜したることや。沙 n 大1に 
入らせた爻へり •邾敎 を含める 汝の偈 を聞いて千の 
罪惡を棄 てん。 {八 六 八) 
撕の如くして •盜賊 は、 F と武其 とを ^ 
に投じ、盜賊に善逝の御足を砬し、其處 にあ - Nve 
佛に出家を 願； s たる。 1 

技とけ!>みん だいせん C ん V •ん t % tvM H !•*» 

佛は また 悲愍め 大仙、人天兩界の師•其の時彼に向 
ひて『來 4 L 、 比丘」と宣ひき、之ぞ彼の比丘たること 
な b ける。 {八き) 

人の*先に 於 逸； i して、後に放逸ならざるもの、彼 U.C. 
の世を照すこと、 錾を離 n たる： n： の 如くなり。{八七 W 
人の作し宄 る惡業、審の爲に橙はるれば*被此の f 
を照すこと、 雳 を脫れたる月の如し。 {八七一一} 

にやくれいびく げヤしへ かれ c . v かい！^ 

若齡の比丘の佛の敎に動むもの、彼は此の世5^照 

A 九 
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すこと、雲を脫れたる月の如くな b 。 (八七一一一) 
f •か i 、 法の紙を聰け"我が敵、佛の敎に動しめ、 


九〇 


わ 


粑が敵、法を齦舯せしむる"此等安酹の人人に交は 

れ❶ {八 S 

1 r か船•紀釈を配じ、秕す SCMM 〕 の敎を折 

(八七五) 


A 4 


1 ICCF & •こな 

は何人1:劣 rr ふことなし。 


i 


11 I ij/ ^ *T® I / i 3 謂 , t 

折に聽聞し、且つ之に順 a 行へ。 

斯の如き〔敵は〕必定して、我をも亦他の何人をも笾 
ふことなく、芮勝が寂鞒に達し、强きをも弱きをも 
妃らん4 (八 S 

妬3は於を釈尸、紀幻は猷を矯む、木エは材を曲げ、 

敗 M は PSV 0<七七) 一 

fsff safff.ff 

如き W と F とを W てせずして調柔に歸した6。{八七 <)j 
先に我意念ありて C 他を〕害するものた5しに、我が 
r をか?^と船へ气 W 的が典赏の名を得た纟、我 


我、先には盜賊にして、アングリマ1ラとして知ら 
れき 、大水の ために流されて、佛に歸依するに茧 b 

ぬ" 欠八 0) 

我、先 {C は血染の 手にして、アング7マー旌 
られ き、 〔我が〕 歸投を見ょ、 生 有の因は滅せられた 

i 。 欠八0 

1: 趣に 琪くべき斯の穐 の 多の 業を 作^ V 、業果に觸 


れられ、負愤なくして食を受. 


1} 


愚にして智劣れる輩は放逸 tc 耽6、哲ある人は木放 
胍を m ること、艇 C の织1 i の如くす。 i 
怠惰に耽る乙となかれ、欲樂の愛著に CHS こ 
かれ、精勤にして、，成思あるものは、最上®安樂 i 
1ん" § 

繫せる監の¥に8て、 《 Jswifc は S 







しぬ' これ我赛く到れるな b 、 惡く到れるにあらす" 




これ 


C 而して〕我•か之を度®せるや邪ならざりき。(八八3 

拎れ み7 f ; い#:つ 哼と V をし fcTS *> h . よ 

我 三 明に 逮達し、佛の敎を成就した 〇、乙れ 我善く 
到れるな b 、 C 而して〕我•か 之 4:度量せるや、 邪に あ 


らず a 


(八八六) 




く 0%5 


—y / MWJ1 I 1 4 V ^4/4/ ( ^ ^ 1 1 f P0 4 

林中に、若しは樹卜に、山間に、若しは窟中に、我は其 


の時悸♦{たる心を以て、處遨にど立ちつる-{八八七> 
我安篆'に臥し、立ち、.安免に生活 k 资みて、魔羅の 
紕に龆らす、呼、虹は師の慈愍ヶ-蒙れ^ (公0 

bnw , ふ«，や，げいとき たか ばら、ん fcL 耆5 

我先には父母兩系共に高き婆濰門族の生な- 

xittr ん嘩い はふわ5 しこ I 

は我善逝、法王、師の兒なり。 

愛ぬを離れ、取著あるとなく，〔六根〕2:を護6、 

みづかせい c^f * 1 9 ん 六|>れ ろーュ 5 

よく自ら制し、邪惡の根本を fef ちて、我は漏盡 (C 達 


生有の因を滅せり0 
19アングリマーラ 長老 

父母、 i $ L 妹、親族を捨て"五種の欲5:捨てて•ア 


(§ 


ルタダは禪思す A 


(S) 


舞踏"唱歌に伴は.れ、饒鉢の〔镀に連れて〕醒めしが" 
魔羅の境界を樂みし我は、•之に よりて CT 33 : 淸淨を獲 


ることなか6き。 


(八九！一一} 


c ^ •-|2とけ>しへ$しみ f * Z 

之をも超えて佛の敎を樂とし、あらゆる暴流を趦え 


V ん . 


て、 アヌ，クダ は禪思す0 


1 


t 奮し， IV み 办い %< cn ^ - I ! 

色猓香味と愛すべき觸と•此等をも亦超越して、 


V ** 

さ、今 

(八八九)|ヌグクダは禪思す 


(八九五} 


む c c、c 奮 を ュ me 汉い にん t 5» V -0 

牟尼は受竹を終り、琪獨にして第二人者なく、無漏 


なるアヌ 〆 タダは應衣を尋 5 T 


(S 


せ-〇。 

れ h，> ぶ cft4it>VL へ u 7 じ , chv^5f : ん s » ろ 

我師に舉侍し、 佛の敎を 成就せ う、 於 mJS を卸し" 

U 十*品第十六 


(八九 0) 牟尼は座衣を選び、取ぅ、洗ひ、染め、被著したり、冇 
筵無漏のアヌグッダは。 {八九七> 

九一 









雄霣長老佴 

好粑ゐ b 、 .^4於、料啜にして妒際を W むもの、此 
ぎの孤松にして M 汚なる諮法は、斯の如3人の C 法〕 

な ho (八九八)一 

t,MN はんせ 5*4 くちそく ひ UL く ciMt かん♦よ 免〇し t , CIL 、 

正念、 少欲、 知足、非破壊的にして閑居を樂み 、智慧 

ありて精勤な b 。 t 八九九} 

ぎして、11紙の髮たる PV 财の M さ 
W の似にして • II はま代 f 漏な-"と、斯く大仙は宣 
へ私。 f ) | 


把 •か駅 懨す る^!を^-て"世の！ T 上なる師は心所^ 

の身を以て、神通にょりて、近さたまひき"(九〇一) 

^が mt 惟せし阶、之ょ-^も上なるを說さだまひ、胤 

如くを 樂みた まへ る佛は 、非亂想を 說きたまひ 

き。 言} 

粼妒の知.^て、1て1しき、三明に通违 
し、颭の虻 m いれ bo (九) 


5 


しん LMr / 


九 二 

五十五姑の％.せ- 〔 s 〕 v 緊、二十 

航の虻柘筘如せるものには^^出忍なし、無欲な 

具一忠誔！：ょ-て氍！： i せん。 (|> 

• ザん t ろ，# V c ， vrJK : く zk ^ J ^ 

毅然たる心を以て、受を降伏しき、心の解脫は燈火 
の滅する•か如くな-^。 {杏六) 
W や虹ぎの紙を&ハとせるものは牟尼の最^ C&Y 
6 \ 51 化ちん亂したまはば、緲の法 c 生すること：！な 


からん- 


1 


い* てんかい 烏^ •• ) t «/ t う, J Irlt tAt 

今や天界に於て？ i び有網の住居なく •生 C 死〕 輪迥は 


おい 5 


CTC 


VA.W 


〇く St f * い V い 

斲1:盡され、今や再生あるなし《 


E 


彼の比丘は、大梵天王の如く、一瞬時間に世間を見 
る>と一千方、諸 M の神通力を具へ、〔人天〕の生死 
と其の時機とを 見る、 天子よ。 
ggtr 戸ンナ ， T フとポベる、 S し hi 數 


20九) 









我が押荇也みし所のま爻に，宿住を知6、帝釋天の 
生によ$て三十三ちの中に立て ^ VO (九二1:} 
七たび A 主として、配事を領理し、四かの主、紙抓 
粘、^ b 駙の歡として爪拟ビ用ひず、 S を mrg , を〕 
訓賊しさ。.. • , .. (九~) 
之よ令七 c 輪迥 y どよ6七〔輪迥〕ど•十四の輪迥幻、 
其の時我は天上界に立ちて知識しぬ。 {九 I 五) 

ぶん V や，.為い eTcTMsn ん L ? ふ ？ ね—やゥ 

五分の定に於 •£:•- 寂靜 ' …單一の修習 ic 於て、我輕 
安を獲、,が天眼を淨ぅし！2。 . {九—} 


L^M6 •!‘ い tr ん v«.5 h CAC^X/ 

群生の生死"去來を知り、五汾の定に立ちて T 群生 
の〕斯くなゥ、斯ぐならざるをも〔知6き〕。 {九-七} 

^ na >5 ぶ cBud !: しへ C じ， ? 

我佛に本事し、飢の敎を成就したり、我重锨を卸し、 

生初の因を滅せ6。 . WK ) 

.伐地族のゴールヴ村にて命盡き、下の竹林中 tc 於て 

- 

i 

歡ぼけるガ枢的に漱 i • て〔•か y 〕 l 犯！ i し、ぎして 
禪思せる沙門の思は下の如くなりさ， {九 S } 

1世尊•人中拟上赉の世に存した爻ふや•比がの威依 
は異らざ办しが、今や raj れるが如し'(九一二}. 
如何なるものにも滿 L して、之もて寒凪を防ぎ陰所 
を蔽ふに適度の S を受用しぬ" . (九 u 一一}. 

びみ あ* a ふみ すくな &暴ひ お ft » 

美味なる、或は不味なる、少き、或は多き^^ , らず" 
惑はす、唯生命を繫がん•かため*;受用しぬ。•(九一 Is 

九三 


素にして：#商き沙門 (5 クパジッタに供養を爲し 

き 〇 5 0 

我釋氏族に生れ"ァヌル> ダとして加られた6、舞踏 一| 

鼢にがれ .i 啦のチ k れて snr き。(九11 )1 

出家が度しき。 • . (九一一一) I 我は無漏にして入滅せん。 

右ァヌグクダ提老 








H » 长老偏 

^，っ盡くる や、 絜が影、 »1 ¥ £!に L ぎの〕 


402 


よくれん 


物品に對して、强き欲念ぁらざりき 


{ 九 S 


xf 1;吻げ 鲈んくつ あひ U いぅせい ぶや5ちゃ5 

林中に、樹下に、岩窟の間に、幽靜の情を長じつつ、 


そ £ 1 く X 鴦 

其5:目的として住しき" 


(九 H 五) 


けん t ん せ9げ、 «rA . c 5 こ•ろ^5ふく い5ひ 

謙遜に、節儉に、溫柔にして、心剛愎ならす、優美にし 


て BUS ならす、 ni ぎの釙 を 

れ ゆ I こ5くら ところじゆよ5 ところ^い 

其ょり、行く所、食ふ所、受用する所、愛すべく、 

{九11七) 

あらゆる亂槪を 乾したる大褲定家、大慈利 者， 斯る長 

起 ふゃれの S きは^^ い。 (九ーー八) 

歡粑 と！11 t の艄齦 にょぅて、 r 切 善 勝の 方を具備 

せる勝ずの敎 U 滅さる • . 


o£fc 


ゐぎ 之んぜんなめ tt#f 5 と 

威儀は宛然滑かなる油河の如し。 


けつ つく 


重 


じゃ »ふ U A . ら， 13 詈 けん^. ^ 

邪法と， 賧勞の 時季と.遠離顯現と、正法疗異の時 


季. 


(塞 


榭妒と§カビ，夕 f 祀の釔ふべきものと、 f な 
る船射と^ T «? 1と PITm ; 轍蛻と。 {§ 


はな 


二 VA 45 ぞ5卜 し «# f : ひ之 %* c CA 

此等座勞は增加して 衆多の人に入 b 、 思人を弄ふ_ 


■ 


: • •. . 九四：..‘. 

と、狼ほ羅辦の^ t 〔弄ぶ； r か如く見ゅ。 S-W 
彼等は座勞のために、彼此 cs 座勞〕のために敗られ、 

pf 、 sfi 鬆 q ぎ獻す。 I ) . 

彼等正法を捨てて互に.相諍はん、邪見に隨ひて之. 
最上な6と思はん。 {九吾；} 
齡&齡い&と歡とをがて釔を； kb た*〇もの、一.の 
1の乞食のためにも、爲す爻じきとを行はん。(会 B ) 
賦に W つるまで fa て、云ヂを下にして臥し，目 K 
めては t 話•師の禁じた咬 a し談話をなす。(九置) . 
51て， S の航ビ獻奶じて學び、內心安舴ならすして、 

恥 m ■制を和むとーゴひて妃坐 r * - i 

つち ftJBCGb らひこみづ T しや51#ん C 奢と510いげ fcA.«-k 

土、油、洗 粉、 水、座牀、肽食等在家人の捧ぐるものは 
t を求むること多量な办〇 (九 nl 七} 







藥物の上に於ては S 者の如く、爲すべき•爲すまじき 

9 i rfcA .- ごと さ5しよく i , vJL ごと け /WA 

.事の上には俗人の如く、莊飾には泥女の如く、撒成 
には刹帝利饨の如し。 (九一一一九 ； J 

妒 a ら しん 14 » r し 5 > rJi5t 令 t^TL や s < 

彼等は二心ある者•詐欺者•僞證者、瞞著者にして、多 
の手段を以て財施を受けん。 (九2 0) 
計略 k 適せる手段や意向に奔1し、生 g < のため k 方 
便を用ひて多の財を引き寄す。 {九四一) 
集曾を起すには業のためにして法のためにせす、他 
人のために法を說いては利得のためにして法義のた 
めにせす。 se 
敎陴の外にあ6て敎刚の利#を爭 a 、 他人の m 得を 
受用し、無慚にして愧ぢす。 {九望) 
或は頭を剃り、僧伽梨衣を糂へるものは、 g の t く 
耽著するなく、利桫名聞に放心して、名&をのみ e 

求むる。 (九四 S 

二十«品第十六 


か L ^^ c ^ こ.^ ftfc い寰 • 奢 f これ 

斯くして種柿の事去れるに當ゥ、今や先の如くに之 

を爲す乙とは容妫ならす*觸れざるものに®れ、旣 

に觸れたるものを謎るとは〔又容鉍ならす ： T <九四ゐ 

一^へば正念. V 現前せしめ、く->て荆棘の地を55 

くが如し、牟尼は斯の如く行： i すべし。 {九癸} 

むかし y や . ref ^4 か ft ら ，ん r ， ぅ?: » fn / vfs — こん 

往昔の行者を思ひ•彼等の梵行を憶念して、假令今 

日汲後なりと雖も、無滅の道に觸れょ〇(為七) 

t やら c » ，ん ^ これ vf : しょこん し令 

沙羅樹林に於ぃて、之を訝彡て、諸根を修綵せる沙 

鼉ん ばら鼇ん V •いせん 孑4»しや 5* i んじ人 t 最ん cf く 

門•婆羅門、〔大〕仙、再生を斲盡せる人は、 fal 寂に 

4- • • 

歸せり。 { rfe 八) 
【一】 fi 老成昨和”行きて济«の»に捕へられ、班然自若た9しょ5 
賊の首領偈を以て長老1:問へり。【二】以下七 I 九偈迄ァヂム，夕 
長老の答辩な9。 【 H 】 utr 日 adhammata 较上法の性質、情畝、 
又は最上の法たることの意。【四 Vata 上三四二偈の驻を見ょ。 
【五】巴利] K 典出版 tft 分の版本には athoadati Fiutalb とあれど 
之にては意義通じ難# I :ょ9て同版本の脚註にょ T て Hahgsf 
HWMaplh を取れ9、下に沈む£>11®せる、 ft 下の伴ふぺ會〇 

九 iL ' 







f® 


囤 3 長老 ® 

ズ tt チクチ rr チヤべ > ナ會 | 

2へ； jvepsit cr.RH:_w^{illot - L * 】A;so 【八^ ve ca raf - 
ひ a: こ一Vの+:五1:瓜、る.の意*之は11十の5と十の2とを 
指すといふ。【九】己に0へる铉«門竦に»ひて云ふ〇【1〇】&〒 
4ra«go 【二】法句 M1 四二«註。【一53羝穷【一 a 
此の二偈はァヌル，ダの前生拎£2の如し0 【一 a.vnnubhr'ra 食荷 
食物を荷物として興«する人の意か。【一 oupaa.ttha 上に立て 
る人の88 TSW 名 M と見ざるも•窳 ijll ぜざるにあらず、 T ス•デビ 
プ央人の 3S に®ひ阐者とも固^名 W と見た noi«» 中 W 含^十三诱 
脫本»に「我位竹贫窮*咿仰«拾活、3£じ供沙門、無诳鉍上«"0此生 
釋押、名日 S： 那律」といへる"併せ見るべし。 【i£ekoai 一一 1VIVUU0 
P 八】けを下1:し、仰向 UA す5は稚兒の法にして比!£は右 B を下に 

IIU プ釋 フ ABHY, X レフアン▼ム 

して a するが法な ” 。 【 r;Ikapittha 學名 Feroninelophs tu 日 . 

三十恥品飯十七 

^^ぢ、せる、，&すべきを 

以て、パンダラサ船のは*ブクサと t ベる& 
に HI ひて安へ-®'、 S 九} 
「髮に把て、价 ns SCA ?* 虹！：なるぼかの 


九 六. 

〔AX - ボな*器の ある、 m ^ はれて ^ 孤に 
ねを M れ OU • 
r パンダ ラサとポ •ふ 佩 A ^ 我が ia ふ 所を®&、 奶く之 
をせょ、！ ICP ために〕を配ら、 S 1} 
f t に把ては、，如 bsi は似み、慰を^ ^ひ 、剛 
m にしてぎ^ s あ b 、 妒妒.心あ.01一1くちの多. 
からん。 S 一一}： 
ciikoi を孤，知せ b と郎ひ，〔龆も： 3 深膝の邊に立 て 
る ものは、配を 1ん じて r からす、且つ 要し 相恭敬 
する ことなし- . {so 
:誔 r 抑て r がの 心■らん、彰 k の 班〕 は.. 
，く 說かれ たる此の法を汗さん。. • {会0 

る！^!1¥? の、 氍のだ らん。 • f •> 

机淑に配しては肌ゲは n 6 とも， 1 接^®ひて 







陳述する、彼の慚恥心あり、 C 而して〕欲念なきもの 
は劣勢ならん。 (九弄) 
未來世に於ては劣智慧〔の輩〕金及び銀、 E 地，宅地、 
山羊、羊、奴婢とを愛好せん。 {九 r 七) 
亂にして怒り易く、戒に於て、5を安定せす、虛誇に 
して 0 閟を架 とする me の如き辈〕铷行せん。{九五八} 
又輕浮にして、碧色の衣服 .V 糖へるものあらん、& 
欺心ぁ6、 m 固に、而も 巧 辯に して 交際に 巧なる も 
の、!.人の如く澗步せん。 {九五九) 

わぶ G 4つ4*み なめ6 まなこ (5あ^^んなやく P 

油を以て、髮 V 汾かにし、眼に==安繕抓藥を〔險6 
たる〕輕哗〔の輩〕：！、牙色の衣服を！ S ぅて、街路を 
行かん。 I 
苒く染めたる阿羅淡のへ m 輪旗は解脱せる人の嫌はざ 
る所な$、〔然るに〕2衣に綴著せる蜚は CU - 1の〕六袈 
裟衣を嫌はん。 

三十 頌 » 卞七 


9 i < のぞ Ifeiff し♦上ん.〇は ，含 IX 

利得を望み、庐惰にして•精勤乏しく、邊土の林間 
を厭ひて材落の中に住止せん。 {九 S) 
常に邪なる生活を樂みて利益を得んものに從はん、 
〔彼の〕4制心なくして〔他の行に〕傚ふものは0 九六81} 
利益を得ざるものは恭敬すベからざらん、假令好愛 
すべき货达なりとも、〔利を份ざる〕昤は人之に酩事 
せざらん。 {AJS 
己の： i ： •旗を賤みて蠻 K - の染めたる紅^ c 著け〕、 

あ* •ひげ^い 2X5 . i /4 t tr 

或は外道 5t の白 >幢旗を護持せん" ^3 

t と會 I か h > らヘ5け 5 ねい そん？ JL 0 

其の時 U 又た彼等袈裟に對して、敢敬を拂はざる 
ベく•比丘も亦た袈裟に對して省察することなから 
ん〇 (九 S 
#:<のために打勝たれ、矢を以て贳かれて痛み惱める 


(九六一)其の畤六牙の象は深紅なる瞬供洛の枝奴を見、卽時 

九七 







团踩畏老偈 

に盘味深き愒を唱へけり" 

「人にして煩1なきものこそ、黄色の衣服を著くベけ 

# 

れ、調御なく實語なきもの、彼に黃衣は應はしから 


九八 


(九六八) せん。 


1 


t 1 
旣に m 惱 V . 捨て、戒に於て暫く安住し、調御と贸語 
とある 人、 彼に 乙 仑货 衣は 應は しからめ。 (九 七 0} 

11卜いれつち S 9>1 く しよよく*1しいこ V ろ霣んらん 

破戒劣贺邪曲にして、諸欲に放縱にし、心散亂して 
憤勵乏しきもの、斯の如きんには、黃衣は應はしか 


ら^! 


(九七一) 


人にして戒を具へ、貪欲を離れ、安定に住し、心思 

惟潔白なるもの、彼にこそ黃衣は適すべけれ。{九七ェ) 

輕噪、浮誇の愚人にして戒なきもの、彼にこそ 


は適せめ、〔彼〕黄衣を何にかせん。 


1 g 者は長老によりて衣服を謳持す ることを 敎へらる 
るとも、 劣智邪曲！ i して、 諸欲を縱に するものは 之 
を聪 くこと なからん。 (九奎) 

r n と をしへ， OK らぐし 0- f : y ひめ6づ〇 

斯の如くして敎4:受けたる此等思渚は互に相敬ふこ 
となく、恰"も？&馬の馭漭に〔對する：^如く、 の 


言〕に意を 用ふること なけん。 


(九^) 


於後の時至れる未來世に於ては、比丘及び比丘尼の 


yf ， ft T ごと 

行跡は斯の如， 


•ならんハ 


2七) 


z t い3 MV * くふ 奢れ »ん C 5 い5ちい 、ひ 

此の 未來大恐怖の來るに 先ち、 溫柔に友愛1:して和 


く r や5 


恭敬せよ A 


1 ) 


c tv ひみ A. かい 1# いせ 0 L^ixss 

慈心あり悲愍あ$、戒 JC 於て攝し、精進、熱烈にして 


•->11 か/:ふんじん 

(九迄)常に 堅く奮迅せ よ。 


•ろげ^ 1 


若しは比丘、若しは比丘尼の心汙れ、恭敬の念な 


as 


1<^0 


5もの、末來世に於て、此れ等慈悲心ある人を抑壓 


I 

邮逸を恐るべきものと見、精勤を安勝な見て〕、 
八支の k を修習せょ、甘嫉の道に觸れん： 5 0W 






み V 

右ブ 


少 


サ長老 


其の力に隨ひて行 a 念ひて、正念を失はず、其の思 
惟行にょりて、放逸ならす、がに樂み、'が善定に住 

ま、^^* ド •% 

し、邡 6 滿足せるもの、これをこそ比丘とは云ふべ 


けれ。 


{九八一} 


溢6たる又は乾きたるを食ひて" c 而も〕甚く飽くこ 
となく、股滿； i 中、飲食 t あら、正念ありて、比が 
は1行せよ。 

四五片の飯をも喫するなくして、水を飲爻ば、これ麻 


(九八1 1) 


心なる比丘の樂住には足る- 


( 九 S 


を Lf 


此〔の敎〕に於て•求むることを得べき適度の衣服を 
f く、こ n# 心なる比 f の樂住には足る。 {九八 C 
跏趺を組みて坐せるものの膝に雨降ることなし、こ 
れ堪心なる比だの漱住には足る) (九八五} 
樂を苔なりと見、^:を检な b と見\兩がの中阶に存 

三十«"§笫十七 


することなくば、世に誰〔人〕にょりて炉、 m かあら 
んゃ。 i 
我に邪欲なく、怠悄なく、我精勤乏しきことなく-寡 
間ならず、5不行跡なるなくば、把に誰〔人 Xi ょり 
てか、何かあらんや。 

博 虬に して、 而も钾慈あり、諸が戒法に炉いて，く 
定に住し•念を心止 at に薄に する ものは、頭上にも 


立て。 


5八) 


ら,•つ It ら らん951ろこ^け4¢ ri かれ 

亂想を謀とし、亂想を喜とすろ獻〔の如きもの y 彼 
は無 ±v の安一 T 涅榮を得ることなし。 


I 


のし 


胤想を棄て、亂想なき道) J 樂むもの、彼は無上の安 
隱、涅1 .V. 涟得す。 {九九〇 
j 讨 my 又は靛屯に於て、萍地又は1地に於て、阿羅淡の 
住 f する，、其の地は樂むべき〔處〕なり。 5-W 
森彬 a 樂むべし、凡夫は1處に樂むこ-^けれど、 

九九 







國3長老偏 

羝粑を巇れたる一:がは漱’む、靶等は餅欲を求むるも 

の tc あらす。 (九九一一) 

cassin ホし、1:纪を：^むる K 、 雕る緊をが一 

人に乳ふるものには足あ6て非あることなし。^丸 a 
紙 f 、 g へよ4 ii の f - f からしめよ、齡 
# w には奶せられ、配 AJC には mi れん" 

鎰の iK 8は、 ik なる f &に S を W かせた 
まひ《、此の故かるるや、 C 我：！欲心を抱きて耳を欹 
てぬ。 (九空) 

把が wl ^^ しことは 徒勞なら 3 rb き"我脈脫を褂、無泥 

si 〕 とな As も〕黠記と rsri 〔 s と〕、—) 

しんしや f -9 じ、 L つ5 しや5つ5 C かいしげ5ほ”つ L 5 

心蝥別神〔通と： T 死〔通と〕、生〔通と〕"31界消禅〔通 

せ...-<.>< 


一〇〇 

a ▲•• す t:#irr4t 

衂取说は樹下にょ0てぞ禪 M する。 文炎) 

!>•」 C 9 hnfvttA . か <しや T L ii_v CV<K 

非^を具有したろ彼於禕故者の弟子は胜に#き寂默 


を 獲。 


至) 


k ほ 繫の §の、 S く f て 抓か H るが如く、策し 
くダ丘は、が妒を釦げて、 i ぜざ6乙と宛然山に似 

( 180 ) 


〕は您が紀思ぁらざ6き" (塞) 


た- CS 。 

g 紙 r し U 駆^^むるものには M の藥 

も 1穿 T にゅる。 (一？) 
批は贬を も 船にじ，！！は似 W も歡ばじ、知％あり正 
紀 ありて、 此の#^を 放粲せん。 111001 W 
孤はがをも配 i じ、私は生をも歡ばじ、務を終りた 
る！^の S く、啦の到るを待つ。 roo } 
比の死 li 兩處ともに之 あり、 後に も 先に も 不死ある 
ことなし、 〔されば〕修せ ょ、 失 ふこと なかれ、瞬時を 
〔ぎ此せしむることなかれ〇 (§3) 








Si にある繫を雜 tir るが i <、 S し-影、擊、 § i ¥ i 溶、客、繫 S 各 f 


自 A を防證して瞬時も〔空〕過せしむることなかれ、 
これ瞬1を〔被〕^?せしむるものは r 泥馆に喷ちて茲|| 

ふべきが故なり。 (一 i ) 一： 

m やく > V 5*;， Le く • {|0卞んし .>VJi k i - 

寂静に速し、止息に蹄し 神咒を語り輕噪なら： i 

す、胍配の1 e を術ふこと、妃の.樹1を C 拂ふ T か如く 
す* (一 00) 一 

1 く奶''に配し、 LL 如し， > かた6、輕呢な 
ら中、が5の紀を披くこと、奶の釙萊美拔く：3が乩 
くしぬ。 r 0 0 ) 一； 

し、他於^ k ぅ、# r にして汚齓なく、戒奔 
く、初慈 あ 6て、苦悩を辙すものとなれ0 (！co } i : 

柘ぎの W にも、虻^ s < lt - t の W にも、 J 5 賴す•へからざ|| 
るものあ6、〔初〕善ルビ.〇とも不良となるあ.〇、不. R 
にして再び苒良.〇なるあ^'。 (一 co ) 

王卜® fi & 十 V 


の心 V 汚すものな- eN 。 {一 0 io ) 
精 W にして似し、〔他の〕が必',ふ t るものは、〔他 
の〕不敬に逢ふとも、1しく其の定を觔することな 
し。 ， {5) 

C し 441 JA .♦ 3沪 けんく£ん i 5 JV 2|> 

禪思あ6、焫忍あり、微細の3?4あ^^^:蘊>^滅す 
を蒋とするもの、彼を茜-<と呼ばん。 {一*一11} 
だ船、ガ舻、も、 i の i れたる kIV ; j には&とす 
るに足らす。 ras 

. rj ;1ム文 てん だ广ち .ATT 二5 

〔佛に〕傚ぅて〔法〕輪を轉じ*大初あ h 安.1 ■'ある 
似%^地水火〔の如く〕にして染せられす、代さるる 
ことなし。 r，ro 
11焚に违したる大赞ポ、火牟 W は恐なズ V が如 
くに〕して迅ならす、常に淌涼にして遊行す^一？} 

嗽 ff ' ? v ぎ ％じ 、 f f i し‘ 

- o - 
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US* 長老 IB 

生の因 k 除け 

精勤によりて〔道を〕成 f よ•之我が敎誠な〇、今我圆 


(一01六) 


tlH 


(01 七) 


寂に入らん、我は隨颭に解脫を得た 

み rL 事 vf4 

右舍利弗 li 老 

二 ■.) tfrL5» •や5ザつ U ひとい a ひとV,い n 島く a ?• 

識著は•味舌を吐く人、怒る人、〔己の惡を〕箝ふ人、 
〔他の〕破滅を锨ぶ人と交を結•ふべからず、惡人と合 

台するは！ g な6。 (一〇一 八) i 

孤者>須らく信心ある-?、£愛すべき人、街慈ある人 

1聞の人と交を結ぶべきな令、善人とが挝するは幸 

^kvo (一〇 九) 

飾6たる贶の塊、病を抱き、多の mL 惟ピ有てる 

gsr の rr、 ねに齬な<、盟なし二！011 0) i 

矿1^珠と^ t 環とを以て飾&、骨と r とを以て組みれ 
る色身を見ょ"衣服にょ b てぞ奕しき。 (間) 

n 5 rit ん ipoflK . み t ! 在 eL や(5マ»ん れん 

一2多聞にして、演說巧なる佛の侍著、 iws は擔を 


5二 

m し、 it 繼れて csku 臥队.V設く。 1 } 
煩1を盡し、結 k 離 U、 著を超えて淸涼となれ、生 
死の彼岸に靴6て煨後身を持00 {19111} 
"n の！ K なる佛の〔說き給； S し〕法の住止する處、 cf 
の〕涅槃に達るべき道の上にぞ此の沏轻は立てるな 
5^0 

佛ょり得たる c 法門は〕八萬二千にして、比丘ょ6得 
たる〔法 n は〕二千な b、 此等八萬四千の i 門〔を我 

は〕護持す u {5 I 1 S 

i の苺 IJI の男は老いること牛の如し、彼の肉は太 U 
ども、彼の智隸は加はることなし。 ( IS &) 
mg の 〔 k の： JCLg を以て、寡 M の人を k 視するは、 
恰‘窗者の燈，火を携ふるが如し、我 l . t 然くこれを了 


觫す a 


res 


t 


I 备一ろ，しな 

博聞の人に敬事せょ、聞きし所は喪はざれ、之梵行 







の现な办、されば持此者たれ* (一〇セ) 
〔1紕を岍いて：！、5^を 妒 6、 舻•理を知り、 詞句に 熟 
i するものは正しく a を螟び 、義理ヒ覜る。(一 0 <) 
鞑颭 によ-^ 齔 1あ S してね を測る、彼の內 

‘繫5に鬆せるものは g に g ヂて擊す。(一悬 

附 i にして法. V 護持し？钾慈を布し法を識らん乙と 

を望める佛弟子、此の斯の如き人に事へよ。 ( lo'o 
虻の釈 i なる淤 i 粑は、4仙の Gl ^ 蔵を保譏するも 
のな办、愤 k の人は、あらゆる讹职の敬ふべき眼目 
な60 (101) 
1闽とし、法を奥み*法を思埔し、法を惚念する 
比丘は正法より退®すること：^し。 
f 〔の&を〕慳むこと其だしく、命は〔時時に〕衰ふ 

ふ-*— y くしん わんらく むさ 

るに、衆 起 V ることなく、肉 身の安樂 ^贪ぼるもの 

に、鉛の，1製ょ上 i . らん。 (I 

• 1二十頌品第十七 


(一 e 諸方〔挪に〕分明ならす諸法我に了解せられす、良 
纪 riAO. て宛然黑阳の如くなり。 1一 
肌あ' k せ亡び，師•過ぎ去れるものにはが念0崎>、 
&の如き C 良〕友あるなし。 1 
姑きものは t をダ-、％ r もの t 歡に和せず、我1 n 
獨,机する己と航 wkmt 瓶.9せる鳥の如し〇 (1SHC) 
(ーヶ諸 i より來6、〔法七〕聰かんとする、衆多のもの 
の c 我を；}^るを遮らざれ.見よ-これ我が的到れる 

fo 0 費 *?) 

( g 諸亂よ6來れる衆多のものに、師^師る 
ことを許し打まひ、具眼漭は C これを托 t はざ 

る ：： M { 賽) 

二十五平の問、有队者たりし我に賞欲の想起ざ b 
き、法 C 蕃き性見よ。 rei 九) 

C 八 あひ"#»5%«くし V り A L 4 い I i » £ 

二十五氺の即、府學荞た6し我に瞒 a の f i^b 

一 oln 






w » fi 老® 

き、姑き5ょ。 r §) 

で ？"" Ku 6しん i 名、ド«:^^^バ44 

二十五年€間、我慈悲#業を以て世筇に隨讣し本 
る乙と、^ rBtSM れざる S の如くな公 5 or 0 s 

1一十五¥の1て_觀1て、^に_レ”る 

こ i . ecisoiu ざろ齡の*11‘くな-^〇 ralo 

» l / v$u CHCS ごふ^: - 0^ 

二十五年の問、我慈竞業を以て世錄に隨侍し舉る 
こと'^* Aar , 〕脱れざる s の如くな-®'さ。 ( i 一) 
呢が^:5 T * したまへ&には紀ょ**'ぼ仏 g 5打 t ^あを 
齔3たまへば粑に智銥生ぜ^ (一 so 

黯黑 I ぜず、 VP し V 、繁泛”せず、 S 

も聲を したま； 5 し i の &W -C 〔をふ〕- ( i ) 

あらゆるが i れヂし記裘ふぞ穿し i ふ 

や、 kssm ^ w ありき、 nwf 配しき。(一 §) 

r — 多 g や錾歡、 i のを 〕 f ii や一毖 

毗のたる kik す'〕は氍ガ公。(一 §) 


lew 

f 


た多駿、盔や游 sc ぎ f ii や；齪の 

MS にして‘？に i 脱 VJ ふ CM 〕？“ 《盈八) 

{〇九) 

r — r 帥に筘し、のぎ％ f 、るめ f 

CS) 


t « ろ t て七 いん。 ; r 

卸し、再生の因 V •除け6 


【一 】 ighamhi とあ リ、懵伽ん中にあり * x ^ の#と t 解艺れ y るに 
非ず•今は，ス•デビブ夫人の»に傚ふ。【二 y 呑 f 安||<«那と t 
*» す、黑 tt の«藥•しして Kwt に飧リ以て al くし^¢0 C 2 W 谏 ft 
の法衣，卯ち»«をいふ0【四】九六1偈の註を兑ょ • 【五】白衣 
たいふ。【六 y ? a 又は CS 6 J -1 « tjr 效联抓ノ s « 沙 § rt と ffl 1 
江黄色 * x は黄色の*な y し•か* I じて此等の色1:染め t 作りたる出 
東の法衣を I 袈裟と科ぐるに至れ¢0 【七 >£0 nka £ K . 通切1: 
»:鑼すれば« # 0いいがい& # と5べし。又>&雪 S を取ゎ 
9 、 swam を取 hlt •不•注* • なリ〇 C 九 呼【§ 一 fll 
*»巧【二 71 ramiddha 作沈、 SBR の二 •【 w>sfs 神 
^ ntt ^ fi^st 【一 S 舍利办 * 老4【一一抹^*す。 








1:一一!】 以下二偏 U WK 陀の提婆}*多 rc x せし 者を » め f : るな 
【一 <JWTiLfl 5 iJCwtt 陀の ratjio 時；？へし偈〇 【 SIM 難陀扫身^柑 
ナ〇 〔一〇❖利弗の入寂か聞いて o 【 u 】 世 W の其の侍者 T : る WII 
陀 4 -K め蛤ひし fn リ〔一1 C 1 WSI 陀の之に就て！ BY — 佴。【三】以下 
HWU 第一紡 m の時%りし比丘舔の阿»陀9を»歎して啮へしも 
のな Do 【一一11】之は fi 老入滅の時 B ら«へし偈。 

ttxr だ％ 


四十頌品第十八 


f r ぐんしふ % や5じ ▼ 浼 r や， こ、5みだ 

こ系集の拉赉となりて游行することなかれ、心 EU 、 

ぢや 5 次がた t •にん 办ワ纛 く み ぐんしふ t ろこ 

定褂難からん、衆人の集るは苦なうと见て薄釓を崧 


ぶこと莫れ” 


( isI ) 


Irli ぞく */ «•CV 5 尺 UT$/: 

牟尼よ、俗家に入ることなかれ、心亂<1、定得難か 


らん"彼の元氣旺にして諸味を貪るに切なるものは， 
安架を與ふる福利を拾つ0 (一0吾} 
化れ〔赀人〕は俗家の此の筘拜供萊は、之5:泥土な5 


〇 


(！ t >#) 


1 C ん をんけい こ n し®ぞ か， 

人の搾敬は之^擯くること難し 

B 鑼人かん rctLl く ^ £aCos. 

〔山問の〕坐臥處を下り、我 U 乞食のために都城に 


kb ぬ、 亂んの免を靶れるを〔見〕、现は恭しく么に 
近きぬ。 {!0£ 
彼は腐6果てたる手をもつて、我に其の食を肱めぬ、 
食を〔我が鉢に〕投ずるや、指も亦た其斑に壊れ落ち 
ぬ。 (IOS 
井に您れて我は其の食を食ひぬ、食3つつあ6ても、 
，食ひ終 b て 


ch. 犬 V け八 fl んおこ 

、我に厭嫌の念尥ら f き。 { ! S 


£) 


施食の來るに隨ひて之^食とし、牛 air 藥とし、 
紺下臥とし•袖綴衣を衣服とす、此银を受用す 
るもの"彼こをは四方の人なれ。 (一 S 
nw を上りな•から制 t 喪ふものある所を、妒の佛の 
嗣紱洛たる迦葉は知^あり正念ゐ办、神通力を以て、 


»そ 


と知6たればなり、細き箭は之5:抜く乙と難く、惡毅然として上り行く。 

四十0品》十八 


(04 八) 


一〇五 








困譯長老 « 

か X こ0(;會 かへ い U や t S し f > v 9く ふ 

迦葉 U 乞食より歸$、岩山を上$て、取著なく、怖 
挺を捨てて禪思す。 (裏) 

か If ふ ウ •し肇 かへ v* u や衰 o tf L ゆ V やく や 

迦葉は乞食より歸り、岩山5:上6て•取著なく、燒か 

なか W ,• L や5りや5 で >し 

るるものの中に於て淸涼にして禪思す。 。0六 0} 

か貧ふ こつじ惫 かへ iULp.i 0» し囑ぢやく へ鼠)な 

迦葉は乞食より歸ぅ、岩山を上りて、取著なく、 爲 
すべさを爲し終り、61惱な く.. i て禪思す〇ご〇一} 
ヵレーリの莬草に掩はれて、愛すべく、樂むベく、1 
聲の〔班く krf 等岩山は我をして娛爻しむ。 (1) 
碧罢の色あ. CS て美しく" tli して淸さ水を湛へ、 (S 

ィンダゴーパヵ蟲に掩はるる、 f 等岩山は我をして 

娛爻しむ。 0 0 11一) 

碧雲の架に似、榑亂の秀でたる頂に譬ふベく、 t 聲 

〔礬さ渡$て〕•樂むべき此等岩山は我をして娛まし 

む。 {1PB} 
f 降5注ぎたる、樂むべき高基、賭仙の牲來すス§ 


10 六 

ち frv) かんむ 9 19 こ氣しげ ところこ n らい U ♦鬈 われ 

地、ご冠ある鳥の聲繁き處、此等岩山は我ヒして 
娱ましむ® {!0六五) 
麻心正念にして • it を凝3んとする槪には& 
にて〕足る、福利をがめ、郭心なる比以の我には足 

る。 (畐) 

安樂を求め、苏心なる比！^の我には足る，觀行を求 
め、麻心なる斯の我には〔之にて〕足る。 {一 0K 七) 
烏麻把〔の衣〕を著け、數に0はれたる此细の如く、 
稀種の鳥類〔此處に〕萆れり、 i 等岩山は我を樂まし 
ひ。 (1) 
&胗には〕奴家のゲ丨4らず、槪1銳敝し、術骱の鼦 
舻萆臬せり、此等岩山は我を樂ましむ。 --0S 
淸みたる水あ6、大なる磐石あり、黑1と鹿と箪 

ち％ g !* ム scf 〕ぎ-、 r 等器は 







(fs 


c 渗 w く争 




五種の樂器を以てしては、心を一境にし、正しく 


11ふ 


ご AI 


10一 


法を見る人の〔得る〕*>如き、斯の如き喜悦我にある 
なし。 5七一) 

叙が纪を！：すことなかれ、怎を辦ょ、 (=) 〔ぎに 

模し、又は他と競はんと〕努ひることなかれ、彼の元 
が极一:して如にをがむるものは、安樂 t 與ふる 
Sk を1っ。 CS ) 
がの襄を作すことなかれ、此の非利を與ふるものを 
?3ざけょ、身は困み疲る、肥は苦み惱みて(一一一 lh x 息を 


わるひ chtst)l ひさ6 

或は「我は慑れ6」と、或»^111に「我は礙れるに6ら 

£ k >と ti ! -* と もし， け i / w なか 

す」と、「我は劣 n 6、又は等し」と、〔智者は：^ S 中 


货ることなし' 


{1 一) 


5、，、一任を勁したるのみにては、自己を見る1とな 


L 4 f 5 C び ox 
而もこ日首を强. 


、ね V * 


C れ 


して徘徊し、「我は保れ • 


思ふ • 


(1 


に勒することなし" 


1 ) 


しゃ5,>ふ li 

，、正法より、遠ざか 


於れ*' さい L や5だん >< 

彼等の再生は斷じ盡3れた 




愚者は劣れる身にして、己は優れりと思ふ、識茗は 

•此の eigsr だ歡せず。 {I 

四十 a 品笫十八 


ち最 しん一一 〇 い f : か «••-> 5/ あ、55 t L 

咎筵あり、興贲を談戒律の上に安定を得、心の止 
3 U に S 5 したるもの、 鍁を U 4?は_せん 。(I 
51じく^?柄を i する〕祀の拇に、ぎ敬を W ることな 

Lti との i し M:os 
を埘艮レ、汩しく慚愧の念を存するもの、 

{一〇九} 

概既にし TC 仏定まらざる比丘は、假令柳綴の衣を餺 
ふと^ P 、 粑ほ龆のへる： r か 如く、 彼之にょ 
りて美なることなし。 {一 00 
赋阳ならずし L 仏定まり、愼して、諸榲を攝した 
るものは、 SD き乙との妒飢の W し01 0 こ 
船ぎ扪ダの跖がぁ彡、紀妒ぁるもの，十千鈀 

10七 







H 髁長老供 

の天子、總て此等は梵身 C 天〕に膘す。 (1011) 
贤にして大禪撳あり、善く定に住せる i 法將取、舍 
1筇〕を〔彼等は〕蹐拜し合掌して立つ。(1001) 
「人間中の生ょきもの、汝に歸命す、人間の最上なる 
もの、汝に歸仏す、汝の禪思す る所、 我等は k 〔の如 


犬 f 


V 




〇八 

ザん 


何なるか〕を知らす。 


( i ) 


し 1 ぶ 0 3 v0 *^* r やぅしよ 囊ことしん t ん u T ♦> れ 

諸佛各各の行處 II 贸に深遠にして、思議せられず、我 

* 44と•、 t う/;ん 5 ち'* これ し 

等假令毛端を裂くもの集りたらんとも、 C 之を〕知ら 


す0 J 


1 


斯の如く此の恭敬の德ぁる舍利弗〔翁〕の、天子の羣 

丨に恭敬せらるるを見て、刼资那は笑を漏しぬ乂一〇八六) 

佛刹田を碰し、太牟尼〔世策〕を除き、頭陀の槪に於て 

ば我優れり、我に竦しきものなし。 (一〇八七) 
我師に奉事し•〔我〕佛の敎を成 f 6、〔我〕1擔を卸 

{一〇八八) 


to いしいん のぞ 

し，再生の因を除きた50 


衣服にも、臥榻にも、飲食にも染せられす、褪鴒は不 
可测贷にして水のために汚3れざる f 華の如く、意 

Co 八九} 


出離に傾き =: 界を離脫せ 6 。 

紀大牟尼は念住を 船と し-信仰を 手と し、大智衷は 
赞慈を頭とし • 常に寂滅を猙て遊方，す。 

み r/rv* かせふらやラら5 

右大迦葉 14 : 老 


{星 


〔一】下の r £ 供は大迦葉 * 老の比丘の群讲|*.馄$在«|:往來するを 
見て唱 へし to な90 1:二】以下四«の*从に就て比丘 Kv » む。 
〔三】 13 a 搏 ft 。 【四】 H 日の a 山に就て速ぶ。【五】所作巳辨〇 
【六】無 iu 。 【七；1 ri : 供 £ t を見ょ。1:八】孔雀。【九】 sslil 4名 
Tallisenn 若婆 nvoo 〔一0】三九八«註#照。【一一】，ス•ダビ 
ダ夫人の»|:ょ9て»を補ひた0〇 【lasmathli 命摩他•止、 
止息、寂»、能滅、能»。 【一 alll 譯すれば的を打 S たるだけ rc 
ての意•唯反 SH 8 誦するのみなるを云ふ、之のみ II て：：人 II 自己の 
實惝か悟ることなし〇 【一 a 澉慢 U して甘を W する C となし。 

〔15111|1日日839|1^ユ命利弗の一猾猇なり。 

ぼん “い 


五十頌品第十九 









我あらゆる牛有を触：常ん觀じつつ、山窟の中に第二我贺慧ヒ以て造气火熱熾なる諸仙の劎をぎぎ取〇、 

C んしや た 〆 びと* V 5 SO こ H sh ^ a し t ri •わ 5 そ ぐんぜい { 〇 ぷ If * 

人者なく唯獨住する乙と何時か之あらん、ナ我に獅子座の上にて魔モを其の軍勢と共に ftL らん AJ と阿 


これい 


(：〇九一}一時か之あらん、之何時か來らんや。 


1 ) 


何時か來らんや。 

我破れたる衣 i を縄へる牟尼〔として；3、黃だを著け、我善- R の萤、法を搾ぶ乙と、 i の！ g くなる W の 
我意な く、 慾念なく、貪と瞋と N じく癡とを盡し、安一問に交は办、如實に〔諸法£觀、諸•根に，てるもの 
樂にして、50]1坂に；<りて住すること、|:”か之ぁ一の長者たる^と、何時か之ぁらん-これ^:^か初ら 


らん A 


{一 s)一 んや A 


，。九六} 


無常にして、殺と病との據所た b 、 死と老とに惱ま 

くわん4つ 


沪 S 9 ねん そ，髒产僉かっ 

我か山廓中に〔入りて〕己利を〔念ぜるを；^馏、飢渴 - 


さるろ此の身^觀察しつつ、怖畏心なくして、獨り m 熟、蟲蛇の惱爻さざること何時か之あらん、之何時 


7人かん 


林間に住する乙と、何時かこれあらん、これ何時かか來らんや。 {一 突七} 

•た \;r いせん u i% み か #: t#tt い 0 

來らんや。 (一〇办 1一 W 大仙の知得し給ひて、見る乙と！ i き四種の諦理 t 、 

惱を齎す涡免の發を 其の 種純の附生物〔と共に〕、斷一せんこと k 時か之めらん、ど何時か紀らんや〇一〇^〇 

らんや。 {〇九 S) する我"赞慧を以て之を見んこと、何時かねあ4ん、 

五十81品1 B 十九 一0九 






M 譯長老® 二 o 

12:1 何時か來らんや' (一〇芫)那1:、薩羅娑縛底河を沈ひことなく神通力を以て渡 
&惡の語を以て談ぜらるるとも、どヒ原として惑ふらんこ•と何時か之あらん、之何時か來らんや。{二 0 S 
ことなく、又た稱 m せらるるとも、之を原として踊 
躕せざらんこと 、 W 時か之あらん、これ何時か來ら 


んゃ。 〇息 

V ? くさ これ‘ tl 54 (■¥!»- ，や*^ 吒ふ ない 4 f 

木と、草と、蔓と、此等の餅蘊と > fr 優の法と、內外 
* i に同じく一ん乙と％:時か之あらん•之何時か 


我に來らんやへ 


三〇一) 


衣服を著けて森林の中に、仙士の踏める道を行く我 

9 t く—|>ら f : 涔づ I つ ふ«そ ぃ〇 

に、雨季の雲の新なる水を以て降り注がんこと何時 


rHv ん C やぅ tl いく cw » Jr 5 f ♦と しよよく よく 41 C •ろ！！ .4 

我戰場を徘徊する象の如く、諸欲に欲を斷ち、心を 19 

L か fuv * L やうじ f » うさう し,ぞ いつ *>れ 

思に繫けて 一 W 淸淨の相を斥けんこと何時か之あら 


ん、之何時か來らんや^ 


(二0五} 


ひん CV ふさい くるし ふ La 1 i 

貧老の負愤に窘められ、富^のために惱まされたる 
が、隱れたる〔寶〕を獲て踊踊する♦か如く、大仙の敎に 
通じて C 踊躍する〕こと何時か之あらん、之何時か來 


らんや" 


{ M 0 六} 


か之あらん•之何時か來らんや。 


(二2)我を勸誘すること多年なりき、心、今我が川家せるを 


かん If ’ tcrtr く！ >ゃ く しん〇んち5 


uri >んくつ%う 


螯 


冠ある鳥、孔雀の森林中に〔將〕 III 窟中に嗌くを聞い 


cr 


■ひ い^ 


て、起ち上がり、不滅〔の道〕 r 達せんがために思を致 


ざ . , 1;にん 臂いく|>クい4 X 5 r n ん V 

•在家人の生活を赞むの要なからずや』と云ひて、汝 


く t んい5 


な5 #. 


何故に汝は意を注ぐことなき， 


( 11 } 


心、汝 K 我を勸誘せしにあらすや4⑴廓の中なる種 
さんこと怀睜か之ぁらん*之何時か來らんや(二0}稲の如^ぁる烏の雷诋の淼》たる铤に應ずも、此等 
龍界に流入し、师口强くして、怖るべき恒伽河、閣牟は森林中に入定せる汝をして娛表しめん IC 4 ひ 










て〕 


(二0八)桡せられて住し"身の欲诏を捨てて•雄 f 5 J と 

r ,げ f : > L . AL よ T 1 0 •ろ , J ん V #1 £ k - 47 

家、愛すべき朋友親族及び世界に婧戯するの樂と諸なかれと•斯の如く、心、汝は先に我を^ 

奶の把とを i て W てて、ねに達しね、然るに、心、 j き。 tus ) 

* ん V C * i ん P く I •!-/◊ こん 99 (5 ルくし V ?し#し#じふ ti ru ^ 

汝は我に满足することなし。 (一一〇九)一禪と根と力と覺支定修とを修習せょ、佛の敎に於 

•w if: ぶ #5 :\ かく 一 i •l 、 lo«vv%l^ t>a ^f^z/ 

之は把がために 7 そあれ、他のためにあらす、武裝一て三明に觸 n ょと、斯の如く、心、汝は先，に我を慫慂 
の時至れるに 、 H の要あ令てか悲傷する、總て動搖一したぅき。 0二 S ) 
すべきものな6と配じ、恥滅の道を求めて出家した一不滅に到り、救濟に速む、あらゆるを悩を斷盡し、あ 
bo (二 1 0 ) らゆる煩悩を淨除する八支の道 t 修習せょ-^心、1 
歡ぎ私、^私和の船ず、大酱帥、可化丈夫の御者は I は斯の如く我を慫想したりき。 C 二一 L 
卽へ- rvr •心は動搖して猿に似、貪欲を離れざるものに|蘊の上に苦〔あ b _/ と正しく見ょ*苦の由**'て出る所 

は制すること難し。 (一二0 
i は稲 M にして5 く樂しく •無智の凡夫は之に賴る、 

彼の^职生をおひるものは苦を齓ひ、がのために薄 
かれて职船の析に2ぶ。 0111 -> 

くじ P く さ S ろ m 9 u/u ， / w 54 P な 4 |:、5 と％^ ゐ 

孔^ r 茶致の聲瀕なる森林の中に、汝は豹や虎に® 

五十錤品第卜九 


• la 亨 ••» 〇 く だん*7く • «0 

之4:本捨てよ、此處にありて苦を斷じ寒せと、心、 


公んな 


rn> 


汝は先に斯の如く我を慫慂したりき' 


{三六) 


く »f じや5 しや’く^ん く 5 Lfv i *•;. や*く 

苦は無常な5と正觀し、空なり慨：我な b と、又邪惡 

せ，^い しや .r く C ん 〇•ろ f : く ， T や •*、ろ 

と〔正觀し： T 心の度 S を止めよと、心、 


なり殺害な 

汝は先に斯の如く a を^;•亂レたり 5 C 


金 二七} 







w31 长老俱 


X 


圆 fill 醜形、凉+として來り、髑鵂〔形の鉢〕を手にして 
餹家の問に乞贫せよ、師なる大仙の敎に身を委ねよ 

とふポ vnsff f い？き。 (二 5 

斯く己 V 攝して、街路の問を往來し、家にも欲にも愛 
装の心なく、明なる滿月の夜の：：：：の如くなれと、氣 

ごと こ wfo .*々 v dlf > h . しよ*^よ5 

の如く、心、汝は先に我を慫 M したりき。 (一二 九) 

しんりぐ tr 5 し〇. 00 U 4 KL-P «» i かん t ;5 Lv V やく &、るし や r ふぐ. CL & 

森林住靠たれ、乞食漭、冢 IHI 住洛、茉襤樓著、坐：小臥省 

たれ、常に邱陀を樂とせょと、斯の如く"か、汝はガ 




に我を慫慂した〇さ” 


05} 


ニニ 

ればなり，我は涅槃を乙そ想绍して遊行せ^^ ーラ} 
我が出家したるは不 k のためにあらす、無渐恥のた 
めにも、不面目のため (C もあらす、轉氣にも、また 
生活のためにもあらず、心“ 2111 M) 

x{ TS& ふく Lv I <. そくし ぞ人 

欲の少さと、汉を 捨棄す ると、苦を息止するとは 茜 
人の i 嘆する所なりと、.>>:い汝 ak の m 斯く我 k 慫 
通したり、今汝は先に修札せし犯に恥る。(二 一一 3 ) 

一 あ％ よく D > 0.5 ゎ沪 ひりぃ ， o < いろ じ％ 

i 愛欲と無明と、愛と非愛と、美しき色と、樂しき受 
と"適意の i とは旣に捎けられたり、我は揎⑴たる 


樹を M 表て果〔を抖んと〕望1/ものの、樹を根ょ b 斫 

のぞ Tl るなん vfnUef5,5t/Wt.*5 

らんことを琪ひ•か如く、心、汝の我を無常動轉に慫 


C 4 


M せんとするは、之に比すべきことをなすにあらず 


や。 


(一ご11 ) 


を再び返さん*>ため (C 努力せじ《 


(i 


r や 9 tt •• ん r や5 vj くゆぅ い黧 わ e なん一* 

形色なく^ i て遠行し獨遊するものよ、今や我汝の語 


ふ 


{C 服せざるべし"是れ鉼欲は苦な b 辛なり大怖畏な 


心、あらゆる場合にありて、我汝の語に隨5、多生の 
中、我汝の怒に觸れし乙となし、〔此の>2生の身は 
汝の知恩ょ be 来れ by 汝苦を作るや、輪迥久しき k 
及べ b。e 5 } 

C •ろ If も— A 女ん 5 9 JW cn ら せう 

心、我等を^ M 門となすは汝なり、汝は iirD^ 





xi ， nlr to nc ilt v%*t 令 L 蠓 

帝利、 王、 仙士となす、〔我等〕或時は吠奢、甘陀とな 


轚ん V 管い 1 く か X . IT #> lv/s い 1 f ん»し/ 

に汝の制抑 5:藭らじ、 我大仙 S 敎 J 於て 出家せ、 


• X 人ふ 


る’天子たるも汝の運載による" 


汝の因に上りてぞ、我は阿修羅となる、汝を本とし 

rl tl 丨 "V ? く •.や それ ゎ4ろ， ちくしゃ5 V 

て我等墮 S 獄者たり、其よ b 或時は畜生となる、饿 


鬼たるも汝の^載による" 


1 


や し めん LC ? 技ん<#>れ夂ぶらか 

〔杏具帥の〕度度假面で示す•か如く、汝我を誑す己と 


%A.V 


再再なる ことな けん、我狂すれば汝は氣力衰ふ、心、 


なん 


我汝に對して何の非をか爲せる。 


1 


先には此の心、望にょり、欲に隨ひ、樂に任せて流轉 

f > ni ん K%i これ せい f し trws 

した6、我今 H 能く之 i : 制すること"象師の铽象を 


〔制する〕が如くせん。 


(i) 


師も亦我に此の世界を無常、不咚實にして精質なし 

しめ •«•• ICCHtt 50 v«rt へい 1C い 

と示したまへり、心、我を牌者の敎に入らし め、 大に 


•V ん U 0 


{二一一七)我の 如さものは 扣失を忍ぶ ことなし 


ci) 


4 んか广かち ;! • ♦ゐ tr . TJls 4 iu$tt */ PI 

山饰河 地、 四〔方〕、四鉼〔上方〕下方總 r 無 IYIIC して、 


いプこ 


三有は患難あ^^ 心、 何 ki に行いてか汝は安樂| 


けん 


〇 


f 1S 


して趄え雔き暴流を越えしめ 


(115 


ci な A.vv«t 9V 奢 1 - と {■> ノ t>H い 

心*汝今ゃ先にぁりし如くぁらざるべ、5我今觅 


醜な5、醜 * り、我が心、电に何をか«んとす5ど、 
心、 bL 我〕汝の制抑を袋 . る ものたら じ、 我は斷じて 
兩口の鞴に觸れじ、酹なり、滿 ちて 九の 孔よ b , み 
出る もの 〇 • r m s 

♦ t -1 fl いや5 •* *. か (.♦orto てん睿げ5め5 foL ， ft か 

野猪、羚羊の窺に出沒する天作巧妙なる窟舍り中に、 
に窟に入りて樂 V 享けん。 {|1雎れ } 

ん « r 9 t 奢 <ぴ よ か\ひ— I 924 t し% 

深靑色の頸あり"蒋き冠あり、蕃き K あ购色 
の羽に包まるる空中の飛行省は美妙の ir 葭 t の i 

V 人 い5 zn ^ ••• <.!# ，んち， v -し 良 ' U 

5〕者を有す、此等は汝の林中に肫思するを餡表しめ 


* 十 eft 第十九 


H 









团譯長老 la 

ん。 (1 

fs L —7 50< U な a <$ い Ip M しん 

四指单の 上、 美しく花咲きて雲〔の色〕に似たる淼 
林に雨降るや、我山中に臥して樹^の故くせん、我 
が〔臥床は〕して撕の^*くならん。 {二！一一七) 
主のなしたまふが如く、同じく我はなさんパ我が〕得 
る所のもの、之 i : 以って噯た足れりとせん、懈なき 
c 革エの〕柒に鞣したる猫皮の痪を仏る•か如、に我は 
なさん。 (5 八) 
主のなした爻ふが如く、同じく我はなさん、〔我が〕搿 

る所のもの、之を以つてまた足れりとせん、精進に 

ょりて我 n 汝を伏すること、巧なる1帥の狂象を〔伏 

する〕が如くせん❶ (1 

t9it し 51 P ごと X U ん ^x ， u<# 人 wTi 

調馬師の馬を矯むるが如く、善く汝を調順し、固定 
せし1/る乙とにょ々て"我は安泰にして、心 t 防謎 
する A の常に行へる道を履むことを得 • (11 S ) 


二四 

tT 9 f «0 なん VA ん奢，5熗く f ょ S 1‘ I ら 

强力を以て汝を緣塊に縛すること、强き亂を3て柱 
に象を〔縛>るが〕如くせん、我を？5て&く P 
護り、能く作1せば、あらゆる也；?に龄 M す X こと 
なからん。 flsi ) 
智祭を以て邪路に依るものを趣り、奶がに f て W 
して、〔正〕路を行はしめょ、(苦)の集の起城あるを以 
て、筘一轿者の嗣績者とならん。 {一 is ) 
心、汝は我を桁璩するに、四純傾倒の制亂する gi な 
れる野への如くす、汝は姑紳を航れる舻愍の对1^ 
に師事するにあらすや“ {一 — e 
美しく飾れる森林中にあ b て、•か自在な61 ib、t 
の i ありて樂しき山に”れるが如〜、.、 D : 汝 ik の 
人影稀なる III 間にあ b て樂まん•心、汝 U 必して彼 
岸に到らん。 { llg ) 

だんし tr.vJLt 鬈ん trtcutt 曾い rJttn^r tt 9 

男子又は女子の汝の欲望と制御とに從ひ • 1/,,承 






くるものは、無智にして魔羅の制御に從； i 、 生有を 
s . i て， 6 r がが街 S たるもの？。 ご i 
右パーラブタ長老 

【 1 】-0/4\ナ§| 1 山又は闽の中腹、»し，傾斜面、坂 0 〔 11 】^ matora 一 
〇七*|& の 技參 2 P 【 三】無常、 無我 L 1 して 精 (私3 )ぁ るな し 味。 
【四 Jsoj ^ hangasa 日 shibbiv§s 【五】【於〕 生«の 身を « す ?? 
び生を受けざるの«0 【七】 iatu 3 nguu unatt 色の 毛氈 1 .似た 
る^の？ 5 T 


LT 5 


a 人 /!(*• 


六十頌品第二十 


へ rbrvk し A . •ん tr 5 C つ0 d ゐすゐ ULU い* 

一)我等森林に住し"乞食を食とし"遺穗の鉢に入る 
を船 i もの、內心善 く、 定に住して魔王の軍を破ら 
ん〇 (11 55) 
齡#獻税に m し、ね餌を A とし、遺穗の鉢に人るを 
船 i もの、 k 土の k を影はすこと、 t の萆の舍 tc 震 
はす〕が如くせん。 {二 BI 七) 

六十！9品*二十 


?备 1>#げ f f : v*s ん，奢 ゐ Z は %• 

我等は樹下に住し、耐忍力6り、逍穂の钵に入るを 
船 W もの、£似、妒く？ T に住して、资王の箪を破ら 

ん。 11—八) 

新 irs し、 i 緊？、諶ふちる— 

むもの、虧丑の祀を黔はすこと • I の策の舍を〔雀 
はす〕が如くせん。 ハ <-一—九) 
(=' 亂なる肥* 1を以て亂み、肉と筋と k 以て链ひた 
6ゲ^!、 f らて惡ルあ-^他の肢晚なるを己の有な 


，と思/- 


ti ) 


Dn く cfc * や5 $ 免5み ひふ つ、 ふん ft い «vt 7 

胸に消疡を有てる妖 魅、 皮庥に包める淼汝の^に 


は九の f V ね icigg ^ に獻み w v づ • 《1 


r ? のがは九の似ぁ-て絜竽つ‘轉を作るもの、 
f はねを皆 < ること、^1 iK を stM の於を 

f し•かねを扯れるが S - く斯くの如-、 f 知らば 

二五 • 


ちな 


けつ1 






saft 老偈 

•• >•♦»I 5 B 1. 九 ^ 9 ご と 

逍くよ b 〔之を〕避くること、雨期の糞坑の如くすベ 

きなり。 (二 蓋} 

へ！！ > 1 C よ if 霣夂 V し し令％ん なん V い とこみ 3と 

如^、如是、大雄士、沙門、汝の云ふ所の如し、 
辦も此 1 阳にありて输落すること、恰も泥中の老牛 

の 如くなる人 あり。 {二 五四) 

l r:r2 妒ん **5 —9 <5^-7 Asy K, 

0薹黄を以て、又 > 他の顔料. V 以て、空中に描き得 
べしと 思へる.之は之を洛ふものにして他にあら 

ず。 (一一五五) 

此の4舍に等しくして*內能く定に住せる我•か心を 

c 汝の〕邪心に&せしむることなかれ、恰も鳥の火聚 

に 〔"る〕が如くに。 (一一美) 

齡れる 像、 A 肫の， 塊、病を抱き、多の思意を有てる 
抓^4 1 ょ、ねになく、 M なし。 {1) 

•其の I '恐賢あ6き•啦釈射 P 街がしき。 {i 八) 


二六 

げに椠 f ㈣ にして、，起なし、 i し 

て cii と鑒す、 P の％は絜？ " <1 

五船を^一'影ずして、此とがるものは微細なる t 杖 
くこと、11を H て斟おを C 如# a 〕 が如くす-1 
鉛ずして、齔と觃るものは微^ c の理リを 
§つ乙と、節を以て奄末を c 穿つ〕が如くす-{二六 一) 
飢を W て i ： さる5が.^く、观を燒かるるが如し、正念 
の f 丘は欲貪を捨てんがれめに出遊すべし* r さ一> 
抓. WM % て舻さるるが虻く、陬を蟛かるるが如ご、 m 
紀の也 W は、生仏の把 t ビ捨てんがれめに出遊ずベ 
し。 (M 奎) 
• riy ? を m 漱し、配虻めを妒ちたまへる人に駅められ. 

氍 妒 mint き' C 15) 

あらゆる 繙結を i く W の涅榮は、柔惰にょ-^ても、 
七なる力を以ても"達すべき 1 C あらす。 {二六五} 











•J 4tto^ CF く •』 al ft t けんぞ < 

此の尔若き比丘、此の優勝なる人は Ki : 其の存始と 


，の如き比丘を授すことなかれ、婆羅門、§&を穿 

mmmmmmB 5 ) っことなかれ、$の W き！^に抓して與运 

is は婆 I 川と、槃荼婆山との岩婼に愍つ、斯の比一念を起せ、速に合挈して碑拜せょ、汝の頭を破らる 


14f Jc i J y ! 

共に併せ敗りて、最後身^持つ • 


偷なき C 佛の〕兒は山窟に入りて禪思す‘ (二六七)一 

(c vr さ r‘f ¥臥％る ひ 牟 r 尼はおの嗣 

II 


rxv 含や 5 らい 


續者にして、梵天に敬19せらる C 
安靜寂 i に歸し、邊地に坐臥せる牟尼、佛筇の嗣績 
沿たる k 集等を敬禮せよ、梵志。 


わひ 


1C ん If ん * •ク XI ダ し 

て人間中に吠陀を知ること再再。 


ど く u^cf 


ひ V ん れ t : 


三吠陀の諏誦者にして、其の彼岸に度れるものたら 
んとも、此〔の人〕を禮拜するは〔迦葉尊を*»:拜する 


の〕十六分が 


あ f : ひ 

に％僙せす^ 


(二七 一) 


て 59 ん さ3だ 13 # ん C なら ブ VV く C げ 一一， み モ It 

朝餐に 先ち て順次並に 逆 次に八 解脫を 見、 其より. 
て受食に赴くもの、 

大十 a 品第二十 


ることなかれ6 


， i ) 


彼の輪射のために惱爻3れ、正法を兄ざるも ©は、 

ひ X や 5 C 1 ，よくろ >• や/! ち 

非 1r 處 •曲路、 邪道に奔馳す" 


{58} 


寶 T 


糞に銥れたる蛆蟲の如く"行に惑はされ、利笨；恭敬に 


•つは t 


(二六九)|心を取 ic して〔而も〕ボクチラは空しく去る {Mfcs 

人爻た百 生の 間、総て婆 M 門 の 生 i : 經、婆維 h とし 

(一 5) 


{、、や よ免 い *f だつ A な S - しん t V ? ^9 か たん 

兩處に於て解脫を搿、內心善く定住せる fc の端 


一 il 


1 


餞なる食利弗の來るを見ょ" 

〔愛欲の〕 箭 k 去 办、 結 縛 V - 盡し、三明 Y て • H 
を脱 T るもの、人 g の供養を受くるの徳あ6、最上 
の 顧 出なり。 (ll -te 七) 
ド i 2數多の天子等、^ i 力あり、名稱あるもの" 
十千の天子は鞞て梵軸天 に抵、 す、 目犍連 に歸命しつ 

二七 






B 9 長老谌 

つ、がして fl 。 (一一七八) 

LP 5 よ nk *1ん V >み5>5 silrfs ひ.04410% み寿^5，そん k 

r 绎善き人、汝に歸命す、最上の人、汝 K 歸命す、锌" 
m 航汝のがに黹き、汝は應供の德ぁ b 。 ご—な 
厂无のために恭敬せられ、 ii れて; I に，てり、白速 

J 如づ けが ごと V や 5 け 〆 

華の木の / 2めに〔汚されざる〕•か如く、行に汚さる5 
ことなし。」 {一一八〇} 

ド V </?い》**.てん0ラ 2と しゆん C かん f けん み 

彼の比丘は"大梵天王の如く、一瞬時間に世問を見 
ること一千方、諸稀の神通力を具へ、 C 人天の〕生死 

と其の時機と 5: 見る、諸天子よ“ {一一八一} 

-3菟 «. かい C やくじや5 ひ y 人 stlCFf 

初窓と、戒と、寂靜とによりて彼岸に速れる比丘、 

虻射！^こそは妒上和以らめ〇 0一八1-} 

百千供胝生の己身を一刹那の問に化作せん、彼は痠 
12 に 5 Tii して m 釦に鰣くせ b 。 1 ) 

I •や5 < 1 .う S くつ5 Irxv やくし9 をしへおい e や5 

目犍連は定と明とに熟.通し•無依著奢の敎に於て成 
浦に達し、賢智ありて諸根を寂靜 k し、結縛を破毀す 


二八 

ること、恰も象の腐 b たる蔓樹を〔破毀する〕が如く 
しき0 {jKs 
一 I 我師に奉事し、佛の敎を成 じ、 煎擔を卸 し" 再有の 
||因を除けり。 {二 S 
一我、彼の撕免のために、在家を出でて、出家相度せ 
(しが、今此の利泰 、〔卽 ち〕あらゆる額結の域盡に達 

一したり。 01八六) 
一一)1弟子•弁ブラと、婆羅1:カクサンダとを劣して、 

ーブタシーの煮られたる地獄は妙何な b し； V 。{二八七} 
一|一百のぎ札あり、各各 〔 sm 败を與ふ、佛弟子乔ダラ 
と、婆雑門カクサンダとを害して、ブタンーの煮られ 
一|たる地獄は斯の如く«りし。 {一一八八} 
|佛い弟子なる比 f - して、 C ; 一一之を知れるもの、期の 
.£ き！ T 丘を勤せば .& s 、 齔•し免はん M 二 S 
光海の中部に宮殿峙つこと一劫、瑠璃色1;して、樂 





< r > 犬ん ごとく ここ し^ C # いる 

，、火焰 〔の 如き〕 光明 あ此處に種1® の色なせ 


ぶ0でし こ ht u < y < -i o < 

佛弟子たるものにして之を知る比丘、斯の如>比& 


る4ぁ6てが奶す。 0―〇を？ F - せば、魔王、汝は苦惱 k 受けん 
¥を^たるが P . <にして、 f 扯れるもの、船の如 
き u * t . r J . <を！5せば、^ S 、 龄以苦惱に#はん◊{二九一> 

斷 vlirM ょ b 、 がだ鉍の妒櫬に皰じて足の大指を 

奶て ぎ ■を 船ひ S かせし もの、 (一一 九一ー ニしつつ ぁるを 見るや〇 

1ぎヂれる！ T 丘にして•ねを妒れるもの、斯の如き 
1^を！ i せば、 & s 、， sci に&はん。 (1 

術索に igg の惡 Hi なる f ヂャャ 

ン—」 iai? ゃ、 K 子はだ F-0 5) 

船ぎ子たる f 丘にして、之-^知れるもの、斯の如き 

1を氤せば、釈私、妃ボ妒衝にかはん。1 


JU れふ 


なん V 


• H 1 ヂャヤンタ樓 閣の札に於 V 、帝釋天に問ぅて言 

へ-？黯一て忘の滅艇解紙を r task 

て—に i はれて ss — へき。 (一 5) 
六十®品 第二 十 


。 ( 二九七} 

VXIP 4 ろ5.1く なか b い し<#めんぜん だか»んわ5 

蕃法樓賜の 中に於て、 衆の面前に、大梵王 k 問うて 


一ずへ 


r ん V1 ん 1 C . ち な なん V3 I 

•汝"今 H も尙ほ、汝が先き1:有ちけると 


なんぢ 


み 


51じき覎を有 てり や •汝 w 粑—に於て、 光輝の過去 

mmlMP 

知 5^は^ &はれてふ« 1 :んへ<を士ゐ 


xcviU 


にずちたる、紀の見は"ゲ s # ムを有たす。{二九) 
粑1 ^ に抝て舣职の^ k しつっぁるを酽る、我 今日 
孤は犯£^^*艇5のものなりとの語の©.1¥しこ 
とを〔妒る〕 (» g ) 
亂がぞたるものにして之 4: 知 il る比一 IT 汝若し^の 
'机きががゼ歡せば^賢^汝は苦惱に贫はん〇ミ〇じ 
1 cs — を S て裝 ilx レ P が、船％ C 1 G 
船 松と、 船 W に g 尉せ る^? と kcs^T <u o > 

M 九 







0 譯 fi 老依 

佛铅子たるものにして之を知れ.〇比丘、魔王、斯の 
如"/.,比'害せば、汝は Jicl 得ん。 {1110 ^ 
火は，我迸人を燒かんプ思ふことなし、 ii も愚人は 


此：燃ゆる火に觸れて燒かる。 


(1 露) 


みづか 


之と同じく、熥王•汝は此の如來を襲ぅて、自ら己5: 
燒く乙と、猜ほ火に觸れたる愚人の如し。ご一一〇五) 

tt » う なん？ Ji らいおそ ふ^ i •ふ ur^A なん考 

«£王、 汝如米を襲へば、不善業を積む、波旬、汝は 


我•か邪業 ft 熟せす Ji 思へ b や〜 


S3 


t » rA . tryw»f - ふ を^•，や5や しや<コふ 1 ^9 

魔、汝罪業 k 犯せば、長夜に稍集せらる、魔王、佛 

ょを解け、諸比丘に對して、於想'を起すことな 

かれ。 (1110) 

斯の. g く比 .< は、♦へーサヵヲー祇中にあ b て、魔王 

L， Ivn か や，•や ふ奢15 XT I こ* c 

を叱しき、其ょり彼の夜叉は、不興 ic して其の處 R 

鼷沒しぬ P {— 〇八} 


Mlo 

C こ以下目®迷の併比£1:誠むるの偈。【二】以下 ftis 雄せん 
としたる遊女 U 對して 。 【三】遊女之答へ て。【四】、 wTffiic 
老の之1:答ふるな9。【五】以.卜四偈舍 -/'*| '如の入滅したる時"【六】 
以下六®大迦篥に就て0 【七；}1|の利>«|ち2!すをいふ0【八1二 
佴舍利弗を稱觖ナ【九】以ド舍利卯目键迚一稱公 【I XSTH 
挞速 C S 50 【一!】長老 >〇1王と|0间答、 c ; .rr. 】 fel 2 st /; 肷 ST 

しふ 


大集品第二十一 


一0我在家ょり出でて、出家得度したるに•资 ibc 出 

來れる〕■此の强桊の思想我を追尾す u { uo } 

生善く^^て、術に膂 W 、 堅く武装せる大弓手た令•逃 

れざるもの一千、之を四方に退散せしめん* { mlo } 

59し此の數ょ^^多5婦女出で來らんとも，我を惱 

ますことなからん、我は法に住立す ，芝 — 

0 0 T li - M .- f 2 V - 
此の0の族なる佛の〔說きたまひし：>^趣向の道を 

我一たび聞いて、我 i 心之を樂：？❶ fu 一 0 






妒れ k くして S せるに、氍给，き船る、 & CS 〕 

犯も配じく之をなさん、15は我•か道を見ることなか 
らん。 {一一一一一一一) 
S 敗と1•敗と、犯に W れる思 (> を總 V 抛ちて、1:處に 
も欲を姐すことなくば、彼此丘は欲なきにょ^'て無 
紀私代 b 。 { HI —} 
•i&l にが , V と、形色あ 6 天上^〇、總て無常にしてぎ 

ぃ i っ、製^^<だぞて辯す。(-靈 ) 

人は…本44の. h に钟著心を起す、見聞し觸知する處 
にも航、炻膨に姒なくして妒念を除去せょ、これ也處 
に賊せらるることなきもの、彼は牟尼と名けらるれ 
ばな.〇* {一一一一六) 

六十 八 c の mcMX に 妒る ものは ^ K の思舶 を 具へ"非 
法？上に住”ネす、何の宗派にも艇することなく而 
vmL 執6 らざるもの、 彼 こそは％ 丘なれ * ( 一ー ニ七) 


配 m 默*にがはり、妃夜に定に住して、僞なら令、欲な 
くして智筵める! I - 尼は寂靜の道に達し*躲起を城 •» 
て死の至るを待つ* (— I 八} 
阶 S の弟子、愤慢'捨てよ、橋慢の1を捨てて賒す 
g なくせよ、汝橋慢の道に迷惑して追悔す心こと久 
し。 0 § 
k : C は S のために没はれ、慢のために ? r せられて、地 
1に S 。、 舴生が.のため k 灾せられ地獄に生れ 
て髟抝に纪をす。 { sso > 
道〔によ6て〕脇てる比丘の、能く〔道修せ4も 
のは絕て薆苦することなし名春と安樂と’在く* 
ど VIS 〔の Ai と听ぶは : n し- 1 

，てて、沉淨とな-^惴悛を捨てて賒す所なく， 
にして、1:怒によ6、〔ぎの〕除. 

rll 








炽譁長老® ご三 

{一 illln ) 不滅の牾は具な b 、 之不⑸の法な办、寂辟が M は典 
一めに燒かれ"我が心燃燒せらる、可矣、と紀と紀との W に ffi ? 把すと稱せらる。 {1 t $ 
? fldr 慈敝を垂れて"我に消除の法^說け " ( I )涅！^蒗せん•かために、^:觀の齡 P 說さんがために、 

^5 c ^ 9 女士 C * ろね I vi < < 5 ^ Jl / i ちん〇ん ご 己、 •• ち， 1•な5>5 

想の^^によ办て汝が心は燃燒せらる、貪欲と俱布：儆‘の說きたまひし安隱の語、之語中の能0^6もの 

ti ) 


文 


L や！^ じ や 3 9 r ^^-9 

なる淸：相. V 桧離せよ。 


こ•ろ 


(一一13 ;: な - CNO 

^ slt ' .^<0f^p. 

練せよ"汝に身念あるべく、厭嫌〔の情〕 f かるべ | 利 {!&; は：^ £:< のために1 J を斯く。 

く . C ん K « 


{15} 

略しても說き、廣く本諝る、 九 f : 鳥の齡の如 く^彼 

は其の〕 無 礙辯を表す。 {—1) 

f H z »? c« ふ ぴ； rA . 奮 わ S 

彼の此の 說 法の美音を聞いて、愛すべ I ずに して 

た 4> 1 «ん C P 5 びく & こ 1 < く # > A . r v * x メ 

樂し ひ べき音聲のため {C 比丘等は心歡容し"怡悅し 
て耳を傾く。 01) 
£今： n 十五 日、 五百人の比以は淸淨に绝せん が 代め 
他の 聞きて喜ぶ ? s 、 c 此の^語を こ trd tc せょ、他のに 奶 i ) f 料れ气阶撇は配斯 5 rBrf f : ち、^ c を*? 1 ,^配 1を 
慈を擧げすして首ふは これ 愛〔語な- OH {; ラ K ) i ?< せ备。 {】£) 


し _ {一一 ill 五} 
弗相ヒも修練せよ、愤慢、愛執を抛拾せよ、？！よ令 

愤悛を知悉し•寂餅•，にして遊行せん。 (111 一 一六} 

〔人の〕よりて己 f 苦むる乙となき、斯の如き語をこ 

そ說け、他人をも将することなかれ、斯る語は善く說 

(M5) 


かれたるな 

n f XAS s 























ずほ、似辦右の、鉗允臣に伴はれて此の允地を海際に 
起るまで、^^ rl するが X く、 〇一臺 ) 
颭じく、三 g 55〃て’せる妒 f 鈀は、無上にし 
てち、(ち M の i に备す。 S 六} 
抝て|! 歌の t にして、船の5•货なきはあら t 愛欲 
の rri の2 船〔の is 〕 七 i 形 f 1 ) 
会一千 >纪ゆる 比ビは 善1 に奉侍す、®垢なき法、 
怖^なき涅樂 k 說きた まふ 人に) < i ) 

郎^ 5は圯1犯，に圍繳せられて、が輝を發ちたま 

ふ* (5 九} 

俨纪 * の？^铲ちたま S、 諸做中第七仙に當 
らせたまふ、大雲の如くして弟子に〔法〕雨を澎ぎた 


ガ^ T 彰す。 1 

鬱の肌妒に妒ち*船1を矿て、跗^ふ、此 

、 I >tc KAP •ん ふん - < Q i. T I> 4 ， 

の！ g 畴を解 く 人、分分に分別して依着な，八 t 見 ft 


てまつれ" 


{一 SH ) 


L ゆじ夕 


i ふ- 


1 ) 


日中住よ6去れて、師 4r 見たてまつらんがために、 
大集品 第二十一 


暴 流で 度らん•かために饨穐なる道を說きたまへ 
i のぞ^ :のぎ の鈀き示さるるや、諸 t の人住立 
して艇がるるなし〇 f1SS 
cltt 1 の〕 燈肌となる人はあらゆる立處の彼岸を透視し 
たまへ办、齡十じの，&を奶知し i 示した 
まへ. CSO ^1 
贈の！ g くして穿く紀の說かれたるに"法を知れる4 
のの¥ か制して m 也 f んや、されば t H 

のぎ奶て梁 E に霞しつつ iV I 

S 5 i 配^^私に脱 漱か •志 f し*佛 に績いて 後を開 さ 

代るもの、%に於 i 住と：揀離とを獲る人 abJJ 一 m/c 









w 3fi 老偽 115 
佛弟子にして師の敎を行ふものの達すべきことは、…一我先に持歌に醉ひて村より村へ、都よ of へ-^ 
總て t の精勑にして學宵する人の成就せる i;;,bo 1しける•か、其よ办一切法の彼岸に達し ft まへる正 

% (I 




{一一 1 B 七} |镉智者ビ見たてまつ6き。 

大威力、*:明ぁり、〔他の〕仅の所趣を紕る、队ヂ嗣亂'-%惱の彼岸に達した丈へる彼牟尼は"我がために：^ 
各たる熵峨如は師の足を禮拜す。 Cl 一一 s 八)一を說さたま a き、我法 5: 聞きて和悅し、信心我に起 


i み 


苦惱の際を#したる牟尼の、山の中腹に坐せるを、一6き" { i } 
三明あ令て、死赍 V 滅比る佛弟ぞは、侍箏したて我ぎの語を聞き、〔五〕蘊、 c 十！ aM 、 c 十八；！^を知5 
つ气 (一一 1 S 九}て、出家得度しき。 <—- 董) 
&大威かある n 鍵連は〔己の〕が：一!以て•解脫をがて、.如來は此等の佛の敎を行ふ、數多の婦女令た男子の 
椅贸を滅： W る波等の心を驗す。 (一一—〇利益のために現れたまふ- 《二罢) 
斯の如く-^てあらゆる支分を具備し、苦惱の際涯を世間に來れるものを見る、此等比丘、比愚の利益 
遨し*禪 M の方便を具冇せる祖费に師事す' (一一51)のために•牟尼は菩提を得たまひさ。 01一芝) 
將ほぬなき欲」、取 W なくして嫩い叩の rax らすが Si fit、H 街の W —、 ず生を慈愍して gr ^ の®蹄を 

せかい てら < c Lof;i く て>をク く%く L 1 

てあらゆる世みを照す" {一2 } 苦と、苦の生起と、苦の超越と•苦を息止する龜き 



















八支の道と之な 


{ 1 > 


か H 


ss V 行じき❶ 

紙の i く、铝に&かれ‘1れ‘黔‘氍、辦はぼて街の取 fit ん I 

す、抓15^の&はあて聽くの用がをなせも^^は我 


4 L«*4trc や 5 しや 

等の師、世尊 U 無 J ^ 表な5。 


M 


し如くに&た>、われ己利に逮し、佛の敎を成就し 

〇〇 言 e 

貧にも 我れ 佛の侧に來 >しことは徒 wa らざ6き、一一 

1 i せられた法の中にて、反も尊きものに我はへ 

配じき • (一笑一) 
ml のに 1 し、 耳配を？ i 淨にし、三明あ\ 神； 

g をぎ他 W 2恣咐 @,盔す。 1 

よ u « ltlt ;:«*•-• ろじ鬌く 13 や？ — 

たてまつる、 世に知ら n、 赛高く、心寂靜に歸したる 
113 J 丘ア，ガーラグにあ6て死しき‘ (1H S ) 
"尼ぎ 妒 K ;: •紙！！ とは m のかな--、 f 世# の 0 k の：！婆羅 


寶錾を i ち； _A 爻へ士军 

駅紀ヂる C , 比 iot 渺％したまへ、ぎ glf 私、我等の中 
にありて C.W を：一祐すこと、千一の矿釋5の諸无の c 中 
にありて示すが〕如くし fc まへ。 {1,六} 
i の t のあらゆる M :搏 .® k の道*無知 =>作、1の 

m が：^な s ?- (I 

iivli? し M 肥1 V-〔k つこと〕、免へば亂の s^r’(s 
ベる： T 違寒を〔配つ〕が如くする 7 と能はずんば、一切 


門に典へ托ま3し所、の.： S を見たまへる世世間は黑開に理はれ、光あるものも此く，1なから 

s 、 M は 1 8を1桃し • k ' 紙を X め、斷めて⑥いん* (一 E 

大集 St 一十一 ri 







けんしゃ Hlt %ん V しか 

賢者、我は汝を然な. 


H * 長老 m 

賢人は光叫を作すものた I 

と1ふ、沢等、5，覜を見る汝の處に來詣した. o 、 c 此 
の〕衆の中にありて我等に劫波を示したまへ。011六九) 
妙好の人、疾く好好の音聲を揚げさせた爻へ、-〇：鳥 
の〔其の浴を：一^げて、善く調 a て、圓かなる1を以 
て徐ろに歌ふが如くに、〔我箱〕維て意を傾けて聞か 
ん。 (— --七〇 

生死殘りなく gt て、〔邪惡を〕椅ひた爻へる〔佛に〕切 

辑して說法 k 睛ひたて爻つらん、そは凡夫の欲は果 
つべからず、如來は慮6て〔事を〕行 a たまふが故な 

(一一一七一) 

汝全转表のなし給へる此の十全の說示は領受せられ 

たり、我は此の最後の合箪 W 手向けた b 、 d 波を〕 
知りながら、〔我等を〕誑したまはざれ、敢智の人。 


ft i ;««9 t や 9 e 5 * li 4 4 〇と 

漏す所なく、聖者の法 i : 覺， 


-1 六 
L 

、知 • 


欠ぶ4か 

そ誑したまふこ 


UW * しや，じん a と な ね，じしぅク i f 

となかれ、大精進の人、猶ほ熱時著熱に惱める人の 

办づ itc ごと なん tr ご A Q >» ip 9-5 tv 

水を 〔求むる〕 が如く、 汝り語を 得んと 願 ふ•聽 者に 


雨を降したまへ 


{1) 


2 - 


劫波は法利ある梵行を修したり、之彼に取りて空な 
6しや、彼は圓寂せ6や、將た有赊滅に入れ b や、 
我等は彼が解脱せし如くに之を聞かん(一!!七 B ) 

c Z み5»,し螫知 K あいよく fi «« /* 

『此處に名色の上に、彼は愛欲を斷ちたり」と世饮は 
C 宣へり〕、「長時依著せし愛1の流ヶ 〔I ち〕， 生死を 
渡りて、殘りなし」と、五者の f 長たる世筘は宣へ 
り。 {一 i) 
『汝の此の語を聞きて、〔我が，心〕悦♦ふ、仙士中の第七 
和、記 JT には i は f け'！*£は孤を gr 


まはす。 


( 15 ) 




(一一 S } 佛の弟子は〔口に〕言ふが如く、〔身に〕行ひ、游僞の 







ffff (1 
4邮 V 耶は桃"をが〒、^^は紙るこ 
と難き死王の領域ヒ趄え亿り。 (一一一七八) 

，やや5しやわれな八^て八もぅ>2|^い，、6^-1^|、 

兩足中の最上 者、 我は汝天中の天5:拜し汝の兒 
〔巧の：}拟に邮て、粑象の輿子なる龆象を拜すご 

1 

み,»|^さ1>や*^ぅ 

右鹏#娑長老 


國譯長老偈終 

大集品第二十1 


【一】 B « 老•未だ沙彌た P し 時 、 ft 多 〇 著德9 たる •人#箱 

舍に入9來るを見て。【二】以下 B 己の資ぶ e 5】12二 
俱 S 見ょ。【四】以 +S 陀長老に S て。【五替 6 ©s 

k き AP ひし後。【六】 HatthaiihaftAt 携ふる4わ iji 各 
き 【七】涅繫|:關する說法の後*【八}！ SMiui の $• 【九」 
目犍籩0【10〕佛©典名。〔二】過去の【扣过下^§陀み 
死に就て W ふ。【15涅槃)【一 SJ へ4 K*s す***—？ 
(止)と對して"»の«念の方面か表す。 


:1七 


















譯長老尼偈 

炉 し 9 5しやそん耆しや しや5へんちしや tT 

彼の群赛ヽ尊食者、正遍智者に歸命した てまつ 


c _ ttA . fft * 

一頌品第一 

を m て〔纪断を〕似う、〔•ねを〕配ひて1似 


.臥せょ、是れ汝の爱欲は制せられて、銪中の枯菜の 


ti 


如くなりたればな^^ 


3 


_ しやぅみや5ふし?フ4らぅ U •一 げ tt : 

斯く姓名 不詳の 長老 尼は 此の 偈を唱 へた b とぞ。 
解脫尼 、二)〔四 棟の〕 結ょ b 脫 るる左、 一一 一 羅踬の捕へ 

ct ご 41 irff つ こ C ろ ••つ V ひ|?>み 

し 月の如くせよ、 解 脫の心を 以て負目なき 〔身と な 


/、世の〕施食を受けよ。 


S 


妒 せそん げだつ よ (鼠)シブ^ ▼1 ナ—に つ n こ 

斯く世禕は解脫と〔呼べる〕…式沙彌尼を常に此の 


げ 


偈を以て誠め給へ 

1領品箏一 


i £»; 那尼、氰が m を矿 ilf る i 、 十五日の月の如くせ 
よ、剛,なる!^を15て r 恩癡の〕開塊を破れ0 (コー} 
右佛の富樓亂尼に示し給ひし偈。 

チブ tic r 9 がく がくし^なんぢ％ろ％ろ(||)け，けつ 

帝須尼、學によ b て平修せよ、汝諸の繫結に敗 
らるる>と影れ、所有ゆる繫結よ b 離れ、無漏〔の身と 
な b て〕、世に遊行せよ。 ( B ) 
相船が制鉗股を誠め搿ひし偈。 

f” ブ t-l し こころ Lltt ふ I つ fit f3-r つな > k <r く |^> 

帝須尼、心を諸法に專にして、刹那も〔空〕過せ 
しむる姐れ、そは刹那を 〔 si 〕 過せしむるものは' 八 泥 
洹に麼ちて憂ふべき*>故なり。 S 
右他の帝乳，の偈 


/ 







WW 兵老尼谒 

ぎ固甩、漱を纪ょ、〔諸の邪〕想を制むるは樂し、無上せょ。 

S 


二 


{一 S 


の安隱、涅槃^ g せょ。 

み rr —，一 一一 If 

右堅固尼の偈 

石諸根を習修せる尼は槩 i の法によりて堅固な. 
<| 0 ) 


けんぞ< 


Ibu やぶ 


魔王を其の眷艇と共に併せ敗 b て、最後身を持せ 

ょ。$ 

^ r 卜, ^/«| M 7 n « W ^7 

右他の堅固尼の偈 

&配、信心によりて出家して、交友を悅べ、安隱 r 涅 

槃〕に達せんがために諸の善法を修せよ。 


S 


み rits 多—にげ 

右友尼の偈 


パ r ， IL ! しんじん ％つ し，つけ V ん»ふ 1 T い n<Dt もろ—ろ IrA . 

莕尼、信心を以て出家して、善法に於て樂め、諸の善 
法を修習せょ、安隱〔涅盤〕は無上 r の法〕な6。 

み r パ rrfll げ 

右善尼の偈 

，パ，了にこ が f : へ 1 rLC 5 ， r ， «r こ №1 ねた 

寂靜尼、起え難きこ一死王の領土を〔起え〕、 m 流を渡 


み r ウパ冷 ▼1 に げ 

右寂靜尼の偈 


の) 


，へ Vi 


£K 


N みの鲈 


三の屈れるものを脫るる上に於て、我は巧に脫れ、善 
<忠がぬ、#!:三とは；3.2-)杵-^れる主となり、我 

は^&ょ-^れ、耠の齡あせ--。 三) 

右解脫尼の偈 

〔影韶一^せんとして—は、佐に 
が m て〔藍に〕 S せん、影に！！嫩せ ft な. 
t のは、〔槪 s だ v 撕 r る。 i 

み r > ヂンナ I に げ 

右法與尼の渴 

Ylcc のちくい R とけをしへ？な f 3) uw <»— f : fc < 

行ひて後に悔な>佛の敎を行へ、疾く足を洗ひて 

1 


めん 


{九) j 1面に坐せ ょ。 

み>ギ會丨方-^ r - 

{ 右 ffi 舍法尼の偈 


螯た 


」 < み CT ふ fcf : なん《み 

諸界の苦なる i を見、生をして再び〔汝の身に〕來ら 


f 111)1 £•，♦けんぞ< « S やぶ *sn しん V &か メ、 : k や A 2く#ジノ ニ^ 

れ、魔王を其の眷躲と共に併せ敗 b て故後身を持しむる{勿れ、生有の愛欲を斷たば寂静にして遊， -rr 
















せん， 


n s . 


(一 c 


み r ほとけ X ► ナ — に .L 5 Lif 

右佛の善意尼に示し給ひし侷 


和は射 mi を紀し、1さては意 ml を〔懾せ〇、愛念を 
t の ㈣ よ6 ずきて ^ T ぼ 寂靜となれ b 。 {一 丑} 


右鬱多羅尼の愒 \ 
iir 尼、§船松船を识て〔"衣服を〕を，彫ぅ： 
て』 S い加せょ、 f れ^繫は，せられて^— 
K のぎとな b たれば な*^。 (5 

弒黻が紀釕粑肷に私し給ひし偈 
&〕黯#>、ぬにぞて仏を^3ひ碰6、四監ひて^ 
• HK に g れ2、蜇にが繼—"見て、！！ょ 

でセニ 


-C こころげだ〇 

/我が心解脫せり。 
右達^:尼の偈 


於を松てて得度し、免したる兒と畜類とを捨て、貪— 
獻とを f て、® S を齡き、愛念を其の根よ b 拔さて、 


hh ?く1:?，じや」つえド > 

我は寂靜寂減を梅たり 

み rf > ガ—に け 

右僧加尼の愒 

【一】四 SP の Is と11欲••^•見•無明等四 rt の sil か云ふ“【二 】 Btt 

る SS 王ミゃ」捕へ；^*01と 
償ビら n たり。【三】ぎ?-|-(»|3£取法女、又(1]]-.學女と|»す、 

E 年の娇女1:して比£:尼 t : らんと志マもの^二年間戒律な^飪ィー 
し*て、其の a 行 S し、®-」懷描の有無含マ。【四 】 H 
0 H •【五】炽锱 s 異名。【六】»経耍集三三三偎。【七】7;ブ00 
橐曾な去らしむ、 好逸せ I むるの : f と見る t 可なるが如 t 
R 1 E 九 》* 照。【八】 ^ KIKA 畜生修飆の四惡®か云ふ"〔九】 
信•携•念•定 •» の五 II の桟な云ふ。【一0】法句»一七五««颀" 
大小の煩馏4-雄して" 再•ひ世1:生れ th 4 こと ^ L 、紋 11 最後肩を搏 
すると云ふ"【二】死王の姐土 si 流の意、共に此の5£ 
指 V 。【三】七偈逸 iwu 【一 S 此の«もと、他の t : 块1:舂さて生 
針せしが如く"而して其の夫は傾座なリしなリ© 0 修で*31 # 1:4% 
る19の一端4 M > J ? マなり。【1*!】似掛の煮11晚年|:して出家1れる 
尼。【一2一偎*照。 

一一漸議こ 


二頌品第二 


llrrbf 、 すみ、55れ、£ b たる I ；此の&成 S 身？見ょ 







unt & 老尼偈 

三 c やう今ん • こ〇ろ V やうね人 ふ UTf L 響 t : ふ 

SI : 歸し、心を定念に住せしめ、不淨想を修習 

せょ。 {一九} 

tflff さう tl/ut_c よ 7 プ 1 んしん *r そ け Jt ん VX め fo 

又無相念を修胷し、懦慢心を捨てょ、其の懦慢の除舐 
ょ-渺 s 紀 iii して妒扪せん。 § 
祝の如く世禕は常に此等の偈を以て難陀式沙妒尼 

を敎へ給へ 

i 等き七种の菩提分、涅槃に達するの道は、我璁て之 
を g が渺示に船がて慨1した-。 (-11> 


n 

樂なる哉」と：：云ひて'快く蹣思す* {一一明) 

み r しや 5 みや 5 ふし? 7 议 7 ぴくに げ 

右姓名不詳の某比丘尼の偈 

«>しょ^く S 一 かしこくさい|.ふかく5 4みん 5われ 

我が所得は迦尸國歲入の額に達しぬ、都民は我 
に價を附して、價なき我に憤を定めぬ* M 
其よ b 我は色に於いて嫌厭の念を起し、嫌厭の念を 
t して、我は欲を離 U ぬ、我は再び生死輪廻 - 流轉 
せ'3らんことを、〔我は〕^三明知し佛の敎を t 


我旣に彼の r 世諱を見奉 b たれば f は：我が〃最後 

鲈ふ C 0- うし A. X んんね 打ん〇く い裳 X ねた 

の合成〔身〕にして、铐生翰迴は噺じ盡され、今よ b 再 

f 一三) 




(二六} 


び生を受くる i あらじ 

右デ H ンター尼の偈 


解，したる溝、我 ( i 巧く脫れ、5杵〔取る業ょり〕善く 
免れた卜、我が c 夫は〕無慚恥にして我をほど- 
も〔思はす〕、我が签はぞ疽〔の如く〕な6き。 S ) 


右アッダカ li / lM * の併 


假令〔我〕•旭せ、病みて、甚く力袞へた b とも、杖に恁 
れて IUI を！^! y く。 


i 

一®' W 伽ぽがを1し、鉢を伏せて、岩石の上に身を休 
む、 L 思 S の間塊を碎きつつ❶ {一一八) 

Ar チヲ身— K . げ 

右锊多尼の偈 





























I 


〔我；！ 假令苦み惱み力乏しく年邁きた b と雖も、杖に 
親れて山を sb 往く。 (元) 

が； siit 、 和三『に勤し、 P 笋啦 f 。 ( S 一 

み,,ク費9|に げ 

右慈愍尼の偈 | 
(=)〔 MS 5 K の十四ぐ十 wntwt *^ に 、 S び §56 

0 f 0 kTAffif 

S れな。 ， (5 

k の繫は一铲 〔 T 〕、 pfi ふ 

bhtA . ぐん w > f ふゐ せい 

M は天群を願はす、胸中の怖畏を制せ b 。 (三二) 

み rt ザ身—! itr 

右友尼の偈 

g 、 r ^ i 、 祭 fm ?& るまで、ざ窮に I 

して&良ぁる身を觀察せょ。 公基 
航の： g くして gf る il には®?る貪 f 枨絕され熟悩 

9 C «? H -&しやめつ120 , • _ 

既じ壶さる、我は*淸涼滅熱に歸した b 。 § 

二® 品 •* 二 


つ AAy { s ) rxirIT-#—lf 

右 •= 無畏母の偈 

flsTtY-ll 找ん Jt あいすやく 


Ttr-U ほん Jt あい V やく こ み A め0 

無畏尼、凡夫の愛著せる〔此の〕身は a 威すべき 


t 


£ KLT 7 ち L や. rsn ん こみ .1 

ものなれ、〔我〕正知正念ありヽ此の身を 捨てん。 CS 


和多の苦法ょり〔脫れ〕、精勤樂めるょ卜して、愛 
矿に連し、佛 W 敎を成せ卜。 full ハ) 

み f へ|觭) T バヤ—ちゃ , t ,11げ 

右こ無畏長老尼の渴 

わ H し r 7 u や W * さ •一ころあんじゃぅ冬 

四たび五たび我は精舍を出で去りぬ、心の安靜を得 
す、心を歸順せしむる i を得す。 3 
k の奶八夜に於て我•か愛欲斷たれ《、我多數の&法 


しャ5ごん；！4>し 


«^ t 5 う：^ c fa ' •藏 t / f て i -1 

:脫れ〕、精勤を樂めるよりして、愛•遊に達し、佛 


しやうごん f: の C 


あいじん 


n C LfsJ 

の敎を戍せり。 
右^ T 摩尼の偈 


i 


【一滅痛置三四二 M 11 H 3 供❶【二】±•擇法•靖進 •«•«£ 安•定 

及び*の七をいふ、*支 •* 分 •*« 等の異譯わり。 cmj 此處1: 
云へろ 1 H :- 尊と IX 法考の佛 U して色痛の佛の意1:典すと解せり • 
【四】此比丘尼の抑身11»、っして轂物な#さて»«:しれ3な”。 

五 







M 3* 老尼僱 

〔五 J 此の夫 ( i 橐な it りて液世し t : り。【六 】！ >Ldu (: 恶爽“放 
つ皮膚病の 1 M 、 物か煮る鳌❷不潔•レして®美を放てる^いふ、 
成は1>|||袋とマ、貧の意。【七】此女もと迦尸 W の遊女 t : り L 
なり、迦尸と IX 婆 »< へ6 E 城：竹都とせし W なり。【八】註解® 1 : 
ては U 3- か五百企の金と見て、此の五百金の財を價とな LS 云 
とせり。【九】六神通の中、锫命通、天眼通、《«通の三か云ふ。 

【一0】下七五偈鉉銮照。【二 JSE 緒赛染四0二偈參照、陰«51簡刃 
な白分黑分の二分1:分ち、各分の八日、十四日、十五日の三 H か布 
ttni 将 L 、 比丘、比丘尼 U 一 ® l : m 會 L て懺悔の式を行ひ、在家 
人 II 八*戒な持つ、所 tti 六*成日なリ0 【111】布臁式(1»半月の 
八 B 、 十四日"十五 H の三日1:行ふべさ定なれど村落1:入るベさ用 
わる t : 典此等の日^钱 It して七日又は九日，十三日及•ひ翌分の初 

日1:行 U ざる4-得ざることあり、之^ »• 改月分と*ふ。【三】® 

«❼热惱 なる 1:對 L ® 槃の狀菔ら淸凉な リ i 云ふ。【一 a 無炎と 

云ふ子(出家 L て*老となる)^りて後出家 Lr : る故1:無 S の母と 

云ふ、此の1一«の中初の一は無炎長老が其の母か«む5の«、後の 

- U 母尼〇之1:答ふる俱なり•【一 S 自ら己を if ぶなり。【一？】愛 
欲の疽きたる^ひ、??.槃 >櫓す • 

C *> R んだ W * 


六 


を得たる MJ を知らざ b き0 


(S 


三頌品第三 


ゃ — r しねん めひだい t かつ こころあんし 

我♦か出家よ b して二十五年の閒、未だ曾て心の安止 


$ k ^^ dp 0 pffa 

時那の敎を記憶して不安を抱けり。 { g ) 

r 多 i の A 卿れ〕、撒ぎ ir ょ匕て、漱 

の滅邊に4し、佛の敎を成じぬ、我が愛4の齔らしが 
されてょ b 今：：：は第七夜な6。 (3 一} 
右 i の婆摩 3 i - の g<T 

四たび五たび、我は精ぎょ6出で去 b ぬ、がが安靜^, 
得す、心を歸順せしむる、とを得すして。 (E-i) 
我が信仰する所たりし彼の尼は我に^^6、#が取 
に法を演說せ b、ea 處界の法を。 {鬯^ 
我に說き敎へしが如く、我は其の法を聞きて七 i の 
間；跏趺を組みて生せ卜、巷と樂とに飽きつつ、第八 
H に 〔W 癡〕の間塊を破れて我は足を伸せ b* (B) 
右鬱 V 羅尼の偈 
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r となれ b 、 泥钯 ftt 、傘尼に歸依し # る。 

み r 

右ククビリーの偶 


S 


つか 


11 C 7) k ^^ t くスッヵ lm ' u 取へざる此の王舍城の民 
は俯をか黹せる、！へる•か虻くぎ杈せり。 

ぎある A ? は此の！!する i なくして嗅き出る甘露を吸 
はんと J & v ふ，と、 it ; 行く人の雲を一望む•か〕如し。{五五 J 

な f 彳、 SF \ lf 雲 


に i じ、 kfS を k の M と拟に S せ f て、射ぎ射を 
ぎせよ。 S 


七 


fp — 家」とみび〕^轵にぁぅて f、pi 

れクッビ5、ん妃 q 千の W は歉て^4#婆と名け、此 
の獻にて&かれ2、&のをか K せるぞ。(五-) 
1^1: S め^, r •か ： k の^^ける•か^に^が船に 









明 «y w 老尼 m 
右スヵー尼の偈 

一れ世-出離〔の法〕あるなし、遠離によ b て何をか爲 
す、諸欲の樂をがけよ、後至りて貧ゆる勿れ。(五七} 

t よよく しよ>ム ¢.7 げ耆 ねと これ C なん ； a 

諸欲と S の縛著は檢と戟とに喩へらる、是等を汝 
は欲敗と fK へど、ど我が樂とする所に非 t 7 <) 
獻樂は一切處に斷せられ、開思の%は破られぬ、 g 
波旬よ、 g の如く之を知れ、紀王よ、汝 U 〔我に〕1ら 

れ3。 (五九) 

•> F ^ f 

右セ—ラ—尼の偈 

こ一一 S 似の t 彫 i 雜るべくして〔似ゼには： T 入-〇‘齡き 

處は、少智の嫌女は f 處に達する.と能は t § 

若し正しく法を觀るんの、か乾く定？に仏い、： 

前する時は、我等が婦人たるに於いて、何：の障$〕 
かある。 ( KI ) 

<#>んらく ，いしょ だん あんぐ 5人5»ぶ U 

歡樂はI切處::噺せられ、間恐の i は破られたり、波 


八 

句ょ、斯の如く之を灿れ、 f 者ょ、汝は〔 I が爲に〕敗 
られたり〇 (六一一) 
右ソーマー尼の偈 

【一】阱者の溢、佛の、•とな y 、 wa の嗞の如さ世球の平生敎へ給ひ 
しこと^憶ひ起して。 c 二】五藐、十二處、十八羿に两して法を說 
さ t : 4なり。【：：一】上二一偈ネ照 j 【四】空®至及び無相铕至な 
り。【五】® !!$• 山を云ふ。【六】五一倀 It 脊婆と名く石8ひ 
て林中の*間に»>悲怂る母レ批尊り«め耠ひし偈、此に「母耆 
« J と：ムへ3母 IX 親む®の»、我が姐なれど tIDfr く睜べるなり、後 
の二 fllll 母の覺を開♦て*ベ f : るなり。【七】«の®の憂。【八】 
愛、播愛を云ふ❶ t 九】魔王と%丨ラー尼との ra 答なり"初の1 «u 
* 王の讲|:して、後の二倡は - k 丨ブーの之1:答へたるなり。【一0】 
piping 怒事を M ひ、怒事‘なし、又 I1M 亊 lln 係* T る4のの* 1 : 
て庞王の異名なリ0 【一一】之 t ッーマー尼と 1 C 王との K 對なり、 
初の一》11«王の言、次0二«(1ソーマー尼の»。 

四駆 B 职四 

M ) t : r 7 L / t めん tr ♦ぅ かせふ ぶつしぞく r L し♦く r ゆ5 

，こ定心に安住せる迦葉は佛3綾の兒子にして、宿住 

犄ぁ5、又 天道と 惡趣とを見る。 {六三} 








S 漀銮に i し、髮を & て、船^ 5 に敗じたる％ Mii してょ上不1の i 二歡の 

&は、 f の S) 三 fsi のあるによりて三 S が&&£以を r さりき。 (S 


たり。 1 
同じく •ハクダー•カビラーニーは三明を具して死^ 


棄つるものな6、魔王を其の 眷聪 と共に 併せ 敗りて、 
最後 免を街つ。 E 
% 赉は i に過難ある J を見て 出家せ るもの、 
gb を鈑し、羝&にして獻^齡ボ U なれ .-。 (g 

右バタダー•カビラーニー尼の 偈 

【11此の四«11パブダ|*カビ7丨ニー尼デ_»迦»の德|:奴へ 
て己の傯か述•へた* ct のなリ* 【二】三«の明智と II 所 W 三明の 
: i •して、六神通の中" 55住：8(上|:宿住通と云へ51の〕天岐迅 
(上 i : 天道と -«• 趣と4 A ると云へる tQy 海盡邋(上1:所作巳•し辨 
い卜ん-卒心4へる4の)0三を云七【三】* SJB * と己パブ ダ 
— •カビラー之1尼となり0 

五藝 B 歡五 

四頌品第四 


心の安辟を得す、欲樂の爲に染せられ、我は腕を擴げ 
て泣きつつ精舍の中に入卜來〇ぬ。 § 
我が歸‘依實とせし比 £< 尼は我に近づき来り、我が貪 
I :瘢處界の法を說きぬ。 B 

か に a ふ##>れ め人 ざ • (|)し，く¥ゆ5し 

彼〔の尼〕の法を聞きて我は一面に坐して宿住を知 
るにぎり、天眼を淸うしぬ。 {七 oj 
〔他 o ' •心を抓ろずを得！、又耳界を淨うし、神 d 〕 を 
も亦我〔之を〕苻得し、諸海の滅遊に達せ b 、 我六神通 
を證，€じ、佛の札を成{七 C 

み rL 5> うみ r } ふしや5»う^く !•If 

右姓名不詳の某比丘尼の偈 

fll ) し ^ rrJ か 5.7 A .< H ; i ょ X とし cd * C . C.IC たかぶ 

二色と、形と、幸連と又#とに醉ひ、年の若さに心亢 
b て我は他人を見下した b 。 {セ= 

思潘に言ひそやさるる f の身を樣樣に飾 b て、趿夫 

九 • 






Beta 老尼 « 


一〇 


島< 


の網を張るが如く、妓宅の戶に立ちた- 


せい < b つ ここ くび よる V % 

S 〔生活〕をなさんよりは、此處に縊るぞ宜しきと思ひ 


が ft 


•|ころげ/50 


陰なる又陽なる多くの裝钸を見せ、笑顔して多数のて。 

人を欺きた(菡) 
t の Jb れゼ H は髮を剃 bi 僧亂梨衣を梆ひ、乞食〔の|が心解脫を得き 
私に： lgl 6し、 s ) l ^ を^て抓 f にぞす。 $) 一 右獅子尼の S 
KKI : W *;5 に桁ゅる緦4ち、ぎて漏を齩して、淸 
涼寂靜の身となれ b 。 (実) 

右もと^ V 女た b し離垢尼の偈 


(八 0) 

繩を堅くして樹枝 {: 縛りヽ繩を頸に投げ掛けし時、我 


{八こ 


£:#喜尼、 〔病に〕 胃され、汚れ腐りたる 〔此の〕 身を見 

C やうをんき ここるめん vr フふじや J くわん i 

よ、靜稔に歸し、心を安定に住せしめ、不淨〔觀〕を修 


皙せよヽ 


聖 


思惟の正しからざるょりして、我は欲染に惱まされ、 

♦ J ころじ嗜5じ中ん fO んら人 

心從順ならすして、散亂せし i あり。 

»んな•フ ため とら らく <£んした yv ん t ? やくしんこ 

煩惱の爲に W へられ、樂觀に從ひ、染著心の虜とな• 


か H 04 


こ K 


S 


此の身の如く、彼の身もあるべく、彼の如く、此もあ 
る•へし、凡 a の"歡とする〔身〕は、不潔にして惡奶を 


發つ〇 


{八三) 


こころへい * C ん 1^- 

て心の平安を得ざりき。 


かく ご在 .7 これ く. C んさつ そ H «:ん 1 TSK 

B 斯の如く害：夜倦ます之を觀察せば、其よ b 〔汝は〕己 


ヤ ふし奢 t 意/:みに< bHtr ?> 

拽せて〔麂色〕黄ばみ、又醜くな b て我は遊行する i 


f / t-J Jy 14 c i I ^ 4 # 

七年、齊•夜苦み惱みて樂を得す、 


の智慧にょりて厭ひて〔之を〕見るに至らん 。§ 

わ HLT 3ん に1|3っ こ H 


そ14な U X •しん，ん なか い £ fHJknf : ぞく 5ちわ K - trJ こ n み 

其よ6繩を手にして、淼林の中に入ぅ《、我再び俗の內我正に之を觀たり❶ 
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の S 、 露の s . lims 。 § 

の r Vo な b ぬ〕0 E 


ilt 孤は#^^て緊の^^き、您髮を祖 

れたう、槪 Sli して^^なく\矿觫にして涅槃を得 

S } 


た 


• ty ナンダ—に げ 

右歎萬尼の俱 


きがと m と^:と！^と L し、 全 爵に影 て 和 
は拍にぐにき。 § 
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我は £式沙縻那となて、寂靜の逍を修労し、 m は 堅固 體の生、 無欲のものとなれり、 今や 我再 ひ生を 
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欲瞒恚と其の共立の煩惱を 捨てたり。 
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醴拜供養の式場。【八】外道の苦行。|:-*0一一偈の註4-兑ょ。 
CIS 贪欲*恚と共|:起り、共|:«する«诵と云ふ念。〔一:】初向 
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|:して、後の三 fflti 此の尼の敎 ui りて出家 Lr : る三十比丘尼の 
開悟と其感想とか述べれるなリ。 【 1 <】 w:ss l:lt 最ヒ利益の念め 
り"«槃冬2;ふ • 

んだい 


六頌品第六 


( 1)3 


來るものも去るものも共に、其の道を知らざるに> 


其の何處より來れる秦慚を「秕が兒な bJifK ひてが 


かなし 


き悲むぞ - 


fi 






















t 


u * v « <n い 

徊しき， 


來 h ' 又去るもの道を知るとも爲に憂ふるふ勿れ、そ 

i c frv C マ 政 ふ 

は斯の如き〔去來は〕生あるものの法な n ばなり。 

(一-一八} i 桃ず61一一年な b き。 


SW 


V いろ% ，づか 》 tl ffw * fr 5 5 4 11 

街路 や、 塵鉍や 、慕所や、大道や、 E え谋 >なから徘 


<tv* 


II ん 


95 


求められざる!:波處よ-^ 來 6、許されざるに 此處よ 
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あいよく 


ダ-ソター、〔愛して〕兒の如くせる菩積を棄てて利益 

A ため なん t ; し♦つけ«:んぢ1 ，やく 

〔を得ん〕が爲に汝は出家したれば、汝〔此の利益〕を 

iw 


ぞラ&や rvC ころめ..^と なか 

增長して、心の囚となる、と勿れ0 


ertf 


• ， ur ， 


こくど 


たのし 


心の爲に欺かれたる有情は魔王の國土を樂み、 


. てんてんし TU ふ 

有ゆる苦惱は證知せられ、〔苦の〕因たる愛欲は盡さなくして精轉生死を經。 


CIS 


け •んしや 5 C UXJ . じやくめつ え よく あいしんに V よ しんけんかいごんし11 >1 だい. ぶ， 

れヽ賢 聖八支 道 〔及び〕 寂滅は我 之を 獲たり。 {一一 4 <} 欲愛、 職 恚 、及び 身見、戒禁取、及び第五に 疑。 1 } 













阈老尼偽 

比丘尼は此等下啦の結使を絜てたれば、船ずは取， i 

來るあらじ。 ( I 六ス) 

取、組、 itI : 新 ifc き、■を f て、群謚 


一八 


A ん 


夜の後分には思閣の蘊を破れり。 


を遊さん^ 


屋 


ふ#〜じ てん L やうし勿ぞ さい Lr プし JA . Lrr \， l <^^ tpr \ 

生〔死〕轉生を擯け、再生を知りて、現生に離欲安靜 


の人とならん ( 


ns 


け 


右グンター尼の陽 


こころあんそ< ut 0 •一る ct プじ，ん 

心の安息を得す、心從頓なら：るより、四たび五た 


び精舍を出でたり。 


CIS 


r 鐵摩〕尼に 近づきて、 我は恭< r it を〕 訪ひ 、脱は！ g が 

かい 


12ふ と 


蓮 


爲に界と處との法を說きた 

s ) p メ五) g 、 (五 ) f (七)影、八 Q、g 


上利に到るべき c 


{一七一} 


そ と ♦£»! 


ns 

其の時我は又喜樂を1に威じて也し、親七〔矿〕には 

lb ん令 LA , やぶ ( S りや54•くの tt 

閽蘊を破5て、兩足を伸せり。 蓄 j 

右•弁ヂャャー尼の偈 

C 1 J 此の六供の中、初の M 保11バターチ十丨ラ T 尼の幼兒^失ひ 
たる五百の母のために K: く所、後の二偈 U 此等五} c 人の一人づつ 
啗へ L 所なりと.云ふ。【二】21字£東弗提昶利の首都。 【三】 
此の六供|1«王と鼸»との»對なり、初の|«は洲王の辂、次の 
五佴は费摩の»、蕙摩(11と摩银陀««吡沙»王の妞れり4【四】 
上五八佴嗲照。 【五 】 Majjha 【六】* ssxu* 雄として一諮と 
見るも可なり。【七】 UD 趺を組みて入定思惟 Ln るなり。 


七頌品第七 

擊は m を,き、挈は P 4^ひ漭 


貯ふ' 


fi) 


把の〔尼 QS ; を W き、紀を?!フて、ざ裂&参 

位ひ。 fi 七二}うて1®,に！ I せよ。 


?|フて f f かるべふゲ 、 f f g 


蓬 










• Ji ろぢ 5>5 trD . く じやうをん螯 あん VT フ V ゆう ね た 

心を定 著して 靜穏に歸し安定に住せしめ、他の爲め 
に ■• fer 。 ti } 
和 妒の i ： 肥の〕 配•ノター チャ ー ラ ー の 敎を聞いて、足 
を洗 ひ 一面-坐し ぬ。 (一夫) 

しか よ LX^A V ん cr ， こ* つく よ 4 e ^ ぶん 

〔而 して〕夜の 初分に前生 〔の 事〕 を追憶し、 夜の中分 
には 天眼を淨 うし、 0 七 九} 

X /こ(ん あんを 人 やぶ しか みや5え r 

夜の 後分には閲乳を破り、 而して 三 明を 獲、〔座よ卜〕 
I ? ちて^ I の锨 妒 せり。 $0} 
〔我は： W 利天衆の、 戰 場に勝てる 帝释 天に舉事する 
•か* i く、〔汝に舉事して〕 住せ b 、 我は 三 明あ b て無漏 
なり。 0 八 一} 
右ククタラ彳尼 の偈 

しよこん し窄 K ん びく一! ねん さ rr あんそく ffiLlrTrN 

豬根を修練したる 比丘尼は念を定め、 安息の道、諸行 

繫"の_を益 す。 1 

sf 〔 f 〕 f て、溶 pi くし、齡 f 翏 

七頌品笫七 


な / 1 ! 名ゐげう 1 るこ いか ，， C 

なせるや、汝異敎を喜ばざるや、如何なれば愚 {: して 


• JH 轚こな 

之を行 ふぞ。 


墓 


こ K 


ほか 


A > h .& 


之ょ6他なる異敎は見を據とせり、彼等は法を知ら 
ず、街に親 f す。 {一八 W 
g ぎ财に5 kk でたまへる！^ i 一影の Mt 、 歡 
が獻に影美まふ、 {一八五} 

< < し？フ责く Jurfo 1たし1けん C や <めっれつ け. A , c 5> ラ 

苦、苦の生起、苦の度脫、又諸見の寂滅に達すろ贤聖 


八支涟となり" 


¢50 


泥の〔佛の〕語を聞き、〔其の〕敎を樂みて住し、三明を 

史 ほとけをしへ C や5 

獲、怫の敎を成せり。 


墓 

さいしょ くわんらく rf ん めんを.ん やぶ ctc ， A .$ />と CH 

一切處に揪樂を斷じヽ間蘊を破れりヽ波句斯の如く之 
を知れ、惡魔汝は我に敗られた b 。 0八八} 

み r •• f 

右チャーラー尼の偈 

〔正.5念ぁり〔五〕鹏ぁりて、說•根を修練したる比 < , 
は善良の士の受用する所たる寂靜の道を了知す。 

一九 






阈課長老尼俱 

(i 

如 M ぞ生を喜ばざる、射あるものは mg をずく、 g 薪 
を萆けよ、後に至りて悔ゆる J なかれ。 (一九 2 
生がるものには死あ 彡、 K 犯を 切断せられ、 辦歡、1 ^ 


二〇 


» 


cr ， 


C 一 JK 王とチヤーヲー尼との M 答なリ。 

t ゆ a んだい 

八頌品第八 


功 - i 4 K ぐい •#> し1こん ^r ふご < I ^ 

戒德を具有し、諸根を攝護する比丘尼^- 自らにして 


びみそな 


美味具はれるが紺を傲ん。 i 


縛の處あり、生あるものは苦に貧ふ c (—— 

鞸迦族に生れ、〔他に〕肥らるる I なき政似釦が5、齡 

我が您に生の脫の1を記き私-へ.〇、 { 二}-!^自松充漱く漱*41歡みしとぁる ^ 冗〕^ 
苦、苦の生起、及び苦の度脫、苦を減するの於なる贤 'を ^？ めょ。 (一九 - t : 

け，|!<飞人 たけ 


2 J や5 しだ3 

_八支道。 


JHt 


彼 〔の^ き、〔がの&^かて3ぃ、三嗽1:|&1松^叛 
達し、佛の敎 を果せ り。 《£) 

- 鋁に gpf 、 if g け 、 g の； g 

く c 之を〕知れ、！ s は我•か飢に虻 られたう。 § 


1^黑と、雰 K と、褽絮と、 ft , J 船 ike が 


右クパチヤ ー ラ ー 尼の愒 


0九八} 
み 


•: け:« OT C - P 3 へ つ fa み r : ok y 

L 此等は〕生より生〔を經〕、常に身を^*しとなし、身^ 


> しや >c はんぶく 

追ひて生死を反 fB す。 


i 


總て世界は一:欲火に〕焼かれ、燃され、篆ては〔?< 
爱•煩惱に〕焦され、&がさる。 10} 
搖がすべからす、計る V からすして、1の M に奶 












ffi - tf らるる ^ i を、傑•ば我が爲に說かせ給ひ、此處」 


n こ二ろよく u.tt 

我が心は欲を離れたり。 


{Is 

み P5f:.7f:0 a とけ 


和はがの節 mr ^ て s じ、三明に s ぎし制 


を L へ C ?- 


の敎を成せ 

，いじ4 A ぬべ^;"^ G ^ 


S 

- 锨獻に黎 系き、 i を i け b 、 黯、 S の妮く 
&を〕ぎ伊 g られ3。 f - 一 S 

15シ ー ス ー パチヤ1フ ー 尼の偈 


九頌品第九 

ぞく, な乂 V ,で UA-rp 


1§が讹は免故を M れて i のぎを說く、我に對する汝 
の_は i きが如くなり。 毫) 

I ろ•ろ.，ゐ ほふ い J - L 3?か、卜 

ヴツダ、諸の有爲の法には卑きも«きも中なる 
gi い齡慰 も^か 愛獻は之 あらす。 


ゎ丨： A 4; 

，ごん W し‘ » fefc I ぼ1? 


あ v'c 


/二、影に sviii — れ、 f ょ、再再苦 

刪の射购乳となる i なかれ。 (*一§ 
ヴッダ、鈮をぎく U 船^^き、！ EiiiJ ^ にして、漏な 


ちしやあんらく 

き智者は安樂1:して住す。 


E 




，ダ、 511 ■を纪さんをに & i せよ。 i 

九頌品第九 


i め ぞラし# 


1 

挪鄉配，に嗽 L して、祀ゅる燜敝を軋し、三 PI に到船 
L 0 < pf o 1 

げにも は、 f じ〒、 si のぎ 
をがめる 、 wif 娜〔を t きて：！、撤ほ、〔他の〕慈悲著の 

: g く。 0一一〇> 

f £^ 0 pf . f 0 K 0 , 0 

1^の境 Li 達せんとす。 C — -一一} 
漱はなく、 S に f れ 

^ v * dr 7 ea ..<^.5 A キ - r 一一 

て最上の寂猙を得た b 。 {二一一 W 
餅ヷクダ助尼の mif 

【1】此の八 «(! ゲッダ提老と 其母-し L て出家し r : ろブクダ母 W と 

1二 










阚猓長老尼 A 

の R !? 應酎 ti り、初の二®( I 母尼、&後の三佑|1£老の述ぺ1所な 
り、畏老偈三三五—三三九偈黎 照。 

ほんだい 

十頌品第十 

する MJ は、^.,の肥_に滅 して 船來じ辦ふ 
阶、良友に奉事すれば愚者も賢者と なる。 (二 — } 

加すべく、正士に奉事すれば、あらゆる苦惱脫 
れん。 i } 

fr く し く C ふ め r » しだ5 し い 

E 苦を も知れ、苫の集をも洗をも、八支道、四聖諦を 
も航。 1 } 
r 嫌 女た る ことは 纪な b と、調御町!^丈が者は,. き 
たまへ b 、 夫あるは苦なり、或ひは 一た び兒を產む 
t、 fli 
把き 身に て〔自ら〕首を斬るあり、象を卯ぐあ b 、 死 5 a c 


?七) 


1三 

胎內にあれば兩者共に一ぶるに至る。 

我分娩の時近づけるに〔道を〕往きて、己の家に達せ 
すしてぎみ、〔而して！我が夫 W 、 路上に死せるを t 


た 


i 


兩兒は死し、夫は亦貧苦の爲め路上に死し、母父兄弟 
は同じき火葬堆に燒かれたり。 


(一二九} 

ぞ <tt ろ いへ羹づ IのなんVくなう .7 む,や5 r.t s;i 

族滅び家 貧しき 者汝苦惱 を受くる5 無 fm 、 更に 又 


jtA.T ん いくたせんし?7 

轉轉する J 幾多千生ならん< 


2110 } 


:叉么を！^の牝に見たり、見の tft 1 は吼はれた卜、一旎 
;を聲ひ、 i には嘲 V れ、夫を失ひたる〔我は〕ぞ滅〔の 
涅槃〕を得た卜。 {一三 W 
我は不滅に達する賢聖八支道を修皙し、涅费を證知 

»ふ t や5み 

|し、法嫌を見たり。 fl 三1 W 
我は箭を拔き、擔を卸し、我が爲すべきふを货し終れ 
6、機含一^肾長老尼は心善く解脫して此〔の偈〕を 























1 H 術 〔 SS を以て因馬〔を附けたる〕車を化作し、世 

00 ff - - 

て， CV 〕。 0三九) 

u s - ^ 

P にぎ、^ I •一鎰なし 、^ H 繫は獻蒙 


<42 け 


唱へぬ- 

み V . キ 

右機 

【二？ • 苦の ll<40 » 八支 * , 之^四*讅と S ふ， 


み V %や ♦丨ゴ I 身— U げ 

右機舍找暴彌尼の偈 




じ ♦!( んだい 


頌品第十一 

t を槲き；！、规しく％毛の彌立つ|>獻じた b 〕。 ( i } 

船と smf の、 m じき M の數となれ言、繫の 

して、 Sag 與きは！^しきかな。{一 1 

に繫を t 、 ii を，と.、乾 

r に齡 H 影 < r き。. (雲) 

赖 m をが彡、光賦匕和那?し、^の&!:1する® 


を俯れざる (二！ >10) 

〔”の〕： S き i 氍百千艇いてぁらんとも、.は〕- 
积も齔かさじ、鷇はさじ、淤1 M 、 吲をか爲さん 


とする。 


§ 


XL •- t5> う d やう 

も、天耳をも淸淨にせり。 


ろじん 六つ 


§ 

漱'1「抝：一をも mi し、酽獻に齦せ b 、 狐六齓虬を妒、 

§ 


せん、配^把の配中に入らん、眉間に留まら 

51 ) 

C んづう たつ ほとけ 


とど なん V み 

ん、留 i れるを汝は見ざらん。 

參鬅 し、3〕 资を繁 し、六 iK-.t し、影 


I ?•しへ r T 

敎を行せり。 


蓋} 


し ti く を A . てんめん げ奮^ 4 

諸欲と五蘊に纏綿せるとは、槍と戟とに喻ふべきな 


S も It をしへ r や5 >u 

怫の&を行じ了れ 


kLUV よく b い よ >い 1 .C ひらく メ .#fv 

り、汝の欲愛と 呼べる は、 其は 今我が非樂 とすち 所。 


十頌品第十 


ffl & 第十一 


二三 















SSP 長長尼揭 


II 四 


みづ X く あくごふ Qy 

( 二三 S 水に浴してぞ惡業より脫るる- 


さいしょ <(9んらくた あんをん やぶ UU _ A . かく /一と 

切處に歡樂を斷ち、關蘊を破れ b 、 波旬斯の 如しと 


t 变 V なん vt > やぶ 

知れ、魔王、汝我がために敗られた. 


(二1} 


み r れんげし♦に け 

右逯華色尼の偈 


C 1 】长老偈一一一七、111八®銮照、此の男をダクパ i 呼べり、後出 
家しれり。【一一】以下魔王 i 尼 i の M 答 • 


十六翁品第十二 

S 和犯船努とな彡て〕、歡^|に私^<れ办、船亂に 

鞭たるるを怖れ、 f もて馬らるるを sni して。 ( IHK ) 

§婆羅門汝は何人を怖れて、齡しき寒さに W へて、四 

肢頜ひながら、常に水に入るぞや。 (一一一毛) 

汝ブン>一ヵーは〔我が一飯1を行ゲ、尉炎を虹むる、と 

し しか なんぢこ と 

を知 b て、而も汝は之を問ふ。 賣) 
r 人《〕老いたるも访きも齡說をなさば、齡は〔妒の〕 


1 

孰の癡人か瘵人汝に、此の水に浴して惡篥ょ b 脫る 
べき i を說き敎へたる。 1 
總て蛙も龜も、 M も鰐も、其他の水を潜るものは无に 
生るべきに非すや。 {二 S 1) 

と rr % 4 らょほデ>4|\‘|0く ひと/:うぞくけい II ん；|ょ ^ T ^< 

屠羊•屠猪•捕魚 •• 鹿の人•盗賊•刑人•及び他の造惡 

{重 


の輩も水»:洛して惡業よ b 脫れん。 

か等の氟河铲しず•か先に犯したる邪象を配び％ると 


せば、は〔祗じく〕 if も i び f て、， 

なき身と ならん。 (11} 
婆羅 t 、 汝は〔惡業を〕怖れて、常に水に入る、婆 H :、 
汝其惡槊を犯さざれ、寒氣汝の腐を損はざれ。1 

S 一^ t ?5 >fri ふ なんぢしやぅだ5みもび だいし 

我*> 邪道を 踏めるを汝は聖道(:導きた卜、大姉は 
〔是れ〕水浴なり、汝に此の衣を奉施せん。 (II四五) 
r 衣は汝の ものとせよ、 我は衣を槊ます、汝若しぎ愐 


V んごふ UZ 容 


なん t V ん^ふ 










i 




1#そ くなラ#1い IT 5 

を怖れ、汝若し苦惱を愛樂せすば、 


(Is 

胍虧を獻る i なかれ、蝌にも猷にも。 t 來又は現在に 

_し懇を i らば、 1 

なん IT くな5 のが k t ぶ ♦» 

汝は苦惱を脫るることなく、それよ b 免るることも 
なからん。 f 若し記惱を怖れ、汝若しぎ惱を愛樂せ 


一二】苦 fr 婆 W 門と尼 i の間答 Q 〔三】以下婆雄門の»。 
【四】尼の»。 【五珐雎 ri 。 




»んだレ 


一十頌品第十三 


(II) 


■C かみ <* み clttl いる ごと そ 

我•か髮は黑くして、盥蜂の色の如くなりしが、典•か 


すば、 


f ) 


•±1# 、 f;b s 3 奢 *^u ひと Do^tv 

〔ル r 〕 兑の爲に.脈や樹の皮に等しくな b たり、哲語者 


黯 Vli き i と！4と tf に k 鋩し、蕖を射れ^-れ 

汝の利益のためならん。 

£) 漱嫩の如き船と法と僧とに歸依し、戒法を守らん、 
之れ耽が利益のためならん。 C 一一 五 S 

5?には！！1 Am 繫なと v 雋 

み rr \ 之 ち&ぐそく ％ん奮やぅ L や じ?7ごふ， 

たり、三明を得、智慧を具足し、聞經者たり、淨業 j 

教た b 。 

み 2 r II げ 

右ブン ニ カー尼の偈 


の語? i 相違ぁるふなし。 

b. い1?#い ため&衆•フ い co ごしや こと41 

其が〔今〕老の爲に兎毛の香をなす、實語者の語には 
相遂ある Mi なし。 ' S3 
よく植えられ、よく茂れる淼の如く、〔我が髮は〕櫛と 
m とを m て船を被 b てぎられた彡、其が〔七〕艺のた 
{1 MW I めに船 s & m となれ b 、 s ? is 教の K には3^ある左 


なし。 


(二五 S ) 

n う 2 T ん か 2 r <み 


【一】 t と 給孤^ S 者の家の婢女れリしが、後解放せられて出家し 
十六 ffl 品第十二 


S ) 5 T かにして影る^をば 、 S を S て 

二五 





waa 老尼® こ六 

58として瓣りたるは5^13か.^き、 t の！^は〔利ゃ〕， i は、那に wf のぎ&て絮じ T しが、 
ffff, 0f0^fl 1 ^ 
なし。 {二五五)には紙逢ある MJ なし。 ^-§w 

知に$厭は齡の^|觀きたるぎの飯く勤じかり：繫呢に繼祀！。して、餐£の航く、霧^||^ 
き、ギが〔ぎ恕にょ名、肌の銳にぎれ5^れ-0、繫2〔をなせり〕、,〔制〕おの獻に奶|^艇す、2|2松の 

Si には相違ある Mi なし。 (_) ；の配一一は製ある MJ なし。 蓋) 

寶語者の語には相違ある i なし。 0 wo j には相?还ある—なし。 { I 1 KP 1) 

^ ppf, fffl 

くなと V 其が〔制〕封にょりて、船の獻にぎれ B れ恕の您に〔阶のめゃ辦の； g くなれち、 KO 2松の p 
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衝り兩之 

にはしのラ 

はが趾 s 
相1うノこ（冬 

ii" m 

* m 

ふ杗> せ 

^ ©*A 

沁た履 4 

めに 

I f 

l 

寄ょ 4 

iU 

$ 實 5 ヽ 


和違あるふなし。 
r 孢婆：^利尼の偈 

*>^UL 

め r 


{二七 0) 


なん vnn み 


〔■羅 P 1 は安へ i 、 「汝我を觀ては沙門と§ひ> 
511瞪めては裝 £ i 〔 tK ふ〕、辭の〔 I 〕をのみ cii 
せるが、脱たらんとするや。 (一一- t ; w 

なんぢ麯ほ lit % つ 知ん*>プ 山 P * ••ん rttL^i 

你多くの食物と飲料とを沙門に施すローヒニー 

^ tt • k fe ん 1t : ん r . cv % ん ft ^ 

〔狀〕•汝に間ふ、何に由 b てか、汝は沙門を愛する 

•そや。 {二七-一} 

憩をなす4肥ひ、辭にしてぎ纪艇卜 f て& 

き、％に？^して〔耐も〕 K きを飯め*^、船に i b てか 

1 ) 

U 1 ヒー丁はデへり〕「姒、似しうして初めて汝は 

漱に鞯の 〔 audk ふ、彀哲黯の v 慈 i 繫 

二七 


1 たか二の^ s は 1 gh 術妃くして 配く、 枕妳がひて俽 
ぎた.-しが、〔ゼは〕粕な4の如く垂れ^-て 

f 、 P 被の群は銮ぁるなし。 1 

n しん /:%» X み a *>?^A いね ごと 50< 

我が身體はもと巧く磨れたる黃金の板の如く美しか 
LV 〔がは〕一き船の獻に g はる、のは 

m ころ * 一 

相 il する 所な し。 (一 S 
把が Ml 对 i は— 8の粼の觝しとされて、^ f な 


あひ09办 


S 


ところ 


0 . 51 £i fK V' ' ; ) 

語には相違する所あらす。 


§ 


£うご^あし . C 


■つ か r 


把が斬親^ S し5!かなる贫釔の卿设を以て儆 b て、笑 
一 i な-〇•か、 .4 ぎ uc 制：一愁の爲に胡麻の莖の如くな 

b た.-、 pffi は繼する卷し。 (I 
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♦ .ブみ r フ c5» ラ C ん と 

と勇猛精進とを說かん A 

この 


二八 


01志)た 


(二七九} 


業をなすを好みて、怠惰ならす、最勝の業をなすもの 
にして、貪染と瞄恚とを拾つ、 L に由 b て沙 t は秕が 

か5 ところ 

愛好する所たり。 ( I 至) 
氍し纪 J 5 術の I の f f 、 k の i は配て 


zn 


捨てられたり、是に由ぅて、沙門は我が愛好する所 

た-。 io j 

しんごふ CP . •>«; やう fj ごふ 1 V な かれら いごふ 

彼^の身業は消淨に、語業も亦た同じく、彼等の意業 


kyc 

C んく 


{-i 

u >. な ないげ tTtT L や こしん C * ごと 

赓垢を離れて內外淸淨なる…磓磲具珠の如く、淨 

白の 法に 滿ちた b 、 1に由らて沙門は我が愛好する 


所た^ 


1 r 一 


多邙にして法を護持し、聖にして法にょりて活き、 

y ほふ と これ X しやもん ^«>••，か.プ ところ 

雞と法とを說く、是に由りて沙門は我が愛好する所 


多聞にして淤を護持し、聖にして法によりて街き•、 

を I 境にして〔正〕念あり、是に纪りて沙 iza 我が愛 

かぅ ところ 

好する所たり。 {二八 0} 

とほ ゥんかん い しや5ねん ぅ t な へ七}じんしゆ C :, 

遠く〔林間に〕入 b て〔正〕念を失はす、5神咒を誦し 
て〔心〕浮虎ならず、纪惱の極際を知る、是によりて漱 
門は我が愛好する所たり。 (二八一) 
村里を13で去るに、何物をも顧るこなく、貪る ！^ >l 
なくして去る、是に；し、沙 i ： は我が愛好する胎一』 

卜。 CS ) 

彼等は自物を庫中に藏さす、鍋にも筐にも〔葳す、と〕 
なく、旣に調熟したるを求む、 tu 由りて沙門は我が 
M 妍する船！^。 〇一会) 
彼等は货幣を手-せす、金も銀も〔手にする$〕なく、 
現在によ b て生く、 c に由 b て沙門は我が愛好する 
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門之 
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我 b 家 3 
*> せ 
愛?：る 
好 V にへ 
すヽ天 
る彼?： C 


て 


哲り。」 i 

UC •，し • ダ なん V90 く 

一:婆羅門は云へり〕、「ローヒニー、贺.(:も汝は利益の 

ため いへ 5* T ぶつ 珐ふ そ？ しんじ^ 

爲に我等の^に生れ出たり、佛と法と ft とに信 it ぁ 
き■のヂ k -。 i 
I れ^ i 酐の s ^ i の福町を知るが縱なり、此等沙門 
は％！^撇紀をヂけん、 iig に嗽等の 1 i レき ll : <物設 
けられん。 {一 K 七) 
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「化には ^ I 1 : 歡 乳なりしが、ゲは蠶門な、 

三 if 黠 ¥ r 、 影 ’ f b 、 g 繫 r 。 」 

( i ) 

右卩1ヒニ lM J の偈 

S 客！！は 1 K へり〕「黯には繫 glf 〕？ し V 

ケは獵鹿女となりて、愛欲、淤泥、怖投よ b 〔肌れ〕彼 

がん たつ 

莩に溲する、と能はす。 (一一九 一】 

チャ丄 i 、 漱は把のぎ難せ！ B ? て、 a - 

を i かせり、チャーパーの妬繫を拾てて、我 U 再び 

■せん。」 霊) 

〔チャーパーは7へ b : 一、「姑奴ルよ、我に對して怒る 
i なかれ、だ i ? 新よ、我を怒る i なかれ、そは忿怒に 

鑑す备はし■し、 〔 i じく〕辯ぁ！な 

ければな b 。」 ^-s 

〔客ぎ 「〔 M は〕妍#〔£〕ょふらん、齡か， ® T S 










i 影磨 

I ぎを 
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h §1 
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S ? 干、： • 

は v 门 
V -/ ス 7 t 

我 4 1 犬と 
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rlt t S 
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於？ 3 
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打 5 汝 x 
1Z の s 

ん此" 
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门 於二 

斯か S 

< So 

it 

兒こて 
の 、 

憂 A 又?: 

のひは 

爲 2 刀？ 

にを 


三〇 

し。」 重 
〔チヤーパー〕、「迦欏、此の又た我が兒なる果は汝に 
生じたり、此の兒を有てる我を如 M で汝 U 捨てて去 
るぞや」。 {き0 ) 
门優波趾〕、「智11ぁる人は兒を捨つ、これょり親族、 

lit 喂允繁は、 is © を&っが i く、それを 


さざるべし。」 {5 る 
〔チヤーパー〕「さらばょ し、 i ’ gj 、 今汝 a 何處に住 f 
んとする、 何の材邑、聚落、都府、王城に〔往か んとす 


3 路&老足偏 

t 村一に住まんや、〔汝は〕嫌女の形色を以て法にょり 
て活くる沙門を縛す。 (元2 ) 
義〔チヤ ー パー〕「來れ、配攞、還れかし、前の如く諸 
欲を#けょ、我も汝に服し、我が親取たるものも亦 
一汝に服せり〕。」 {元五) 
〔優波迦〕「チヤーパー、汝が今韶る£の四分一だも 
〔汝の愛〕あらば其は汝に染著せる男子には貧に大な 
る事たり•」 .(二突} 

IV ん X 人 LT 5 «t の U な ^ 

〔チヤ1パー〕「山脱にあらて、枝條調ひ、花吹ける 

葛の如く、花咲ける柘榴の如く、島の中なる波吒梨 

花の如く、赤旃桢を以て四肢を淦 b 、 最上の迦尸衣 

を著け、眉目好き此の我を、如何で汝は捨てて去るぞ 

や。」 (- S 九八} 

「闲波迦ょ〕、「猶ほ 3 帥の以を既.がんと願へるが t く 
〔するも〕、汝は此の形色を以て、我を縛し得ざるベ 






















る〕 H 麵 
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犯の虹を祇し、齡をが敗 ni : して、チヤーパ ー の爲に 

〔黎を〕 f 、 黠影して三浮獻じ、1 r の繫55 

せ b 。 (三二) 


? 


しや I ん 


ぎ：！「我先には徒を菅し、沙門ならすして沙門の 
r をなし、 mis に、都紙 PVS 1 じ〒。—) 
^|1器歡は數辦の來^て、一饥のぎ惱を 

ォ捨てん&に氍^ :m ふ‘は。繁許 
に！ i かん、齡は！ T> L たるべし- T 震) 

? ! i 「|1ギ世祀に〔？書姘へょ、 

，右 fs して氍 H ， せかし」。 1 
〔雾ぎ「チャ上 1、» IM る祀4我が得る所 T 


み r 

右チヤ • 


1の做 

.な cxf 91 )bi 


一5 〔 li ^ mr 「淤 wg 汜に,％兒を嗽ひ、 W は書 
なく g となく gfcg ひ i みたり。 f 一) 
1ょ、私的、〔船が〕此の總て* v ^ r のがを (-* 咏 
へり、ヴ i ッチ i 、 sviJaH に i く m >ひ i まざ 

「ヴ1ッチ1〕「ざ，多 f び 
%の g 百の飢繁は孤 V 世に S て8はれぬ。 f > 
狐 fcv 死の繫るが f 奴ひす、泣かす、 
一；^は g ひ i む i なし U 1 
一2 1 ,&&「|5に於5^なり、ヴーセッチー、汝斯の 

1一二 


ひ名 


る」 


\私 ¥ IJ 1 T の yl (:〔^ の^1^を懈へん、 S ; 繞一一 S : し 
て繫のぎを IT ん/ (養) 


ねう さふ 


H/:T 


W 、 ぎの黯と、5 be 盤と、ぎの髮に截 * 

?0) 


t 

親 A 5 支逬とを。 
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团 》 長老庀佴 1一三 

なす」* WK ) 〔婆羅門は御者に吿げて ik へ b 〕 「さて、御+把ぃて 

〔て セッチ1〕、「家 w f 惡洛酽篡銮ざ和縊一 hmr 配し、 c ^〕 srf を r 

ま？。 5セ)通せら 〔 AK へ〕」。 (一晝 } 
赛ル、槪は& の断〔ぎ 歡ょ b (一5 舉き街を k き ii ょ b 製は和“射とを ^5、〔敗で〕ふに〔ぎ& 
て、 E ぎに 藍 S 辦し、&の^ m ? J 。 ( nil 八) 2の〕，なる，とを HAI ^ ni は黯釈15{し、歡 

« ん cTt あら くな •？ T <. >らも. 一*ふ r よ C や ^ t をン ttt ら氤 -J み 5 »多 L 

笱は我を 有ゆる苦惱より拯ひたまはん」。 ( nil 九) j 〔婆羅門 婦〕、「御者、我は〔夫〕！！<羅門の三明を「纪た 
11 '祕門は 解脫を得、 木質を 除ける佛をが、ぎ乳の把：ることを〕聞 5 、がの踔敕と K 紀とを配辦として紀 -V 
岸に達したまへる牟尼は、彼が爲めに法を說きたま贈らん。」 三五} 
7、 f > 三 0) • C 抓 名〕 「婦、馬車も千金も無に汝のものとせよ、 k も 
苦と、 苦の 生起と、苦の超越と、苦の息漱に範する！^脱卽松の P % にぁ. CN て妝約せん。」 {雲} 
0^fK 1—: 妒は艄一げ て fK へ br 「 m 和か. 
卽痤 {: 正法を了知して彼 U 出家を願へ6、善生は 三 縢尼•耳環、家にある寶物を捨て、汝の父は出家しぬ、 
&にして三?? T に起せり。 墓■和 m を繫せょ给 ris 私？」。1 } 

















m 犯〕「免牛馬、靡尼 w 環、家にある樂しきものを 
f てて、！^ s は&の妃1 igt > ひ儆みて船：承した b 、 我 
も#が<の ㊣ 航みて gg せん。」 (i 
〔婆 羅 I ：嫌； T 押陀&、汝の望める其なる思惟成就せん 
i を、 〔 t 逢に〕立ちて〔得る〕圃贫•逍秘•萊捕•衣服 • 
此等を受用するものは來世に於て煩惱なし。」 

(S) 

〔撕陀 i、t の師た b し尼に白して云へり〕「大姉、我 

L 耆し や寰な て^; A.L 5 J 5じ 4 ? f > XJ 衰へ v l # 5 

式沙廒那となりて、无眼淸淨となり、我が前に住せ 


しゅくせ 


し如く衍世を知れり。 


(！ 一一 a ) 


ち5»ぅらぅに ffk くれ. rvA や， たん VVA . めぅ し なん ； H み9,5 

長老尼衆の光明たる汝善妙〔の師〕、汝にょ b て、三明 

つ 5 9 !とけ令しへ(: 5 »ぅ 

に通じ、佛の鉍を成也り。 {署-— •} 
大姉、我に容せ、我食衞城に赴かんと欲す、筇き怫の 
傍に於て我は i 子 lr <せん r 麵_ 
〔孫陀抓 a らがびて云へ b 〕、 「孫陀和 、 f 色、•金沿に 


して、調萊し& i にも W ぢ歡れざる正位教を見ょ. 0 

{1 三) 

に佛に S して云へ「孫陀利の來るを見たまへ、 
を’、を無くし、貪染を離れ、結 M を去-'、義 
阶 t に船して、亂衝なき、 fs 

V の i はら*」 t ; v 5 なん 1 ;、み4と眘た rr いゆぅそんし？もん 

彼女は■綠尼城ょ b 汝の許に來れり、大雄〔界〕、殷聞 

なん V みあし 


じょそん？ 


女孫陀利は汝の足を祿す。 


S 1 五} 


iifc %ん なん V ほとけなん t ; し わ h . なん V によ なんぢ 

「婆羅門よ、汝は佛、汝は師、我は汝の女な6、汝の 
P <よ b •生れたる货子にして義務を果し、煩惱を盡せ 

り」。 . 蒼) 

〔佛/善尼、汝の來6し { は是なり、汝の來 b し J は 

ひ /. X ぅに5 《 t 办し ら〇.ぅ n い 在ん V ん 

非ならす、そは調柔を得て、師の足を頂禮し、貪染を 
離れ、結縛を解き、蕺務を終へ、煩惱なきものは斯の 

ごと 


(三三二}如くして來ればなり。 L . 
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み rA •んだり 1 :げ 
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i ) yf 、1を船へる 〔 f して〕氍て f r 
ぬ、一:聞いて崧勸妒る嗽は政1をで#しぬ。(昏 K ) 
其ょ6我は、あらゆる欲の上に厭紙の情^^すこと 

>« (Ilf C しん ふゐ み. し•つり 

多く、 己身に怖畏あることを見て、出離をぞ願ひ 
たる。 > fi 一一5 

M ■の厨！ ii をぎ、辨 m -ょくし 

て樂むベく©ぶべき田野とを！：，て〕^^ l . r 般をぎ 
てて我は出家し ぬ。 (111四 Q } 

斯の如く m 仰にょ b て、纪く 1§かれたる政船！^て 

t ゆ〇け <*0 九 のぞ こん fl ん す £れ 

出家して、一物をも得んと3 !. ます、金銀を^ 1 てたる我 

ふた n •こ K 氤と 螫た r > れ て» 

は、再び〔之を求めて〕來らす、これ耽に適せ b とせ 


三四 


★ここ けんご V ゆ5りふ 

あり此處に堅固なく住立あるなし。 


たのし 


^3 


こ〇るけが 


T : 鲈ひあひわ t そ 


{三四一) 


んや。 

金と叙とは赀忮上叙紙がためにあらす、どは淞 m ! 


此處に樂み 、酢 ひ、心汚れたるべ人は fiiLFf 1ひ、 觀 

C やぅろん 

く^論をなす。 osfc . 

pi 縱•乾 AUII •家 i 、 gg , 5群するが 


0ff0 o 


しんぞく -CH 


ごと 


たつと 


適はしからす、之は竹き flt にあらす* 


嘗一) 


{一 S } 

親族は我—盆くにす、 〔 p〕ig に—街に 
縛せんとするぞ、我は出家して諸敗に阶把を r る Mi 
を知れ。 • fio 
諸漏は黃金によ6て祖じ^?さるることとなし、谢 i 
無&悲なる^^な*^、^^ b 、(-^^ b . ev 、ぼ組 

，■は g を船の： g くにす、 〔 p〕ggn 


欲に跳せんとはするぞ、念 gg し、_し、骺配 
衣を fl へる i を知れ。 (P 一四 八】 

► c . t 、 i ん^'戈 


;«っ 


ぺと •; ，ぐ % f 1-19) なんく ぞ，もや， y£<%s<lrlay* 

貪と愤と恐癡と鹿垢の增長と疑惑と多の懸今 1 • 


かどべ 


「門邊に；！立ちて〔得たる〕食、彫^珩衝妃と、おこそ 























は!!に iss はしけれ、を捨てたる人の生活の要 


?#»みちひとびとあ， 

す i 多き〔道〕を人人は歩め • 


(一薑) 


ft * く ごと Hi く i 4* ry J < 9 > . t 、 

(三！：九)斯の如くにして諸欲は敵意を生むものな b 苦 r 


しよよく て會い 5 


せ t 


具なり。 

錕は褒 V — ksi を k て？、■は勤 S 
の告歡て黠し、_は mri ^ orb 。 1 

船谢の W には (？ 謎あるなし、我之を追求する i なか 

しよよく むじひ せつ^いしや < ，く山 CJ 

らん、諸欲は無慈悲なる殺省者なり、苦にして火聚に 
喻ふべきものなり。 (憂一} 
ねには i •が.- g ゐり、ぼあり、 i あ办、斤の贫は極め .1 

て窮8に企っガにして澎& T 。 5一> 

〔 g は〕！ S な-'、 m < 骱の如な-'、諸欲は蛇の頭に喩 

と抑夫とな b 。 

肜の虻に！*、ける％くの無！？なるがは諸欲の&中し& 
冬、4 T 死の終を知らす。 S ) 

C よよく いん A くしゆ%た み t SK び?〜 分に 

諸欲の因により、惡趣に至るべき逍、己の病〔苦〕を起 

11十®品第十三 


(養) 


しか 


CK ら 


Mic^Tii なり、(一 C5 把紙せらるべく、一; rfo 3 して我等を：一 
死に縛するものたり。 


C 寨) 


ころ Sr •フ九5 


齠欲は佗亂V浮噪にして、心を動搖せしむるものな 
办、矿槪ど船默せんがために、酽封は齡 e 〔鰣をが 
れり。 (量七} 

館には f なき it、&f 、裘 f て、把 

紫い、〔撕は〕11&し、^の〕把 i ぁる傾恥を 

撒す。 {三五八) 

，の！ g き SSM& して“ §絵 Ltf し、 
〔酎び y ムに涵る i なからん。 


( i ) 

嗽船妮の 1 ip 粑むるものとして^ビなし、^寸の 


ir.i じ虹さんがため i て f ん。— 
和は茲なく、船なく、於' S1: して直く®き八支 ある、 

H 五 












阈擇莨老尼 Is 

此の道によらん•之によ b て諸大仙は〔輪廻の眾 i 
を〕超えたり。 (=1) 
法に立てる此の須婆、鍛冶の允を^よ、把の纪は(今 
妒欲〔の道〕に i して iriflC す。 11} 
今日出家して八 n なり、信心あ b 、 正法によりて美な 
り、蓮華色把によ b て！^けられ、三明あり、死に t て 

bo 馨一) 

唐此の比丘尼は■自山にして負他なく、諸船を齡 

練せ办、あらゆる_結を,き、義務を果して、 §' g な 

きな-^？ (一0 

.化 〔の尼〕に 天帝釋 >< 來ゥ天子の萆を f れ、神 通に よ 

6て近き來り、生類の長者は鍛冶の女なる须婆を禮 

拜 す。 證 

鍛冶の女须婆尼の偈 

n 】此の品二十一 g 品と云へ•と十九•二十 il 十 I •二十六 •?:<« 


三六 

1一異 れる ffl 數ょり成れり • 【二】菴婆波 利 lltim 舍 W 城の苽 
女1:して城外なろ其の軚圃中1:俯舍な»へて佈に准施せし ； Mifc 
リ、後其子1:して出*せる軾垠|#«如*老り爲|:度せられ、比丘尼 
iti : れり • 【三】黄金命刚>(1*铢4-以て莊飾したる笟缒の房、又は 
柔なる焚波の針4-以て捌きて飾り n る铤 it 解 t £ り。 【 M】w 
典の興る|:隨ひ似阱1致せす、棵«1:も擇し捋べし、今は茲1«» 
なりと思はるるものにょる。 c 3 i 】 以下二 十 ffi u n 1 ヒニー尼 1: 
M する偈 U 【六】食«窃の三不苒极か云ふ。 C 七】 ft 老俱二偈註 
免照。 【八】 生れのみの芻嫌 HiK ふ愈 !: て、聊沪輕侮の褂なり。 
次の婆«門と云へる U 然らす。【九：#波 aumtt :!: 伽耶成遒り 
後婆？ T : 捺斯城1:赴ゲせらるる诠中、分»し給ひ L 邪命外道なり、彼 
其の後! ft 夫の村1:入り、一! a 夫の«チヤーパーか作て妻として ! R 
夫の生活4-なせしが、世雄の舍銜城|:«給ひし頃*來りて比丘とな 
り、チヤーパー t 同じく比丘尼となれり、之 ( t 往垠か逍位 L て pa へ 
L 偈なり。【一0 •迦！5(1«波迦？姓なり。【一一::孫 ►& 利在俗の時、 
其父辂生婆械 nltl 兒ひて、憂1:椹へす、ゲーセブチー尼の a 
!:來リて二偽か^へ*尼 It 之1:對して 11® を aa へ f : り、父は之‘聞 
いて佛の AI : 走り、 H 1 の敢4-阳いて出*すれぱ、其の女孫陀利1亦 
出*し、後佛の al : 赴さ X :り。【一 11 】之は 此の尼の str 牛•物 ml:M 
する t の V 如 L 。 url 】 似文 lluwh 5 d の字^川ひあれど、取1: 
喪ふの寂なる t)' 如 L 。 【一 tni 】± fc 老俱一五二偈 EE $ 見 i 。 【！0 須 
坊 / d 出宋の後親族 W 還俗 か 勸めたれ It 、 尼 II 此铉の偈か以て答ふ • 
【 u 】 bakk £ ya 符 a JPl:ia # i » すれ ど 我 典 己 .4と19する 方當れ る 














，か如し、たか«*乂(:阶かなどと?#マる1の4-指マ。 cl £ fe ^0 
9座^增设する：と。【一八】 && abandhan £ 被保- utsL 得らる 
るが如し0 【 K 】 TilW . S 云ふ。【一一0】安 Dlt S せ 
い ^ • 心^ • の愈 V ス .r ギブ 夫人 US して H 0 bind as to the world 
とせリ 9 【1一一】鼓ヒ果。【1三】1^*尼自54-«す。【5】31£:— 
«• 放せられれる婢女の愈。 

三十偈品第十四 

齡しき影 w nfs に^んとする fg I - 奶ずを 

へ. CS 、 (一兵 K } 

「〔妈 M を，てぎ、■ぶして g の駆かぁる、 
^ li ヂの记 i CJIA ^ 阶るるは S しからす。(一一 S 

偽に齡ぢ爵して、翠4を獻ぃ，立 

つや。 (三 K >0 

嫩 b たるが被あるものにして、航なく箸なく 
三十偈第十四. 


齙职を _ れ、配 i に ^ si— 孤を、治跗掀 i : 3 r 

てぎや。」 (S 

r 裝くして、■ぐれた-、鹄して咐を—, 
一や、！^ぇ衣を f ぎ f ょ、叙れ、磬ける皆に娘 

まん。 (I 

( 一 ) M に t て* PC 彭を〕 S せる 1 初は船 K に S 
W を gtg^iM しき&デな纟、船れ、磐ける似 

艇 M を 51? けたる挪和は沿 WJ に拟れ S 音，をな す、 
漱斟し 51 肌に V らば、 S に何の乳 かぁる。(一 $) 

ii の觀 as 、 m 鮒のためにノ」黯観？、 A ? ふ 

齢へ泰。 1 
繫 H れる M く、 (*^ v 羅 i 鹊の繫のへ如 
く ■す、！^ I 〔に g し〕鼪にして擊なる驂 

三七 . 












固老尼 fli 

一よりて美しく喩へ方なし< 


(S) 


なん t?i 


tto 


toH なん y 


汝若し樹林の中に住せんと欲せば、我汝の家俣とな 
らん、 J 新〔に&て〕 P なる*眼ぁる續||にはな S 

i いと しや 5 ぷ 0 た こ K 

よ b も更に愛しき生物他に之なければなり。(一-一老) 

nr か m-up ば繫鬆〔ならん〕、初れ、 g 冤 

せ ^ j く^つ {™ か tf ろぅ At く 540 ぢゆ5 ふ：よし 

の生活をなせ、風なき樓開の中に住せよ、婦女子 


t 4:ん V そ•フ〇 

等は汝のために走使せん A 


w <4 ん さいなん 


冨) 

tTC % ■ 


迦尸國產の細軟なる〔衣服〕を著け、〔身を〕裝飾せよ 


こ-〇な 


華鬆8彩料と黃金摩尼其珠と數多の：異れる莊1の 


具と を汝のために 作らん* 

(六) 


1 

善く廒垢を泄 ひたる；、 被昊あ b て鋇じく、 s±lmi 


t 




t • I そんだん r いもつ かず か5か 

敷具とを布きて新しく、旃榴材を以て飾6、高 la ' にし 

じゆせい か ぐ CL ? フのは ふ 

て樹精の香ある臥床に上り〔臥せ〕よ。 {一 t ! 夫) 
1“へば迹華の水よ613でたるを(ハ夜叉羅刹の如れる 

♦か M し、 g し“鏠^& 1 、ぎ ^處を 


一一一八 

用ゐざるに〕、汝は老に至らん」。 {一一一老} 
「死屍に滿ち、を5?すベき、毗酚の鉛なるがを ^I 


る- 


(S) 


それ 


4んかん 


n 在 


「眼は牝鹿の〔其の〕如く、山閲なる緊那利の〔其の〕如 
し、我汝の眼を見てよ b 欲樂愈愈增苌す。 {灵一} 
蓮華の頂に似、塵垢なく、黄金に似たる顔の P に、我 

なん V め み1くし•い i いよぞ.，ち?フ 

汝の眼を見てよ b 欲柯愈愈增長す。 {|>一八一一) 
汝逮く去らんとも、我は長き腿毛と、1き眼とを思ひ 
出ん、是れ汝緊那利の柔かなる眼あるもの、我には 

な AV め さら v*m 

汝の眼よ b 更に愛しきものなければな bj。S 八三) 

なん V ぶ OLA ら %t そ み 4 ® ゆ のぞ 

「汝佛子を〔捕へんと〕求む、其は道なきに行かんと望； 
み、月輪を戯具となさんと願ひ、须彌山を•えんと望 


むな • 


(S) 


にんでん9や5せ^い V い い釐 <0 とん1く V こ ところ 

人天兩世界に於て、今は我が貪欲を起すべき處ぁる 











なし、挪は J 扣把の〕如州なるものなるかをも知らす、 
版於を S せ2,5 S にょ-^て i たれたる？。2 ) 

%の如し、^ ^ • か抓！！なるものなるかを も見す_>聖^道 
に t て爲を g せ1たれたる？。 10 
〔五 ssi 給 n)〔sis > c > w を紀ふるものぁら 
ば、船船が抓き〔ず％を観獻せょ、 ( S 汝は化の識ぁ 

る〔繫の〕ために船まん。 (5) 

把 g !> せらるにも 辦 t せらるるにも、 苦にも樂 にも、 我 
が s に〕心 S せり、％の g . は K 淨なちと 

配の孤は懸の^^ t て At ' s の S J に乘 b 行 
もの^り、 &船の：！ぼを W き、脱を飯し、孤は空屋 

にぐて P 。 . 丨 1 

狐は於奶のく阶脱の04^5^くして、_1<く新なるを 

三十俱：：|¥四 


し♦じ， 


をど 


11"たり、撕と斬とを以て嫩せられ、種種に舞ひ踊れ 

bo - - 塞 

ギの敗と 阶 とを ir き、 W き散らし、 分^ にして、 跡 
な；.に5たる m 、 其の跗鳅に炉がろを住めん 

(一§ 


や 


5 Ris 1 の如^に亂ふべきものな b と、我に§慧生 

y AI / U 戌ふ 

せり〕、 til ? の3 s なくしては〔身は〕存せす、法なくし 
てよをは：！齡する i なし、1¢:すに砘物にか心を住め 


んや《 


(i 一 ) 


基 

猶 


ほ…) fl 姑を似て! gib 、 歡”て^となせるを見るが 
航し、がかに船贿の取ぁ b 、 M » Jt の■は惯値ぁ 
るなし。 1 

にて〔町！0せる；^りたる像の如き、恐衮汝は虔なる 
ものを S - ぅて& る。 (重 

三九 














swfi 老尼偈 

〔眼は〕樹洞の中に s ける(一--#脂の闻塊の如く、5 ^ 

UTe や5 なみだ>めや まねここ OT 

に泡〔狀のもの〕ぁ卜て淚を帶び、眼渣も亦此處に生 
す、秤 M 多様の眼ありとせらる OJ 2 


しふぢやく 


t な0 


t I < ; « j t 1V t Jt 4 mb _•{•% 夕く 

眉目美しくして心に執著なき〔尼〕は〔眼を〕刳りて 

卽時に其を彼の人に與へぬ。 (売六) 
か彼 sf iti の i ： 4 < rM びぎ、搬 
は尼に對ひて馓謝した b 、「 l ^ 乾に亂.祖 V れ、 「 H 〕 

ふ；：ね T ha 

再び斯の如き i をなさじ J £ て。. {一一一九七) 

「斯の如き人を害ひ、：^したるだを船くが M く 
し、蛇を s ひが抓く-.^て、 S も敗に：棚ぁらんや、孤を 

恕せょ。」 {売八) 

k の gfc は k 〔の A ? ょれ、繫影，為 に 柏れゝ、 


さ* 


重 


四〇 

【一】此等の樹木 IX 钬風の r : め！-！起れる花粉の虱 lli り己〇佗迸4- 
自ら起せるが如く|:して箝方|:香< 1 4-*4で。【二】 citraprhp 天 
h 并の林团、稞 WIR 又は飾 miR すべし。 C 三】 Sin ナ1 R # •那11 
女。【四】^1£"楝閣(中) l : a なく L て住す5もの。【五】 v 占-? 
を PS - 香料途袖と釋 t £ り。【六】胸^ a ふもの•【七】4{孑毛の附 
合れ5扭具。【八】*疎、非人。夜叉 B 刹の受用し"想依守護 t £3 
蓮^ U 人間11之1:近づく：とを得す、其の圭 i « ち®:つべ九】 
師 uft ふる！ ift らすして、却つて敎へらるるの【一0】汝 IX 31 
濉わる此の術婆4誘恣するがた》|:61在及び未米|:苦惱か受け 
ん。【一一】 Haritilas-yelloa orpiumt , Oclue の踩锻/ 1 -與ふ。 
cul 】< a : ?& 註して LiprhK 7 agnjiki i vv 、 L 5 kh 5 II 英 5ft の 
lacl : て榭脂 xua 類取リ f ; る 一 fl の染料なり、 KhJSDaTis - 
夫人 ItRL て alise b : 一一1 itf り、小球の意 1 :て眼球^指ぜるな 
り. 【1 S 己の有なれど t 彼1:興へたる汝の眼と云へるなリ* 

四十四駆尉節十五 

ガ f の 聯撕な る把 i 和？^ i 、 (一 ％ぎ t のかぁる撕 L 
に於て、釋迦あの釔に 55 れたる一^の前齦の脫〔ぁ b 

き〕。 星 

k ぼなる一 W を I 1 rl 二漱を s ひて〕 




















繫を， t 、 f し、點 t て、煩惱を撤 
へ t (g 一 ) 
r 等は运のために〔挺を〕，、紙黯りて— f 

拉ひ、 M なきして、一^は M 等の事を語れ 
b . §二) 
「把研 < 5 TS <く、年齒米だ<ちす、 PJ J の失 

を！ i めてかが歡に參资たるぞ」。靈)一 
鍁の那く阶はるるゃ、黯に印 r 佩系は於の〕 

M なき―批てがの P , てデへ b 「聞けょ、1 S 

1 T か點せしままを。 § 

ふ粼でたる'8 - C 齡て、•我が奶は m が具 
はれる mrb き、孤は W の一知に して 您すべ く、 喜 
ぶべ く、祇して ！ Ss “ b き。 写) 
はょ b 5 x 紙^^の 6 bgo はされたる^!我が媒介 
鞦は昶れり、〔鬆くとは〕氍き s . r にして、 s は そ 其の 

a 十四依品笫十五 


(七 t として孤を S へ3。 貫) 
し、，如へられたるままに亂.% fb 。 { SO さ 

W が，％於 S ゃ ST 制ゃ黯ゃ、 S を (( T たびぎも 

*齡れ齡ぃて^1を配ゝ3。 (WS 
把 I 、給 m 、％ はのぎぼに £" へられしも s、i 
ち、辦衫し、耐して〔 I するの〕人に通するものを與 
ハ i 1 
於るには略に歡るる I なくして策に赴き、手と足と 
を g ひ、て r を制せて5け匕 (i 

f 0 f ¥0 fs , 

に I 鍋せしめ S 。 (四二) 
孤は！？ か-' L き、封から■を 船 ひぬ、 母の其 
-の一4'に辦するが^く、ぼじく 我は〔我が〕夫に事へ 
2。 (巴一一) 

四一 
















S 課長老尼僱 

斯く此の貞1 - < して 配 S を S し 、 i 祝を i き、 〔船ぐ〕 
起き、 精勤にして、姑 iiia れる獄を〔橄が 〕ギ は繼へ 
彡。 (31111) 
かれ染5は船と沿とに85げて fK へ b 、「 P 鳕へょ、 
我は 去らん、 我仙婢と 斯に椟まじ、 我 g じ象に把に 他 
はじ。」 / 0 HE ) 
「兒よ、然く云 ふこと なかれ、 仙婢は赀く^ ：> て、 智慈 

V こ なん暫なに〇厶 

あり〔疾く〕 4 S きて、精勤な卜、兒よ、汝何事をか 

JL ろこ 

喜ばざる。」 {四—} 
みの记は SVCII を$にぁらず、 i も M は S ぎと S 
に樯は じ、 嫌はしきものは拟に g なし、へよ、 

我は去らん。」 (I 六}一 

似の piwgr , は M に 「MK A . して 
か彼の怒に觸れたる、あからさまに、あ.^しままを K » 


四二 

M は霸にも〔槪の〕容斯れしことなく、 〔 g を^ I 
對して怒るが如き惡語を、我奈何で t をなす ふを% 

べき。」 笛一八) 

憂ひ惑へる彼等〔二人〕は ir の^の f に^ itsa 
悶の中に、我を〔我が〕沿の歇に撳41して 〔fK へ上、 
「美しき吉跟 .g/w、 嗽轡は虼られぬ J 


- o ' 


(i 


れ」• 


1 


其ょり父は我を次なる玆める家1:與へぬ、〔第一の〕 
拉者の我を得て I ：拂ひたる：！射 S の!一^趿て。.{四一一 0} 

和！|の把に r むふ一乾なと v stu も黯 
を追へぅ、配令我は婢妃の鮒く觚》て形へ、射 g にし 
て締徳具はりたりと雖も。 (5 一一一) 
窮のため—せるの褽 〕 P 娜し〔ぎを〕 
制する〔に堪ふる〕ものに妒が%は？へぅ「淤粑が奶 
娇とならん、船45奶 とを W てょ」と 。 S 

















ぎ T 住む、 4 % Hlr なと v g ょ‘ に語げて安へ 
b — 獻铲 と鏟と|?とを 家せ、恥のた 
めに阳1せん」と。 ( f 一) 
欺の m 沿と船と 、 s び和がぁらゅ る (=) ■は、1邴 

it ff ^? n^feps 

せざらん、 M かために〔我等の〕爲すべきことを疢く 
ダへ。」 i 
k く k はれたる M は街へて安7「，心〔自山な 
!〕を斯 L れ b 、 孤は盤と無にぎまじ、我 

M じ私に S に II じ 。 」 塞 

Sft かん、 wC せんがために、11^脱家せん と。 (eHO 
mr rr 撇§船 m は、む珩の緲めに齡 m しっっ、沿 
の歡に艇れ b 、. の记は〕！： gmgt ては 

a 二七) 


從 I !の财〕を B * るや和は lgf ち、和は厄のために座席を 

配けしめ、！ P たる〔がの*足 V 親し、氮—施し 

，Jbo ( B1 3 

化 抓と 紙！ £と嫩 奶と、^ s に賦 U へぁ b しものを他ま 

で1 i めて 『 M へ b 、 「ガ撕、！！は出家を願ふ- J "^。 

4* t ぶ P . い：. * lli > 六、(一54: 


S 5 


せ t 


m に奶は和にぎげて 云へ b 、 「我•か 女、 此處 にぁ 
てずの艇を ？ 5と2とを;|%^ ルと歎^門と 

わ n じやごふ を^ 


b. 


を供養せよ」 と。 

i に繼齡製して^ I に M れ-、「『—を犯 t 、 


ぶ. n は， 。 

我之を滅さん」と 


れ- 
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S 一 } 

f life 

せょ、 の船 i <船ひし篇を 

ぞょ.^。 ( g 三) 

f 七 stls した b 。 

. 四 111 


(1 一) 

















W 譚 S 老尼偈 

M は f - vppts、g の15編©^ gt 、 鬆 

せよ。 ? E ) 

〔髮 〕 i 了ラヵヵ-ソチャの—、 if は靈か 
なる努？き、 P のために雲^て和は尨の 
嫌を犯せ彡。 (窆五) 
我は其より死して地獄の中に把られ、纪を 5 3 くる Z 
久しく、其よ b 出でて牝猿の胎にやどれり 。 WB 

5 S れて七^して■の•る^ I は LW 1- 奶 

るの ml 果なぅ。© 1 一七) 

我は其よ b 死し、往にて’を§做ぼ婆の敗！：に 、 g 

眼跛足の牝山羊の胎に身を托せれ。 { stl 八} 
我精；¥を除かれ、骱 W をがひ奶く1十前！一軾、齡雛に 


四四 

る*>故なら。 (3一九} 
我は典よ6死して牛商の有てる化5.に把れぬ。献き 
$ P 樹脂の如き犢にして、去勢せられて十二銜瓜 

わひだ 

の間、 SS 

• cm ふ/:たからす—くる龙 ひ めくら なや か や 

我は再び犁と車とを挽け6、窗にして像み〔且つ〕ぼ 
めり、これ我他人の婦を犯したるが故なり。 a 四一} 
其よ b 我は死し市の街路に沿へる婢女の t に？ S れ、 

によ -L や *r\ (1た ^ ん C や •？nn ii H つ I 

女性にも將男性にもあらざりき、これ我他人の妻を 
犯したるを以てな卜。 . 

fcc s bK し ICO . いへ ic 

年三十歲にして我は死し、馭者の家に女兒と〔なり 
て〕？3れぬ^にして歡ぃ、&みたるだ|&き圯 


侦ある〔家に〕。 


重 


k の観〔游の〕 it 1 し M は 1 ゅるゃ、 MS が(一 J は 

0な かなし し，い { ひ ♦ 

我か泣き悲むを主の家より引き行けり❶ 


や 1 ひかか 


かん 




















と^.ベるもの、® & したる孤をて、，した 

bo . (鹽) 

TffLfmf f. p 

ぎす る ものた、^ kssM 〕 ■の 情を起さしめ 

«o 1 

1始の S く歌ふるを捨てて'©去るはこれ〔我 
が.の歡<な、して痴は vis 氣果 S 遊し 


た 


1 


ガ ipsit 

(一)ニタ1ヴチ1の網€て(5ンチャ K の ？ f 
姑&ぁスメーダ11>4ぶ！ e の〕紀ヘにょ—美 
しかりき。 (S 

て.，そつ ともぶ飞.ぶ 』L 四) 「 t{i 


【一】 Kur 拘 ( a ) af ®、 此•し r Tff ft 波 S 子城の古名？ 
しが如し。【一1】以ぼ【三】ゥ^^\丁【四^55|^® 
定か樂と11 マ。 【五】# a •【六】冢—【七】 
子の *® 【八】 ちらりと jl r : 3 のみ 1: て。 【九】 Nibbiggitt lllt 

1备$でぽ?シと拄すれど如何|:マ5.は:^れ 
て、 ！{ vlstv**”t などの意と pa ?」 へし。【一0】兒盔り* 

ヂナ y ク多" __I » > IT • L 


if :; 【一?一】 

【iI 】 Gn indhava 


【二】我が ろ— S 3。【一 ^^ dlslf 
出家せす家 I : fc りての意。 【 s 】 Krakakaceha. 

辛®地方。【一六】 H 九五俏の註^見ょ。【一£己の父なる BI 者か云 

a ギリダ t サ 
ふ。【一八】 Giride 1 : ナ 


r 齡て觀 し？、 4 til : 各に趣 づきて 云へ％故 
ょ沿ょ 〔 IT か p 〕 w け。 (星 

II は！ h 體を鍛とす S 私.，£^ せるものは 假令兄 WJ にぁ 

b i ^ T にあらす、黎黯 K 益にしてぎ 

惱〔を與ふる I 〕多き1:於てをや • 


§ 

船漱は勒挪にして槪に ㈤ へられ、，ゼは之に也惑す、 
齡^ U 1 S 2此齡に槪せられて^<ジ歡をぞく。雙こ 

つね女 fr ド tf Id シ -H 


大 m 品第十六 


W に辦！ lb と ^とにょ b て mt る i なく、邪業を犯す 

配’は祖にぁ bp 繼を f て p 。 I ) 

四五 



















國課 fi 老尼偈 

き彼等恐^<は劣街慧、無奶鹿にして、纪氟〔の！ tj 〕 に 

間く、說き示さるるも、無智にして^ S を知ることな 

し。」 霊) 

S 「母ょ、#き佛の說き給ひし諦理を知らすして、し5 S 

有を t び、天んの嘢に细るること h 齡ふものぞ貌 

き。」 2 
XA にん 办6だ むじや J し? r >^ 3へ IrrrNtr ゆ，#\しや5 

「天人の閲にも、無常なる生有の上に常住の生ある MJ 
なし、思夫は再三出生すべき i を恐れす。 (四五五) 

3四惡道と S 二趣とは、如 W にして斯らるるぞ、尉 

趣に入れるものは (- C 3 泥犁にあらて、31和を斯ること 

なし。 1 W 

一:母も父と共に我が十が粑の前粑に掀て肌和する i 


fit 


ねん 


を許し給へ、〔餘事に〕氣なく^^て歡死 t 離の f に f 

力せん。 {墨 

生成して t 喜せられ、&も〕©鉛なき船阳のがに、 


01\ 

奈 1:で〔喜ぶ i を； 一な さん、纸钔の衡歡を嫩”ん がた 

ゆる . CHL ， つけ 

めに、許し給へ、我出家せん。 1 
i 船の氍 a、s を纪けなば&を知 i ん、〔ゼゃ£〕纪 
得らる、戒德、梵行、我は生 y 松るまで、^を挪すふな 
けん。」 舊) 
«?の如くスメーダーはへう、「你よ、^ I よ、抓は^ r 
家のものとしては、食物を受けじ、！!はがに阶ばん 


のみ」と A 


著) 


f は5 r み親ひて r、f PV 彼©を C てぁ 


星 


努めたり。 

「船 V ぎて、0て g © かぁる、溶，せられ 

力 5 トーは i 露勵？ 、漱 V 彼〔のぎに鱗 けら 
れた り。 W1) 






















辦ァー；ラ，夕 Si の繫とならん、船ょ、 戒 


かね 


L ^ YtmiM とはなす1獻し。 ( S ) 

り， ね5 げじ、:^^> 、なな^ K £ ci^:<、^t 

5-には^-务ぁ b 財 K あ權ぁ b 汝榮耀安樂丨年 
獻 A にして繫をずけよ、 ST よ、^ I の〔獻〕齡めせ 
よ。 1 


S にスメ 


1 ダ ー は に&げて 『 K へぅ 「& の 如き こ 
とぁるべからす、^^一^ならす、^^ ぁるべく、 
銳らざれば&〔あもべし〕、 我が決擇は之にこそあら 

む0 昼) 

初漱にして、 H 鉛を耐し、 MJ > るべき腐壤の身、一たび 
g 叫して絜に r たる露、如41なるもの 

(SS 


ぞ I 、 


瞽 レ>4|1參》 L ^ 

1 たるがは似し からすして慕所に速ばれ厭 
ひ嫩 へる祖 if の獻.てられて 、褽 木片の如く 
f, 1 
ぎの犯阶となるべき^ 〔の！^を墓所に 捨てて、 厭ひ 
船へる B 5 は 漱 i をな す、 生みた る^ <母〔然と、況ゃ 

B のだ S てをゃ。 S ) 
慼鉛なく、辦と鰣とを餡めて'成せる财身、捶淚、尿尿 
にぼての ， ( B セ Q ) 
ずし,の*身〕を抓齡して m をがに組せば、‘1 
こ#へすして Sn みたる S すらおを紀はん。 (5) 
獻氍は gl 作5 Hr し％にも％し、く苦にして♦如じを肥ふ 

9 1 ^ 


が ili ふべ く、 姑と虻とを以て邀られ 、蛊類0 棲颭た 
り、组 の 把 i たる44れる k ^ o は、何が故 
にか？れたる。 1 
大 ma 第十六 


■ 0 n 


%うる4>せいしよ 


はん， 


1 } 


ssfrtL 1:齡ぎたる〕^一百を^、ぎ刺すと百年 

»^ X /S & 0y 

ならんも ( s )〔 i の〕 M 龄ぞ鹏れ る、 〔もに i て〕苦惱 














« 謬 £ 老尼偈 

亦璇されん。 1 W 
斯の如くして舻の m を知れるもの、ぞし〔妃の〕挪歡 
を是なりとせば、〔之によりて〕亦其の苦惱遒されん 、 j 

〔師の言とは〕「爯爯惱さるる f 等の人んの輪迥は久 


四八 


ごと 


如くなせり。 

か 


し」とな • 


• 1 


てんにんにんげん し，ら炉い妒奢 V / J く AV * かつ 

天人、人間と、畜生、阿修羅界、餓鬼と地獄とに於て割 

くは P 

戟を加へらるるふは限りあるなし。 


( 1 ) 

§ 地獄に〔入れるもの〕、惡趣に 堕つ るもの、纪を f 

くるものには〔割截の加へらるる i 〕 多し、天上界に 

も 依處なし、涅槃の樂に過ぐる〔樂は〕ぁらす。 ( Ef : 0 

く生死を捨てんがために 精 f る もの、彼 

に達したるなり。 S W ) 
父よ、今 H こそは我出家をなさめ、寅なき榮紙に何の 
〔要か〕ある、 我諸欲、 を 脫れ 、棄 て、 羅樹のぽ槪の 


{S 

紀の么は父に祇ひて撕くの如く云へ卜、彼女を乞ひ 
しアニカラタタ S は、 i 私づくや、曙光 f の如き光明〕 
に包まれ、求舵のために赴けり。 


( SW ) 

m にスメーダーは ii く霡くを；！忝がなる歡を刀を以 
て1ち、配閣を閉して第一¢1"に入りたり。 


塞 

r 妨の if Mlf る m 、 r 一カラニ 3 E § S :_ 


に來れり、樓閣中にあ b てスメーダー は 無常想を修 
皙したり。 rr 八こ 
彼の女は思念せしが、アニカラタタは急ぎて上り來 
彡、舱歙船||、妃釕を奶て：^を飾れる〔齡王〕はぎを合 


せてスメーダ—に請へ 


塞 


H 5 £>曾い r いく C し ♦けん なんな之い身•， めんらく とし£か 

王には威勢、財貨、主權ぁ b 、 汝榮應に、安樂に、年若 

み cll く .7 し1よく らく よ iK 

き身にして諸欲を享けよ、諸欲の樂は世に之を享く 

重 M し。 


墓 


















fS は船 V 2せられたり、松船を繁、紀配をなせ、 

綴た t 齡れ、溶 f はぎ S せり。」 1ブ 

k の2、船 ivji はす、ぎ紀を齡れたる#スメ If 一 
は！^〔の^ bl ^ て安へ b 「龍欲を敗むふ奠れ、諸欲 
に■を i ょ。 ( S ) 一 
5マンダ—タ ー は四船の S 5 にして諸欲を享くろも 
のの 飯 b 祝で.〇き 、I も， j 飽かすして死し、其上の欲 
は！ i されざ^'き。 舊)： 

>撇七!5を15 n 十机に k ： らすとも、諸欲に傯く i な 
けん、 M は〔船 S に〕％炉すしてぞ於する。 (■ 
■は gJ と&へられ、■は f 賴£へ 
られ、，く〔が§に〕 M に阳へられ、®されたる辦に 
似た， e > 〔とせら る〕。 ( «/ 
1敗は船！^にして TO 1^固ならす、ぎ多くして毒大なり、 
蛾 g したる iwv-i く、靈をぎとしぎを射とす。 

大集品隼十六 


?} 

S 谢は撇組に献へられ、ぎなる〔が故に〕が檐 - t へ 
らる、鉛獻は fs の S なるに t て、政に喻へられ、 

1?りたる〔德〕に S へらる。 舊) 

is は ( J & へ—、_•氍•凝•粼な"、 

犯船の M く、靴 m を腳とす、舻 W な b 、 殺害な-^ 
g の f i には PSS 親ひ、へ 

らる、赶ょ、がへ M 〔 ぎ新—て該擊、ベ 

き gl を斯〕す。 ■) 
をなすや、： k 〔の起 k 一を I ,さんがため、努力すべき 

¥。」 (1 

が〔の％は、鋈に f 、磨に f て、&き i め 

るへ乂⑴と、アーーカラツタ t とを見て、之1:1^•けて云 

四九 










阈譯長老尼偈 

へら。 SE ) 
「思な^ f の g 勉は良く、 mu なき〔世〕に父死し、剛胞 
害せられ、又は己害せられて、泣き悲むことも再再 
なり。 {1} 
紀と乳と血と命媪との果なき石を思へ、生類の給廻 
を思ひ、積み集めたる骸骨を〔思へ〕。 © 九〇 
(一 CP 淚•乳は、四大衡に襞へらるるを思ひ、〔一劫：！ 
の間骸骨を積み集むればき毘莜羅山に等しきこと 


を思へ 


はてし 


1 ) 


xn 


果なき〔世〕に翰廻するものの父母を間浮洲の地に較 

へ|1!1)こ办 しよく j > くだいぐわん (一 K ) CH ひ 

=〔之を〕棗核大の丸〔となすも、之に比 


ぶるに、 


するに〕足らす。 


I 


く? r い 走だ u ate ，ん n ち%もち 

草や材や技や葉や、果なく〔輪廻する〕ものの父や父 
の父やに) ti ぶる時は(一®分ちて四指鐘とすとも、# 


五〇 

£舻あ-、又東の海に於て两ょり〔漂ひ來る〕岷に穴 
あ.〇と思ひ、其〔の宵龜〕の頭を〔之に〕投入せんふを 
〔敗へ一、人身の得〔難き〕は之に喩へらる。 so ) 

11う to だんく#>いねと けんし0 及 S し t しん 

泡沫の團塊に譬へられ、铬質なく、穢多き色身を思 
へ、諸斑の無常なるを見、地見には割截多きことを 


思へ 


S0W 


»でん 


再再此の生、又は彼の生にあ b て、墓田を擴ぐる身 
を m ひ、また断船の船じきを脱ひ、四淤の鼢理を& 

へ。 S-W 

へ i 甘露の存するに、汝は何の〔要ありて〕か五辛を嘗 
むるや、 f れ t て衝樂は、五辛よ b も更に辛棘なれ 


ばな、 


(ij 


A んろ そ A . なん； a ねつ？ oxx /^ なん1^， 

甘露の存するに、汝、熱惱の諸欲に何の〔要かある〕、 


〔其の數〕に比するに足らすと思へ 


是れ總 て、 欲樂は燃 え、 货 え、怒り、彿 きてあれば 

(S 九ル)なり。 {JS.CS 
















§ ぎ船の故するに、^ T のてる觳に M 〔の 
鰣かぁる〕、船 f はし象の齡 t て、 SX <1 


び■の％に辦 し。 , 1) 
(§齡の g する に、黯『撕 i ぁる慇に俯〔の敷 

ト ノ1 よく 技さ) t 

かぁる/ If は黯 r 氮ぁ b 、— を貪 

t のは & B を Sk くればな b 。 ，(五 g 

f を配じた 4— i 0 ,. れるもの —、 J 

I を f す、 i は挺^へらる、之を放 
たざるものを k く。 . 11 

鎮の顯のために、8祭る Si をぎ t 私れ、 

1 し 4 S 鉛のがくみヽ歡に f て苦しむこと 

lu —!' 

ょ、配 Hsf 穸象す i 、 f たる麻 •1 

の I を 〔都 1が如くすベければ t (I 

大集品 ! ft 十六 


妗 \ v 船^ tt : がぐるものは、肥な？苦惱と、衆の 

しふ怎く 1 

奴 f とをヂけん、〔されば〕贼此ならざる諸欲を捨て 

い § 

i ダがの粗するに、，く r ゆる諸欲汝に何つの'要か 
ある/あらゆる帶あらゆろ ST に t て死と病とに 

〔五一一〕 


とら 

® へらる 


ぎふ不 f V を落群 U 死な l 

r {五一 a 

t の銮」 l M のぎる％ f く f 定 むるも 
のは：^ M をぼきな b 、 〔されど〕努力 — t 

のは 〔i る A 船はじ。」 ：」•! 
措 b 籍“さる舶のス1ク1は上り女 
く ダへり、アニカラタタ fn を敎へたる彼スメ、々、 
オは 〔 k の〕％を f に泥せ*^ (rb 

五一 











»» 長老尼® 

极ァニ カラクタ 〔王〕 は座を起ち、掌を合せ、尼の父に 
乞 ひて 云へり、 「スメ ーダーの出家を許せ、彼の女解 

ff 今 ねい， み 

脫 1、識 理とを) i るもの〔とならん〕0」 {五一五 j 
父母に許されて此家 しぬ、憂 a ^- H ぎぢたる〔スメー 
ダー〕 は 圾上 t を罄びつつ 六神通を證せり。 21 K } 
王女 〔スメ ーダー〕の得た る 涅槃は希ず、未付有なら 


五一 I 
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